
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学部・研究科等の現況調査表 
 
 

教 育 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２０年６月 
 

鹿児島大学

7



ああああ 



 

 

 

 

 

 

目   次 
 
 
 
 

１．法文学部                 １-１ 

２．教育学部                 ２-１ 

３．理学部                  ３-１ 

４．医学部                  ４-１ 

  ５．歯学部                  ５-１ 

  ６．工学部                  ６-１ 

７．農学部                  ７-１ 

８．水産学部                 ８-１ 

９．人文社会学研究科             ９-１ 

10．教育学研究科               10-１ 

  11．保健学研究科               11-１ 

  12．理工学研究科               12-１ 

 13．農学研究科                13-１ 

14．水産学研究科               14-１ 

15．医歯学総合研究科             15-１ 

16．司法政策研究科              16-１ 

17．臨床心理学研究科             17-１ 

  18．大学院連合農学研究科           18-１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ああああ 



鹿児島大学法文学部 

－1-1－ 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

１．法文学部  

 
 
 

Ⅰ 法文学部の教育目的と特徴 ・・・・・１－２ 

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 ・・・・・１－４ 

    分析項目Ⅰ 教育の実施体制 ・・・・１－４ 

    分析項目Ⅱ 教育内容 ・・・・・・・１－７ 

    分析項目Ⅲ 教育方法 ・・・・・・・１－13 

    分析項目Ⅳ 学業の成果 ・・・・・・１－15 

    分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 ・・・１－19 

Ⅲ 質の向上度の判断 ・・・・・・・・・１－22 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



                              鹿児島大学法文学部 

－1-2－ 

Ⅰ 法文学部の教育目的と特徴 

１．基本方針 

(1)鹿児島大学の中期目標 本学では中期目標に「地域が有する特性を受け継ぎ、これを教育研究活動

の精神的基盤とし」（基本的な目標）、「人類及び地域社会が抱える現実的問題に目を向けさせ、問題

解決へ向けた方策の探求を通して、創造的チャレンジ精神、具体的構想力、応用的能力を備えた人材の

育成に努める」（教育の成果に関する目標）ことを掲げている。 

(2)法文学部の教育研究上の目的 これをうけ、本学部では、法政策学科・経済情報学科・人文学科か

らなる「文系総合学部として、社会や文化に関する確かな知識と幅広い教養を有し、現代社会の諸問題

に適切に対処できる能力をもつ人材を養成すること」（法文学部規則第２条の２）を教育研究上の目的

としている。 

２．達成しようとする基本的成果 

(1)養成しようとする能力 上記の人材育成の目的を達成するために、本学部では次のような能力を学

生に身に付けさせることを基本的成果としている。①新しいパラダイムにもとづく教育研究を行うこ

とにより、現代社会のニーズに対応する能力を身に付けさせる。②科学技術の偏重ではなく、人間の

尊厳・倫理を重視した教育を行い、人間に対する深い洞察力を身に付けさせる。③コンピュータによ

る情報処理能力を身に付けさせる (「法文学部の理念」)。 

(2)入学者の状況に合わせた能力・人材の養成 本学部では、入学者の約７割を県内出身者が占めてい

る。このような状況を踏まえ、次のような能力と人材を養成すること目指す。①社会の諸問題の解決

に取り組む能力を持った人材、②情報を創造的に活用できる人材、③地域の発展に指導的な役割を果

たすことのできる人材、④国際的視野から問題を発見し解決することのできる人材、⑤現代社会に生

じる文化的・社会的諸問題に対処することができる人材（法文学部規則第２条の２）。 

３．個性・特色 

(1)専門性と総合性に基づく教育 文系総合学部である点を踏まえ、「専門性」を縦軸とし、「総合性」

を横軸とする教育課程を編成し、総合的判断力を身に付けさせる教育を行う。「専門性」を養う教育は、

各学科が主体となり、「社会の規範と構造」（法）、「地域と情報」（経）、「人間と文化」（人文）

をキーワードとして行う。「総合性」を養う教育は、「現代的ニーズ科目」を中心として、学科横断的

な組織により行う(次頁図参照）。これにより、専門性を基本としつつ、異なる分野の考え方を総合す

る力を身に付けさせる。 

４．想定される関係者とその期待 

想定される関係者として、在学生、保護者、卒業生、企業及び自治体、地域社会がある。在学生は、

一般教養及び専門的知識を身に付けることを期待している。保護者は、主に卒業後の生き方に直接結び

つく教育を、卒業生は、主に幅広い教養及び専門的知識、コミュニケーション能力の養成を、企業及び

自治体は、主にコミュニケーション能力と幅広い教養の養成を期待している。 

 

法文学部規則第 2条の 2 

 （『平成 20 年度受験生のために 鹿児島大学法文学部』

より） 



                                     鹿児島大学法文学部  

－1-3－ 

（『平成 20 年度受験生のために 鹿児島大学法文学部』より） 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成 

 (観点に係る状況)  学部の教育目的を実現するために、各学科に以下のような講座を置き、教員を配

置している（資料Ⅰ-１）。学生定員及び現員数は資料Ⅰ-２に示す通りであり、資料Ⅰ-１の教員数は大

学設置基準を上回っている。 
 

資料Ⅰ-１ 各学科の組織及び教員現員数（平成20年３月１日現在）（単位:人） 
学科 講座 教 授 准教授 講 師 助 教 現 員 大学設置基準※

法政策学科 
 政策科学 
 市民法 
 法交渉 

5 
1 
3 

3 
3 
2 

0 
0 
0 

0 
0 
0 

8 
4 
5 

14 

経済情報学科 

 経済システム 
 経営情報 
 地域計画 
 国際協力 

5 
6 
3 
4 

1 
3 
3 
3 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

6 
9 
6 
7 

14 

人文学科 

 人間科学 
 地域環境 
 日本・アジア 

総合文化 
 ヨーロッパ ・ 
アメリカ総合文化 

6 
6 
6 
 
8 
 

3 
3 
6 
 
5 
 

0 
0 
0 
 
0 
 

0 
0 
0 
 
0 
 

9 
9 
12 
 

13 
 

11 

合 計  53 35 0 0 88 39 

                                  ※共通教育担当分を除く 

 

資料Ⅰ-２ 各学科の学生定員及び現員数（平成20 年３月１日現在）（単位:人） 

  （注 1）現員には外国人留学生（定員外）若干名が含まれる。 

  （注 2）現員のうち３年次、４年次及び合計には編入学生が含まれる。 

  （注 3）人文学科は２年次以上が各コースに所属する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定 員 現    員 
学 科  ３年次

編入 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 合計 

法政策 95 107 107 107 148 469 
経済情報 145 156 164 153 195 668 

人 文 155 
10 

166 170 175 228 739 

人間と文化コース   23 20 23 （66） 

メディアと現代文化コース   20 22 24 （66） 

比較地域環境コース   26 34 43 （103） 

日本とアジアコース   51 45 59 （155） 

ヨーロッパ・アメリカ文化コース   50 54 79 （183） 

合計 395 10 429 441 435 571 1,876 
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観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

(観点に係る状況)  

(1) 改善に向けて取り組む体制 学部教務委員会を中心に、シラバス委員会、FD 委員会、現代 GP 関係

委員会（現代 GP プログラムの実施のための諸委員会）が連携をとりながら、PDCA サイクルに従って教

育内容、教育方法の改善に取り組む体制を作っている(資料Ⅰ-３)。18 年度には将来構想委員会を設置

し、学部運営会議と連携しながら中長期的な視野に立った改善を行う制度を整えた（資料Ⅰ-４）。 

 

資料Ⅰ-３ 教育内容、教育方法の改善に取り組む体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ⅰ-４ 中長期的な視野に立った教育改善を行う委員会 

学部運営会議 
学部長、副学部長、各学科長、各専攻長、事務長で構成され、学部・大学院の将来

計画、中期目標・中期計画、概算要求等、学部の管理運営に関することを審議する。

将来構想委員会 

学部・大学院の将来構想について審議する。組織の改編、教育課程の改編を伴う教

育内容・方法の大幅な改善についての検討を行い、検討結果を学部運営会議へ提案

する。 

教育検討委員会 共通教育及び共通教育と専門教育との関連事項を審議する。 

 

(2)改善例① 15 年度から学生による授業評価アンケートを毎年実施してきたが、18 年度からは教員が

相互に授業を評価しあう授業公開を始めた。その結果、他教員の授業を参考にして、「翌週の授業内容

を示す」「視覚に訴えて教える」「学生の疑問・質問を聴取する機会を設ける」等の教育方法の改善が

行われた（資料Ⅰ－５）。 

資料Ⅰ－５ 平成 19 年度授業公開の総括(抜粋) 

（『平成 19 年度法文学部 FD 研究会報告書』より） 
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(3)改善例② 本学部では「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育」で 18 年度現代 GP を取得し

た。この取組の中の「自己表現力科目」では、18 年度から、合同のポスターセッションや発表会を定

期的に開催している。このような教育方法の実施により、学生のプレゼンテーション能力、調査や実習

の内容、学生のグループ学習の意欲を高めることができた（資料Ⅰ－６、分析項目Ⅳ参照）。 

 

資料Ⅰ-６ 「自己表現力科目」発表会の発表題目の例 

大前ゼミ 奄美の自然環境と文化の実地調査：触れる“奄美大島” 

石塚ゼミ 地域の観光に対する乗数分析 

萩野ゼミ 屋久島エコツーリズム研修 

平井ゼミ 第四次垂水市総合計画について 

北崎ゼミ 沖縄研修 

福山ゼミ 新エネルギーの実態と人々の意識調査 

井原ゼミ 国際カルチャーⅠ 

（『鹿児島大学現代 GP「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育」2007 年度報告書 教育プログ

ラム２「自己表現力をつける」』pp.34-58 より） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 文系総合学部としての特色を生かした教育を実施するための教員配置を行っている。教

育方法の改善としては、FD 活動の一環として、教員相互の授業公開を行うことにより、他教員の授業

を参考にして教育方法の改善を進めた。また、現代 GP の取組の中で、ポスターセッションや発表会を

定期的に開催することにより、学生の自己表現力を高める工夫を行った。これにより、コミュニケー

ション能力や幅広い知識を身に付けることを望む、学生や社会の期待に応えている。 
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分析項目Ⅱ 教育内容 

 (１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況)   
(1)教養教育の位置づけ 本学部の教育研究の目的にある「幅広い教養」を身に付けさせるために学年

制をとらず、１年次から４年次を通して共通教育と専門教育を並行して履修する、４年一貫の教育課程

を編成している。また、１年次段階から専門の動機付けの科目・入門的な専門科目を配置し、基礎学力

を養う授業科目を重視している（資料Ⅱ－１、資料Ⅱ-２）。 

資料Ⅱ-１ ：法政策学科の教育編成（例示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（『平成 20 年度受験生のために 鹿児島大学法文学部』より） 

         

資料Ⅱ-２ 基礎学力を養う授業科目 

 法 政 策 学 科 経 済 情 報 学 科 人 文 学 科 

動 機 付 け の 科 目 基 礎 演 習（４コマ） 基 礎 演 習（９コマ） 人 文 科 学 基 礎 

入門的な専門科目 
憲法、民法総論、人権論

刑 法 総 論 

ミクロ・マクロ経済学 

社会学概論、簿記システム論 

人文科学入門 

人文科学論 

 

(2)現代的ニーズ科目の設定 18 年度の現代 GP の採択をきっかけとして、教育課程は大きく改善され

た。現代 GP の取組の内容は、情報の真の意味を理解し、自ら情報を発信する力を身に付けさせる「マ

スコミ論」を中心とする科目（資料Ⅱ-３）、自分に合ったキャリアデザインを描き、社会との関連に

おいて自分の将来を考えさせる「キャリア科目」「キャリアアップ科目」、社会生活において重要とな

るコミュニケーション能力を身に付けさせる「自己表現力科目」の３つの柱により、学生のキャリアビ

ジョンの形成を支援するというものである（「Ⅲ 質の向上度の判断」参照）。この取組にあわせて

19 年度に、各学科共通の「現代的ニーズ科目」を新設し、現代 GP 関係の科目をここに配置した。これ

により、「必修科目」「選択科目」で専門的な知識を、「現代的ニーズ科目」「自由科目」で幅広く総

合的な知識を修得する教育課程を整えた（資料Ⅱ-４）。なお、学生や社会のニーズに迅速に対応する

ために、「現代的ニーズ科目」は定期的に見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 



                        鹿児島大学法文学部 分析項目Ⅱ 

－1-8－ 

資料Ⅱ-３－１ 「マスコミ論Ⅰ」の内容（19 年度シラバスより） 
 

現代的ニーズ科目／後期／講義 
 

マスコミ論 I  ２年次・後期・２単位・講義・法学部教員およびマスコミ各社の講師 
 

１．授業概要 

本講義は、法文学部と鹿児島県マスコミ関係者 13 社が協力して、地域におけるマスメディアの役割や
今日的課題について講義するものである。 

２．学修目標 

マスコミという具体的な観点から、情報を読み解く力や地域社会を見る目、世界を見る目を身に付け
させることを本講義の目的としている。 

３．授業計画 

新聞制作の仕組み、新聞記者の仕事、通信社の仕事、視聴率の持つ多面性、地域メディアとしての役
割、地域密着の番組制作、選挙報道、緊急報道と放送の使命など基礎的な内容について講義する。 

４．テキスト 

 適宜資料を配付する。 

５．参考図書 

 講義中に適宜紹介する。 

６．成績評価 

 試験。 

７．オフィスアワー 

 なし 

８．備 考 

「マスコミ論 I」の単位を修得した者に限り 20 年度前期に開講される現場実習科目「マスコミ論 II」
を受講することができる。休学等の事由により２年次に受講できない学生については、事前に担当教
員に申し出ることにより、当該事由の解消後に受講を許可することがある。この授業は「マスコミに
ついて真剣に考えてほしい」という地元マスコミ各社の思いと協力によって成り立っている授業であ
り、それなりのやる気と態度が要求される。 
平成 13 年度以前の法政策学科の入学生は｢政策学特殊講義｣に読み替える。 
平成 13 年度以前の経済情報学科の入学生は「特殊講義」に読み替える。 

 
 

資料Ⅱ－３－ ２ 平成 19 年度後期「マスコミ論Ⅰ」 授業内容 

 日程 授業内容 担当者 

1 10月2日 序章 竹内 

2 10月9日 新聞社と新聞制作の仕組み 日本経済新聞社鹿児島支局 支局長 高橋敬治 

3 10月16日 記者の仕事 KYT鹿児島読売テレビ報道制作部副部長 岡本善久

4 10月23日 通信社の仕事 共同通信社鹿児島支局 支局長 世良田俊 

5 10月30日 ニュース原稿と言葉 KKB鹿児島放送 報道制作局長 佐伯孝治 

6 11月6日 緊急報道と放送の使命 NHK鹿児島放送局 局長 亀山正人 

7 11月20日 地域メディアとしての役割 南日本新聞社 報道本部長 杉原洋 

8 11月27日 地域密着の番組制作 MBC南日本放送 経営企画本部長 陶山賢治 

9 12月4日 選挙報道 KTS鹿児島テレビ 報道部長 山口修平 

10 12月11日 IT化が進む地域社会でのマスメディアの役割 法文学部教員（経済・城戸） 

11 12月18日 第一回公開討論会 

12 1月8日 書かれる立場書く立場 読売新聞社鹿児島支局 支局長 佐藤正昭 

13 1月15日 報道の舞台裏 朝日新聞社鹿児島総局 総局長 梶山天 

14 1月27日 第二回公開討論会 

15 1月29日 期末試験 

（『鹿児島大学現代 GP「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育』2007 年度報告書 教育プログラム１「地方の視

点から情報を読む」より」） 
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資料Ⅱ-４ 履修方法 

(1)法政策学科（『平成 19 年度修学の手引き』pp.19-21 より） 

履修科目の種類 授業科目名 単位数 

共通教育科目 30 単位 

演習 ４単位 
必修科目 

課題研究 ４単位 

選択科目 基礎演習 他 70～60 単位 

現代的ニーズ科目 マスコミ論 他（選択科目の単位に算入することができる） 

自由科目 他学部・他学科等授業 12～26 単位 

計  124 単位以上 

 

(2)経済情報学科（『平成 19 年度修学の手引き』pp.22-25 より） 

履修科目の種類 授業科目名 単位数 

共通教育科目 30 単位 

基礎演習 ２単位 

演習 ８単位 

外国書研究 ４単位 

特殊研究 ６単位 

エンドユーザ実習Ⅰ １単位 

エンドユーザ実習Ⅱ １単位 

必修科目 

エンドユーザ実習Ⅲ １単位 

選択科目 経済学史 他 57～45 単位 

現代的ニーズ科目 マスコミ論 他（選択科目の単位に算入することができる） 

自由科目 他学部・他学科等授業 12～24 単位 

計  124 単位以上 

 

(3)人文学科（メディアと現代文化コース）（『平成 19 年度修学の手引き』pp.28-29 より） 

履修科目の種類 授業科目名 単位数 

共通教育科目 30 単位 

人文科学入門 ４単位 

人文科学基礎 ２単位 

人文科学論 ２単位 
必修科目 

卒業科目 ８単位 

コース必修科目 メディアと現代文化ワークショップ ４単位 

コース選択科目 メディア論入門  他 34～42 単位 

現代的ニーズ科目 マスコミ論 他（コース選択科目の単位に算入することができる）

自由科目 他学部・他学科・他コース等授業 32 単位以上 

計  124 単位以上 
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(3)外国語コミュニケーション能力の養成 本学部の目標のひとつ、「国際的視野から問題を発見し解

決することのできる人材」の育成に基づき、各学科の専門性に合わせた外国語教育を実施している。特

に、外国人講師による授業を重視している（資料Ⅱ-５）。 

資料Ⅱ-５ 実用的な外国語科目の履修人数 

学科 授業科目 18 年度 19 年度 

外国書講読 108 人 97 人 
法政策学科 

外国語表現法 29 人 39 人 

実用英語Ⅰ 57 人 26 人 

実用英語Ⅱ 48 人 32 人 

実用英語Ⅲ 35 人 20 人 

実践英語Ⅰ(外国人非常勤講師) 21 人 21 人 

経済情報学科 

実践英語Ⅱ(外国人非常勤講師) 10 人 8 人 

英語コミュニケーション１（外国人専任教員） 115 人 185 人 
人文学科 

英語コミュニケーション２（外国人専任教員） 104 人 160 人 

 

(4) 情報処理能力の養成を重視したカリキュラム 情報処理能力の養成のために、法政策学科では、コ

ンピュータ及びネットワークを活用して法学の学習・研究方法を実践的に学ぶ「法情報論」を設置し、

経済情報学科では「エンドユーザ実習」「データベース論」「システム構築実習」等の授業科目を設置

して、学生の情報処理能力に対応させた、情報教育カリキュラムを編成している（資料Ⅱ-６）。 

 

資料Ⅱ-６ 情報処理能力育成を重視したカリキュラム(経済情報学科) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

（『平成 20 年度受験生のために 鹿児島大学法文学部』より） 
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観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

(1)３年次編入学制度 社会のニーズに合わせて、３年次編入学及び学士入学を行っている（資料Ⅱ-

７）。この制度により入学した学生に対しては、既修得単位の認定、入学前、入学後のオリエンテーシ

ョン及び個別履修指導を通じて、入学後２年間で卒業できるような配慮を行っている。 

 

資料Ⅱ-７ ３年次編入生の状況（単位：人） 

 定員 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

３年次編入生 10 11 14 16 18 

卒業者数    10 (18 年卒) 10 (19 年卒) 

 

(2)資格の取得を重視したカリキュラム 学生の要望や社会的要請の高い、中学校・高等学校教員免許

取得のための科目や学芸員資格取得のための科目を設置している（1-15 頁、資料Ⅳ-３）。資格取得希

望の学生に対しては、「教育職員免許取得ガイド」を作成し(資料Ⅱ－９)、また 19 年度からは学芸員

資格取得委員会を設置し、支援体制を充実させている。 

(3)キャリア教育 学生のキャリア意識を高めるために、18 年度に「キャリア科目」「キャリアアップ

科目」を開設した（資料Ⅱ-８）。平成 18 年度から、学生の体験記録「インターンシップ体験報告集」

を刊行し、低学年次のインターンシップ指導に役立てるように改善した（資料Ⅱ－10）。 

 

資料Ⅱ-８ キャリア科目履修状況及びインターンシップの状況（単位：人）

 キャリア科目 キャリアアップ科目 インターンシップ人数

17 年度   109 

18 年度 234 20 99 

19 年度前期  17 

19 年度後期 93 40 
88 

合計 327 77 296 

 

資料Ⅱ－９ 教育職員免許状取得ガイド  資料Ⅱ－10 インターンシップ体験報告集（表紙・目次） 
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 (4)協定大学への留学状況 国際学術交流協定等による学生の留学を推進している。協定大学において

修得した単位は 30 単位まで卒業単位として認めることができる。16～19 年度の間の協定大学への留学

状況は、ミュンヘン大学 6名、シドニー工科大学 2名、湘潭大学（中国）2名、淡江大学（台湾）2名

の 14 名である。 
(5)単位互換の状況 国際学術交流協定において修得した単位および県内他大学・放送大学で修得した

単位を、前者は 30 単位、後者は６単位までを卒業単位として認めている。状況は資料Ⅱ－11 の通りで

ある。 

 

資料Ⅱ－11 単位互換の状況（単位:科目） 

 

 

 

 

 
 

 
(6)科目等履修生・研究生の受入 学生・社会からの多様なニーズに応えるため、科目等履修生・研究

生を数多く受け入れている（資料Ⅱ－12）。 
 

資料Ⅱ－12 科目等履修生・研究生の受入（単位：科目・人） 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

科目等履修生登録科目数（（）内は人数） 36（12） 51（19） 47（19） 24（9） 

研究生人数 14 13 14 ７ 

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

 (水準) 期待される水準を上回っている 

(判断理由) 17 年度以降、教育改善に取り組み、本学部の特色を生かして専門性と総合性による教育

課程を整備した。特に、19 年度に「現代的ニーズ科目」を設置し、「マスコミ論」「キャリア科目」

「キャリアアップ科目」「自己表現力科目」等を配置し、学生や社会のニーズに対応したカリキュラム

に改善した。この他、３年次編入学、資格の取得、キャリア教育、協定大学への留学、単位互換、科目

等履修生・研究生の受入等を積極的に進め、学生や社会の期待に応えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

留学（学術交流協定に

基づく海外の大学） ０ ０ ０ ２１ 

県内他大学 ０ ２２ ３６ ３９ 

放送大学 ０ ０ １ ０ 
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講義, 53.5%
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法政策学科 経済情報学科 人文学科 法文学部

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

 (観点に係る状況)   

(1)講義、演習・実習のバランス 授業は、講義、演習・実習等の組み合わせにより構成されている。

教育目的をより効果的に実現させるために、少人数の演習・実習等を数多く開設している。全開講授業

科目に対する演習・実習等の少人数授業の比率は、毎学期、50％を超えている（資料Ⅲ-１）。 

 

資料Ⅲ-１ 授業方式の比率（19 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)フィールド型授業の充実 実践的な教育を重視しており、各学科ともフィールド型の授業を充実さ

せている。特に人文学科の比較地域環境コースでは「フィールド学」を必修に指定し、また奄美や韓国

でフィールド実習を行っている。19 年度は「現代的ニーズ科目」の「自己表現力科目」において、「触

れる“奄美大島”」や「新エネルギーの実態と人々の意識調査」等を実施し、奄美の自然環境に関する

フィールド調査や鹿児島市の太陽光発電、風力発電の取組に関する調査を行った（1-6 頁、資料Ⅰ-６）。 

 

(3)情報機器・教材等の積極的な活用 情報処理能力の 資料Ⅲ－２ 法文学部電子シラバス例示（19 年度）   

養成のために、全教室に AV 設備、プロジェクタ、無線

LAN 設備を設置し、情報機器を活用した学習指導を推進

している。また、据置型・可動型あわせて約 100 台のパ

ソコンを設置し、学生のレポート作成等の便宜を図って

いる。18 年度からはシラバスを電子化し、授業の補助と

して活用している（資料Ⅲ－２）。 
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観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

(1) 演習・実習における事前調査 演習・実習では、 資料Ⅲ－３ 「人文学科履修登録単位数の上限 

学生が各自のテーマに従って、授業の前に主体的に調       に関する申し合わせ」 

査を行い、資料を作成して授業で発表する授業形態を

とっている。その時間を確保するために、「履修登録

単位数の上限に関する申し合わせ」により、各学期「25

単位を超えて履修登録をすることはできない」と定め

ている（資料Ⅲ－３）。 

(2)卒業論文・課題研究における主体的な学習 ３学科

とも４年次に学生が自ら調査分析を行い、論文を作成

する「課題研究・特殊研究・卒業科目」を必修科目と

して課し、これを卒業要件とすることにより、学生の

主体的な学習を促している（資料Ⅱ-４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由)  少人数の演習・実習やフィールド型の授業、情報科目を多く配置し、自己表現力や実践

的な能力の向上を求める学生の期待に応えている。そのための情報機器等を整備している。また、履修

登録単位数の上限を設け、学生の主体的な学習の時間を確保する工夫をしている。 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況)  

(1)卒業状況 ４年在籍者数に対して、毎年、25％前後の卒業延期者がいる（資料Ⅳ-１）。この中に

は海外語学研修や病気、経済的理由等で半年ないし１年間休学したことによる卒業延期者や、進路変

更の理由で３月末に退学する者、あるいは希望の就職先にチャレンジするために自主的に留年する者

等を含む。しかし、卒業延期者数を減らさなければならないという反省に立ち、20 年度より学生の学

習指導の回数を増やすと同時に、保護者へ成績を通知するようにした（資料Ⅳ－２）。 

 

資料Ⅳ－２ 成績通知についての学生向け配布資料 

 

資料Ⅳ-１ 卒業延期者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)資格取得状況 学生や社会からの要望の強い、教員免許（中学・高校一種）及び学芸員資格の取得

に対応した教育課程を組んでいる。これらの免許や資格の取得状況を示す過去４年間のデータ(資料Ⅳ

-３)によると、教員免許は毎年 100 人前後、学芸員資格は毎年 20 人前後の取得者を出しており、多く

の学生がこれらの資格を身に付けて卒業している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料Ⅳ-３ 教員免許・学芸員資格取得者数 
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(3)学生が受けた表彰の状況 成績優秀な学生を表彰する制度として全学的には稲盛賞がある。本学部

から毎年２名が受賞している。学部としては、18 年度から「法文学部同窓会表彰」制度を設け、学業

や課外活動等に関して特に顕著な成績を残した個人及び団体を表彰している。19 年度は日本銀行主催

の小論文・プレゼンテーションコンクール「第２回日銀グランプリ～キャンパスからの提言～」にチー

ムで参加し、優秀賞を受賞した経済情報学科の３名の学生が表彰された(資料Ⅳ－４）。 

 

資料Ⅳ－４ 19 年度法文学部同窓会表彰（同窓会 HP より） 
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英語コミュニケーション2

全授業平均

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

(1)学生の満足度、学修目標達成度 FD 委員会を中心に授業評価アンケートを実施し、その結果を教

員にフィードバックすることで、授業の内容改善に努めている。18･19 年度の授業評価アンケートに

よると、授業の満足度及び学修目標達成度において高い数値が出ている(資料Ⅳ-５・６)。 
 

資料Ⅳ-５「この授業に満足しているか」      資料Ⅳ-６「学修目標を達成しているか」 

(授業評価アンケート結果)              (授業評価アンケート結果) 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
                         

(2)自己表現力の向上 18 年度より、現代 GP の取組を通してコミュニケーション能力の養成、自己表

現力の養成を実施してきた。18 年度の授業アンケートの結果によると、現代 GP の「自己表現力科目」

では「意見表明力」「他人の発言理解能力」「自己表現力向上」等の 7項目において、全体の平均より

も高い数値が得られ、これらの科目では、学生の自己表現力の向上において、成果があがったという結

果になっている（資料Ⅳ-７）。また、授業評価アンケートの「積極的に質問したか」の項目において

は、全授業科目の平均値がわずかながら増加傾向にある（資料Ⅳ-８）。 

 

資料Ⅳ-７ 平成 18 年度現代 GP 授業評価アンケート結果 

（『2006 年度現代 GP 報告書』より） 
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（17 年度は一部未調査）

資料Ⅳ-８「授業において積極的に質問したか」 

（授業評価アンケート結果） 
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(3)幅広い教養、コミュニケーション能力の養成 卒業生アンケートの結果によると、卒業生が身に付

けた能力として「幅広い教養」「人とコミュニケーションを行う能力」「高度に専門的な知識」が上

位を占めている（資料Ⅳ-９）。これは、本学部の教育目標である「社会や文化に関する確かな知識と

幅広い教養を有する」人材の育成、及び現代 GP による「コミュニケーション力を含む自己表現力の強

化」と一致しており、本学部の教育による学業の成果が卒業生に現れていることを表している。 
 

資料Ⅳ-９ 卒業生が身に付けた能力 

(卒業生アンケート結果) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 従来、さまざまな理由により卒業延期者がかなりいたが、20 年度から学生指導の回数を

増やすとともに、保護者への成績通知を行い、改善に努めることとした。学生や社会の期待が大きい

教職免許や学芸員資格の取得に関しては、毎年、相当数の免許取得者、資格取得者を出している。ま

た、18 年度から、現代 GP の取組を通して自己表現力を高める教育を行ってきた。これに対し、学生

は自己表現力が向上したと評価し、満足を示している。また卒業生は、関係者より本学部に求められ

ている「幅広い教養」や「コミュニケーション能力」が身についたと評価している。
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況)  

(1)就職率の向上 従来から実施している就職ガイダンスやインターンシップに加え、18 年度より、

「現代的ニーズ科目」のひとつとして「キャリア科目」「キャリアアップ科目」を開講し、学生のキ

ャリア意識向上をはかってきた。この成果として、18・19 年度は就職率の向上が見られた（資料Ⅴ-

１）。また、卒業生アンケートによると、本学部の授業が、就職の決定に「役に立った」「とても役

に立った」と回答する者が 90％近くを占めている（資料Ⅴ-２）。 

 

資料Ⅴ-１ 卒業生の就職率の推移       資料Ⅴ-２「進路決定に役立ったか」 

（卒業生アンケート結果） 

 

 

(2)卒業生の就職先 本学部卒業生の就職先は、鹿児島及び九州地区が圧倒的に多い（資料Ⅴ-３）。

このような現状に鑑み、本学部では、地域社会を重視した実践的なカリキュラムを編成し、就職後の

仕事につながるような教育を行っている。また近年は金融保険業・卸売小売業・情報通信業への就職

者数が増加しており（資料Ⅴ-４）、特に本学部の経済情報学科における専門的な知識を生かした職種

への就職が増加している。 
 

   資料Ⅴ-３ 卒業生の就職先地域     資料Ⅴ-４ 卒業生の就職先職種 
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観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況)  

(1)地元企業等の本学部卒業生に対する評価 地元企業等へのアンケートによると、地元企業等が本学

部卒業生に求める能力は、「人とコミュニケーションを行う能力」「幅広い教養」である（資料Ⅴ-

５）。この２項目について、本学部卒業生の能力を質問したところ、「教養・基礎学力」が「すぐれ

ている」が 59.4％(資料Ⅴ-６)、「コミュニケーション力」が「すぐれている」が 41.9％(資料Ⅴ-７)

で、本学部卒業生に対する地元企業等の評価は高い。 

資料Ⅴ-５ 企業等が求める能力 

（企業等アンケート結果） 

        

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ⅴ-６ 卒業生の教養・基礎学力    資料Ⅴ-７ 卒業生のコミュニケーション力 

(企業等アンケート結果)            (企業等アンケート結果) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)卒業生の自己評価 卒業生のアンケート結果によると、本学部でどのような能力を身に付けたかの

質問に対して、「幅広い教養」「人とコミュニケーションを行う能力」「高度に専門的な知識」とい

う回答が多くなっている（資料Ⅴ-８）。この内容は、企業等が求める能力の内容（資料Ⅴ-５）と一

致しており、学生は企業等が求める能力を身に付けて卒業している。 

 

資料Ⅴ-８ 卒業生が身に付けた能力 

（卒業生アンケート結果） 
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(3)地元企業等が求める教育研究 地元企業等が本学部に求める教育研究に関する質問では、「現代の

ニーズにあった教育研究」「地域の問題を解決する教育研究」「基礎的な分野の教育研究」の３つが

高い数値を示している（資料Ⅴ-９）。本学部では 17 年度より、「マスコミ論」や現代 GP 及び「現代

的ニーズ科目」等により、これらの教育研究を重点的に推進してきた。 
 

資料Ⅴ-９ 企業等が本学部に求める教育研究 

（企業等アンケート結果） 

 

 

 

 

 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 従来の就職ガイダンス、インターンシップなどに加え、「キャリア科目」「キャリアア

ップ科目」等を導入し、学生の就職意識の向上をはかってきた(分析項目Ⅱ)。その結果、17、18、19

年度と就職率が上昇した。卒業生アンケートの結果では、「幅広い教養」「人とコミュニケーション

を行う能力」を身に付けたと卒業生は自己評価しており、また、本学部卒業生は地元企業等から、「教

養・基礎学力」及び「コミュニケーション力」の点で高い評価を受けている。以上から、本学部は学

生と企業等の期待に応えていると判断することができる。 
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地方の視点から問題発見・解決を行い、
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Ⅲ 質の向上度の判断 
事例 「現代 GP教育プログラムによる教育改善」(分析項目Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ) 

(質の向上があったと判断する取組)  

(1)取組の経緯 学部の基本方針に従い、「現代社会の諸問題に適切に対処できる能力」「地域の諸問

題を解決する能力」「国際的な視野」を養成する教育を行ってきた。しかし、近年、学生の職業意識

やコミュニケーション能力が低下し、これに対応する必要が生じてきた。そこで、17 年度より地域マ

スコミ 11 社（18 年度より 13 社）と連携した「マスコミ論」を開設し、マスコミ現場の話を講義に盛

り込むことで、学生に現代社会について考えさせ、自ら表現する力を身に付けさせるよう努力してき

た。この「マスコミ論」を中心とする「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育」が、18 年度現

代 GP に採択された。 

(2)取組の内容  本プログラムは、(1)地方の視点から情報を読む、(2)自己表現力をつける、(3)職

業人としての自分をイメージする、の３つの柱によって学生のキャリアビジョンの形成を総合的に支

援し、「地方の視点から問題発見・解決を行い、特色ある提言を行うことのできる人材」を育成する

というものである（下図参照）。 

 

  現代 GP「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育」の取組の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（『鹿児島大学現代 GP「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育」2007 年度報告書』より） 
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現代 GP プログラムによる授業科目一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)質の向上があったと判断する理由  

①学生の能力の向上 「マスコミ論」受講生はマスコミの実務家の指導により、実際に記事を作成し、

これが「鹿児島大 NOW」として月１回、新聞に掲載されている。この実習を通して学生は、分析力、

文章力、表現力だけでなく、社会でのマナーや人との接触のしかたを身に付けることができた。「自

己表現力科目」の受講生は、「自己表現力の向上」「他人の発言理解力」「意見表明力」の点で能

力が付いたと自己評価している（1-17 頁、資料Ⅳ-７）。また、担当教員も「プレゼンテーション

資料作成スキルの向上」「自己の意見の論理的表現の向上」が認められると評価している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「朝日新聞」2006 年 9 月 1 日「鹿児島大 NOW」 

 

マスコミ論Ⅰ 

マスコミ論Ⅱ 

マスコミ論Ⅲ 

地方の視点から 

情報を読む 

南島の視点から世界を見る 

キャリア科目 

現代的 

ニーズ科目 

職業人としての 

自分をイメージする キャリアアップ科目 

ディベート論 
法政策学科 

法情報論 

エンドユーザ実習Ⅲ 

国際カルチャーⅠ 
経済情報学科

演習・特殊研究： 

「触れる“奄美大島”」他６科目 

人文科学基礎 

心理学実験Ⅰ 

大衆文化論演習 

専門科目 自己表現力をつける 

人文学科 

ドイツ文学演習４ 

この部分は著作権の関係で掲載できません。



                              鹿児島大学法文学部 

－1-24－ 

②学生の意識の向上 「現代的ニーズ科目」のうちの「キャリア科目」では、授業の 初と 後にア

ンケート調査を実施した。両者の比較では、「就活対策へのイメージ」「面接対策へのイメージ」

「エントリーシート対策の進行状況」等の項目で学生の意識が大きく向上した(下図参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（『鹿児島大学現代 GP「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育」2006 年度報告書 教育プログラム３「職業人と

しての自分をイメージする」』より） 

 

③カリキュラムの改善 現代 GP の採択を契機として、19 年度に教育改善を実施した。内容は、学科

共通の「現代的ニーズ科目」の枠を履修科目の種類の中に新たに設け、現代的ニーズの高い科目群

をここに配置するというものである（1-9 頁、資料Ⅱ-４）。これにより、学科横断的な教育体制を

確立すると同時に、現代社会や学生のニーズに対応した教育を柔軟に編成する教育システムを構築

することができた。 

④教員の意識改革 「自己表現力をつける」の授業では、３学科の教員がワーキンググループを組織

して学生の自己表現力向上のためのプログラムを開発することにより、多くの教員の意識改革が行

われた。 

（『鹿児島大学現代 GP「地域マスコミと連携した総合的キャリア教育』2007 年度報告書 教育プログラム

２「自己表現力をつける」』総括より抜粋」） 
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Ⅰ 教育学部の教育目的と特徴 

 

１．教育目的 

本学部の教育目的は、鹿児島県の地域的文化的特性を深く理解するとともに、かつ今

日の教育・文化の現状や課題を正しく把握し、卒業後県内外の学校や地域でリーダーシ

ップを発揮できる、高い専門的知識とすぐれた実践力を兼ねそなえた学校教員および広

義の教育の専門家を、継続的に育成することである。 

 

２．教育の特徴 

本学部の教育の特徴は、多くの離島・僻地をかかえ、都市と農漁村が混在し、かつ、

独自の文化的伝統をもつ鹿児島という地域に適切に対応しそれを活かす教育、それとと

もに今日の学校現場がかかえる諸問題（いじめ、不登校、学力低下など）を誠実に受け

とめ、それらの解決に尽力する実践的力量をもつ教員の養成教育、また、市民や社会人

の多様な学習要求に応える水準の高い生涯教育・社会教育等、をめざす点にある。 

１）鹿児島の地域的文化的特性に根ざした教育という点では、「学校環境観察実習」（１

年次に奄美大島各小中学校で実施）、「フレンドシップ事業」、「複式学級指導法」など

の企画・実施、三大学（鹿児島、琉球、長崎）連携による離島・僻地小規模校での教

育に取り組み、学生たちの高い自覚と認識を醸成している。 

２）学校現場の諸課題に対する実践的力量を育成する教育としては、「実践的科目群」

を新設し、この科目群の中で、一年次には「教職基礎研究」（「学校体験プログラム」

を含む）、二年次には「教育実践研究Ⅰ・Ⅱ」を開設し、教職への早期の動機づけ、

学校の現状をふまえた学習意欲の向上、を図る教育を推進している。 

  また、学生・大学院生が参加する児童生徒の放課後活動学習と野外活動等や複式学

級支援、不登校児童生徒や発達障害児へのサポートなどの体験活動を、積極的にすす

めている。 

３）学校教育以外の、広義の教育の専門家養成については、社会教育主事、博物館学芸

員、社会体育主事、健康運動実践者等、さまざまな資格取得のカリキュラムを整備し、

生涯教育や社会教育の分野での人材育成に努めている。さらに、社会教育分野での多

彩な公開講座、各地青年団との連携などを通じて、学外の市民や社会人の学習要求に

積極的に応えている。 

 

３．組織の特徴 

 上記の学部の教育目的を達成し、教育の特徴を発揮するために、本学部では、幼稚園、

小学校、中学校、高等学校、および特別支援学校等の教員養成をおこなう「学校教育教

員養成課程」と「特別支援教育教員養成課程」を配置している。それとともに、学校教

育以外の幅広い教育分野で活躍する人材を育成する「生涯教育総合課程」を設置してい

る。 

 

４．想定する関係者とその期待 

教育学部は、在学生とその保護者、卒業生とその雇用者、各種学校をはじめとする教

育界から多くの期待を集めている。  
①在学生とその保護者は、学校教員および広義の教育の専門家としての将来に期待し

ている。  
②卒業生とその雇用者は、高い専門的知識とすぐれた実践力の修得に期待している。  
③各種学校をはじめとする教育界は、鹿児島県の地域的文化的特性に根ざしつつ、今  
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日の教育・文化の現状や課題を正しく把握し、リーダーシップを発揮する人材養成

に期待している。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

１ 教育学部の教育組織は、学校教育教員養成課程（12 専修 225 名）、特別支援教育教員

養成課程（１専修 15 名）、生涯教育総合課程（３専修・コース 35 名）の３課程によっ

て編成されている。専修・コースは、教員の研究及び教育のための組織及び学生の専門

科目履修及び所属のための組織で、学生は各々異なる教育課程に即して履修する。現在

のところ、入試は専修・コースを単位として募集し実施している。 

 

表１．教育学部の教育組織 平成 19 年 10 月 1 日現在 

課程名 講座名 教授 准教授 講師 計 

国語教育 2 3   5 

社会科教育 4 3 1 8 

数学教育 5 1   6 

理科教育 6 2   8 

音楽教育 3 1 1 5 

美術教育 2 3   5 

保健体育 5 2 1 8 

技術教育 3 1 1 5 

家政教育 4   1 5 

英語教育 5 2   7 

教育学 3 2   5 

学 校 教 育 教 員 養 成 課 程  

心理学 2 2   4 

特 別 支 援 教 育 教 員 養 成 課 程  障害児 1 1 1 3 

健康教育 4 3   7 

国際理解 3 4   7 

生 涯 教 育 総 合 課 程  

地域社会 3     3 

附属実践総合センター 6 4   10 

計 61 34 6 101 

 

表２．課程別の学生定員と現員 

定 員 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

学校教育教員
養成課程

225 1,025 1,016 1,022 1,006

養護学校教員
養成課程

15 64 63 65 49

特別支援教育
教員養成課程

16

生涯教育
総合過程

35 172 172 179 181

合 計 275 1,261 1,251 1,266 1,252
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２ 学校教育教員養成課程は、入学後、希望に応じて初等教育コースと中等教育コースに

分かれ、小中高校教諭１種免許状のほか、幼稚園及び特別支援学校教諭免許状の取得も

可能である。特別支援学校教員養成課程では、特別支援学校教諭１種免許状に加えて、

基礎免許状として、小学校又は中学校教諭１種免許状を取得することになっている。 

３ 生涯教育総合課程は、国際理解教育、健康教育、地域社会教育の３専修・コースに分

かれており、これらの分野で活動することを希望する学生の教育指導に当たることを特

色としており、講義のほか、実地研究、実習、実験等多様な教育活動を行っている。社

会教育・スポーツ分野における各種資格のほか、小中学校教諭免許状及び養護教諭１種

免許状（健康教育コース）の取得も可能である。 

４ 学部、研究科を通して共同で利用できる組織として、附属教育実践総合センターを有

している。19 年度からは、鹿児島県教育委員会からの派遣教員４名を加えて、教員養成、

教員研修の２研究部門を増設し、専任教員 10 名と事務補佐員１名の体制に発展させた。

センターでは、教育学部のカリキュラム開発及び各種教育相談も担当している。 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

本学部には、教育の改善に取り組む組織として、「教務委員会」、「カリキュラム委員

会」、「教育改善委員会」、「教育実習指導委員会」などがある。教育内容の改善には主と

してカリキュラム委員会があたり、教育方法の改善には教育改善委員会があたっている。

教育内容のうち、特に学生の教育実習の円滑な実施や改善については、教育実習指導委

員会が責任を負っている。教務委員会は、これらの委員会を統括し、教育の内容や方法

の改善を総合的観点から推進する任務を担っている。 

 

図１．教育改善への取り組み体制 

教務委員会
教育内容・方法の改善の総合的推
進、教授会への提案

学部長・副学部長

学部教授会
教育改善策の決定

カリキュラム委員会
教育内容およびカリ
キュラム改革の原案
作成、カリキュラム
の整備

教育改善委員会
FD活動および
教育方法の改善、
学生との協議と連携

教育実習指導委員会
教育実習の企画・
実施、内容の改善、
実習校との連携

各専修（16専修）の会議
カリキュラム・FD活動・
教育実習等についての
専修内での検討
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１．教育内容の改善への取り組み 

本学部では、教育内容の改善について、教務委員会やカリキュラム委員会が中心にな

って、以下の表で示されるようなさまざまな取り組みをおこなってきた。 

 

表３．取組の事例とその成果 

教 育 内 容 の改

善 への取 組  
具 体 の方 策  

取 り組 みの背

景  
期 待 される効 果  根 拠 資 料  

１ ） ｢ 標 準 履 修

期 」の指 定  

・ 教 育 課 程 改 訂 に 係 る 各 年 次 に

おける継 続 的 な検 討 と精 緻 化  

・ 教 育 課 程 の 巻 末 に 卒 業 時 ま で

使 用 できる｢成 績 確 認 表 」を添 付

・ 教 育 学 部 教

育 課 程 の 複

雑 さ 

・ 授 業 科 目 の

適 切 な配 置  

学 生 の 計 画 的

な履 修 の保 証  

教 育 学 部 教 育

課 程 （平 成 10 年

４月 ～平 成 20 年

４月 ） 

２）｢卒 業 要 件 ｣

と｢教 員 免 許 要

件 ｣の対 応 化  

すべての開 設 講 義 題 目 に対 応 関

係 を明 記  

対 応 関 係 の

わかりにくさ 

複 数 免 許 取 得

者 の増 加  

教 育 学 部 教 育

課 程 （平 成 19 年

４月 と平 成 20 年

４月 を対 比 ） 

３ ） 「 実 践 的 科

目 群 」の整 備  

・1 年 次 履 修 の｢教 職 基 礎 研 究 」に

３日 間 の学 校 体 験 プログラムを

導 入  

・ 2 年 次 履 修 の ｢ 教 職 実 践 研 究

Ⅰ｣｢教 職 実 践 研 究 Ⅱ」の 20 年

度 開 講 に向 けた準 備  

・ 20 年 度 より開 設 の｢複 式 学 級 指

導 法 (2 年 次 履 修 ）」に向 けた準

備  

・ １年 次 履 修 の｢学 校 環 境 観 察 実

習 ｣及 び 2 年 次 履 修 の教 育 実 地

研 究 ｢参 加 観 察 実 習 」の改 善  

・ カ リ キ ュ ラ ム

に お け る 理

論 と 実 践 の

往 還 化  

・ 科 目 群 再 編

成 への要 望  

高 い 実 践 力 の

育 成  

・ 教 育 学 部 教 育

課 程 ( 平 成 19

年 ４ 月 及 び 平

成 20 年 ４月 ） 

・ 教 育 学 部 シ ラ

バス 

４ ） 時 宜 に か な

う オ リ エ ン テ ー

ションの実 施  

・１年 次 前 期 の標 準 的 な履 修 によ

る｢時 間 割 」の提 示  

・実 践 的 科 目 群 （学 校 体 験 等 ）に

係 る適 時 のオリエンテーションの

実 施  

・複 数 免 許 取 得 希 望 者 に対 する２

年 次 及 び３ 年 次 での ガイ ダンス

の実 施  

実 施 時 期 に

対 する不 満  

・ １ 年 次 学 生 の

計 画 的 履 修 に

向 けた合 理 的

なスタート 

・ 複 数 免 許 取

得 希 望 者 の履

修 方 法 の改 善  

・１９年 度 実 施 の

全 オリエンテーシ

ョン及 びガイダン

ス資 料  

５)バランスのと

れ た 教 養 教 育

の推 進  

履 修 単 位 数 のみの規 定 から分 野

ごとの規 定 へ 

履 修 状 況 の

偏 り 

バランスの取 れ

た 教 養 教 育 推

進  

・平 成 20 年 度 共

通 教 育 履 修 案

内  

・平 成 20 年 度 教

育 学 部 教 育 課

程  

 

２．教育方法の改善への取り組み 

教育方法の改善をすすめる本学部の責任組織は、平成 13 年度に設置された教育改善

委員会である。年間における主な改善の取り組みは、1)学生による授業評価の実施と分

析、2)全教員による授業の公開と参観、3)学生と教員との教育シンポジウムおよび意見 

交換、4)授業改善のシステム化のための準備、などである。 
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１）毎年度前期に実施している授業アンケートによる学生の授業評価は、全教員の授業科

目を対象としている。前期の授業最終週にアンケートを実施し、前期末試験の直後にア

ンケートを回収した後、教育改善委員会が集計・分析をおこなっている。各年度別のア

ンケート実施科目数は以下の通りである。（ ）内はアンケート回収率を表す（毎年学

部全教員数に変化があり、年度によって母数は異なる）。 

 

表４．授業アンケート実施数 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

71（72.4％） 89（90.0％） 85（86.7％） 90（90.0％） 

 

このうち最も本格的に調査を実施しその結果を分析した 18 年度の内容をとりあげれ

ば、「教員の熱意は感じられたか」に対して「感じられた」が 95％、「授業内容をどの程

度理解できたか」に対して「理解できた」が 75％、「授業に満足したか」に対して「満

足した」が 81％と回答しており、総じて教育学部教員の高い教育熱意、学生のかなり高

い理解度や満足度を示す結果となっている。 

２）平成 18 年度から実施し始めた全専任教員による授業の公開・参観については、教育改 

善委員会が提案し了承された「授業公開実施要領」にもとづき、12 月初めから３週間に

わたる期間内でおこなわれている。全教員が公開すべき授業を申し出て、各人は必ず 1

回以上参観し、終了後は授業参観報告書を提出することになっている。18 年度と 19 年

度の公開授業数・授業参観者数は以下の通りである（年度によって母数は異なる）。 

 

表５．公開授業・授業参観数 

 平成 18 年度 平成 19 年度 

公開授業数 93(94.9％) 96（96.0％） 

授業参観者数 50(51.0％) 54（54.0％） 

 

公開授業数は約 95％に達しており、教育学部全体の取り組みとして定着しつつあるこ

とがわかる。授業参観者は約 50％であり、なお改善の余地があるとはいえ、12 月とい

う多忙な時期であることを考慮すれば、かなりの高率といえよう。参観者の報告書は授

業実施者のもとに送られる。19 年度においては、参観者の報告書に対する授業実施者の

反省およびコメント書を提出してもらい、PDCA サイクルの最後の局面である Action の

充実への新しい一歩を踏み出している。 

３）教育学部の教育をめぐって学生と教員とが語り合う場は、17 年度までは学部長と学生

との懇談会という形であったが、18 年度と 19 年度においては、「学生と教員とが求める

教育学部の教育」というテーマのもと、学部全体の取り組みとして 1 月下旬にシンポジ

ウム形式で実施されている。特に 19 年度では学生の実行委員会が結成され、学生主体

のシンポジウムへと変貌をとげた。 

４）19 年度授業期間終了後、学部全教員に「授業分析・改善報告書」の提出を求めたとこ

ろ、64 名(64.6%)からの報告書提出があり、そのうち 54(54.5%)名から、昨年度と比較して

授業を改善した、との回答があった。改善した具体例として多い順から示せば、件数は以

下のとおりである（重複回答あり）。 
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表６．授業の具体的改善例 

１）講義内容の工夫・改善        10 

２）学生の発表・討論の保証・改善   ９ 

３）ビデオ、パワーポイントなどの活用  ７ 

４）授業の要点、講義ノート等の配布  ６ 

５）シャトルカード、感想用紙の活用   ５ 

６）受講生への質問の改善・充実    ４ 

７）板書の改善                ４ 

８）講義最初時の前回復習        ４ 

 

その他 、補 習 授 業 の実 施 ・増 加 （２）、毎 回 授 業 における課 題 提 示 [後 日 のレポート提 出 ]（２）、ｅ

-learning やテレビ会 議 システムの活 用 （２）、中 間 評 価 の実 施 と学 生 による達 成 度 の確 認 （１）、

ワークシートの活 用 （１）、等 々の具 体 例 が報 告 されている。 

  最も多かった「講義内容の工夫・改善」については、受講生の学力に対応した基礎的

知識の教授、学生自身によるモノ作りや実験の重視、授業づくりや教材分析力を高める

ための課題提示 、というように、学問的基礎と実践的能力を重視した改善例が生まれ

ている点に特徴がある。 

上記の具体例にもある通り、多くの学部教員が、授業時間中に、学生の発表・討論を

取り入れ、受講生との質疑応答を重視し、学生の意見・感想への回答を試みるなど、一

方向的な講義から脱却して、双方向型の授業を推進している。 

 

図２.FD におけるフィードバック体制 

FDにおけるフィードバック体制

学生による授業評価

教育学部
教育改善委員会教員による授業の

公開・参観

学生と教員との
「教育を語る会」

教 授 会

学部各教員

① 授業評価アンケートの提出
①’評価結果の還元
② 参観報告書の提出

②’報告内容の還元
③ 意見・要望提案の集約
③’意見・要望等の分析の報告
④ 授業改善実践の報告

①

②

③

①’

②’

③’

④
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 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準にある。 

(判断理由) 

①  授業及び教育内容の改善の成果は、教員養成カリキュラムの開発・実施を目標とする

平成 18 年の概算要求に結実し、19 年度から特別教育研究経費の交付に至った。 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

１ 教育学部では卒業単位を 124 単位としており、共通教育科目 34 単位、専門教育科目

86 単位（学部共通基礎科目８単位を含む）、卒業論文４単位の３領域に区分される。共

通教育科目と専門教育科目は、ともに 1 年次から４年次の間に履修するが、前者は主に

1 年～２年次に、後者はすべての学年にわたって履修する。また、卒業論文（研究、演

習、制作、演奏等）は４年次に履修する。 

２ 新入生オリエンテーションの一環としての「専修別動機づけ授業」、1 年次向けの「学 

校環境観察実習」（奄美大島各小中学校で実施。60 名対象）と「教職研究」（平成 19 年度

から１年生向けの「教職基礎研究」に改正）、２年次向けの「参加観察実習」及び課外

ではあるが「教員養成基礎講座」等の実践的科目群を開設し、早期からの教職への動機

づけと実践的問題解決能力の育成を図っている。 

３ 学校教員のほかに、社会教育主事、博物館学芸員、社会体育指導者、健康運動実践指

導者等各種資格取得のためのカリキュラムが整備されている。 

４ 平成 18 年度まで実施してきた２年次前期対象の「教職研究」では、教職経験者や教育

行政担当者等の学外講師の招聘にもとづく専門的職業観の育成が図られてきた。  

５ 鹿児島県教育委員会や鹿児島県総合教育センター等から講師を招いて、新入生オリエ

ンテーション、教育実習事前・事後指導、専門必修科目「教職研究」「教職基礎研究」

などにおいて、教職実務家による講話を取り入れたカリキュラムを編成している。 

６ ３大学（長崎・琉球・鹿児島）教育学部」連携事業（平成 17～18 年度）の一環として、

複式学級の指導法開発や遠隔授業研究などを実施した。この間の取り組みをもとに、平

成 20 年度から「複式学級指導法」開設を予定している。 

観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

１ 実践的な科目の早期からの履修要請に関して、従前の「学校環境観察実習」に加えて、

１年次対象の学校体験を含む「教職基礎研究」や「教職基礎講座」を開設した。 

２ 科目等履修生と特別聴講生の状況は以下の通りである。 

 

表７． 

科目等履修生の履修期別在籍者数

16年度
前  期

16年度
後  期

17年度
前  期

17年度
後  期

18年度
前  期

18年度
後  期

19年度
前  期

19年度
後  期

在籍者数（人） 29 20 47 35 31 21 21 23

特別聴講生の年度別入学者数

16年度 17年度 18年度 19年度

入学者数（人） 9 9 10 10  
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３ 単位互換科目の履修状況は以下の通りである。 

 

表８．単位互換科目の履修状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 他学部の履修可能科目の履修登録状況は以下の通りである。 

 

表９．他学部の履修可能科目の履修登録状況

履修期 学部 講義題目 履修者数
16年度前期 法文学部 政治学概論 5

工学部 工業科教育法Ⅱ 8
工学部 情報倫理 1

16年度後期 農学部 動物発生工学 1
農学部 遺伝学 1
農学部 遺伝子制御学 1

17年度前期 法文学部 民法総論 2
法文学部 政治学概論 13
法文学部 社会学概論 1
法文学部 東洋史概説 3
農学部 植物栄養生理学 1
農学部 遺伝子工学 1
農学部 ポストハーベスト生化学 1
工学部 工業科教育法Ⅱ 7

17年度後期 法文学部 東洋史概説 10
18年度前期 法文学部 認知心理学 1

法文学部 法政策論 1
法文学部 東洋史概説 8
法文学部 心理学概論 1
法文学部 基礎演習 1
法文学部 国際関係論 1
法文学部 政治学概論 7
法文学部 民法総論 2
法文学部 社会学概論 2
工学部 工業科教育法Ⅱ 8

18年度後期 法文学部 国家自治体 1
法文学部 マスコミ論 1
法文学部 国際行動論 1
法文学部 地域政治論 1
法文学部 東洋史概説 13
農学部 園芸生産学概論 5
理学部 情報化社会及び情報倫理 6

19年度前期 法文学部 民法総論 13
法文学部 社会学概論 5  

年 度 履修者数 科目数

平成15年度 7 2

平成16年度 2 1

平成17年度 15 6

平成18年度 68 7

平成19年度 16 3

＜開講大学＞

長崎大学 熊本大学 鹿児島純心女子大学 鹿児島国際大学 志學館大学

鹿児島国際大学短期大学部 鹿屋体育大学 放送大学 福岡教育大学
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５ 学生の留学状況は以下の通りである。 

 

表 10．学生の留学状況 

年 度 人 数

16年度 2 中国 オーストラリア（2人）

17年度 2 オーストラリア 韓国

18年度 5 韓国 スペイン アメリカ オーストラリア(2人)

19年度 2 オーストラリア(2人)

年 度 人 数

16年度 8 カナダ（3人） オーストラリア(2人) イギリス ドイツ ニュージーランド

17年度 8 カナダ（4人） オーストラリア(3人) アメリカ

18年度 5 カナダ（3人） オーストラリア イギリス

19年度 6 カナダ オーストラリア(2人) アメリカ イギリス アイルランド

休学をしての留学

制度留学

渡 航 先

渡 航 先

 
 

６ 課外の扱いではあるが、旧市来町社会教育課からの要請で平成 17 年度に始まった「い

ちき串木野青松塾」（放課後の児童生徒育成事業）や、平成 18 年度に日置市教育委員会

からの提起で始まった複式学級支援事業、不登校児童生徒への取組である「メイクふれ

んず事業」等の体験活動が充実してきた。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

①中期目標に即した、社会の要請に応える高度の資質を持った人材養成という観点から、

学生の要望にも応え得る実践的な授業科目の開設に取り組んできた。 

②教育学部の目的を達成するために、学校現場や地域、教育行政等との連携により、４年

ないし大学院までを見通した教育課程・教育内容の開発と実施に取り組んでいる。 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

１ 学部ネットワーク委員会及び附属教育実践総合センターとの連携のもとに継続的

にメディア及び情報機器活用の実態調査を行っている。19 年度については、「情報活

用基礎」のシラバスの改善やクラス増による補習教育の充実も図っている。 

２ 外国人教師による特別科目（英語コミュニケーション）を開設し、２年次後期以

降、学生が自由に受講できるようにした。 

３ 教育学研究科において毎年 30 名以上の TA を採用し、学部教育での学習上の効果

を上げるとともに、院生の教育力向上を図っている。 

４ 開講科目（講義、演習、実験・実習を含む）の履修状況は以下の通りである。
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表 11． 

前 期 後 期

平成16年度 558 571

平成17年度 539 543

平成18年度 493 516

平成19年度 492 492

履修科目数

 
 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

１ 附属教育実践総合センターの多目的室や学習室などのコモンスペースを、準備学習の

ためのスペースとして提供している。以下の表は、多目的室で行われている科目数であ

る。「教育情報処理」「情報メディア論Ⅰ」のような情報教育関係だけでなく、教育学、

心理学、障害児教育、理科、社会、美術など、様々な分野のコンピュータを用いた授業

が行われており、学生の時間外の主体的な学習を促す場となっている。 

 

表 12．多目的室で行われている科目数 

前 期 後 期

平成16年度 6 10

平成17年度 8 8

平成18年度 7 6

平成19年度 9 8  

 

２ 電子シラバスに、全教員のオフィスアワーの記載を求め、学生相談への対応や学習意

欲向上を図る取組を行っている。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準にある。 

(判断理由) 

中期目標に即して、学生のプレゼンテーション能力を高め、主体的な学習を促し、課題

意識や学習内容への関心を高めるための工夫が学習環境の整備や新たな科目の開設に結実

している。 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

１ 本学部では、18 年度から、成績に対する異議申し立て制度が開始された。また、

19 年度入学生からはＧＰＡ制度が導入され、学生は自己の学習（教育）目標の達成

度を具体的に確認することができるようになった。 

２ ３月期及び９月期の卒業時における、課程ごとの単位修得状況（平均値）は以下

の通りである。
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表 13．課程ごとの単位修得状況（平均値） 

17年3月・9月 18年3月・9月 19年3月・9月
学校教育教員養成課程 161（227人） 167（213人） 168（222人）
養護教育教員養成課程 171（15人） 161（13人） 169（17人）
生涯教育総合課程 167（42人） 173（34人） 170（34人）  

 

３ 免許取得状況は以下の通りである。 

表 14． 

16年度 17年度 18年度 19年度
幼稚園 70 81 56 59
小学校 151 163 192 178
中学校 国語 29 26 27 22

社会 38 32 25 39
数学 17 22 20 21
理科 14 23 19 20
音楽 15 12 15 15
美術 10 11 12 11
保健体育 35 31 45 35
技術 8 13 12 10
家庭 11 13 13 7
英語 28 23 29 31
保健 0 0 2 1

高校 国語 24 24 28 11
書道 1 7 1 0
地理歴史 24 23 12 19
公民 9 15 12 11
数学 16 21 19 18
理科 14 23 19 20
音楽 15 12 14 15
美術 10 9 12 11
工芸 0 0 0 0
保健体育 34 31 43 34
工業 4 7 7 4
情報 9 16 11 7
家庭 10 13 13 7
英語 26 22 27 24
保健 0 0 0 1

養護学校
（特別支援学校） 34 26 30 35

養護教諭 8 8 7 12

免許状の種類

 

観点 学業の成果に関する学生の評価  

(観点に係る状況) 

１ 学部教育改善委員会が、授業評価アンケートや授業改善討論会等を継続的に行ってい

る（平成 17 年度教育改善報告書）。アンケート結果から、本学部の教員は、おおむね授

業に対して真摯な姿勢で取り組んでおり、授業内容もシラバスに沿ったものであり、評

価が高い。授業に満足しているかを問うた質問に対しても 89％の学生が満足していると

回答している（17 年度）。学生による授業評価、教員の公開授業・参観・研修会など、

学部あげてのＦＤ活動が積極的に行われている。
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２ 学生による授業評価および「学生と教員が求める教育学部の授業シンポジウム」を実 

施し、その結果をカリキュラムの充実に反映させた。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準にある。 

(判断理由) 

①アンケートの「授業への満足度」が高いことから、学校教員および広義の教育の専門家

養成を目指したカリキュラムや授業づくりが充実していると判断される。 

②19 年度入学生より取り入れたＧＰＡの活用によって、学生自身がどのように自己の達成

度を確認し、省察することができるのか、などを追跡調査し、自己評価の方法をどのよ

うに身に付けさせていくのかを考える体制が整った。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

観点５－１ 卒業後の進路の状況 

近年の少子化、学校の統廃合、鹿児島県内の教員採用数の減少などの影響で、教員にな

る道はますます狭まっている。そうした厳しい状況下ではあるが、ここ数年間、教員就職

率は 40～45％の水準で推移している。平成 16 年度から 18 年度までの職業別・産業別就職

状況は以下の通りである。本学部でも、就職委員会を中心とした就職率向上の努力の結果、

多くの職種で就職率が全体に上向きになっていることが注目される。 

 

表 15．卒業後の進路の状況 

             平成 16 年度 17 年度  18 年度 19 年度 

農業                 

林業                 

漁業                 

鉱業                 

建設業 1 (1) 2 (2)     1   

食料品・飲料等     2 (2) 2 (2) 1   

繊維工業衣服等     2 (2)     2 (2)

印刷・同関連業 1 (1)         1   

化学工業石油等     1 (1)         

鉄鋼非鉄金属等             1 (1)

一般機械器具         2       

電気情報通信等     1 (1)     1 (1)

電子部品等                 

輸送用機械器具 1 0     1 (1)     

精密機械具                 

製
造
業 

その他 1 (1)         1 (1)

電気・ガス・水道         1 (1)     

情報通信業 3 (2) 4 (1)     10 (5)

運輸業         3   3 (1)

卸売 卸売業 3 (2)     6 (2) 1 (1)
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小売 小売業 2 0 4 (3) 2 (1) 10 (6)

金融業     2 (1) 7 (4) 4 (3)金融

保険 保険業     2 (2) 1   3 (2)

不動産業 1 (1) 1 (1) 1 1 2 (1)

学術研究専門サービス             3 (3)

飲食店・宿泊業     2 (1)         

生活関連サービス、娯楽業             5 (2)

学校教育     2 (2) 2 (2) 18 (14)教育

学習 その他 11 (7) 17 (12) 10 (6) 2 (2)

医療業保健衛生 2 (2)     3 (3)     医療

福祉 社会保険等         7 (7) 2 (2)

複合サービス事業 2 (1) 2 (1) 1 (1) 5 (4)

宗教                 サ
ー

ビ
スその他 9 (8) 11 (11) 10 (2) 1 (1)

国家公務     1 (1)     1   
公務 

地方公務 12 (6) 5 (3) 13 (3) 20   

常勤 36 (15) 42 (23) 42 (24) 38 (25)
教員 

非常勤 61 (42) 45 (28) 62 (38) 63 (28)

上記以外のもの                 

合計 146 (89) 148 (98) 176 (98) 199 (105)

（ ）は女子で内数 

 

地域別の就職状況は以下のとおりである。 

表 16． 

             平成 16 年度 17 年度  18 年度 19 年度 

求人件数 1506 1649 1615 1599 

就職希望者数 178 (117) 173 (111) 213 (123) 225 (117)

就職者数 146 (89) 148 (98) 176 (98) 199 (105)

就職率 ％ 82.00 76.10 85.50 88.30 82.60 80 88.40 89.70 

鹿児島 112 (69) 110 (76) 119 (68) 130 (73)

九州 25 (14) 31 (18) 29 (19) 32 (12)

四国 1 0 1   2 (2)     

中国     1 (1) 3 (1) 5 (2)

近畿 2 0     5 (4) 6 (5)

中部 1 (1)     3 (1) 4 (1)

関東 5 (5) 5 (3) 13 (3) 22 (12)

東北                 

地
区
別
就
職
者
数 

上記以外         2 0     

（ ）は女子で内数 

 

鹿児島県内での就職率は他地域に比べて高いとはいえ、76.7％から 65.3％へと減少して

おり、次に多い九州地区での就職率は 16％から 20％の間を推移している。九州を除く他地

域での就職率は 6.2％から 18.6％へと急増しており、県外での就職活動への支援が効を奏

して、関東や近畿での上昇が著しいことがわかる。教員就職状況は以下のとおりである。 
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表 17．学校種別免許取得状況（学校教育教員養成課程、養護学校教員養成課程及び生涯 

学習総合課程（９月卒業生含む）                  平成 19 年５月１日現在 

小 学 校

免 許  

中 学 校

免 許  

高 等 学

校 免 許

養 護 学 校

（特 別 支 援

学 校 ）免 許  

幼 稚 園

免 許 状  

養 護 教 諭

免 許 状  
  卒 業 生  

免 許 取 得

者 実 数  
一

種  

二

種

一

種

二

種

一  

種  

一

種  

二

種  

一

種  

二

種  

一

種  

二

種  

１６年 度  280 252 153 1 208 5 202 32 4 47 23 8 0 

１７年 度  263 249 160 3 201 5 223 22 4 49 32 8 0 

１８年 度  278 265 191 1 215 4 218 29 1 45 11 7 0 

１９年 度  297 267 178 0 201 11 182 28 7 40 19 12 0 

 

教員就職状況（学校教育教員養成課程及び養護学校教員養成課程のみ）（９月卒業生除く）        

平成 19 年９月 30 日現在 

小 学 校  中 学 校 高 等 学 校 特 別 支 援 学 校 等 幼 稚 園  

  卒 業 生  

正

規

採

用  

臨

時

的

任

用  

正

規

採

用  

臨

時

的

任

用

正

規

採

用

臨

時

的

任

用  

正 規

採 用

臨 時 的

任 用  

正

規

採

用  

臨

時

的

任

用  

計  
計 /卒 業

生  

１６年 度  228 20 25 11 9 4 9 3 7 0 2 90 39.57%

１７年 度  214 17 15 12 7 5 13 3 4 0 0 76 35.51%

１８年 度  229 26 22 6 16 5 8 3 14 1 0 101 44.10%

 

教育学部内の大学院等への進学状況は以下の通りである。ここ数年、ほぼ 25 名から 30

名の間を推移している。 

 

表 18．教育学部内の大学院等への進学状況 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

進学者数 31（10） 26（12） 25（10） 34（12） 

（ ）は女子で内数 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

観点５－２ 関係者からの評価 

卒業生が在学中の教育をどのように評価しているかについてのアンケート結果は『鹿児

島大学における教育の成果・効果の検証』（平成 18 年度）に明らかであるが、本学部もそ

の中で現職教員を対象にした以下の 8 項目を質問事項として設定した。 
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表 19． 

問 18 現在、勤務されている学校の種類を選び、担当科目をご記入ください。 

問 19 現在の教育界の動向や課題を知るうえで、教育学部の授業は役に立ちましたか。 

問 20 教師としての授業をしていくための専門的な知識を身につけるうえで、教育学 

部の授業は役に立ちましたか。 

問 21  教師に必要なコミュニケーション能力を身につけるうえで、教育学部の授業は 

役に立ちましたか。 

問 22 自分の教師としての適性を見極めるうえで、教育学部の授業は役に立ちましたか。 

問 23 学校の組織や運営を知るうえで、教育学部の授業は役に立ちましたか。 

問 24 教育制度や教育史について知るうえで、教育学部の授業は役に立ちましたか。 

問 25 現在、教育現場で教科指導、生徒指導及びその他の校務などを行っていて、この 

ような授業が教育学部にあったら役に立つと思われる授業科目は、どのようなも 

のですか。具体的にお書きください。 

 卒業生に送付したアンケート数 317 のうち、回収できたのは 50 で、回収率は 15.8%であ

った。回答の全体的傾向を把握するために、「とても役に立った」「ある程度役にたった」

「あまり役に立たなかった」「ほとんど役に立たなかった」の４つの選択肢について、前二

者を「役に立った」とし、後二者を「役に立たなかった」として整理してみると、数値化

が可能な問 19 から問 24 までは、以下の結果となった。 

表 19． 

 問 19 問 20 問 21 問 22 問 23 問 24 

役に立った 
81％ 78％ 59％ 75％ 25％ 66％ 

役 に 立 た

なかった 
19％ 22％ 41％ 25％ 75％ 34％ 

 

このアンケート結果から判断すると、実際に教職に就いている卒業生から相当の評価を

得ていることがわかる。特に、教育界の動向や課題の認識、授業実践上の専門的知識の習

得、自分の教師としての適性の把握などにおいて評価が高い。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準にある。 

 (判断理由) 

アンケート結果から、教職に就いた卒業生から高い評価を得ている。また、コミュニケ

ーション能力に関しては、平成 19 年度からスタートした「学校体験実習」によってコミュ

ニケーション能力の養成が期待できる。 

 

Ⅲ 質の向上度の判断 
 

①事例１「教員研修モデルカリキュラム開発プログラム」（分析項目Ⅰ） 

(質の向上があったと判断する取組) 

 本プログラムによって小学校及び中学校の授業改善能力の向上と研修指導能力の育成が

図られたが、以下の報告書においてその成果は公表された。関係機関や新聞報道からもそ

の成果に対する評価を得ることができた。 

 

・根拠資料 

 平成 19 年度独立行政法人教員研修センター「教員研修モデルカリキュラム開発プログラ

ム」採択事業『「授業改善能力」と「研修指導能力」の向上を検証可能とする「検証・評価

一体型基礎学力向上研修モデルカリキュラム」の開発』成果報告書 
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・添付資料 

 「南日本新聞」平成 19 年 8 月 28 日：小中高教員に模擬授業 

 「南日本新聞」平成 20 年 3 月 7 日：教員研修のあり方学ぶ 

 

②事例２「学校環境観察実習」（分析項目Ⅱ） 

(質の向上があったと判断する取組) 

平成 9 年から継続して行われてきた本実習によって、地域的文化的特性に根ざした教育

の姿が明らかになってきたこと、関係機関との連携が強化され、実施委員会の体制も安定

し、本実習自体が充実してきたこと、参加する学生の資質向上が一定レベルにおいて期待

可能なものになってきたこと、が成果として挙げられる。 

 

この部分は著作権の関係で掲載できません。

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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・根拠資料 

 平成 19 年度教員養成学部フレンドシップ事業報告書「奄美大島における体験学習」 

 

③事例３「教職基礎研究・学校体験プログラム」（分析項目Ⅱ） 

(質の向上があったと判断する取組) 

鹿児島市教育委員会との連携事業として始まった本プログラムでは、本学部と市教育委

員会ならびに鹿児島市内の小・中学校 60 校との教員養成カリキュラムについての協働的な

支援体制を始動することができた。学部入学年度における教職意識・意欲の向上や学部教

員と学生や関係学校とのコミュニケーション強化にもつながり、２年次以降の実践的科目

群への架橋となった。 

 

・根拠資料 

 特別教育研究経費事業（平成 19 年度～平成 21 年度）「県教委との連携による新しい教員

養成カリキュラムの開発」平成 19 年度中間報告書（１年次）「教員養成フォーラム～実践

的教職科目の開発と実践～」 
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・添付資料 

 「南日本新聞」平成 19 年 10 月 2 日：「学校体験」で教師像つかめ 

 

④事例５「特別公開講座」（分析項目Ⅱ） 

(質の向上があったと判断する取組) 

 本学部教員の教職教育や教科教育の立場に加えて、教科専門の立場からの取り組みによ

って、地域的文化的特性に根ざした教育がより充実したものになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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・添付資料 

 「南日本新聞」平成 20 年 1 月 18 日：与論の個性再発見 

 

⑤事例６「複式学級の指導法開発及び遠隔授業、e-learning の研究」（分析項目Ⅱ） 

(質の向上があったと判断する取組) 

 平成 17 年度から 18 年度にかけて、文部科学省特別研究経費の支援を受け、長崎大学、

琉球大学と本学の３大学教育学部の連携事業として「新しい時代の要請に応える離島教育

の革新」に取り組んだ。その成果は、「教育学部教育実践研究紀要」特別号３号としてまと

められている。また継続して行われている、平成 19 年度から２０年度にかけての「三大 

学の連携による離島・へき地校での教科指導力向上のための編成教育課程の編成」（文部科

学省特別教育研究経費）における成果も特別号４号で発表された。 

 

・根拠資料 

 「鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要」特別号３号（平成 19 年 3 月 23 日） 

 「鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要」特別号４号（平成 20 年 3 月 15 日） 

 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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Ⅰ 理学部の教育目的と特徴 

 

１．理学部の教育の目的 

 鹿児島大学理学部では、自然現象の中に潜む真理を探究する学問である「理学」を進展

させるため、自然に恵まれた南九州という地理的特色を生かしながら、自然科学の基礎分

野から応用分野にわたる多様な教育を推進している。これにより、多様な科学的問題に対

応できる人材、すなわち、中期目標に掲げる「幅広い専門知識と教養」と「問題解決能力」

を持った次のような人材の育成を目指している。 

 ①自然科学の専門知識と幅広い教養を併せもち、論理的科学的思考力を身に付けた人。 

 ②学問の高度化や多様化に柔軟に対応できる、創造力のある人。 

 ③社会性、国際性、学際性が豊かで、先端科学の知識と問題解決能力を身につけた人。 

 ④高い倫理観をもって人類の幸福と福祉に貢献できる人。 

 

 

2. 理学部の教育の特徴  

 ①学生に「理学」の面白さと意味を伝える動機付け講義「理学の在り方」を開講し、大

学院への進学を促す取組みを行っている。また、平成 20 年度からは、「インテンシブ

理数教育特別コース」を設置し、高度な理数教育の推進を開始した。 

 ②教員養成とともに、SSH 事業、SPP 事業、理数系教員指導力向上研修、高校への出前授

業等を通した高等学校との連携教育を推進し、地域社会への貢献と次世代を担う人材

育成のための理数教育の充実を目指している。 

 ③民間企業や地域社会から講師を招聘し、科学教育と社会の関連性を重視した授業を提

供している。また、就職を意識したキャリア感覚を育成するため、就職ガイダンスや

インターンシップを実施している。 

 ④在学生、卒業生および雇用主に対するアンケート調査等の FD 活動、教員と学生両者に

よる教育検討体制、自己評価および外部評価による点検により、教育の質の向上に結

びつけるための PDCA サイクルを構築している。 

 ⑤少人数教育、附属南西島弧地震火山観測所および南九州という地域的特徴を生かした

フィールドサイエンス教育、TA を活用したきめ細かい教育を実践している。 

 ⑥成績優秀な学生、社会的に評価された活動を行なった学生を表彰している。 

 

 

［想定される関係者とその期待］ 

 ①在学生は、「真理を探求する喜びを体得できる能力を養う」教育の下、専門知識と幅広

い教養に基づいた論理的科学的思考力、柔軟性、創造力を身につけ、その延長上にあ

る将来の進学および就職を期待している。また、親は子供が将来の展望に結びつく実

のある教育を受け、それを活かした進学や就職を期待している。 

 ②卒業生は、社会で活用できる「真理を探求する喜びを体得できる能力を養う教育」、「高

度な専門知識と豊かな教養」、「企業実習等のインターンシップの充実」を期待してい

る。 

 ③企業は、高度な専門知識・技能とそれに基づく独創性と問題発見解決能力、IT 能力と

語学能力を有する国際感覚に優れた人材の育成を期待している。 

 ④自治体を含む地域社会は、地域の期待に応える教育に取組み、地域の発展・充実に資

する人材の育成を期待している。 

 

 

 

 

 

 



鹿児島大学理学部  分析項目Ⅰ 

3-3 

 

 
Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 
 
分析項目Ⅰ  教育の実施体制 
（１）観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成 

 （観点に係る状況） 

 理学部は、自然科学各分野における専門知識と幅広い教養と論理的科学的思考力を身に

つけさせる教育を行うため、専任教員75名を中心に、４学科８教育コースの教育体制を整

備している（資料Ⅰ-①）。４学科の学生定員（１学年定員185名）および現員は資料Ⅰ-②

のとおりである。 

 また、資料Ⅰ-③に示すように、理学部は、学士課程教育の重要な柱の一つである共通教

育において全学理系共通教育の実施に中心的役割を果たしている。 

 

資料Ⅰ-① 各学科の講座と教員現員（平成 20 年 4 月現在） 

 

 

資料Ⅰ-② 各学科の学生定員と現員（平成 20 年 4 月現在） 

 
 

教　授 准教授 講　師 助　教 小計

数理構造 4 1 0 1 6 0

現象数理 3 2 0 0 5 0

情報コース 情報数理 4 2 1 1 8 0

物性理論 1 2 0 0 3 1

固体物理 1 3 0 1 5 0

宇宙コース 宇宙情報 4 4 0 0 8 0

分子機能化学 1 2 0 1 4 0

有機生化学 2 4 1 0 7 0

生命コース 生命機能 2 2 0 2 6 0

地質科学 2 2 0 2 6 0

島弧火山 2 2 0 0 4 0

環境解析 2 2 0 1 5 0

多様性生物学 2 3 0 1 6 0

学部共通 0 8

附属南西島弧
地震火山観測所

0 1 0 1 2 0 0

合　　　計 30 32 2 11 75 1 37

特任
教授

非常勤講師
（19年度）

学　　　科 教育コース 講　　座
専任教員

3

15

6

5

生命化学
化学コース

地球環境科学

地球コース

環境コース

数理情報科学
数理コース

物理科学
物理コース

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

数理情報科学 40 45 40 57 30 172

物理科学 45 47 44 60 53 204

生命化学 50 50 50 61 51 212

地球環境科学 50 50 53 64 60 227

合　　計 185 192 187 242 194 815

学　生　現　員
定員学　　科 合計
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資料Ⅰ-③ 学部別教員一人当たりの共通教育担当コマ数 

0.0
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コ
マ

数

 
 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

（観点に係る状況） 

 専門教育については、教務委員会が責任を持ち、教育課程の編成、履修方法、入学者の

成績調査、全学教務委員会からの付託事項などについて審議している。 

 

 FD 委員会では、平成 13 年度後期から学生授業評価アンケートを学期毎に行い、データを

分析している。その結果は、授業担当者に直接通知するとともに、授業担当教員には「授

業改善計画書」を提出させている。資料Ⅰ-④は、３項目に分類された評価の平均値の推移

を示したもので、概ね良い評価が維持されていると言える。 

 

資料Ⅰ-④ FD 授業評価アンケート結果の推移 

※平成 17 年度は、質問事項が大幅に変わっているため、このグラフ

からは除いている。また、平成 18 年度からも質問事項が変わって

いるため、平成 16 年度までの評価値との完全な連続性はない。 
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 平成 17 年度に新設した「教育研究プロジェクト推進委員会」は、教務委員会と FD 委員

会の提言を受け、具体的な対策を検討している。例えば、教務委員会による「理学部入学

者の成績の実態調査」と全学の「鹿児島大学における教育の成果・効果の検証」により、

英語の語学力および英語コミュニケーション能力の必要性が明らかとなったため、平成 19

年 12 月に外国人教員を採用し、学部生を対象とする英語による専門教育を実施している。

また、文科省の平成 20 年度「理数学生応援プロジェクト」に申請し、「インテンシブ理数

教育特別プログラム（平成 20〜23 年度）」が採択され、新しい教育を推進しているところ

である。 

 平成 17 年度、教育の改善を目的に、学生との「教育懇談会」を３回実施し、学生延べ 220

名、教員約 30 名が参加した。平成 18 年度からは、「教育懇談会」を発展的に解消し、各学

科、各学年の学生代表者である学生教育委員 32 名と学部長で構成される「理学部教育委員

会」を設置した。この委員会では、学部長が学生の意見・要望等を直接聴取し、それらの

内容に応じて授業担当教員の個別指導や各種委員会への検討事項を指示している。 

 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 

 （水準）期待される水準を上回る 

 （判断理由） 

①４学科８コースの適切なコース分けにより、理学の主要な分野の専門教育を組織的に実

施している。 

②教務委員会、FD 委員会、教育研究プロジェクト推進委員会による教員の視点からの専門

教育の改善を組織的に行なっている。特に、授業改善計画書の提出、卒業生・企業から

の要望が強い「学生の英語能力の向上」のために外国人教員による英語での専門授業を

開講するなど、具体的な改善方策を実施している。さらに、学生を主体とした「理学部

教育委員会」を設置し、学生の視点に立った教育改善を目指す体制を整えている。 

 

 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

（１）観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成 

（観点に係る状況） 

 理学部の教育目的に掲げる「専門知識」と「論理的科学的思考力」を学生に身につけさ

せるため、共通教育科目等から専門教育科目へ連続的に移行する有機的な教育体系をとっ

ている（資料Ⅱ-①）。 

 １期〜３期に主に「共通教育科目等」および専門教育への基礎となる動機付け授業の「基

礎専門科目」が開講されている。 

 専門教育科目は４期〜８期に重点的に開講されている。学生が幅広い専門知識を身につ

けられるように、専門教育科目の必修科目数を極力少なくし、コース別の選択必修科目と

選択科目の割合を平均して約８割と大きく設定している（資料Ⅱ-②）。「創造力と問題解決

能力」を育成するため、演習・実習・実験も重視している（資料Ⅱ-③）。 

 「社会性、国際性、学際性、倫理観」育成のため、科学教育と社会との関連性を重視し

た講義（「科学技術と社会」、「科学ジャーナリズム」、「理学の在り方」）および資格取得（中

高教職員免許、学芸員、測量士補）の授業を提供している。 

 近年増加している学力不足の留学生を対象に外国人教員担当の英語による補習授業を実

施している。 
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資料Ⅱ-① 履修要項（卒業要件）の例（物理科学科） 

 
 

資料Ⅱ-② 学科別専門教育科目群の必修、選択必修、選択授業数の割合（平成 19 年度） 

※グラフ中の数値はそれぞれの授業数を示す。 

 
 

資料Ⅱ-③学科別授業種類別科目数の割合（平成 19 年度） 

※グラフ中の数値はそれぞれの授業数を示す。 
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観点 学生や社会からの要請への対応 

（観点に係る状況） 

 学生の学問への多様なニーズと「幅広い専門知識と教養」を身につけさせるため、学部

の専門教育のほかに、他学科あるいは他学部の開講科目を卒業に必要な専門教育科目の自

由科目として認めている。また、鹿児島県内の８大学、他県の大学、放送大学の科目につ

いても単位認定している。 

 

資料Ⅱ-④ 年度別科目等履修生の受け入れ数  資料Ⅱ-⑤ 外国人留学生および外国人 

                           特別聴講生の在籍者数の推移 
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 科目等履修生（資料Ⅱ-④）、編入学生の受け入、外国人留学生および外国人特別聴講生

（短期交換留学生）を受け入れている（資料Ⅱ-⑤）。 

 就職に関する学生と企業のニーズに応えるため、インターンシップ制度を導入し、全学

の就職ガイダンスとは別に、理学部独自の就職ガイダンス講習会（年 2回）、インターンシ

ップ講演会（年１回）を開催している（資料Ⅱ-⑥）。 

 

資料Ⅱ-⑥ 年度別インターンシップ受講者数  資料Ⅱ-⑦ 年度別出前講義派遣数 
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 地域社会および学生のニーズに対応し、教育職員免許（数学、情報、理科の中学校と高

校一種免許）および学芸員資格（平成 16 年度より）・測量士補資格取得のための授業を提

供している。また、SSH 事業、SPP 事業、理数系教員指導力向上研修、高校への出前授業（資

料Ⅱ-⑦）等を通して、中学・高校との連携教育に積極的に関与し、地域の社会的要請に応

えている。生涯学習に対する社会的要請に応えるため、学内共同教育研究施設の生涯学習

教育研究センターを通して、理学部開講の授業の一部を公開している。 

 卒業生へのアンケート調査（資料Ⅱ-⑧）によると、理学部の教育に望む事として、真理

を探求する能力を養う教育、実践的な教育、専門を深める教育、語学力向上による国際感

覚の育成などが挙げられている。「真理を探求する能力の育成」と「専門を深める教育」は

理学部の教育の目的と同一のものであり、これまで以上に専門教育の充実を進めている。

また、「実践的な教育」に対しては、キャリア教育を意識した専門科目の整備、「語学力向

上」については、19 年度から、外国人教員による英語での専門教育を実施している。
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資料Ⅱ-⑧「鹿児島大学理学部の教育成果に関する卒業生調査」結果（回答数 123） 

今後の理学部の教育に望むことは？（３つまで選択）

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

自立的な学習やサークル活動を
十分にできる余裕のある教育

社会人教育や生涯学習の支援

一般的な教養を豊かにする教育の充実

インターンシップ制，企業実習の拡大・充実

語学力を始めとする国際感覚の育成と
国際交流の推進

もっと専門を深める教育

仕事をするうえで役に立つ
実践的な教育をしてほしい

真理を探究する喜びを体得できる能力を
習得できる教育をしてほしい

度　　数

 
（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

①教育研究目標を達成するため、共通教育科目等から専門教育科目へ連続的に移行する有

機的な科目配置から成る教育体系が編成されている。 

②学生および社会の学問への多様なニーズに応えるため、種々の教育システムを確立して

いる。特に、種々の事業を通して、高校との連携教育に積極的に取り組んでいる。 

 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

（１）観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

（観点に係る状況） 

 授業全体の 80〜90％を専任教員が責任を持って担当し、それぞれの学科および教育コー

スの特性に応じて、講義、演習、実験、実習がバランスよく配置されている（資料Ⅲ-①、

資料Ⅱ-③参照）。 

 

資料Ⅲ-① 専任教員と非常勤講師の担当授業数の割合（平成 19 年度） 

※グラフ中の数値は授業数を示す。 
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 １年次には、基礎的教育と動機付け教育が中心であり、２年次においては、学科共通の

専門的講義を中心に、３・４年次では教育コース別の講義を主に実施している。 

 授業全体の約 24％を占める演習・実験・実習においては、TA の活用（資料Ⅲ-②）、対話・

討論型セミナーの少人数教育、理学部・学術情報基盤センターの情報機器とマルチメディ

アを利用した教育、講義と実験科目が連動する時間割の工夫（資料Ⅲ-③）、学生を少人数

から成る複数のグループに分け、複数教員による複数の別種の実験を同時に行う少人数実

験（資料Ⅲ-④）をしている。特に、実習・実験においては、附属南西島弧地震火山観測所

との連携および自然に恵まれた南九州という地理的特色を生かした「フィールドサイエン

ス教育」を実施している（資料Ⅲ-⑤）。 

 学生の履修支援のため、理学部で統一された形式のシラバス（資料Ⅲ-⑥）と４年間の授

業科目間の関連を示した「授業連続マップ」（資料Ⅲ-⑦）を学生に配布し、教務委員、ク

ラス担任が中心となって学生に系統的な履修指導を行っている。 

 

資料Ⅲ-② 年度別 TA 採用実績数 
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資料Ⅲ-③ 平成 18 年度後期時間割表（地球環境科学科）の一例 

 
 

資料Ⅲ-④ 平成 19 年度前期時間割表（生命化学科）の一例 
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資料Ⅲ-⑤ フィールドサイエンス教育の授業例 

 
 

 

資料Ⅲ-⑥ シラバスの例（平成 19 年度入学生用理学部授業案内から抜粋） 
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資料Ⅲ-⑦ 生命化学科「授業連続マップ」の例 
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観点 主体的な学習を促す取組 

（観点に係る状況） 

 自主学習については、シラバスに予習・復習の必要性を明記し、授業に関する学生から

の質問や要望は、オフィスアワーや電子メールなどで個別に対応する体制をとっている（資

料Ⅲ-⑥）。学習全般に関し、１〜３年生に対してはクラス担任２名と教務委員が、４年生

には指導教員が個別に相談にのり、各学期末に教員が直接学生に成績表を配布し、学習指

導を行っている。 

 学生の自主学習時間を確保するため、各学期に登録できる授業科目の単位数の上限を 26

単位に制限し、学習環境の確保のため、e-Learning の導入、自習室設置、コモンスペース

の利用奨励、講義室の利用奨励、セミナー室の開放、計算機室の開放を行っている。 

 

 学業に専念し成績優秀で品行方正な者、社会の期待に応えられる業績を挙げた者等を表

彰する全学の「稲盛賞」（毎年学部から２名推薦）の他に、理学部では同窓会と連携し、「理

学部賞」（毎年２名）の表彰制度を平成 19 年度に独自に設けた。 

 FD授業アンケート結果（資料Ⅲ-⑧）に示されているように、自主学習を苦手とする多く

の学生のため、クラス担任・教務委員による自主学習指導、授業担当教員による学生への

レポート等の課題により、平成16年度以降、自主学習の意識向上の傾向がみられる。さら

に、学生の理学へのモチベーションを向上させる目的で、平成18年度後期から学部共通講

義「理学の在り方」（平成19年度受講生97名）を開講した（資料Ⅲ-⑨参照）。FDアンケート

調査（回答数49）によると、「この授業により、“理学とは何か？”を自分なりに理解でき

ましたか？」という問いに、80％の学生が「理解できた」と回答し、また、「この授業は将

来の進路決定や研究に役立つと思いますか？」という問いにも、60％の学生が「役に立つ」

と回答している。今後、「理学」の面白さを実感した多くの学生が自主的な学習意欲を持つ

ことが期待される。 

 

資料Ⅲ-⑧ 学生の自主学習アンケート（理学部FD授業アンケート調査から抜粋） 
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資料Ⅲ-⑨ 「理学の在り方」のシラバス 

 

 
 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

①専門教育全体にわたり、教育目的および各分野の特性に応じた組み合わせで多様な形態

の授業がバランスよく配置されている。 

②TA 採用、情報機器活用、教員間の連携による講義・実験連動型授業、外国人教員による

授業、フィールドサイエンス教育が提供されている。 

③授業担当教員、クラス担任、教務委員、指導教員によるきめ細かい学習指導、e-Learning

システムを組み入れた授業と学習環境の整備、基礎学力不足の学生への配慮、学生の学

問へのモチベーション向上のための講義「理学の在り方」の開講など自主学習意欲向上

に向けた取組みが組織的に行われ、学生の学習意欲が向上していると判断できる。
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

（観点に係る状況） 

 教育の成果は、教務委員会と FD 委員会により組織的に検証されている。平成 11〜18 年

度入学者の在籍分布（資料Ⅳ-①）を見ると、入学者の 75〜85％の学生が４年次へ進級し、

卒業者は 70〜80％である。これは、厳格な成績評価により、入学３年後に 15〜25％の学生

が 4年次に進級できず、進級しても５％程度の学生が卒業できなかった事を意味している。

しかしながら、14 年度入学者以降、４年次進級者数、４年間卒業者数とも増加傾向にあり、

また、平成 16 年度以降、留年者数と退学者数が年々減少傾向である。これは、カリキュラ

ムの検討と改善、および、教務委員、クラス担任、事務職員による学習・生活指導の成果

が徐々に現れていると考えられる。なお、平成 20 年度より、成績評価に GPA 制度を導入す

る。 

 

資料Ⅳ-① 入学年度別入学者数に対する進級者・卒業者・退学者数の割合の年次推移 

（平成 11〜18 年度） 
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資料Ⅳ-② 平成 18 年度学期末試験の合格率 

（理学部 FD 委員会 平成 18 年度報告書から抜粋） 
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平成 18 年度の学期末試験の合格率（資料Ⅳ-②）をみると、数物系学科では７割程度、

非数物系学科では８割程度となっている。学生の進級率および卒業率を考慮するならば、

教育の成果が上がっていると推察できる。また、教員免許取得状況（資料Ⅳ-③）から、毎

年卒業生全体の 40％前後の学生が取得しており、多くの学生が教員免許資格を取得してい

ることがわかる。 

資料Ⅳ-③ 年度別教員免許取得学生数 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

平１４ 平１５ 平１６ 平１７ 平１８ 平１９

年　　度

学生数

 
 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

（観点に係る状況） 

 成績評価、単位認定、卒業判定は理学部規則に則って厳格に行われており、その客観性

を担保するために、学生からの成績評価に対する不服申し立ての手続きが整えられている。 

 平成 13年度後期から行なわれている授業アンケートの回答結果を項目別に分析すると次

のようになる。 

①シラバス関係（資料Ⅳ-④）：学生が事前にシラバスをよく読んでいない傾向にあること

がわかる。その改善策の一つとして、４年間の授業間のつながりと全体的な流れが把握

できる授業連続マップ（資料Ⅲ-⑧）を平成 19 年度に作成した。その結果、シラバスが

読まれるようになった傾向が見られる。今後もシラバスの改良と並行して、学生にシラ

バスの活用を促す必要がある。 

 

資料Ⅳ-④ シラバス関係の FD 授業アンケート結果 
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②学生の自己評価関係（資料Ⅳ-⑤）：授業に出席し、熱心に授業を受けるが、自主学習（予

習・復習・宿題、課題レポートなど）は苦手という学生の姿が導き出せる。このため、

平成 19 年度に、授業担当の教員が授業時に自主学習の必要性を学生に説明することを行

なった。その結果、自主学習の必要性が学生に浸透し始め、改善傾向が見られる。今後

も学生に自主学習を啓発していくことが重要である。
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資料Ⅳ-⑤ 学生の自己評価関係の FD 授業アンケート結果 
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（よい）

（ふつう）

（わるい）

 
③専門分野の授業評価関係（資料Ⅳ-⑥）：「興味と理解を促したか？」、「新しい関心が生ま

れたか？」、「学力の増大に役立ったか？」のいずれに対しても、学生からは概ね「そう

思う」という良い評価を受けていると判断できる。これを維持あるいは更に改善すべく、

教員に対して今後も一層の授業改善を促すことが重要である。 

 

資料Ⅳ-⑥ 授業評価関係の FD 授業アンケート結果 
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興味と理解を促したか

新しい関心が生まれたか？

学力の増大に役立ったか？

（よい）

（ふつう）

（わるい）

 
 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

①平成 16年度以降の４年次進級者および卒業者数の増加および留年者数および退学者数の

減少傾向は、カリキュラムの検討と改善、教務委員やクラス担任の学習および生活指導

の成果が現れていることを示している。 

②FD 授業アンケート結果に示されているように、専門教育の授業内容やレベルについては、

十分に評価を受けていると判断できる。 
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

（１）観点ごとの分析 

観点 卒業（修了）後の進路の状況 

（観点に係る状況） 

 平成 16～18 年度においては、80～89％の学生が進路を確定して卒業しており、法人化直

前２年間の 76～77％と比較すると大きく改善されている（資料Ⅴ-①参照）。また、就職率

も 86～89％から 90～95％と改善されている。平成 18 年度について他と比較してみると、

全国平均の 96.3％には及ばないが、九州地区平均の 93.9％と同水準、鹿児島大学内の平均

88.9％を上回っている。これは、全学的な就職支援体制とともに、次のような学部独自の

取り組みが実を結んできたものであると判断できる： 

 ①複数担任制によるきめ細かな指導 

 ②学科・研究室単位でのガイダンスや先輩との交流の機会の充実 

 ③大学院進学を見通した６年一貫教育への専門教育の整備 

 ④全学的なキャリア教育整備や就職支援体制整備と連携した独自の取組み： 

   (ⅰ)キャリア教育を意識した専門科目の整備 

   (ⅱ)インターンシップによる就業体験 

   (ⅲ)就職情報室の設置、学生係に就職担当者の配置などの就職支援体制の整備 

   (ⅳ)就職情報企業による「就職ガイダンス」や県教育委員会の講師による「教員採

用試験対策講演会」の開催 

 ⑤学生の地元への強い就職志向から大都市圏への就職視野の拡大と意識改革 

 また、資料Ⅴ-②から、卒業生が理学部の専門分野にとどまらず、多種多様な職種に就職

していることが分かる。これは、理学部の教育目的である「自然科学の専門知識と幅広い

教養」、「論理的科学的思考力」、「柔軟性と創造力」を持つ人材、が社会に広く受け入れら

れている証拠であると判断できる。 

 

資料Ⅴ-① 年度別進路状況 
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資料Ⅴ-② 年度別進路状況（職業・産業別） 
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観点 関係者からの評価 

（観点に係る状況） 

 平成 18 年度と 19 年度に実施された卒業生アンケートの結果（総回答数 123）によれば、

90％近い卒業生が理学部の教育を肯定的に評価し、60％の以上の卒業生が「理学部で受け

た教育が仕事に直接役立っている」と答えている（資料Ⅴ-③）。さらに、70％以上が「豊

かな人生を送るために理学部での教育が役立っている」と答えている。また、理学部の教

育により、「筋道だった考え方（論理的思考）」が養われ、「忍耐力」が培われたと評価され

ている（資料Ⅴ-④）。 

 

資料Ⅴ-③「鹿児島大学理学部の教育成果に関する卒業生調査」結果１（回答数 123） 

理学部の講義は、
現在の仕事に役立ってますか？
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卒業研究・セミナーは、

現在の仕事に役立ってますか？
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資料Ⅴ-④「鹿児島大学理学部の教育成果に関する卒業生調査」結果（回答数 123） 

卒業研究で得たメリットは？（複数回答可）
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何の収穫もなかった
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仕事の計画立案がしやすくなった

忍耐力が培われた

筋道だった考え方が養われた

度　　数

 
 

 一方、企業アンケート（回答数 234）では、12.4％ の企業が理学部の発展を望んでいる

と回答している（資料Ⅴ-⑤）。理学部の学生定員（鹿児島大学全体の 8.3％）と比較すると、

理学部の人材育成は学部の規模以上に企業から期待されていると判断できる。また、近年

の企業の求人の傾向では、「確かな基礎知識とより根源的・基本的思考法を身につけた理学

部出身者」が他学部出身者からは得られない人材として求められてきている。このことか

ら、上記アンケート結果と照らし合わせると、理学部の教育が充分肯定的な評価を得てい

ると判断できると同時に、理学部教育の更なる充実化の必要性を感ずる。 

 

資料Ⅴ-⑤ 平成 18 年度「鹿児島大学の教育成果に関する企業調査」結果（回答数 234） 
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（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

①理学部が養成しようとする人材像に基づき、卒業後の進路を見通した教育を充実させて

おり、それが進路決定率の向上や就職率の向上に反映していると判断できる。さらに、

学生の地元への就職志向が強い中、それらの比率は、全国水準に近づき、九州地区水準

とは同程度にあることは評価できる。 

②理学部での人材育成は、それを求める社会的背景があり、上記アンケート調査結果にも

あるように、卒業生や産業界からも十分肯定的に評価されていると判断できる。
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Ⅲ 質の向上度の判断 

① 事例Ⅰ「教育実施体制の充実」（分析項目Ⅰ 教育の実施体制） 

   従来の教務委員会、FD 委員会に加え、「教育研究プロジェクト推進委員会」と「理学部

教育委員会」を新設し、学部としての教育実施体制を充実させた。その結果、①FD 活動

を点検し、教員の授業改善計画書の提出の導入、②従来の学科主体の教員人事を改革し、

教育主体の人事（英語による専門教育実施のための外国人教員の採用）、③学生の意見の

直接聴取による、教員と学生の双方が協力して行う専門教育の改革・改善システムの導

入などにより、教育の成果が相応に改善することが期待できる。 

 

② 事例Ⅱ「講義の充実」（分析項目Ⅱ 教育内容・分析項目Ⅴ 進路・就職の状況） 

   科学教育と社会との関連性、キャリア教育を重視した講義（「科学技術と社会」と「科

学ジャーナリズム」）、理学の楽しみを伝えるオムニバス形式の講義（「理学の在り方」）

を充実させ、幅広い視野を持つ教育内容を学生に提供している。さらに、外国人教員に

よる英語での専門教育の充実、学部独自の就職・教職ガイダンスの開催など、在籍学生・

卒業生・企業の要望に応えている。その結果、就職率、進路決定率の向上へと結びつい

ていると判断できる。 

 

③ 事例Ⅲ「教育環境の充実」（分析項目Ⅲ 教育方法） 

   シラバスを学部内で統一的に整備し、さらに、４年間の授業科目間の関係を示した「授

業連続マップ」を作成し、学生が４年間の系統的履修計画を立てやすいようにした。ま

た、少人数実験体制、TA を活用した学生へのきめ細かい教育・指導体制、講義と実験科

目をフレキシブルに連動した授業体制、外国人教員の採用などの工夫により、教育方法

が相応に改善、向上している。さらに、e-Learning を組み入れた授業の実施、自習室設

置、コモンスペースの利用奨励、講義室の利用奨励、セミナー室の開放、計算機室の開

放により、自主学習環境を整備し、従来と比較し、学習環境は大きく改善している。 

 

④ 事例Ⅵ「留年者、退学者等の減少」（分析項目Ⅵ 学業の成果） 

   平成 16 年度以降の留年者と退学者の減少傾向、また、平成 17 年度以降の４年次への

進級者の増加傾向が見られる。これは、教職員が一体となった、学生への日々のきめ細

かい指導の効果によるものである。 
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Ⅰ 医学部の教育目的と特徴 
 

１．医学部の教育理念 

鹿児島大学の基本的目標に基づき、医学部では「人間性豊かな」、「地域に貢献する」、「研

究心旺盛な」、「国際的視野に立つ」医学・医療の担い手を育成することを教育理念として

いる。 

 

２．医学部の目的と目標 

医学部では、将来の医学・医療の担い手となる医師、看護師、保健師、助産師、理学療

法士、作業療法士の専門職医療人や、医学・医療に係る研究者及び教育者の育成を目的と

している。 

在学期間中に、医の倫理の重要性を理解し、専門分野全般の基本的な知識や技術の修得

及び人間教育を核とした幅広い教養と外国語能力の修得を行い、病める人の立場に立った

全人的医療ができる医療人及び教育者・研究者となるための基盤を身に付けること目標と

している。また、課題探求能力や問題解決能力を身につけ、生涯学習ができる基本的能力

の修得を目指している。さらに、鹿児島大学の中期目標である「地方にある大学として、

地域の医療の発展に積極的に寄与する」に対応する中期計画「離島・地域医療の積極的支

援を図る」を具現化するために、「地域医療を担う医療人の養成」を医学部の重点目標と

して掲げている。 

 

３．医学部の教育の特徴 

医学科及び保健学科では教養教育を重視した６年間、または４年間の一貫教育を実施し、

早期医療体験学習、学外での臨地・臨床実習、離島医療実習、問題解決型の授業及び診療

参加型の臨床実習等を導入している。また、両学科とも「地域医療を担う医療人の養成」

のために、入学から卒業までの期間、離島医療に関する授業を段階的・継続的に行ってい

る。さらに、豊富な温泉を利用したリハビリテーション医学の教育も本学部の特徴である。 

入学試験においては、多彩な尺度による選抜を目指し、一般選抜に加えて編入学制度や、

推薦入試による地域枠入学制度を導入している。 

 

４．組織の構成及び入学者の状況 

医学部は医学科と保健学科の２学科からなり、上記の目的を達成するための教育を行っ

ている。 

入学者の出身地域は（資料１：入学者の出身地域）のとおりで、地域医療を担う医療人

の養成と共に、全国各地で活躍する人材育成も期待できる状況にある。 

 

資料１：入学者の出身地域 

鹿児島県内 九州内（鹿児島県外） その他 
学科 

17 年度 18 年度 19 年度 17 年度 18 年度 19 年度 17 年度 18 年度 19 年度

医学科  51  48  50  19  28 23  16  12  14 

保健学科  57  57  66  54  54  45   9   9  10 

医学科 149 （57.1％） 70 （26.8％） 42 （16.1％） 

保健学科 180 （49.9％） 153 （42.4％） 28 （7.8％） 

（出典：医学教務係資料）
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５．想定する関係者とその期待 

医学部で想定する関係者とその期待は（資料２：想定する関係者とその期待）に示すと

おりである。 

資料２：想定する関係者とその期待 

想定する関係者 関係者の期待 

学部学生 

・魅力的なカリキュラムのもとで勉学し、卒業後は国家試験に合格して

全人的医療人に育つこと 

・そのための学習環境が整備されていること 

卒業生 

・他大学卒業生にひけをとらない基礎的実力を身につけて卒業し医療に

従事すること 

・学生時代に学んだことが、職場で有効に活用できること 

学外教育指導者 
・学外実習開始前に基本的な知識・技能・態度を身につけ、積極的・主

体的な態度で学習に取り組むこと 

医療をうける一般社会人 
・優れた倫理観と医学・医療の知識・技能・態度を身につけ、自分の命

を預けることができる全人的医療人として育つこと 

就職先の関係者（例）： 
病院、診療所、訪問看ステ

ーション、介護老人保健施

設、社会福祉施設、児童福

祉施設、在宅介護支援セン

ター、リハビリテーション

センター、 
保健所、市町村や企業等の

保健センターなど 

・種々の職種を擁する職場において、医療関係の専門学校卒業者も多く

存在する中で、大学卒業者としてふさわしい多角的な分析能力と科学

的・論理的な課題解決能を身につけていること 

 
 

（出典：大学憲章、医学部の理念・教育目標に基づき作成）



鹿児島大学医学部 分析項目Ⅰ 

 －4-4－

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成 

(観点に係る状況) 医学科は５学科目からなる学科目制をとり、保健学科は看護学、理学

療法学、作業療法学の３専攻８講座で構成されている。医学科の教育は大学院医歯学総合

研究科の教員が兼務して担当し、附属病院の教員 109 名も医学科の教育を担っている。保

健学科の教育は医学部保健学科の専任教員が担当している。医学部の専任教員数を（資料

３：医学部の組織と専任教員数）に示す。 

資料３：医学部の組織と専任教員数       平成 20 年 4 月 1 日現在 

  教授 准教授 講師 助教 合計 

学部 学科 専攻 定員 現員 定員 現員 定員 現員 定員 現員 定員 現員

医学科 ※ 43 38 41 32 15 12 44 53 143 135

看護学専攻 15 13 8 2 0 6 13 13 37 34

理学療法学専攻 6 5 3 3 0 0 3 3 12 11保健学科 

作業療法学専攻 5 5 3 0 0 3 4 4 13 12

医
学
部 

合計 71 61 55 37 14 21 65 73 205 192

※ 定年退職及び移動により空籍となっている教授５名を選考中。 

 

学科・専攻等別の学生定員と現員数は（資料４：学生定員・現員一覧）のとおりである。 

                     資料４：学生定員・現員一覧    平成１９年５月１日現在 
    １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

定員 

 

85 

 

95 

〔10〕

95 

〔10〕

95 

〔10〕

95 

〔10〕 

95 

〔10〕 

560

〔50〕医学科 

現員 85 89 92 105 98 99 568

定員 

 

80 

 

80 

 

90 

〔10〕

90 

〔10〕

340

〔20〕看護学 

現員 80 81 93 86 340

定員 

 

20 

 

20 

 

25 

〔5〕 

25 

〔5〕 

90 

〔10〕理学療法学 

現員 20 19 24 23 86 

定員 

 

20 

 

20 

 

25 

〔5〕 

25 

〔5〕 

90 

〔10〕作業療法学 

現員 21 20 23 20 84 

定員 

 

120 

 

120 

 

140 

〔20〕

140 

〔20〕

520

〔40〕

保健学科 

計 

 
現員 121 120 140 129 

  

510

※ 医学科定員欄〔 〕は２年次後期学士編入学分で内数、保健学科定員欄〔 〕は３年次学士編入学分

で内数 

 

 

学科別の学生定員と教員配置に係る基本的な組織構成は、医学部の教育理念・目的を達

成する上で適切なものとなっている。 

 

 

（出典：教員配置表／平成 20年 4月 1日現在）

（出典：概要 Outline2007 鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 大学院保健学研究科 医学部 歯学部、P27）
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観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

(観点に係る状況) 医学部では、鹿児島大学の中期目標に掲げる「教育の質の向上」を

達成するために、医学部運営会議、教授会、各学科会議、教務委員会、FD 委員会が教育活

動に係る重要事項を審議している。また、教務委員会の下に各学科教務部会をおき、原則

として毎月１回の定例会議を開催し、教育内容や方法の改善について実質的な検討を行っ

ている。また、必要に応じて各種小委員会やワーキンググループを設置している。改善へ

の取組例として、学生による授業評価、教員の授業公開・授業参観を行い、その結果を授

業担当教員にフィードバックする体制や、改善された授業内容を報告するシステムを整備

した。この取り組みによって双方向型の授業が増え、教材などが工夫されるなど教授方法

が改善されている。例えば、①授業進行進のスピードや筆記時間等への具体的要望を把握

し、プレゼンテーション方法の改善や、学生の理解や筆記状況にあわせた授業展開を心が

けるようになった、②授業公開・参観を通して、他者の授業方法への関心・興味が高まり、

学生の興味を喚起する工夫として体験談や画像提示法を工夫するようになった、などがあ

る。 

また、平成 19 年度には学内措置により、専任教授を配置した「医歯学教育開発センター」

を大学院医歯学総合研究科内に設置し、これが教務委員会や FD 委員会、鹿児島大学教育セ

ンター等と連携して学士課程教育の企画・運営を担当する体制を構築した（資料５：医学

部の教育に関する組織体制）。 
 

 
学外医療機関での実習については、学外の臨床教授等の制度を活用した教育を行い、保

健学科では現場の実習指導者との間で「実習指導者会議」を定期的に開催し、その結果を

実習開始前に行うべき教育内容に反映させるなど、継続的に改善充実を図っている。この

会議における具体的な改善事例として、①患者情報を実習でどのように保護していくかを

協議し、実習前の教育や実習中の指導に生かしている、②臨床における実習指導の質を高

資料５：医学部の教育に関する組織体制

医歯学教育開発センターは当面医
学科教育を主たる業務とする 

FD 活動 

成果 

（成果のフィードバック） 

医学部運営会議 

（出典：医学部関係規則に基づき作成）
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めたいとの要望に対応して臨床指導者と協同で指導マニュアルを開発し活用している、な

どがある。 

 一方、FD 活動として、平成元年以来ほぼ毎年１回の割合で FD ワークショップを開催し、

その時々における教育上の諸問題に取り組んできた（別添資料１：FD ワークショップ開催

歴と成果の教育への反映、P１）。 
 
(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 学科・専攻など、医学部の教育研究に係る基本的な組織構成は、医学部の目的に照

らして適切なものとなっている。教授会等が、教育活動に係る重要事項を審議するための必

要な活動を行っており、教育課程や教育方法等を検討する教務委員会等の組織も適切な構

成となっている。これらの組織は定期的に会議を開催し実質的な検討を行っている。さら

に、学生による授業評価、教員の授業公開が定期的に行われ、授業内容の改善に反映され

ている。 

特記すべき優れた点として、平成 19 年度から教授籍を配置した「医歯学教育開発センタ

ー」を設置して、教育の企画・運営に関する専門の組織として活動する体制を構築した。

これにより、教育活動を展開する上で必要な運営体制が一層充実したものとなった。また、

平成元年以来ほぼ毎年１回開催している FD ワークショップは、（別添資料１：FD ワークシ

ョップ開催歴と成果の教育への反映、P１）のようにその時々の具体的な教育上の問題点を

改善するうえで有効に機能してきた。ワークショップに招聘したコンサルタントは、いず

れも日本医学教育学会の指導的立場にあり、想定する関係者の期待を代弁する機能を果た

している。 

 
分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成 

(観点に係る状況)  医学部の教育理念と目的に基づき、医師・看護師・保健師・助産師・

理学療法士・作業療法士の養成及び医学・医療分野の研究者、教育者の養成をめざして、

医学科６年間、保健学科４年間の一貫教育体制のもとで、共通教育科目、基礎教育科目及

び専門教育科目のバランスを配慮した教育課程を編成している。 

（別添資料２－１：医学科カリキュラム、P２）～（２－７：作業療法学専攻の授業科目

及び単位数等、P８）に示すとおり、医学科の教育課程は医師養成に合致した内容となって

いる。専門教育科目に関するこれまでの主な改善点は（資料６：医学科専門教育科目に関

する主な改善点）のとおりである。 

資料６：医学科専門教育科目に関する主な改善点 
年 度 改善事項 備 考 

平成 14 年度 
モデル・コア・カリキュラムに準拠した授業内容として「基

礎臨床統合カリキュラム」を導入 

平成 16 年より３年次生に適

用 

平成 19 年度に学年進行完了 

平成 16 年度 診療参加型臨床実習（クリニカルクラークシップ）を開始
従来のベッドサイドティーチ

ングに加えて実施  

平成 17 年度 共用試験（CBT、OSCE）を正式導入 第５年次への進級要件とした
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平成 19 年度 

クリニカルクラークシップの中で、６年生全員に離島医療

実習を必修化 
１年生に小児医療施設、幼稚園等での実習を導入 

６箇所の離島のうち、１箇所

で１週間実施 

医療人ＧＰによる小児科医の

育成 

 

さらに、地域医療を担う医療人養成の観点から、６年間または４年間を通した段階的、

継続的な離島へき地医療教育（講義及び実習）を（資料７：地域医療・離島へき地医療に

関する教育プログラム）、（資料８：保健学科（看護学専攻）の地域医療・離島へき地医療

に関する教育プログラム）のように実施している。 

 
資料７：地域医療・離島へき地医療に関する教育プログラム 

科目名 対象 必修・選択の別 目的 

鹿児島探訪／離島対策（教養科目） １～２年次生・希望者 選択 動機づけ 

1～2 年次離島実習 １～２年次生・希望者 選択 動機づけ 

３～４年次離島実習 ３～４年次生の希望者 選択 動機づけの深化 

４年次生 全員 必修 知識の習得 離島・地域医療関連の包括的授業 
鹿児島一次医療系 ５年次生 全員 必修 知識の習得 

６年次離島へき地医療実習 ６年次生 全員 必修 技能・態度の修得 

人間学Ⅲ（離島実習） 学士編入学生３年次 必修 動機づけ 

 
資料８：保健学科（看護学専攻）の地域医療・離島へき地医療に関する教育プログラム

科目名 対象 必修・選択 目  的 

初期体験実習Ａ １年 必修 地域住民の健康ニーズの具体的理解 

地域看護学概論 ２年 必修 地域住民の健康的生活を支援するための看護の包括的理解 

地域健康管理論 ３年 必修 行政、学校、産業などにおける地域住民の健康づくりや疾病予

防活動の理解 

在宅ケア論 ３年 必修 地域で生活している健康障害や生活障害を持つ人々への支援

の実際についての理解 

地域ケア論 ３年 必修 地域全体の健康問題の解決を図るための方法の理解 

離島保健活動論 ３年 必修 離島保健政策、保健活動の現状、課題等の理解 

離島地域看護学実習 ４年 必修 離島保健医療福祉の現状を現地での交流を通して理解し、看護

者が具備すべき役割を体験的に理解 

地域看護学実習Ⅰ・Ⅱ ４年 必修 地域の特性に応じた看護活動に必要な技能・態度の学習 

チーム医療論 ４年 選択 チームによる地域住民の健康回復を促進するための方法、現

状、課題などの理解 

 
保健学科では、厚生労働省、文部科学省の指定規則に基づく医療職養成課程として、教

養科目（26％）、専門支持教育科目（16～19％）、専門科目（55～58％）の３つの科目群を

編成し、共通教育から専門教育にわたるバランスを配慮した科目配置を行い、豊かな人間

（出典：教務委員会医学科部会審議記録）

（出典：医学科学習の手引き）

（出典：保健学科学生の修学手引及び電子シラバス）
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性と高い倫理観をもち、社会の変化と多様なニーズに応じて、主体的に判断・実践できる

能力を備えた医療人を養成するために教育課程を体系的に編成している。 

観点 学生や社会からの要請への対応 

(観点に係る状況) 学生や社会からの要請に応えるため、医学部では（資料９：学生や社

会からの要請への対応）に示す対応を行っている。 

 
資料９：学生や社会からの要請への対応 

学科 目  的 事  項 

地域医療を担う医師の養成を求める社

会からの要請に応えるため 

平成 18 年度から地域枠による入学者選抜制度を導入

し、離島へき地における医療に従事する強い意欲を持つ

学生２名を受け入れている 

多様な専門性や明確な目的意識を持つ

学生に対して医療人への道を開くため 
２年次後期に学士編入学生 10 名を受け入れている 医 

学 

科 

キャリア形成に関する学生の多様なニ

ーズに対応するため 
PhD－MD コースを設けている。具体的には、４年次終

了時点で大学院博士課程に進学して研究を行い、博士課

程修了後に再び医学科の学士課程（５年次）に戻る制度

で、平成 19 年度に１名を受け入れている 

保
健
学
科 

より高度な専門性の獲得を目指す学生

の要望に応えるため 
３年課程の医療系教育機関の卒業者を対象として、３年

次への編入学生 20 名を受け入れている 

学生からの要望を各教員にフィードバ

ックして授業内容の改善を図るため 
授業内容について学生による授業評価を実施し、授業内

容の改善を図っている 
共 

通 実習科目等の履修に関して、実習内容に

ついての学生の要望に応えるため 
臨床実習において、各学生が希望する学外施設で臨床教

授等の指導による実習ができるようにして学生のニー

ズに応えている。 
 
 
また、保健学科では、学生や社会の多様なニーズに応えるために、３専攻の学生が合同

で受講できる科目を開講している。その開講科目の例は（資料 10：保健学科各専攻間で合

同受講が可能な科目の例）のとおりである。 

           資料 10：保健学科各専攻間で合同受講が可能な科目の例 

科 目  授 業 内 容 

生命倫理と医療 
（3 専攻合同受講必修科目） 

生命倫理に関する諸問題について合同で学び、医療者として求められる倫

理的態度の基礎を養う。 

 チーム医療論 
（3 専攻合同受講科目、 
理学と作業は必修、看護は選択） 

各専門職者の役割についての理解を深め、医療提供者の健康回復のために

協同する必要性とその在り方について考え、学ぶ。 

健康教育論 
（3 専攻合同受講科目、看護は必修、

理学と作業は選択） 
個人、集団の健康を促進するための考えや教育方法について学ぶ。 

 

 

（出典：入学者選抜要項、学生募集要項）

（出典：保健学科学生の修学手引及び電子シラバス）
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学生指導については、複数の教員からなる助言指導教員制（医学科）や学年担任制（保

健学科）を導入し、学生の履修相談・学習・進路・健康相談などに対応すると共に、電子

シラバスにオフィスアワーや教員の連絡先を明示して、学生からの授業等に関する疑問や

意見に対応している。 

 学生のニーズに対応した他大学等との交流に関して、米国マイアミ大学及び韓国群山看

護大学との提携による学生の交流や、鹿児島国際大学、純心女子大学等との単位互換を行

なっている。特に、マイアミ大学には毎年２～４名の医学科学生（主として５、６年次生）

が本人の希望により１年間留学し、臨床実習を受けている。単位互換については、鹿屋体

育大学で「子どもの運動と心の育ち」、鹿児島純心女子大学で「食と健康」がある。 
 
(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由)  医学部では教育課程が教育の目的に照らして体系的かつ適切に編成されており、

授業内容は、医師・看護師・保健師・助産師・理学療法士・作業療法士の養成という医学

部の目的に合致した合理的なものとなっている。また、教育内容の実施に当たっては、学

内措置により医歯学教育開発センターを設置し、教務委員会との連携の下に、教育全体の

企画・運営を行っている。さらに、地域枠や編入学などの入学制度、学生の希望に沿った実習

先の選択、マイアミ大学での臨床実習、県内他大学との単位互換制度など、学生の多様なニ

ーズや社会からの要請等を踏まえた対応を行っている。 

以上のことから、全体として適正かつ合理的な教育内容を確保しており、医学部の教育

内容は期待される水準を上回ると判断される。 
 
 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

医学部の教育目的を達成するために、（資料 11：授業形態の組合せと学習指導法の工夫の例）

に例示する授業形態の組合せと学習指導法の工夫を行っている。 

 
資料 11：授業形態の組合せと学習指導法の工夫の例（別添資料２、P２～８参照） 

学科 対象学年 事   項 

全学年 医師養成に必要な教育内容として定められたモデル・コア・カリキュラムに準拠

した基礎臨床統合カリキュラムを実施 
全学年 各系の授業の中に講義、実習、チュートリアル授業（少人数グループによる課題

解決型教育）を配置し、学習効果が上がるように配慮 
５～６年次 

 
臨床実習では４～５名の少人数グループを単位として教育指導を実施 

６年次 
 

臨床実習では学内各診療科等の教員に加えて学外の臨床教授等の協力によるクリ

ニカルクラークシップ（診療参加型臨床実習）を実施 

医 

学 

科 

６年次 
 

医学部の重点目標である地域医療を担う医師の養成を目的として、離島の診療施設

等における離島医療実習を全学生に必修科目として実施 
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全学年 
 

全人的医療人を育成するために、学内での講義、演習、実習及び学外実習をバラン

スよく配置 
全学年 学生の個性を伸ばし課題探求能力、問題解決能力を養うためにグループによる課題

学習や少人数教育、デイベート、ロールプレイ等を実施 
全学年 学内演習、卒業研究において、少人数グループによる教育を実施 
全学年 双方向的、学生参加型、課題探求的な授業を目指して情報機器を活用した演習を数

多く展開 

保 

健 

学 

科 

１～４年次 地域の保健医療看護を担う全人的医療人を養成するために、1 年次から地域住民の

健康ニーズを理解し果たすべき役割を学ぶための初期体験実習を始めとして、講

義・演習・実習を段階的に開講 
３～４年次 臨地・臨床実習では実習施設の指導者と本学教員が連携した指導を実施  
４年次 看護学専攻では、離島や県内各地における実習を実施し、地域に貢献できる人材

育成のための教育課程を編成 

共
通 

全学年 授業内容や評価方法等に関する学生への情報提供のために、電子シラバスを整備

し、学生が各授業科目の準備学習等に活用できるようにしている 

 
 
上記のように、医学部の教育目的に照らして、講義、チュートリアル教育、演習、実習等の

授業形態をバランスよく適切に組合せるとともに、カリキュラムについて学生に適正な情報提供

を行い、それぞれの教育内容に応じた指導法の工夫を行っている。 

 
観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

医学部における主体的な学習を促す取組の具体例を（資料 12：主体的な学習を促す取組

の例）に示す。 

 
資料 12：主体的な学習を促す取組の例 

事 項 ね ら い 備 考 

図書館（桜ヶ丘分館）の開館時間延長 学生の主体的・自主的な学習の支援 夜間・休日も開館

共通教育棟にスキルスラボを設置 
学生が自主的に基本的臨床実習技能

を習得できる環境の提供 
医学科・保健学科

電子シラバスに各教員のオフィスアワー、メ

ールアドレスを掲載 
学生の質問等への対応 医学科・保健学科

ＰＢＬチュートリアル教育を導入、学習場所

として講義室・チュートリアル室を解放 

課題解決能力・生涯学習能力の育成、

主体的・自主的な学習習慣の涵養 
医学科 

高学年生にグループ学習室を提供 
少人数による自主的なグループ学習

の推進 
医学科 

演習室・マルチメディア情報演習室・学生ゼ

ミ室を時間外に解放 
主体的・自主的な学習の促進 保健学科 

教室外の準備学習の指導、課外学習課題 主体的な学習の促進 保健学科 

離島実習における島内の町おこしグループや

集落住民との交流体験、フィールド調査等 

主体的に離島地域における保健医療

の特性や現状を探求し離島保健医療

従事者の果たすべき役割を学ぶ 

保健学科 

 
 
 

（出典：医学科学習の手引き、保健学科学生の修学手引及び電子シラバス）

（出典：医学科学習の手引き、保健学科学生の修学手引及び電子シラバス）
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 教育の方法等については、医学部の教育目的を達成するために講義、チュートリア

ル教育、演習、実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切であり、それぞれの教育内容に応じ

た指導法の工夫を行っており、教育課程を展開するにふさわしい授業形態、学習指導法等

が整備されていると考えられる。 

また、学生の主体的な学習を支援するため学習指導方法の工夫に取り組むとともに、時

間外の学生の自主的学習を促進するための指導と環境整備を積極的に行なっている。さら

に、スキルスラボによる基本的臨床技能の自主的学習の推進や、生涯学習能力の育成、離

島実習など、学外教育指導者や医療を受ける地域住民など関係者の期待に応える教育上の

取組が行われている。 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

医学部では各学科の目的と目標に基づき、教養教育、専門教育等について学生が身に付

ける学力、資質・能力や養成しようとする人材像等を明示し、それらに沿ってカリキュラ

ムを作成し、各学科教務部会を中心にその達成状況を検証・評価するための取組を行って

いる。 

医学科及び保健学科における進級・卒業判定の時期と内容等は、（資料 13：進級・卒業

判定の時期と判定項目及び不合格者の状況）のとおりである。 
 

資料 13：進級・卒業判定の時期と判定項目及び不合格者の状況 

学科・専攻 判定時期 判定事項 不合格者等の状況 

第３期末 科目ごとの学習到達度 ３～４名（17～19 年度） 

第６期末 科目ごとの学習到達度 10 名（19 年度より実施） 

第８期末 
科目ごとの学習到達度 

共用試験（ＣＢＴ・ＯＳＣＥ） 
７～11 名（17～19 年度） 

医学科 

第 12期末（卒業時） 最終合同試験による総合判定 卒業延期者 ２～５名 

第３期末 科目ごとの学習到達度 

第５期末 科目ごとの学習到達度 看護学 

第８期末（卒業時） 学習到達度・卒業研究・総合判定

第３期末 学習到達度 

第６期末 学習到達度 

保
健
学
科 理学療法 

作業療法 
第８期末（卒業時） 学習到達度・卒業研究・総合判定

例年、成績不振により進級

できない学生はほとんど

いない。 

 
 
医学科では、臨床実習開始前の学習到達度をチェックするために、第８期末に医療系大

学間共用試験（CBT・OSCE）を実施し、進級要件としているが、例年、全国平均を上回る成

績を収めている。 

保健学科では４年次に卒業研究に取組み、論文作成や成果発表を通して課題探求能力や

問題解決能力を身に付けている。卒業までにほとんどの学生が卒業要件の 124 単位を上回

る単位を取得しており、積極的・意欲的に４年間の学習に取り組んでいると判断できる。 

平成 16～19 年度の医師国家試験及び保健学科関係の国家試験合格率は（資料 14：医師

国家試験の合格状況、P4-13）、（資料 15：保健学科関係国家試験の合格状況、P4-13）のと

おりである。医師国家試験については、平成 18 年度まで新卒者の合格率が 90％台前半以

下であったが、教務委員会を中心に合格率改善のための具体的な改善策（別添資料３：医

師国家試験合格率向上のための対策について、P９～10）を策定し、医学科全体として取組

んだ結果、平成 19 年度には 95.7％へ向上した。看護師・助産師・理学療法士・作業療法

士の国家試験は、例年 95～100％の合格率であり、平成 16 年度を除けば、全て全国平均合

格率を上回っている。 
 
 

（出典：医学科進級・卒業判定資料、保健学科学生の修学手引及び成績原簿）
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資料 14：医師国家試験の合格状況 
年度 総 数 新 卒 既 卒 総数平均合格率 

  

受
験
者
数 

合
格
者
数 

合
格
率 

受
験
者
数 

合
格
者
数 

合
格
率 

受
験
者
数 

合
格
者
数 

合
格
率 

国
立
大
学 

全
国
大
学 

16 年度 111 96 86.5% 92 85 92.4% 19 11 57.9% 90.4% 89.1% 

17 年度 106 90 84.9% 90 81 90.0% 16 9 56.3% 90.6% 90.0% 

18 年度 111 87 78.4% 96 80 83.3% 15 7 46.7% 90.3% 88.3% 

19 年度 117 105 89.7% 93 89 95.7% 24 16 66.7% 91.6％ 90.9％ 

 
 

資料 15：保健学科関係国家試験の合格状況 
  平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

国試の種別 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 

看護師 81 80 98.8%  

（91.4％）

74 70 94.6   

（88.3％）

79 77 97.5%  

（90.6％）

保健師 91 66 72.5%  

（81.5％）

84 75 89.3%  

（78.7％）

87 87 100%  

（99％）

理学療法士 22 20 90.9%  

（97.9％）

18 18 100%  

（94.9％）

20 20 100%  

（97.5％）

作業療法士 22 19 86.4%  

（95.5％）

17 17 100%  

（88.4％）

21 20 95.2%  

（91.6％）

助産師 13 13 100%  

（99.7％）

12 12 100%  

（98.7％）

12 12 100%  

（94.3％）

注：（ ）は全国の平均合格率を示す 

 
 
上記のように、各学年や卒業時等において学生が身に付ける学力や資質・能力について、

単位修得、進級、卒業の状況、資格取得の状況等から、あるいは卒業論文等の内容・水準

から判断して、教育の成果や効果は上がっていると考えられる。医師国家試験については

平成 18 年度まで新卒者の合格率が 90％台前半以下であったが、医学科全体として合格率

改善に取組み（別添資料３：医師国家試験合格率向上のための対策について、P９～10）、

平成 19 年度には 95.7％へ向上した。 

 
観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

医学科では、平成 18 年度後期から、原則として全科目で学生による授業評価を実施して

いるが、学生はカリキュラムの内容、講義、チュートリアル授業、基礎実習及び臨床実習

について、全般的に肯定的に受けとめている。授業内容についての学生の評価結果の一部

を（資料 16：コア・カリキュラムにふさわしい内容だったか、P4-14）及び（資料 17：シ

ラバスに沿った内容であったか、P4-14）で例示する。 

（出典：医学科会議資料） 

（出典：厚生労働省 HP 資料）
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保健学科では、平成 17 年度から学期末に学生による授業評価を実施し、「授業への意欲

的な取り組み」「ふさわしい内容」「授業の難易度」「他学生への受講の勧め」「自分にとっ

ての価値」などの質問項目を設定し、学業に取り組む姿勢や授業に対する満足度を調べた。

５点満点による評価の結果は（資料 18：保健学科学生の学業への取組及び授業に対する満

足度）のとおりで、いずれも高い得点であり、平成 17 年度に比べ平成 19 年度全項目で得

点が上昇した。 

資料 18：保健学科学生の学業への取組及び授業に対する満足度 
  １７年 １８年度 １９年度 

授業に意欲的に取り組んだか 3.91 4.05 4.00  

授業科目にふさわしい内容であったか 4.31 4.36 4.36 

授業の難易度は適切であったか 4.31 4.36 4.34 

この授業を他の学生にも勧めたいか 3.90 3.97  4.02 

この授業は自分にとって価値があったか （質問項目なし） 4.20 4.22 

※ 数値は５点満点の平均値 

資料 16：コア・カリキュラムにふさわしい内容 だったか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもふさわしかった

かなりふさわしかった

ふさわしかった

あまりふさわしくなかった

ふさわしくなかった

機能修復系 (N = 87)

麻酔集中治療系(N = 82)

内分泌･代謝･栄養系( N = 90)

鹿児島一次医療系(N = 81)

呼吸器系(N = 87)

循環系 (N = 85)

感染系（臨床部門）‘(N = 91)

感染系（免疫部門）(N =83)

感染系（微生物部門） (N = 93)

薬理総論系 (N =52)

（出典：医歯学教育計画室作成「鹿児島大学医学部における学生による授業評価」）

（出典：H17～H19 保健学科学生による授業評価アンケート調査結果の報告）

資料 17：シラバスに沿った内容であったか

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

非常に沿っていた 
かなり沿っていた 
沿っていた 
あまり沿っていなかった

沿っていなかった 

機能修復系 (N = 87)

麻酔集中治療系 (N = 82)

内分泌･代謝･栄養系 (N = 91) 
鹿児島一次医療系 (N = 81)

呼吸器系 ( N = 86)

循環系 (N = 84)

感染系（臨床部門）‘(N = 91)

感染系（免疫部門）(N =82)

感染系（微生物部門）(N = 93)

薬理総論系 (N =52)
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学生の授業評価結果等から見て、学生自身はおおむね大学の意図する教育の効果があっ

たと判断していると考えられるが、授業時の配布資料の内容及びその電子媒体化など、さ

らなる改善を要する部分も明らかとなり、教務委員会や FD 委員会での検討を重ね、具体的

な改善策を検討中である。 

 
(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 医学部では各学科の目的に基づき、教養教育、専門教育等について学生が身

に付ける学力、資質・能力や養成しようとする人材像等についての方針が明らかにされて

おり、それらに沿った形で教養教育及び専門教育等のカリキュラムが作成され、その達成

状況を検証・評価するための適切な取組が行われている。また、各学年や卒業時等におい

て学生が身に付ける学力や資質・能力について、単位修得、進級、卒業の状況、資格取得

の状況等から、あるいは卒業論文等の内容・水準から判断して、教育の成果や効果が上が

っていると考えられる。さらに、学生の授業評価結果等から見て、学生自身はおおむね大

学の意図する教育の効果があったと判断していると考えられる。医師国家試験については

平成 18 年度まで新卒者の合格率が 90％台前半以下であったが、教務委員会を中心に合格

率改善のための具体的な改善策（別添資料３：医師国家試験合格率向上のための対策につ

いて、P９～10）を策定し、医学科全体として取組んだ結果、平成 19 年度には 95.7％へ向

上した。 

 上記を踏まえ、卒業後、国家試験に合格して医療に貢献するという学生・卒業生の期待

を満足しており、医療を受ける一般社会人の視点からも期待される水準を上回ると判断さ

れる。 
 
 
分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

医学科新規卒業者の医師国家試験合格率はおおむね 90%台の前半で、合格者は希望の施

設で研修を行っており、地域医療への貢献も果たしている。なお、新臨床研修制度の発足

当初は鹿児島大学病院臨床研修プログラム〔桜島〕への参加率が他大学病院プログラムに

比べて非常に高く、地域医療への貢献が顕著であったが、最近は著しい低下がみられてい

る。その一方で、県外で２年間の初期研修を終えたあと、平成 20 年度に卒後３年目以降の

専門研修のために約 60 名が県内に戻ってくる見込みである。 

保健学科新規卒業者のほとんどは、各専攻に応じて看護師、助産師、保健師、理学療法

士、作業療法士の国家試験を受験しており、合格者については、進学、就職ともほぼ希望

がかなっている。卒業者の５～９％程度が大学院に進学し、就職希望者の 92～96％が就職

して、ほとんどが希望どおりの医療・福祉関係機関に就職できている。就職者の約５割は

鹿児島県内に就職し、地域医療に貢献できる人材の育成という点で一定の成果を挙げてい

る。また、鹿児島県以外の就職者は、九州圏内、近畿地方、関東地方など日本各地におい

て活躍している（資料 19：保健学科卒業生の進路状況、P4-16）。 
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資料 19：保健学科卒業生の進路状況 

17 年 

就職   
卒業者数 

鹿児島県 九州圏内 関西地域 関東地域
進学 その他 

看護学専攻 91 31（34％） 21（23％） 6（7％） 23（25％） 4（4％） 6（7％） 

理学療法学専攻 29 10（35％） 6（21％） 3（11％） 2（7％） 7（24％） 1（3％） 

作業療法学専攻 23 12（52％） 3（13％） 1（4％） 0 2（9％） 5（22％） 

１８年 

就職   
卒業者数 

鹿児島県 九州圏内 関西地域 関東地域
進学 その他 

看護学専攻 84 34（41％） 23（27％） 7（8％） 16（19％） 4（5％） 0 

理学療法学専攻 21 6（29％） 4（19％） 3（14％） 1（5％） 7（33％） 0 

作業療法学専攻 16 3（19％） 6（38％） 5（31％） 0 2（13％） 0 

１９年予定 

就職   
卒業者数 

鹿児島県 九州圏内 関西地域 関東地域
進学 その他 

看護学専攻 89 43（48％） 29（33％） 6（7％） 6（7％） 3（3％） 2（2％） 

理学療法学専攻 24 8（33％） 9（38％） 4（17％） 1（4％） 2（8％） 0 

作業療法学専攻 22 9（40％） 8（37％） 3（14％） 0 2（9％） 0 

 
 
観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

医学科では、卒業後５年の卒業生に対し在学中に身に付けた学力や資質・能力等が他大

学出身者と比較してどうか、在学中の教育内容や教育方法は適切であったか、また在学中

に学んだことが医療の現場で役立ったかなどの視点でアンケート調査を行った結果、おお

むね肯定的な評価が得られた。また、カリキュラム内容や教育方法に関して過去に指摘さ

れた部分については教務委員会、FD 委員会で検討され、「基礎臨床統合カリキュラムの導

入」や「OSCE の導入」等の形でかなりの改善が遂げられている。 

保健学科では、３専攻ともに実習先の臨床実習指導者との会議を定例で開催し、学生の

評価とともに、卒業生に関する意見を聴取しているが、指導者からは良好な評価を得てお

り、教育の成果が上がっていると判断される。 

 保健学科では、卒後４年目の時点で第１期卒業生に保健学科の教育理念に掲げている諸

項目について、どの程度修得できたかについて調査を実施した。その結果、（資料 20：保

健学科１期生（卒後４年目）の保健学科教育に対する評価結果、P4-17）のように、ヒュー

マニズムや倫理性、社会的貢献への意欲、専門的知識・技術の修得等については、いずれ

も 80％以上の卒業生が達成できたと評価していた反面、国際感覚、教育的指導能力、科学

的思考能力などの包括的能力については「どちらともいえない」という回答が多くみられ

た。これらの能力については長期的視点で評価する必要があるが、卒業生を採用している

医療機関側の意見では、卒業生の科学的思考能力、判断力を高く評価している意見が数多

く聞かれることから、一定の成果が出てきていると考えられる。今後も継続的に卒業生の

状況を把握するための調査を実施し、推移を分析・検討していく必要がある。 

（出典：鹿児島大学就職支援ガイドブック JOB HUNTING GUIDE より改編）
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資料 20：保健学科１期生（卒後４年目）の保健学科教育に対する評価結果 

  とてもできた
ある程度で

きた 

どちらとも 

いえない 

あまりでき

なかった 
できなかった

ヒューマニズムや倫理性、社会的貢献への意欲 6（17％） 23（66％） 5（14％） 1（3％） 0 

専門的知識や技術の修得 7（20％） 23（66％） 3（9％） 1（3％） 1（3％） 

国際感覚を身に付ける 1（3％） 8（23％） 14（40％） 5（14％） 7（20％） 

教育的指導能力 5（14％） 21（60％） 5（14％） 4（11％） 0 

科学的思考力や研究的能力 4（11％） 18（51％） 10（29％） 3（9％） 0 

注）表中の数値は、人数を表す 

 
 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 平成 18 年度を除き、医学科新規卒業者の 90～95.7％は医師国家試験に合格し、

合格者は希望の医療機関等で研修を行っている。また、保健学科新規卒業者のほとんどは、

各専攻に応じて看護師、助産師、保健師、理学療法士、作業療法士、の国家試験に合格し、

就職、進学ともほぼ希望を達成している。これらのことから判断して、医学部の教育目的

において意図している人材が養成されており、教育の成果や効果が上がっていると判断さ

れる。 

 卒業後の進路については、（資料 19：保健学科卒業生の進路状況、P4-16）のように、卒

業後県内に就職する者の数は、16 年度から 19 年度へと年を追って増加している。また、

医学科を卒業後、一旦県外で研修を受け、県内に戻ってくる医師が平成 20 年度に約 60 名

見込まれることなどから、「地域医療を担う医療人の養成」という目標は達成されつつある

と判断される。 

 
Ⅲ 質の向上度の判断 
①事例１「離島へき地医療に特化した地域枠入学制度の導入」(分析項目Ⅰ 教育の実施

体制) 

離島へき地を多くかかえる鹿児島県において、社会的ニーズの高い「地域医療を担う医

療人の養成」という医学部の目標を達成するために、平成 18 年度から医学科において推薦

入学Ⅱ（地域枠）の制度を導入し、毎年２名を受け入れている。本制度は、鹿児島県との

連携のもとに実施され、鹿児島県の離島へき地における医療に従事する強い意欲を持つ学

生を入学させ、入学者には６年間で合計 940 万円の修学資金が貸与される。平成 20 年３月

時点で本制度による６名の学生が在籍し、将来の離島へき地医療を担う医師をめざして勉

学に励んでいる。 

 
②事例２「教育に特化した教員組織として「医歯学教育開発センター」を設置」（分析項目

Ⅰ 教育の実施体制） 

平成 19 年度に学内措置により専任教授を配置した「医歯学教育開発センター」を設置し

た。これにより教育実施体制が飛躍的に充実し、教務委員会や FD 委員会等と連携し、教育

の企画・運営を担当する組織体制が構築された。平成 20 年３月時点で専任教授を全国公募

中であり、平成 20 年度から実動開始の予定で、カリキュラム、教育方法、教育評価方法等

の改善充実等に取組む。 

 

 

（出典：鹿児島大学における教育の成果・効果の検証 平成 18 年度報告書）
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③事例３「離島へき地を含む地域医療教育の充実」(分析項目Ⅱ 教育内容) 

地域医療を担う医療人の養成という教育目標を達成するために、医学科では平成 19 年度

から６年次生全員に離島医療実習を必修化し、鹿児島県内６箇所の離島において１週間の

実習を行った。実習後のレポートによれば、学生は離島へき地医療への認識と関心を深め

ていると判断される。また、離島医療に関心を深めた学生が自主的に「離島医療フォーラ

ム」を企画し、他大学にも呼びかけて実行した。さらに、平成 19 年度から小児医療人育成

GP に基づき、１年次生全員に対する小児医療施設・幼稚園での学生実習を開始した。入学

早期から小児医療の現場を体験し、小児と接触する機会をもつことにより、小児医療への

認識と関心を深めることを目的とするもので、現在大きな社会問題になっている小児科医

志向の人材不足への対応策の一つとして期待される。 

一方、保健学科では「離島保健活動論」と「離島地域看護学実習」を開講し、健康と暮

らしに関連する地域性を反映したテーマを学生に自ら設定させ、離島においてフィールド

ワークを行なった。その結果、離島の町おこしグループや集落住民との交流、関連諸機関

との折衝、現地への調査成果の還元などの体験を通して、学生の社会性やソーシャルスキ

ルが向上し、離島保健医療従事者の果たすべき役割についても自ら深く考え学ぶことがで

きるようになった。 

 
④事例４「スキルスラボを設置」(分析項目Ⅲ 教育方法) 

平成 19 年度に桜ヶ丘地区共通教育棟にスキルスラボ（シミュレーション機器を用いた臨

床技能実習室）を設置した。医学科及び保健学科の学生が、循環器系、呼吸器系の理学的

診断技術、救急蘇生法、創傷縫合などの小手術、静脈注射など、基本的な臨床技能の訓練

をいつでも自主的に安全に行うことが可能となり、学生の主体的な学習を支援する設備と

して機能している。これにより全国共用試験 OSCE（基本的臨床技能試験）の成績向上も期

待される。 
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鹿児島大学歯学部 

Ⅰ 歯学部の教育目的と特徴 

 

１．本学部の目的は、全人的歯科医療の実践と歯学分野における幅広い知識と創造性に富む歯科医師及

び歯科医学教育者･研究者を育成することである。そのため「歯科医療人である前に良識豊かな人間であ

れ」という理念を前提に、以下の10目標を設定して卒業の時点で、この段階に達する事を目標に教育を

行っている。 

① 歯科医学の基盤となる自然科学的知識に裏打ちされた論理的思考により、総合的判断ができる。 
② 人文社会科学的分野も含めた幅広い知識を有し、人間の行動について精神心理学的対応ができる。 

③ 口腔疾患を全身疾患の一つとしてとらえ、幅広い医学的知識に基づくプライマリ・ケアを実践するための 

③ 基本的な臨床能力を身につけている。 

④ 医療の倫理と法の原則に則り、患者中心の歯科医療を実践できる。 

⑤ 患者との対話を通して、インフォームド・コンセントを得ることができる。 

⑥ 安全管理や危機管理能力を備え、医療事故の防止や適格な感染対策の知識を有している。 

⑦ 他の歯科医師やコ・デンタル・スタッフと連携してチーム医療を実践するためのコミュニケーション能力を 

③ 身につけている。 

⑧ 口腔疾患の予防と健康増進に関する十分な知識を持ち、地域社会に密着した歯科医師及び歯科医 

③ 学教育者・研究者となり得る能力を持っている。 

⑨ 生涯にわたり自律的に学ぶ習慣を身につけ、科学的根拠に立脚した歯科医療が実践できる。 

⑩ 歯科医学研究者として世界をリードし、国際社会において幅広く活動する素養を身に付けている。 

 

２．中期目標の中では、特に「鋭い現実感覚を持ち、幅広い教養で総合判断できる人材を育成する」 「基礎学力、

専門的知識・技能を備えた人材を養成する」 「専門的職業能力等を高める」などの人材育成項目を中心に、上記

の理念・目標を達成するよう努めている。 

 

３. 本歯学部の特徴 

１）単に歯科技術者としての歯科医師ではなく、広く社会を理解できる知的で人間性を持った歯科医

師・歯科医学研究者の養成を目指している。また、南九州地域（沖縄を含む）で唯一の歯科医学

教育の拠点を自覚し、地域医療に貢献しうる幅広い識見と、人間性豊かな使命感にあふれる国際

社会においても卓越した歯科医師及び歯科医学教育者・研究者の育成を目的としている。 

２）共用試験〔社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構（CBT: Computer Based Test、OSCE: 

Objective Structured Clinical Examination 客観的臨床能力試験）〕、卒業試験や学年制の採用

など、卒業時の学業達成度を一定の水準に保証するシステムが充実している。 

３）本歯学部は、社会連携・社会貢献を重視して、地域の行政、歯科医師会や同窓会などと連携・協

力して、公開講座の開催や研修医の受け入れ・派遣などを通して、地域社会との情報の共有に努

めている。 

 

４. 想定する関係者とその期待 

 想定される関係者は、一般社会及び地域社会（行政も含む）、関連業界（歯科医療関係）、学生及びそ

の保護者などである。その期待の基本は「良質な歯科医療従事者の育成」と考えられ、上記の教育目標

を進める中で常に期待に添うよう努力している。特に、地域特性を重視し、医療過疎地すなわち離島医

療に特徴がある。創立以来、鹿児島県と県歯科医師会と協力して、無歯科医の離島に対して、毎年「離

島巡回診療」を実施し地域の期待に対応しており、学生教育にも正課に統合系科目「地域・離島歯科医

療学」を設定し、希望学生には実習を兼ねて同行させ、教育にも反映させている。また、関連業界とし

て最も関連深い歯科医師（開業歯科医を含む）、卒業生からの聴き取りを行い、要望性の強い科目（単

位）を統合系科目の中に設けている。 
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鹿児島大学歯学部 分析項目Ⅰ 

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

    （注：本文中の 「 」 は対応する中期目標の項目を示す） 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成 

○ (観点に係る状況) 「目標達成のため、教職員を適切に配置する」：必要な科目を設定し専任教員（大学院

医歯学総合研究科及び医学部・歯学部附属病院専任教員の旧歯学部教員が兼務）を配置している。す

なわち、基礎系科目９分野、臨床系科目11分野を設定して設置基準を満たし、また病院定員に関して

も教育委員会が教育に関して連携し、各分野が責任を持って教育にあたる体制である（資料１：歯学

部及び附属病院歯系の人員配置表）。なお、入学定員は55名で、全収容定員330名のところ在学生は331

名である（資料２：歯学部学生定員及び現員）。 

（資料１） 歯学部及び附属病院歯系の人員配置表    
学  部 病 院 

学科目 
連
番 分野（旧講座） 教授 准教授 助教 准教授 講師 助教 

各分
野計

1 口腔解剖学１（解剖学） 1 1 2       4 

2 口腔解剖学２（組織学） 1 1 2       4 

3 口腔生理学 1 1 1       3 

歯
科
常
態
学4 口腔生化学 1 1 2       4 

5 口腔病理学 1 1 2       4 

6 口腔細菌学 1 1 2       4 

7 歯科薬理学 1 1 2       4 

8 歯科理工学 1 1 2       4 

基
礎
系
科
目 

歯
科
病
態
学

9 歯科基礎科学 1 1        2 

10 予防歯科学 1 1 2   1 2 7 

17 歯科矯正学 1 1 5   2 1 10 

18 小児歯科学 1 1 4   2 1 9 

11 歯科保存学 1（修復・歯内療法） 1 1 5   2 1 10 

発
達
育
成
歯
科
学 12 歯科保存学 2（歯周病） 1 1 5   2 1 10 

13 歯科補綴学 1（冠・ブリッジ） 1 1 4   2 2 10 

14 歯科補綴学 2（床義歯） 1 1 4   2 1 9 

15 口腔外科学 1（腫瘍外科） 1 1 5   2 1 10 

16 口腔外科学 2（顎顔面外科） 1 1 5   2 1 10 

19 歯科放射線学 1 1 5   2 1 10 

臨
床
系
科
目 

口
腔
顎
顔
面
歯
科
学20 歯科麻酔学 1 1    1 1 4 

21 全身管理    1 1 1 3 

22 医療情報        1 1 

23 一般歯科（研修医担当）  1      6 7 

 
 

病
院
担
当

24 

病院
担当 

病棟担当        2 2 

    現員配置 20 21 59 1 21 23 145

     100 45  

   定員 100 46（医病へ 1 供出） 146 

   （出典： 人事係資料職員配置表を整理改編）

 

（資料２） 歯学部学生定員及び現員   (平成 20 年 4 月 1 日現在) 

  現    員 

 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 

入学定員 55 55 55 55 55 55 330 

男 38 36（2） 29 43 26 41 213 

女 20（1） 25 21 12 23 17 118 

計 58（1） 61（2） 50 55 49 58 331（3）

           （ ）内は外国人:内数で示す    （出典： 歯学教務係データ）
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鹿児島大学歯学部 分析項目Ⅰ 

 －5-4－

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

(観点に係る状況)教育改善事項は、基本的には教育委員会が全て掌握し、学生・教員・他委員会などの

要望・改善点等を審議する。審議結果は学部運営会議及び教授会に提出され、決定される（資料３：教

育・学生指導関係の委員会配置図）。そのため教育委員会は４部会・１常設ワーキンググループ（WG）

と、適宜その下部組織として WG 等を配置し、原案作成及び実施にあたる体制としている。 

 （資料３） 教育・学生指導関係の委員会配置図 （＋α：必要に応じ学部長が指名する人員） 

・ 共通教育部会（教授３）（共通教育を担当） 

  (構成)全学教務委員、教育センター会議委員、学生生活委員長 

・ カリキュラム部会（教授１、講師以上７＋α）（カリキュラム全体を担当） 

  必要に応じてカリキュラム改革ＷＧを置く（世話人を置き、WG を編成） 

・ 臨床教育部会 8 名＋α（臨床・病院教育を担当） 

  （総合診療室長１、ライター長世話人１、各系ライター長等 5 名＋α） 

・ 共用試験部会（共用試験関係を担当） 

  ・CBT 分科会（教授 3＋36 名） 

   CBT 実施 WG（タスクフォース）教員 12 名 

   CBT 実施 WG（ワーキング G）教員 24 名 

  ・OSCE 分科会（20 名）教授２名（歯系副病院長を含） 

   OSCE 実施 WG18 名（歯系病院長補佐３、助教以上 13、他教授２） 

・ 卒業試験実施 WG（教授２、准教授４、講師２名、助教 1 名）（卒業試験を担当）

     作問委員 教員 20 名 

・教育委員会 

（常任委員：教

授６名） 

（部会長には

常任委員を充

てる） 

・ 各学年担任（教授６、准教授１、講師１） 

・ 学生生活委員会（教授３、講師１）（学生の指導（奨学金、成績・生活相談等）） 

教授会 

・ FD 委員会（教授４）（教育評価、教員へのフィードバック） 

・ 教育推進諮問委員会（教授７、准教授１）（教育改革諮問） 

 ・６年生テュータ部会（学部長、教授１、他教員 10 名）（卒業試験・国家試験を踏まえた学生指導） 

・ 入試選抜方法諮問委員会（教授７名）（入学者選抜の予備審議） 
学 部 長 

 ・入試改善委員会（学生の成績分析と入試改善検討） 

                          （出典： 歯学部委員会一覧（庶務係資料）を整理改編）    

 

中期目標と具体的改善取組の対応を（資料４：中期目標と具体的改善取組の対応表）に示す。 

 （資料４）中期目標と具体的改善取組の対応表 

中期目標 改善のための取組 

・個別指導、少人数教育を重視した教
育を行う 

・６年次学生には、担任のほか卒業試験や国家試験、また進路の指導・相談の
ため、助教を中心としたテュータを学生６名程度に１名配置して、最終学年
の教育指導にあたっている 

・シラバスには各科目教員のオフイスアワーを明記し、学生に周知 
・学生の学習相談・助言・支援に組織
的に取り組む ・ 各学年には教授１名と准教授または講師１名の２名を担任として配置し、

学生の要望や相談に応じ、常に成績や生活等の指導をする体制である 

・教員の教育力を開発するための企
画を導入 

・FD 委員会において、毎年、分野（科目）毎に担当学年を対象にアンケート調
査を実施し、各科目の改善を図っている。さらに、毎年 FD 後援会やワークシ
ョップを開催して、教員の教育力の向上も図っている（別添資料１：平成 18
年度歯学部 FD 活動報告書、P１） 

・コンピュータ及び情報ネットワークを
整備し、活用する 
・教育体制を整備し、情報教育を推進
する 

・学生がいつでも自由に使える、磁気カード利用のパソコンルームの整備・充
実 

・ネットワークの利用方法や CBT などへの対応を補習 

・教室・演習室・実験室等を整備する 
・苦情の多い実習用顕微鏡を５年計画で更新した 
・生理、生化学、細菌、薬理学系の共同実習室の実習機器を更新した 
・臨床系実習室の整備を概算要求中 

・授業時間外の準備学習、復習、補
習教育などの実施体制を整備する ・自由に使える自習室及びパソコン室を設置 

   （出典： 歯学部教育委員会資料を整理）    



鹿児島大学歯学部 分析項目Ⅰ．Ⅱ 

また、毎年１回開催される学生の保護者からなる歯学部後援会総会に合わせ懇談会を開催し、学部側

からの現状説明と自由意見交換を行い要望等の収集と理解を深め、同時に希望する保護者と個人面談を

行い、個別に対応している。また、この面談により、学生の要望や改善点などを速やかに教育委員会に

反映させる仕組みとなっている。 

 これらの情報は入学者選抜方法の改善にも反映されるように、学部長下に入試改善委員会が入試と入

学生の成績分析を行い、常に（資料５：入学者選抜方法の改革実績・計画）のように評価尺度の異なる

入試を行い、大学が求める多様な学生を広く受け入れるための入試改善を図っている。 

（資料５） 入学者選抜方法の改革実績・計画 

年度 改革後 改革前 

平成 18 年度 

・前期入試（定員 40 名）：センター試験のみでの判定
で入学する者を減らした 
センター試験+個別試験で 35 名、センターのみ５名、
・後期入試（定員 15 名）の面接を点数化 

←センター試験+個別試験で 30 名、 
 センターのみ 10 名 
 
← 面接は不適格者の発見のみに利用 

平成 20 年度 
・個別試験に数Ⅲを加えた 
・５教科７科目に変更 

←数学は数Ⅰ、数Ⅱのみ 
←４教科４科目または３教科４科目 

平成 21 年度 
(公表済み) 

・前期にも面接（100 点）を導入 
・後期の面接点を 200 点に変更 

←前期は面接なし 
←後期の面接点 100 点 

現在検討中 ・地域枠（推薦入試）  

    （出典：歯学部入試改善委員会資料）  

 (２)分析項目の水準及びその判断理由  

(水準)期待される水準を上回る。 

(判断理由) 担任制・教育委員会・学生委員会・FD委員会など改善へのフィードバック体制も整備され

ており、学生一人一人の要望等が、多段階で把握される体制であり、個別指導も充実している。すなわ

ち、各委員会で検討された統計データや学生の意見・アンケート結果を、女子学生ロッカールーム・自

習室の拡張充実、カリキュラムの大幅改正（実質学年制導入）、入試方式の改革、その他教員個々の教

育の改善に反映している（改善したアンケート内容：声が聞き取りにくい、プリントが分かりにくい、

板書が分かりにくい、PowerPointの表示が速すぎる等にも細かに対応）。 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成 

(観点に係る状況) 中期目標「鋭い現実感覚を持ち、幅広い教養で総合判断できる人材を育成する」と学部の目

標に基づいて、共通教育単位は編成されている。教養科目では文系教養を重視し、文系科目を６単位選

択必修とし、できるだけ文系（分野１・２）を選択するよう指導している（資料６：歯学部の共通教育

卒業要件単位）。また、他学部の開放科目も受講できる様にも設定している（資料６：歯学部の共通教

育卒業要件単位、＊分野１－５、＊共通教育科目等）。一方、専門教育の準備として基礎教育科目 10

単位（必修：６単位、選択必修：４単位）を設定している。 

  （資料６） 歯学部の共通教育卒業要件単位 
共通教育科目等 

共通教育科目 

教養科目 外国語科目 
体育・健
康科目 

科目 分野
１ 

思想
文化 

 

分野
２ 

社会
歴史 

 

分野
３ 

人間
生命
環境 

分野
４ 

科学
技術
応用 

分野
５ 

自然
数理

 

特
別

導
入

＊ 
分野
１－５

情
報
科
学
科
目

 
第一
（英）

＊ 
第二

(選択）

理
論 

実
習 

基
礎
教
育
科
目 

＊
共
通
教
育
科
目
等

計

単位 6 2 4   4 2 4 4 1 1 10 2 40

計 16 2 8 2 10 2 40

 ＊分野 1-5：教養科目から選択、＊共通教育科目等：共通教育科目等及び学部開放科目から選択 

 ＊第二外国語：独・仏・中・韓から選択 

（出典：共通教育履修案内）    
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中期目標 「学部教育においては、基礎学力、専門的知識・技能を備えた人材を養成する」 「専門的職業能力等を

高める」を基本におき、１年次に専門導入科目 10 単位、２年次以降は専門教育のみとし、これら専門科

目 189 単位を学年進行とともに基礎系科目から臨床系科目を順次配置し、上級学年の授業が段階的、円

滑に行われるよう配慮している（別添資料２：鹿児島大学歯学部学科課程表、P２）。その他、中期目標

と専門教育の対応は（資料７：中期目標と専門教育の対応表）に示す。 
（資料７） 中期目標と専門教育の対応表 

中期目標 改革内容 
・多様な学生・社会のニーズを考慮し、教育目
標に沿ったカリキュラムを編成 

基礎・臨床系科目を横断する統合科目 20.5 単位を設定し、時代性や種々の
要求に機動的に対応すると共に、基礎・臨床科目の連携を図っている（別添資
料３：統合系科目の配置表、P３） 

・カリキュラムを見直し、一層充実したものとす
る 

平成 18 年度入学生から、大幅なカリキュラム見直しにより、全学年に学年制導
入 

・個別指導、少人数教育を重視した教育を行う
・学生の学習相談・助言・支援に組織的に取り
組む 
・学生に対する生活相談・健康相談・就職支援
体制を充実する 

学生委員会及び学年担任制に加え、学年制導入により毎学年ごとに学生を、
きめ細かく指導ができる体制を構築 

・専門的職業能力等を高める 医学部の協力をえて、全身管理のできる歯科医を目指して医系科目 14 単位
を設定 

・教養教育においては、鋭い現実感覚を持ち、
幅広い教養で総合判断できる人材を育成する 
 

・１年生：導入系科目（10 単位）： 
全人的歯科医療実践及び附属病院での歯科臨床早期体験実習・ガン患
者経験のある非常勤講師講義などのインフォームド・コンセント教育 

・ 上級学年： 
（４～５年生）専任教員が総合系科目で「歯科医療倫理学」や「心身歯科学」を
担当してインフォームド・コンセント及び患者心理や応対の徹底を図っている 
（６年生）コンプライアンス教育：医療と法の問題を学ぶ「医療関係法規」の講義
（６回） 

・社会との連携を図り、地域に密着した教育を
行うためのカリキュラムを編成する 

（１年生）歯学概論で介護養護施設・地域保健施設の見学実習 
（５～６年生）地域・社会教育の一環として離島巡回診療同行実習を試行（来
年度より正課化） 

                                              （出典： 歯学部教育委員会資料を整理） 

卒業要件229単位（共通教育40単位、専門教育189単位）は設置基準（188単位以上）からするとやや

多いが、教育目的・目標を達成するためには必要な単位である。 

観点 学生や社会からの要請への対応 

(観点に係る状況)。卒業要件科目が、学生の学習・理解・利便性など学生の要望等に配慮して段階的に

配置されている（別添資料２：鹿児島大学歯学部学科課程表、P２）。また、要請に対して重点的に取り

組んでいる項目は、（資料８：要望・要請への取組重点項目表）に示す。 

（資料８） 要望・要請への取組重点項目表 
重点項目 取組内容 

学生の自主的活動を推奨 

・ 共通教育ではできるだけ共通単位を設定し学生の自由度を高めている（資料６：歯学部の

共通教育卒業要件単位、P5-5） 

・ 専門課程では科目はほとんど必修で自由度は少ないが、自由に分野を選べる選択科目を

週に４時間/通年/全学年設け、各分野研究室を経験できる 

・ いつでも利用できる自習室やコンピュータ室を拡充 

総合的・全人的思考のできる人

間形成 

「全人的歯科医療実践学」や「歯学人文社会学」を導入系科目として、また高学年で「歯科医

療倫理学」「心身歯科学」を設定し、専門知識だけでなく一般社会的教養や倫理などを設定 

社会の変化・要望に対応した

教育 

・ 統合系科目を設定：個々の授業の単位でなく全体として 20.5 単位として、社会の要望・変

化など外的要因に沿っても柔軟かつ機動的に、また分野横断的に科目対応・運用できるよう

な制度としている（例：「地域・離島歯科医療学」７回、「摂食・嚥下障害および高齢者歯科

学」７回、「歯科インプラント治療学」15 回、「救急歯科医学」15 回、「全身疾患口腔徴候学-

歯科臨床で見逃してはならない全身疾患」７回など地域性・社会性や時代性に応じられる統

合系科目を設定）（別添資料３：統合系科目の配置表、P３） 

・ 離島巡回診療への同行実習を設定（19 年度：試行、20 年度以降：カリキュラム化） 

卒業生の品質保証 

国家試験合格への対応 

カリキュラム改革により６年生教育にゆとり時間を設定、卒業試験の導入、６年生へテュータ制

度を導入 

保護者からの要望 
国家試験とカリキュラム・学生生活がその中心であり、対応として、歯学部講演会時の懇談会

で、学部カリキュラムの説明や国家試験の学部としての対応等の説明を充実して、好評である 

 （出典： 歯学部教育委員会提供資料を整理）
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以上のように、要請や要望に対応すると共に、人間性教育と歯科医師及び歯科医学の将来の後継者と

して十分な教育が達成できるよう努めている。 

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。  

(判断理由) 卒業要件単位 229 単位は、科目・単位とも設置基準 188 単位以上を十分満たし、さらに本

学及び本学部の目的・理念に沿った教育が行われている。すなわち、学生の授業理解が容易なように、

順次６年間の科目が配置されている。また、大学・学部の大きな目標である全人教育科目も共通教育時

と高学年時にも配置し人間教育も遺漏は無い。学生や社会からの要望・変化に対応できる柔軟なカリキ

ュラムが構築されている（統合系科目）。学年制を導入し、毎年、学生へ個別教育指導をするシステム

である。学生の支援には学生生活委員会が当たり、教育の効果を検証するための CBT,OSCE（共用試験）

を担当する共用試験部会を、また卒業試験実施 WG を設置して、卒業時の教育水準を一定以上に保つ制

度が整っている。また、FD 委員会を置きフィードバック体制も整備しており、学生や社会からの要請

への対応は水準以上である。 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況)本学部では理念や教育目標を達成するために、順序よく、バランスよく共通教育科目、

専門導入系科目、基礎系科目、臨床系科目、臨床（病院）実習、統合系科目の授業単位を配置して、さ

らにTAも参加して指導を強化している（「TA制度等の整備充実を図る」）。また、共通教育では全人教育

的配慮から、文系科目を多く履修するよう指導している（資料９：各学部 教養科目分野別履修率（平

成19年度））、（資料10：歯学部 教養科目別履修率の変遷）（「教養教育においては、鋭い現実感覚を持

ち、幅広い教養で総合判断できる人材を育成する」）。 

歯学部 教養科目別履修率の変遷 資料 10 各学部教養科目分野別履修率（平成19年度）
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      （出典：資料９、10＝教育センター共通教育係資料を整理改編） 

平成 14～19 年度の本学部の、教養科目分野別の
履修率を経年的に％表示。 
人文社会系（実線：分野 1、2）は、ほぼ一貫して
40％以上を維持している。 
キャリアデザインや消費者教育などの特別科目等
を含める（破線）と、相当高率に文系科目を履修し
ている。 

入学年度（平成） 
文系学部 理系学部 

分野１ 分野２ 分野３ 特別 導入 分野４ 分野５

平成 19 年度の鹿児島大学の各学部の、教養科目分
野別の履修率を％表示。 
本学部では、全人教育の一部として文系科目（分野
1、2）を多く履修するよう指導しているため、理系の他
学部より人文社会系科目（分野 1、2）を履修する学生
が多いことを示す。矢印：歯学部の分野 1、2 の履修率
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鹿児島大学歯学部 分析項目Ⅲ 

パソコン利用法も共通教育で情報科学科目２単位を設定しているものの、情報収集能力と国際性の向

上（「国際的コミュニケーション能力と情報リテラシーの向上を図る」）やCBT対策も兼ねて、専門教育

でもパソコンを通した情報教育の補習を行っている（別添資料４：CBT対策授業割り当て表、P４）。各

科目は講義と実習で単位を割り当てているが、その科目内での運用は科目担当者が効率的に行えるよう

に、担当者に自由度を持たせて柔軟に対応している。例えば、前期=講義８単位、後期=実習４単位が設

定されている場合、前期も後期も講義後に実習を入れるなど講義の効果が直ちに実習に反映されるよう

工夫するなどの方法も可能としている。一般の科目（系統的授業）は分野（旧講座）ごとに設定してい

るが、統合科目は種々の要望に対応するだけでなく、科目間の教育の間隙を埋めることも目的として設

定されている（別添資料３：統合系科目の配置表、P３）。学年進級制は毎年各学生の成績を判定するた

め、各教員においては、成績不良な学生に対する指導に利用でき、学生においては、自己制御（セルフ

コントロール）になることを期待して設定されている。 

 また、教育委員会に教育の効果を検証・保証するため、共用試験担当の共用試験部会（CBT 分科会、

OSCE 分科会）を、また卒業時の教育水準を一定以上に保つため卒業試験実施 WG を設置しており、毎年

頻繁に FD 集会を開き、これらの学習指導法の工夫を図っている。これらの努力は医療系大学間共用試

験実施評価機構より高く評価され、論文（日本歯科医学教育学会雑誌）にまとめるよう依頼され（資料

11：OSCE 委員会の成果発表論文リスト）、全国システムに推奨されている（例：本学部が開発した「ネ

ットワークシステムによる合理化策」、「自動採点・集計システムの合理化案」の推奨）。 

 

（資料 11） OSCE 委員会の成果発表論文リスト 

３.「IT の活用と導線の工夫等による客観的臨床能力試験（OSCE）の新たな人的資源削減の試みとその効果」 宮

脇正一ほか 19 名：日本歯科医学教育学会雑誌、23：56− 64、2007 

２.「OSCE 評価シート自動採点・集計システムの構築」 小椋幹記ほか８名：日本歯科医学教育学会雑誌、23：65

− 69、2007 

１.「ローカル・エリア・ネットワーク(LAN)を利用して同期と制御を行う OSCE 進行プログラム"Dolphin」 田畑

純他５名：日本歯科医学教育学会雑誌、22：289− 295、2006 

                              （出典：歯学部 OSCE 委員会資料） 

 

CBT 試験問題作成でも、その成果は反映され、近年では問題採択率は全国平均を上回っている（資料

12：CBT 試験問題の採択率）。これは、教員の教育工夫に対する意識向上と判断される（「教員の教育力を

開発するための企画を導入する」「教育の成果・効果を検証する方法を開発し、評価を実施する」）。 
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CBT 試験問題の採択率を示す。 
平成 14～16 年の採択率は 10～40％（左縦軸：

黒破線）で全国平均(1.0)以下（右縦軸：赤線）

であったが、多数回にわたる FD ワークショップ

等でスキルアップし、近年（平成 17～19 年）で

は全国平均の 1.2 倍以上の採択率をあげてい

る。 
（なお、平成 19 年度は全国採択率そのものを著

しく下げたため、本学部採択率（黒破線）も下

がっているものの、全国平均を上回っている。）

資料 12 
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（出典：歯学部 CBT 分科会提供資料を整理改編）
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基礎系及び臨床系科目の講義・実習が終了した後、附属病院における実習へと進む。この実習は臨床

予備実習と臨床実習から成っている。前者では臨床に際しての心構えを学び、実際の患者さんに接する

前に基本的手技について学生間で術者と患者の役割を担当しながらの相互実習が中心となる。この修得

－ －



鹿児島大学歯学部 分析項目Ⅲ．Ⅳ 

度は共用試験 OSCE で評価され、合格者すなわち医療人としてのマナー及び患者に接する際の基本技能

を習得した者のみが次の臨床実習へと進む。臨床実習では各診療科において実際の症例にふれ、指導教

員の指示の下に診療の一部を担当しながら臨床技能の向上に努める。この実習においては、可及的に多

症例にふれるように各診療科への配属スケジュールが組まれている。この期間には、各科教員による症

例示説が行われ様々な方面から臨床についての知識を深めることができる（「専門的職業能力等を高め

る」）。 

 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 学生の主体性を引き出す取組は、（資料 13：学生の主体性を引き出す取組）に示す。 

（資料 13）学生の主体性を引き出す取組 
対象学年・科目 取  組 

全学年共通 
・実質学年制の導入：学年毎に定められた卒業要件単位を修得できなければ同一学年

の全科目再履修という学年制を採用して学生の緊張を高めるとともに、オリエン

テーションや担任教員等からの指導を通して自主的学習を促している 

 ・自習室を２講義室分設置した 

・必修科目・選択必修科目と選択科目のバランスを図っている（資料９：各学部 教

養科目分野別履修率（平成 19 年度）、P5-7）、（資料 10：歯学部 教養科目別履修

率の変遷、P5-7） 

・英語：検定試験（各種外国語検定試験・TOEIC・TOEFL）などを単位として認める 
共通教育 

・英語：コア科目の代わりに上級コース（インテンシブ英語）を選択するよう推奨し

ている 

情報教育、パソコン利用等 各学生に磁気カードでいつでも自由に利用できる学習室を用意し（パソコン約６０台

以上を設置）、レポート作成や自主学習の利便を提供している 

臨床前教育 

・臨床予備実習において基本的手技に自信のない者については、補習授業を行ってい

る 

・指導教員立ち会いの下、あくまでも学生主体の実習を基本とし、自分の不得手な分

野についてトレーニングを行い、OSCE に合格するよう努力をさせている 

臨床（病院）実習及び 
「総合臨床演習」科目 

・可能な限り多くの症例にふれるよう助言を行っている 

・個人あるいはグループレベルで症例を与え、治療計画立案及びプレゼンテーション

といった主体的学習を進めさせている（中期目標「ディベート能力とプレゼンテ

ーション能力の向上を図る」） 

・国家試験対策も考慮しながら実習中に試問を行うことにより、主体的学習の必要性

を認識させている 

６年生教育（卒業試験・国

家試験への対応） 

・６年次生では、学生約６名一班に１名のチュータをつけて、班毎のグループ学習を指導

し、学習の進捗度を常に点検する仕組みを導入している 

・６年生には毎日（休日も含む）24 時まで利用できる学習室を設置している。また、チュータ

会議も定期的に開催され問題点の洗い出しを行っている 
表彰制度 
(中期目標「優秀な学生を

表彰する制度を充実し、勉

学意欲を高める」) 

・ （共通教育時）GPA が原則 3.7 以上の学生を表彰、1.5 以下の学生には担任教員が指導

する制度を導入 

・ （卒業時）徳永賞（最優秀賞１名）、野井倉賞（優秀賞２名） 

   （出典： 歯学部教育委員会資料を整理）    

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 卒業要件科目は１年次から卒業まで、学生の学業・理解力の向上が図られるよう計画的に

配置されている。その他、要望等に柔軟に対応できる統合科目が設定されている。また、学生の自主的

学習を推奨する制度等（パソコンの備わった自習室、６年生のチュータ制・グループ学習など）が整備

されている。さらに、FD 委員会の毎年のアンケート調査結果や、学生の相談に対応できる（クラスに

２名）担任教員の配置など、要望に即応できる体制となっている。 

 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 
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鹿児島大学歯学部 分析項目Ⅳ 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 学生教育の質を検証する共用試験（CBT,OSCE）では、本格導入時（平成 18、19 年）

にはほぼ全員が好成績を獲得し、不合格者は例外的な人数である（資料 14：本学部 CBT 試験結果の変

遷）。また、OSCE の外部モニターから、口頭ではあるが、「これまで多くの大学のモニターをしてきた

が、試験の計画性や教員の連携は最も優れ、各教員が何をしなければならないか心得ている」との評価

を得ている。また、歯科医師国家試験の合格率は卒業試験や６年次生のチュータ制の導入で、一時期２

年続いて約 75％以下であったが、この３年間の新規卒業生はほぼ 90％以上に改善され、教育水準を保

証する制度が機能していることが判る（資料 15：歯科医師国家試験の合格変遷）。 

 

（資料 14）本学部 CBT 試験結果の変遷 
平成年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

回数 第3回 
トライアル 

第4回 
トライアル

本格導入 

第１回 

本格導入 

第２回 

対象 5年次生 5年次生 5年次生 5年次生 

受験者 74名 79名 63名 52名 

60％未満 15名 15名 0名 1 名 
（再試で合格）

追試・再試
70％以下を 
47名再試 

70％以下を

40名再試 

60％以下 

0名 

60％以下 

1名再試 

平均 65.53 69.16 83.19 81.41 
成 績 

SD 8.94 9.87 6.06 6.77 

                                         （出典：歯学部 CBT 分科会資料） 

 

（資料 15）歯科医師国家試験の合格変遷：（ ）は新卒生、数字は人数 

平成年度 16 年度 17 年度 18 年度. 19 年度 20 年度 

歯科医師国家試験 
回数 

第 97 回 第 98 回 第 99 回 第 100 回 第 101 回 

受験者 
2,960 

 (2,660) 
3,343 

 (2,583) 
3,308 

 (2,487) 
3,200 

 (2,580) 
3295 

（2487） 

合格者 
2,197 

(2,134) 
2,493 

(2,106) 
2,675 

(2,188) 
2,375 

(2,087) 
2269 

（1948） 

全 
 

国 

合格率 
74.2 % 

 (80.2 %)
74.6 %  

(81.5 %) 
80.8 % 
 (88 %) 

74.2 % 
 (80.9 %) 

68.9% 
(78.3%) 

受験者 
48 

（43） 
64 

（49） 
75 

（61） 
76 

（71） 
72 

(63) 

合格者 
33 

（33） 
48 

（39） 
70 

（61） 
67 

（64） 
61 

(56) 

合格率 
68.8 % 

（76.7%） 
75 % 

（79.6%） 
93.3 % 
（100%） 

88.2 % 
（90.1%） 

84.7% 
(88.9%) 

卒業不可 
人数 

0 4/53 中 7/68 中 9/80 中 7/70 中 

鹿
児
島
大
学 新卒者に関して〔（ ）内〕、合格率は 16、17 年度と全国合格率を下回り、18

年度以降は改善に努力し、全国合格率が 18 年度以降約 80％、75％、70％
（下線  ）と下がってきた（合格レベルの引き上げ）にもかかわらず、本学卒
生は全国平均を上回り、とくに新卒者はほぼ 90％前後（下線  ）を維持でき
ている。 

                                （出典：歯学部卒業試験部会資料を改編） 
 
観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 本学部 FD 委員会は、毎年各科目の授業終了後に科目毎に学生の授業評価アンケート

を行っている。アンケート結果は該当担当教員に送付し、教員はその結果に基づいて教育改善につなが

る具体的な方策を検討して各授業の反省点や改善点を回答する。また、このアンケート結果と教員の回

答は全学に刊行物として公表している（別添資料１：平成 18 年度歯学部 FD 活動報告書、P１）。これに

より各教員は授業の改善に役立てている。さらに、この結果は教育システムを改善するために教育委員

会にも利用されている。特に、学生の不満や要望を記載する自由記載項目は学生の声が直接反映され、
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改善の参考となっている。 

 上記の学生による授業評価アンケートによれば、各授業とも、例えば板書の字が読みにくい、声が聞

き取りにくいなどの小さな改善点はあるものの、どの項目も平均で５点満点の４を中心に評価し、ほぼ

満足な結果であり、高水準を維持している。自由記載ではしばしば、授業が大変忙しく試験も多く自由

度が低い、他学部に比較して成績評価が厳しいなどの苦情もあったが、学生からの意見聴取の結果から

判断して、教育へのフィードバックの成果や効果が上がっていると言える。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 本学部が継続的に行ってきたカリキュラムの改革や卒業試験の導入、また６年次生のテュ

ータ制導入などが、共用試験（CBT,OSCE）の高得点や国家試験合格率の向上につながっている。また、

これらの向上は、アンケート結果のフィードバックシステムなどを通して教員個人の教育への取組など

が改善された結果と判断できる。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

 ２年前より卒業生全員が１年間の研修医を義務付けられているために、卒業直後はほぼ全員が研修医

に就職している。研修先は下記のとおりである。 

第１回（17 年度卒業生：18 年度研修）では、大学附属病院 56 名（うち本学附属病院 31 名）、一般病院

４名、自衛隊中央病院１名、未定１名。 

第２回（18 年度卒業生：19 年度研修）では、大学附属病院 61 名（うち本学附属病院 32 名）、一般病院

２名、自衛隊中央病院１名。 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

 本学卒業生の最大の受け入れ先である鹿児島大学医学部・歯学部附属病院の OSCE データ（資料 16：

研修医 OSCE 成績の本学卒業生と他大学卒業生の比較）では、トライアル時（平成 17 年度まで）から本

格導入（平成 18 年度から）まで一貫して、本学卒業生は他大学卒業生を、卒業直後及び研修終了時と

も上回っている。また、他の大学病院でみられる研修未了者は一人も出ていない。 

50
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研修医OSCE成績の本学卒業生と他大学卒業生の比較

（研修開始時と終了時の成績）
研修医 OSCE 成績の本学卒業生と他大学卒業生の比較

（研修開始時と終了時の成績）

（資料 16） 
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本学出身者の開始時の成績

他大学出身者の開始時の成績

本学出身者の終了時の成績

他大学出身者終了時の成績

平成年度

研
修

歯
科

医
の

O
S
C
E成

績
（1

00
点

満
点

）

 
 

研
修
歯
科
医
のO

SC
E

成
績
（
百
点
満
点
） 

研修開始時（卒業時）の成績は他大学出身者

（青破線）を本学出身者（赤破線）が上回り、

１年後の終了時には両者とも相当向上する

が、本学出身者（赤実線）の方が他学出身者

（青実線）を上回っている。開始時から終了

時の成績向上は、本学出身者が３年間平均

13.1 点、他大学出身者が 13.6 点であり、研修

病院として十分な研修成果を上げている。特

に本格導入時の平成 18 年度は平均 17.5 点の

向上がみられる。 
トライアル 本格導入 

 
（出典：附属病院一般歯科総合診療部（研修医担当）資料を整理改編） 

－ －
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 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 研修開始時の OSCE 成績が他大学出身者を上回ることは、卒業時点で本学部の教育効果が優

れていると評価できる。また終了時点でも同様の結果は、学部教育で求められる素養が十分に身に付け

られていると判断される。また、研修での成績向上は、研修教育システムの改革の成果であり、これは

病院だけでできるものでなく、その多くに学部教員が係わり、本学部の教育成果として高く評価できる。 

 

 

Ⅲ 質の向上度の判断 

事例１「共用試験の成績」(分析項目Ⅰ、Ⅱ及びⅢ) 
(質の向上があったと判断する取組)  

 昨年度より施行されている全国共通の共用試験（病院実習前試験：CBT,OSCE）の成績は他大学と比

較しても良好で（共用試験機構の指示で点数は非公開）、昨年度 OSCE の不合格者も今年度は合格であっ

た。これは、教育委員会の共用試験実施部会や臨床部会の度々のワークショップでの教員啓発・スキル

アップ（FD）、臨床予備実習における強力な学生指導及び各分野の担当する CBT 向け講義や自由利用で

きるパソコン学習室など事前の対応の成果として評価できる。また、技術習得型教育の要素が強く、人

間教育が手薄に陥りやすい本学部の性格から、常に全人教育を心掛けるカリキュラムを設定し（共通教

育での文系科目履修率、高学年での歯科医療倫理学や心身歯科学、その他統合講義など）、その成果は、

患者対応（患者応接、インフォームド・コンセントなど）が求められる登院前 OSCE や研修医開始時（卒

業直後）及び研修終了時 OSCE の成績や、卒後研修での成績向上に反映している。これらの好成績は全

人教育による素養が大きく貢献している。 

 

事例２「卒業試験と国家試験」(分析項目Ⅰ、Ⅲ及びⅣ) 

 (質の向上があったと判断する取組) 

歯科医師国家試験は平成 15 年度（第 96 回）までほぼ全国合格率 90％程度と高率に推移し、当学部

の合格率も 90％程度を維持してきた。しかし、歯科医師過剰を反映して平成 16 年度（第 97 回）より

歯科医師過剰問題などに対応して政策的に全国合格率を平成 16 年度、17 年度は 75％程度に下げられた

（合格基準の引き上げ）。当学部では対応が遅れ、平成 16 年度、17 年度と合格率 70％前後と低迷した

が、卒業試験の本格導入や６年生テュータ制など制度整備の結果、平成 18、19、20 年度には全国合格

率が各々約 80％、75％、70％と５％ずつ低下してきているにもかかわらず、新卒合格率は各々100％、

約 90％、約 89％と高水準を維持することができた。新たに導入した制度が機能していることを示して

おり、この卒業生の質保証のシステム化は高く評価できる。 
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Ⅰ 工学部の教育目的と特徴 

 

１．鹿児島大学工学部は、科学に基づく技術の教育研究を使命とし、工学の専門知識と技

術を活用できる人材の育成と、そのための研究活動の実践を理念としている。この理念

の実現のため、工学を支える新技術を創成でき、国際的視野をもった技術者の育成機関

となる努力を続け、広い視野と問題解決能力を培う教育を推進し、科学技術の発展に寄

与するための研究活動に取り組んでいる。さらには、地域社会との連携に励み、世界に

開かれた学部であることを目指している。 

２．上述の使命及び理念を受けて、本学部ではつぎのような人材の育成を目標としている。 

①自然科学と工学の基礎学力及び専門的な知識を幅広く修め、社会が要請する新技術を

創成することのできる研究者・技術者 

②新産業分野の開拓に積極的に貢献できる創意と応用力をもった技術者 

③幅広い分野の知識の修得と総合的思考力の養成を通じて、工学のもつ地球的・社会的

影響力の大きさを自覚できる技術者 

④高い倫理観をもって人類の幸福と福祉に貢献できる専門的職業人 

３．工学部の教育の特徴は、次のとおりである。 

①厳格な単位認定を行う GPA 制度を導入し、学生の卒業時の質の確保を図っている。 

②１単位の重みを考慮して、20 単位／期の履修登録単位上限を設け、授業時間の２倍の

時間を自己学習させている。 

③技術者教育の品質保証に対する国際的な認定制度につながる JABEE（日本技術者教育

認定機構）プログラムの取得に向けて学部として取り組んでいる。 

④国際化に対応すべく、ネイティブによる少人数教育の英語会話や工学英語の授業を実

施している。 

⑤開かれた学部として、外部機関との交流、共同研究、地域社会との連携に努めている。 

４．工学部の教員組織は、７学科 16 大講座の教員組織であり、教員はそれぞれの分野知

識を活用して学部教育を担当する体制となっている。教員の採用基準は、大学設置基準

に規定する教員の資格に基づき定められた「国立大学法人鹿児島大学教員選考規則」に

則ったものではあるが、本学部の教育研究水準を維持するための基準を別に定めている。

工学部では知的な素養のある人材の養成を目指して、教育内容と直接結びついた研究実

績の裏付けに基づいた授業で、高い創造性教育に取り組んでいる。  
５．工学部の目標は鹿児島大学の教育に関する中期目標に則ったものであり、学士課程の

教育成果においてその実現を目指している。資料Ⅰ-1 は鹿児島大学の中期目標と密接に

関連する工学部の教育目標を示しており、各分析項目の番号Ⅰ〜Ⅴは両者の対応関係を

示している。 

 

［想定する関係者とその期待］ 

 工学部で想定する関係者は、在学生、卒業生、保護者及び求人先の企業等であり、工学

部の目標に示すような能力をもって社会で活躍しうる人材育成を要請されている。 
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    資料Ⅰ-1: 分析項目に対応した中期目標と工学部の教育目標の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期目標

① ② ③ ④

（１）教育の成果に関する目標

幅広い知識・教養・技能と個性豊かな人材の育
成

Ⅳ　　Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅳ

創造的チャレンジ精神・具体的構想力・応用的
能力         を備えた人材の育成

Ⅳ Ⅳ

専門的職業能力を身に着けた人材育成 Ⅳ Ⅳ
高いコミュニケーション能力も持った人材の育
成

Ⅳ

卒業後、社会において自己実現ができる学生を
育成する

Ⅳ Ⅴ

教育の成果・効果の検証を行い、教育改善に結
びつける

Ⅰ　　Ⅳ Ⅳ

（２）教育内容等に関する目標
アドミッション・ポリシーに関する基本方針 Ⅱ Ⅱ Ⅱ
系統性・一貫性のあるカリキュラムを編成する Ⅲ
学生のプレゼンテーション能力を向上させる Ⅲ
学生に対して評価基準を明確に示し、厳正の評
価を行う

Ⅰ Ⅲ

学生の学習到達度を把握し、教育に反映させる
システムを導入する

Ⅰ　　Ⅱ Ⅲ

（３）教育の実施体制等に関する目標

教育目標を達成し、学生の育成に責任を持つ教
育実施体制を実現する

Ⅰ　　Ⅴ Ⅰ　　Ⅴ

教職員の配置、教育環境の整備、教育の質の改
善のためのシステム等　の見直しを行い、改善
を具体的に行う

Ⅰ Ⅰ

（４）　学生への支援に関する目標
　学生への学習支援に関する基本方針 Ⅲ Ⅲ

　　　　分析項目　Ⅰ

　　　　分析項目　Ⅱ

　　　　分析項目　Ⅲ

　　　　分析項目　Ⅳ

　　　　分析項目　Ⅴ

③　総合的思考力を有する技術者

④　技術者倫理を持つ専門的職業人

工学部の目標

　　　　　

①　基礎学力と専門知識を修め新技
術を 創生することができる研究者・技
術者

②　新産業分野の開拓できる技術者
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

（観点に係る状況）本学部は，工学を支える技術者育成のために必要な基盤分野である機

械工学科、電気電子工学科、建築学科、応用化学工学科、海洋土木工学科、情報工学科、

及び生体工学科の７学科 16 大講座で構成されている（資料Ⅱ-1）。平成 19 年度の学科別

の学生定員と現員を資料Ⅱ-2 に示している。また、学科教員組織の構成・配置は、社会の

要請に応えるべく、適切に配置されている（別添資料Ⅱ-1）。これは JABEE の分野分類

や大学基準協会の「工学教育に関する基準」を満たしている。なお、本学部では学科の構

成に関し、その教育課程は JABEE 認定を通してその妥当性を維持する方針を機関決定し

ている。  
           資料Ⅱ-1 工学部の学科構成図  

     

学科 大講座

設計生産システム

エネルギーシステム工学

電子物性デバイス工学
電気エネルギー工学
通信システム工学

建築構造構成学
居住環境構成学

分子工学
機能材料工学
化学システム工学

環境システム工学
建設システム工学

知能情報工学
情報システム工学

生体機能材料
生体電子工学

（出典：工学部要覧平成１９年）

工学部組織図

 工学部

機械工学科

電気電子工学科

建築学科

応用化学工学科

海洋土木工学科

情報工学科

生体工学科

 
 

 
        資料Ⅱ-2：  工学部学生数（平成 19 年度）  

 

（出典：工学部ホームページ）  
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観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 本学部における具体的な教育の質の向上及び改善のための事項は運営

会議での提案等を受けて、教務委員会、各学科会議で審議され、最終的に教授会で決定し

ている（別添資料Ⅱ-2）。その基礎資料となる教育状況に関する活動の実態を示す講義ノ

ート、成績評価の資料、使用した教科書、試験問題とその解答例及び試験結果などのデー

タや資料は、各学科で収集し、５年間保管している。教育改善のための自己点検の結果な

どは、年度報告書としてまとめるとともに、基礎データは評価委員会で蓄積している（別

添資料Ⅱ-2）。  
一方、毎年度の FD 活動としては、授業アンケートや卒業生アンケートの実施及び随時

講師を招き FD 講演会を開催している。学生による授業評価アンケートは各学科で整理し、

分析を行うとともに、授業計画改善書の作成を通して、教育の質の向上や改善に結びつけ

るよう、組織としての取組を講じている（別添資料Ⅱ-7）。資料Ⅱ-3 は、学生の授業満足

度等を５段階評価した平成 18 年度の授業アンケートの結果を示している。各項目の評価

を比較のため平成 17 年度の結果とともに示しているが、得点向上の傾向が認められ、満

足度が増しているといえる。  
 

資料Ⅱ-3：工学部授業アンケートの結果  

 

2.50

2.70

2.90

3.10

3.30

3.50

3.70

3.90

4.10

4.30

4.50

シラバス 役立つ 興味 理解 教材 宿題 目標 字 声 熱意 質問 返却 出欠 自習 満足度

平成１７年前期

平成１７年後期

平成１８年前期

平成１８年後期

講義・演習科目

 
               （出典：工学部 FD 報告書（平成 18 年度））  

 
   

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある 

(判断理由) 工学部の学科構成等は、技術者教育ないしは工学教育の標準的な組織で、工学

で必要とされている分野を適切に満たしている。各学科とも教育内容、教育方法の改善に

努力しており、各学科教育課程は順次 JABEE 認定を受けている（別添資料Ⅱ-3）。さら

に、授業評価アンケートの評価結果を参照して、各学科会議等で教育の改善、教育課程の

見直しも適宜行われている。このように、本学部では継続して授業改善活動が実施され、

教育の改善に向けた取組が組織として講じられているので、本学部の教育の実施体制は期

待される水準にあると判断する。 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 鹿児島大学は、基本理念に沿って、４年一貫教育体制のもとで、共通教

育と専門教育を人材育成の２本柱として相互の有機的な連携を図りつつ、地域社会との関

わりやグローバル化にも対応する視点をもって、総合大学としての幅広い教育を行ってい

る（資料Ⅰ-1）。これを受けて作られている工学部の教育目標等に基づき、専門性を考慮し

た教育課程を各学科ごとに設定し、社会の要請を満足しうる学生を輩出している（機械工
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学科の例を資料Ⅱ-4、資料Ⅱ-5 に示す）。本学部各学科の学士課程を達成するため、工学

部では、大学設置基準を考慮して合計 124 単位以上の修得を基本とする卒業要件を定めて

いる。その内訳は、卒業要件 28 単位の共通教育科目と 16 単位の基礎教育科目から構成さ

れる共通教育及び卒業要件単位 80 単位の専門教育科目からなる基本教育体系を定めてい

る。別添資料Ⅱ-4 は機械工学科の例を示している。専門教育の卒業要件 80 単位は、各学

科で定めた必修科目 16～54 単位を含む。共通教育は、１年次と２年次にその多くを受講

できるように、一方、専門教育は、1 年次から高年次になるにつれて増加し、３年次から

は専門教育の受講が主体となるように配置している。別添資料Ⅱ-5 は機械工学科の履修カ

リキュラムを示しており、習得すべき共通教育科目と専門教育科目が配置されている。こ

のくさび形教育体制により、工学の各分野の教育と教養教育が体系的に有機的関連を持っ

て進められている。  
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

  

観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 鹿児島大学の方針に沿って、本学部では学部３年次への編入学制度（推

薦と学力）を設け、工業高等専門学校卒業生などを受け入れている。さらに、社会に開か

れた大学として、研究生、科目等履修生、委託生、外国人留学生及び特別聴講学生の入学

を認めている（資料Ⅱ-6）。編入学時には、工業高等専門学校などで修得した単位の中か

ら、学修状況を勘案して共通教育については 30～40 単位、専門教育については 40～50 単

位、合計 80 単位までの単位を認定している。この単位認定は、学部３年次へ編入させて

も２年間で卒業要件の 124 単位が十分修得できる学生を入学させる場合である。なお、認

定単位が少ない学生の場合には、教育的配慮から学部２年次へ編入学させている。工学部

では、各学科における専門科目の修得だけではなく、幅広い教養を身につけるための方策

資料Ⅱ-4    機械工学科の教育目的・教育目標 

 

1.1 教育目的 

鹿児島大学の使命は、『真理を愛し、高い倫理観と芸術性を備え、怯懦を排して自ら困

難に挑戦する人格を育成し、学術と学芸のあらゆる分野で新たな時代にふさわしい体系

と枠組みを創出することによって、また、国際的視点を堅持しつつ地域社会に密着しそ

の発展に貢献することを通じて、学術文化向上への寄与はもとより、基本的人権ならび

に自由と自主の尊重、人類の福祉と連帯、国際理解と寛容、世界平和および地球環境の

保全に留意した維持可能でかつ公正な社会の発展に寄与する』である。これを受けて、

機械工学科では、以下の要件を満たす探求心と創造性にあふれた技術者・研究者たる人

材の育成を教育目的としている。 

１）国際的に通用する機械工学の知識を獲得すること。 

２）総合的かつ自主的な考察力と応用能力とを保持すること。 

３）技術と倫理の結びつきならびに技術の社会的意義を理解すること。 

４）人類の福祉ならびに現代社会が直面する諸問題に主体的に対応し得ること。 

 

1.2 教育目標 

機械工学科では諸君が教育目的を達成するため以下に掲げる教育目標を定め、カリキュ

ラムを編成している。この目標は、４年間の学修により諸君が達成しなければならない

成果であるので注意するように。 

１）人類の幸福と福祉、エネルギーと環境、人間と社会などの調和を洞察できること。

２）国際的な場で活用できる外国語の基礎的な能力を充実すること。 

３）数学や自然科学の基礎の基に、工学的基礎に関する知識を充実すること。 

４）機械工学の基礎知識を修得し、それらを問題解決に活用できる能力を養成すること。

５）機械工学の知識を総合的に応用して、工学的問題を自主的に分析し解決するデザイ

ン能力を養成すること。 

６）調査、討論、発表などを通じて自ら課題を発見し、それを解決する能力を養成する

こと。 

７）自己の能力を主体的に生涯にわたって継続して向上できること。 

 

    (出典：鹿児島大学工学部 履修要項・学修要項（平成 19 年度入学者用）) 
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として、他学科、他学部の単位認定制度を定めているし、放送大学や県内他大学との単位

互換制度も導入している。さらには、理工系離れに伴う基礎学力不足の学生のために、毎

年度新入生を対象に、４月に数学、５月に物理の補習教育（各 12 回）を行っている。こ

の補習教育は、全学の物理ないしは数学の学修に自信を持てない学生を対象としており、

平成 18 年度は物理で 101 名、数学で 119 名の受講希望者がいた。このうち工学部の学生

がほぼ 9 割を占めている。平成 19 年度からは、教育センターで通常の２倍の授業時間を

かけて、初歩から通常のレベルまで教育する特別クラスを開講している。これとは別に、

社会における専門教育の必要性を学ぶという観点から、１単位の「工場実習」または「イ

ンターンシップ」という授業科目を全学科で開設し、専門教育と実社会とのつながりを実

習させている（別添資料Ⅱ-5、別添資料Ⅱ-14）  
 

資料Ⅱ-5    機械工学科の教育目的科目との対応 

  

表１．機械工学科の教育目標を担う科目群

共通教育科目等 専門教育科目
１） 人類の幸福と福祉、エネルギ 倫理科目を含む人文・社会科学に関 技術者倫理２単位
ーと環境、人間と社会などの する科目１０単位以上と体育健康科
調和を洞察できること 学科目２単位
２） 国際的な場で活用できる外国 外国語科目コア４単位、オープン（機 工学英語と機械英語Ⅱ、計４単位
語の基礎的な能力を充実する 械英語Ⅰを含む）４単位
こと
３） 数学や自然科学の基礎の基 自然科学に関する科目６単位、共通 確率と統計基礎、機械製図、機械工
に、工学的基礎に関する知識 教育の情報科学科目２単位、基礎教 作実習、数値計算とプログラム、及
を充実すること 育科目の単独必修科目14 単位、選択 び選択科目Ａ群の応用数学Ⅰ・Ⅱ及

必修科目2 単位 び演習、工業力学Ⅰ・Ⅱ及び演習
４） 機械工学の基礎知識を修得 ２年次に開講される科目２８単位以
し、それらを問題解決に活用 上を含む選択科目Ａ群から４８単位
できる能力を養成すること 以上、選択科目Ｂ群から４単位以上
５） 機械工学の知識を総合的に応 フレッシュマンセミナーⅡ、機械工
用して、工学的問題を自主的 学実験、創造機械設計、応用機械設
に分析し解決するデザイン能 計、卒業論文
力を養成すること
６） 調査、討論、発表などを通じ フレッシュマンセミナーⅡ、機械工
て自ら課題を発見し、それを 学実験、創造機械設計、応用機械設
解決する能力を養成すること 計、卒業論文
７） 自己の能力を主体的に生涯に 機械工学プログラムの学修におい
わたって継続して向上できる て、演習、レポート、発表、中間・
こと － 期末試験などに対する日々の主体的

学習を継続的に行うことによって、
生涯学習能力を訓練できる

教 育 目 標
達成度評価対象科目

 
                   (出典：鹿児島大学工学部 履修要項・学修要項（平成 19 年度入学者用）)  
 
(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある 

(判断理由) 鹿児島大学の基本理念に沿って、４年間の学部課程のうちに総合大学としての

幅広い教育を実践するために、教養科目や基礎教育科目から構成される共通教育と、各学

科の学習目標を実現するための専門教育を、有機的に配置している。本学部では、すべて

の学科で JABEE 認定を受けることをめざしており、それぞれの教育プログラムの中で社

会の要請を考慮しつつカリキュラムを検証し、常に改善に努めている（別添資料Ⅱ-2）。

さらに、他学部の授業科目の履修、他大学との単位互換、インターンシップによる単位認定、補

習教育の実施、編入学への配慮、修士（博士前期）課程教育との連携等を行い、学生の幅

広い教養学修の要望に適えるよう、制度面の充実を図るよう努力している（資料Ⅱ-4、資

料Ⅱ-17）。以上のことより、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に対応

した教育課程の編成に配慮していて、本学部の教育内容は期待される水準にあると判断する。
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    資料Ⅱ-7  TA に関する目的と職務内容 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

    
 
 
 
 
分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 本学部では、教育目的・目標を達成するため、大学の方針に従って共通

教育授業科目と専門教育授業科目の修得単位数をバランス良く設定し、すべての学科で、

授業内容を考慮して体系的に授業科目を開設するとともに、講義、演習、実験、実習等の授

業形態の適切な組合せとバランスを取り、教育内容に応じた様々な学習指導法の工夫をして

いる（別添資料Ⅱ-4、別添資料Ⅱ-5、別添資料Ⅱ-6）。特に、主要な専門科目は全て専任

教員が担当して、学習成果の改善に努めている（別添資料Ⅱ-7、別添資料Ⅱ-8）。これに

よって、各学科の「学習・教育目標」の特性に応じ、JABEE 認定分野別要件で定められ

た規定を満たすように教育内容を工夫し、授業形態の組合わせ・バランスの適正化を図っ

ている。学習指導法の工夫については、少人数授業、フィールド型授業、情報機器を活用

した授業、コンピューターとの対話型授業、外国語科目等での学力別クラス編成など適切

資料Ⅱ-6  編入学及び再入学に関する規則 

 

第２ 章 編入学及び再入学 

（編入学） 

第５ 条学則第34条第1号及び第3号から第8号までの規定により､本学部に入学を志願する者があると

きは教授会において選考の上、入学を許可する。 

（再入学） 

第６ 条学則第34条第2号の規定により、本学部を退学した者（学則第57条第4号に基づき除籍された

者を含む。）がさらに本学部に入学を志願するときは、教授会で審査し、入学を許可することが

ある。 

第３ 章転学科及び転学部 

（転学科、転学部） 

第７ 条学則第35条第1項の規定により、本学部の学生で他の学科に転学科を志願する者があるとき

は､教授会において選考の上、転学科を許可することがある。 

２ 学則第35条第1項の規定により、本学部に転学部を志願する者があるときは、当該学科の教育・研

究に支障のない限り、教授会において選考の上、転学部を許可することがある。また、本学部の

学生で他の学部に転学部を志願する者があるときは、当該学部の定めるところにより、教授会の

議を経て、転学部を許可することがある。 

(出典：鹿児島大学工学部 履修要項・学修要項（平成 19 年度入学者用）)

２．ティーチング・アシスタント（ＴＡ） 

 ２．１．ＴＡ 制度の目的  

  

 TA 制度の目的は「鹿児島大学大学院の優秀な学生に対し,教育的配慮の下に教育補助業務

を行わせ,これに対する手当支給により,大学院学生の処遇の改善に資するとともに大学教

育の充実及び指導者としてのトレーニングの機会提供を図る」ことであります。（付録１参

照：鹿児島大学ティーチング・アシスタント実施要領の（趣旨））。 

 

 ２．２．ＴＡ の職務内容  

 ＴＡは,当該研究科の主任指導教員の承諾を得て,学部及び大学院修士課程(博士前期課

程)の学生に対し,実験,実習及び演習等の教育補助業務を行うものであります。（付録１参

照：鹿児島大学ティーチング・アシスタント実施要領の（職務内容））。 

  ＴＡの業務にあたる大学院生は、ＴＡ制度の目的を正しく理解し,指導教員の指導のも

とに自己の研鑽に努めてください。また,指導教員の指示のもとに勤務時間の報告など遺漏

のない事務手続きを行ってください。ＴＡ業務の完了時には,後述の「活動報告書」を提出

してください。 

                     （出典：工学部ＴＡ・ＲＡ勤務マニュアル）
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な授業形態が選択されている。たとえば、機械工学科では、主要な専門基礎科目について

は、学生を２クラスに分けて１クラス 50 人以下で授業を行っている。建築学科では建築

設計演習を充実させており、非常勤講師も加えた多数の教員で教育し、１年生の前期から

３年生の後期までの各学期に必修科目として設定された建築設計演習及び卒業設計を担当

している。また、教育支援者、教育補助者である技術職員や TA は、担当教員の指導のも

とに、教育の質の向上を図るための研修を適宜実施するとともに、教育の質を向上させる

ために重要な支援者として機能している（資料Ⅱ-7）。いずれの学科でも、TA を活用した

演習及び実験を行うとともに、少人数教育、対話、討論型授業を積極的に取り入れて、学

習効果の向上を図っている（資料Ⅱ-8）。  
 
        資料Ⅱ-8  TA・RA の採用実績人数   

    

TA・RAの採用実績人数
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観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 単位の実質化を実現するため、工学部では履修登録単位上限 20 単位/

期の制度を導入するとともに、GPA 制度を導入している（資料Ⅱ-9、資料Ⅱ-10）。別添資

料Ⅱ-5 はその例を示している。それとともに、各学科では、学生個人面談を通して、各教

員が自主学習の推奨や基礎学力不足学生へのアドバイスなどを組織的に行っている。工学

部としては、付属図書館の利用を推奨するだけでなく、工学部に専用の学生自習室を開設

して 21 時まで開放し、自主学習を手助けしている。さらに、入学直後に３日間にわたる新

入生オリエンテーションを実施し、学部新入学生、編入学生それぞれのグループに対して、

教育理念、「学習・教育目標」を平明に説明し、授業の履修、学習に関する問題への助言・

相談など学生生活についてのガイダンスを実施している。 

特に、学部学生に対し、卒業時に到達すべき「学習・教育目標」に関する履修指導を各

学科ごとに詳しく説明し、GPA 制度に適う主体的な学習を指導している。さらには、初回

の授業で授業計画を必ず説明し、これに従ってオフィスアワーを利用した個々の学習相談、

助言を行っている。クラス全体を対象とする学習指導・相談に関しては、各学年クラス担

任、正副学科教務委員、ならびに学科長が行っている。特に、クラス担任は学習指導・相

談に電子メ－ルを活用している。これらの学習に関する支援については、オリエンテーシ

ョン、「履修案内」、大学ホームページ、「学生便覧」などで常に周知を図っている。また、

より有効な学生の個別指導を行うため、演習科目、実験科目では TA を配置している(資料

Ⅱ-8）。TA のあり方については、授業評価アンケート調査にも評価項目として挙げ、反映

させるようにしている。 
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       資料資料Ⅱ-9：履修登録単位上限 20 単位制度の説明 

 履修の解説 

１．単位とその履修方法について 

（１単位は、45時間以上勉学し、学修案内（シラバス）に示される内容を理解することが必要です）

単位とは、工学部規則の第９条の計算方法に示されるように、１単位の授業科目を45時間の学修を

必要とする内容を持って構成するとあります。さらに、工学部履修要項の３．に示されるように、

講義､演習については､15時間の講義・演習時間と、それ以外に30時間の学習時間が、また実験、実

習、実技については45 時間の学習時間が必要である、と授業内容によって学習時間が決められて

います。つまり、１単位の科目を履修するとき、授業の時間を含めて45時間学習しないといけない

ということです。実験、実習、実技の科目に関しては、一般に時間割に組み込まれた時間で学修で

きるようになっています。これらのことをしっかり記憶してください。 

 

（１学期に履修できる単位数は、原則として20単位までです） 

一方、学生生活は、教養や専門の科目を履修し、それらの科目を学修して単位を修得することだけ

ではありません。読書をしたり、スポーツをしたり、友人と人生を語ったり、また、伝統芸能や音

楽を鑑賞するなど、さまざまな文化に触れるよい機会です。上に述べたように、20単位の学修にも

相当数の時間を割かなければならないのに、28単位や30単位履修できるとするとき、勉学時間を確

保し、さらに大学生活を有意義に過ごすことは相当難しいと考えられます。したがって、工学部で

は１学期に履修できる単位数（上限単位）を原則として、20単位と決めています。 

                （出典：工学部履修要項・学修案内(平成 19 年度)） 

 

 
 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 工学部では履修登録単位上限 20 単位/期と厳格な GPA 制度の導入に基づき、各

学科の教育目的の実現に向け、講義、演習、実験、実習等の授業形態を学習効果の視点から適切

に組合せており、各授業科目のシラバスに示した教育目標に応じた適切な学習指導法の工夫を

行なってきている。すべてのシラバスには、オフィスアワー、メールアドレス等を明記し

学習相談に応じる体制を構築しているし、単位の実質化を念頭に置いた授業に取組んでい

る（別添資料Ⅱ-6）。それゆえ、教育の目的に照らして、学士課程全体として、教育内容に

応じた適切な学習指導法の工夫、自主的な学習を促す取組がなされ、本学部の教育方法は

期待される水準を上回ると判断する。

資料Ⅱ-10  GPA制度についての説明 

 

２．ＧＰＡ制度について 

（工学部では、GPA（グレード・ポイント・アベレージ）制度を導入して学修の到達度を評価し

ます） 

これまでは、大学での履修科目の成績は、優、良、可、不可の４段階で評価され、優、良、可の

評価に対して単位が与えられていました。鹿児島大学でも多くの学部が､この評価方法で成績を評

価しています。工学部は､15年度の入学生から、ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）制度

を導入して学修の到達度を評価することとします。この制度は、１.で述べました、意欲的に授業

に参加し、履修した科目を学修することと大いなる関連があります。工学部規則では、16条に、

授業科目の成績は、日常の学修と試験結果を総合的に評価して、担当教員により決められ、成績

は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｆの５段階及びＰで表記し、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｐを合格とし、単位が与え

られます。Ｆは不合格とする、と決められています。また、17条では学修の到達度をGPA で評価

されることが決められています。進級や卒業には、GPA による条件と修得単位による条件があり、

これらの両方の条件を満足しなければならないことになります。 

 
（学修の評価と到達度） 

９．各授業科目における学修は、日常の学修と試験結果から総合的に評価される。成績は、Ａ､

Ｂ､Ｃ､Ｄ､Ｆの５段階及びＰで表記する。Ａ､Ｂ､Ｃ､Ｄ､Ｐを合格、Ｆを不合格とする。 

１０．各授業科目にグレード・ポイント（以下｢ＧＰ｣という。)を付与して、ＧＰの平均

値（グレード･ポイント・アベレージ｢ＧＰＡ｣）を、総合的な学修到達度を評価する指標と

する。 

１１．評価に用いるGPAは、各学期の平均GP､各学年の平均ＧＰ及び入学以来の平均GPの３

種類とし､それぞれ学期GPA、年間GPA及び累積GPAと称する。 

            （出典：鹿児島大学工学部 履修要項・学修案内（平成１９年度）
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 本学部では平成 15 年度から GPA 制度を導入しており、学生は自分の

GPA により学習・教育目標の達成度を知ることができる。学期 GPA が 3.5 以上の優秀な

学生に対しては、工学部長から成績優秀賞が与えられる。また４年生については、各学科

毎に優秀な学生２名以内 (計 14 名以内 )に対して、工学部稲盛学生賞が与えられる（資料Ⅱ

-19）。更に３年次終了時に累積 GPA が 3.5 以上の優秀な学生に対しては、早期卒業や大学

院への飛び級の機会が与えられている。GPA1.5 以上が進級条件の一つであり、各学科で

は、成績不良者の指導を学科長と教務委員が中心となって行っている（別添資料Ⅱ-4、別

添資料Ⅱ-13）。また学期ごとに学生自身の学習・教育目標に対する達成度を点検させてい

る。なお、本学部では成績表を学期終了後に保護者に郵送し、学修状況を確認させ自覚を

促している。JABEE 認定・審査を受けることによって工学部の教育水準が国際水準に相

当しているとの、第三者評価を受けている。  
 

資料Ⅱ-11 ：工学部入学者の入試得点と平均 GPA の関係 

       

 

資料Ⅱ-12：平成 16 年工学部入学生の学期別 GPA(平均値の 4 年間の推移 ) 
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さらに、資料Ⅱ-11 は平成 15 年度から平成 19 年度入学者の入試得点と各学年次の平均 GPA
の関係を示している。得点比として医学部への入学生を基準とすれば、理工系離れに相応

して本学部入学者の平均水準及び最低水準は、図示するように年々低下しているが、各期
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の GPA 平均値に低下は認められず、学生には学力を適切に授けているといえる。また資料

Ⅱ-12 は平成 16 年度入学生の学期 GPA を４年間について示している。専門教育の割合が多

くなる２年次には、若干減少するが、４年の前期まで増加しており、成績の向上が認めら

れる。４年次後期の GPA の低下は、履修放棄しても適切に履修変更手続きを行わない単位

未修得学生数の多さのためである。資料Ⅱ-13 は平成 15 年度と平成 16 年度に入学した

学生の年間 GPA の 4 年間の推移を示している。２年次と３年次において年間 GPA が向

上していることを示している。  
 

資料Ⅱ-13：年間 GPA の 4 年間の推移 
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観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 本学部 FD 委員会が授業中間アンケートと授業評価アンケートを継続的

に実施し、この結果が学生の要望として講義のあり方に反映させるため、また教育システ

ムを改善するために利用されている（別添資料Ⅱ-2、別添資料Ⅱ-8）。授業中間アンケー

トでは、前半の講義の進度や学生の理解度、また要望を記述させて、後半の講義の改善に

役立たせている。さらに講義終了時に実施される授業評価アンケートでは、講義全体に対

する学生の評価を受けている。FD 委員会によるアンケート結果解析の後、当該教員はその

結果に基づいて、授業計画改善書を作成し、教育改善につながる具体的な方策を検討する。

授業アンケートの結果や授業計画改善書は学科の教室会議で議論され、FD 委員会でまとめ

られ、報告されるシステムになっている（別添資料Ⅱ-2、別添資料Ⅱ-7）。学生による授業

評価アンケートによれば、講義については予習・復習の点で幾分評価値が低いが、教材、

明瞭な声、明瞭な文字、理解、熱意、満足度などの点で高水準で推移している（資料Ⅱ-3）。

実験については教材、理解、レポート、熱意、安全、主体性、満足度などの点で高水準で

推移している。学生からの意見聴取の結果から判断して教育の成果や効果が上がっている

と言える。資料Ⅱ-14 は授業アンケートの結果である講義・演習科目における学生自身に

よる学習目標の達成度を平成 16 年度から平成 19 年度における推移として示している。学

科によって若干の相違はあるが、改善されていることが分かる。同様に、資料Ⅱ-15 は学

生による学習に対する総合評価である満足度に関する授業アンケート結果を示している。

また、別添資料Ⅱ-9 と別添資料Ⅱ-10 は学生の理解度と教員の熱意について示している。

これらの結果は全体に授業の改善が図られていることを示している。  
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資料Ⅱ-14： 学生による学習目標の達成度評価の平均値 
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                                   (出典：平成 19 年度工学部 FD 報告書) 

 
資料Ⅱ-15：学生による総合的な満足度の評価の平均値      
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                    (出典：平成 19 年度工学部 FD 報告書)  
     

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を大きく上回る 

(判断理由) 本学部学生の勉学意欲は旺盛であり、大学院博士前期課程へ５割の学生が進学

している（資料Ⅱ-16）。学生による授業評価に関するアンケート調査が示すように、授業

目標を高い割合で達成できたと学生自身が判断している。教員の授業のあり方についても

学生の満足度は高い。さらに、総合的満足度に関しても、おおむね高い値となっている。

これより、工学部が意図する教育の成果や効果が上がっていて、本学部の学業の成果は期

待される水準を大きく上回ると判断する。  
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 本学部では、卒業後の進路状況等の実績や成果について、クラス担任が

卒業後の進路の指導を行う過程で実績と成果を就職先、進路先、就職率、進学率の各項目

で整理して各学科・専攻会議で随時報告している。この結果は年度末に進路状況一覧に記

録され、公表されている（別添資料Ⅱ-12、別添資料Ⅱ-13）。各学科とも、教育目的で養

成しようと意図している人材像等の観点に対し、教育の成果及び効果が上がっているため、

大学院への進学率は５割以上であり、就職希望者についてはすべて学生の能力に適った就

職先が決定している（資料Ⅱ-16）。  
 

資料Ⅱ-16： 卒業者の進路状況の年度別比較  
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観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 本学部では、平成 18 年度に平成 11〜17 年度の間に各学科を卒業した

卒業生及び就職先等のアンケート調査を実施している。その結果、教育に関する問題点の

指摘はほとんどなく、比較的高い教育評価を受けていて、現状の教育方針を認知する結果

が得られている。資料Ⅱ-17 は、工学部卒業生の優れていると考えられる項目に関する就

職先アンケート結果の例である。横軸は回答数の比率（％）である。工学部卒業生は、仕

事への献身精神、コミュニケーション能力、基礎学力について優れていると回答していて

いる割合が多いことを示している。  
資料Ⅱ-17： 工学部卒業生アンケートの結果（平成１８年度）  
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                             (出典：工学部ホームページ)  
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また、資料Ⅱ-18 は工学部で受けた教育内容・環境に対する卒業生の満足度を示している。

外国語科目について満足度は低いが、卒業研究や本学で学んだことに対する満足度は高い

評価となっている。さらに、卒業生が帰省し研究室を訪問した際の会話や、求人が景気に

左右されず安定していること、就職担当教員と各企業の就職担当者との対話を通じて、大

学教育により身に付けた専門性をさらに発展させ、仕事に対する向上心を持ち続ける者が

多数であると思われ、教育の成果や効果が上がっているといえる。  
また、別添資料Ⅱ-15 は、卒業後 20 年以上を経て社会の第一線で働いている卒業生に対

して平成 19 年度に行ったアンケート結果である。これらの結果は、社会人になるために

必要な教育発想・企画力、指導力のある技術者の要請と基礎学力のある技術者の養成が重

要のことを示している。本学部で取り組んでいる全学科での JABEE 認定が可能な教育プ

ログラムの実施の重要性を指摘したものであると判断される。  
 

資料Ⅱ-18：教育内容・環境への満足度（工学部平均値） 
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                        (出典：工学部ホームページ) 

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある 

(判断理由) 教育の目的で意図している養成しようとする人材像等を念頭に置いた教育の

成果や効果を、就職や進学といった卒業後の進路状況等の実績や成果から評価すると、教

育の効果が上がっているといえる。卒業生のアンケート結果からは、各学科の教育目的・

目標を達成するための教育課程が明確に構成され、専門教育の効果と成果が得られている

と判断できる。回答した多くの卒業生が教育方針を理解し、身に付けた専門技術の学習成

果に満足している。一方で、教養教育における人文・社会系の科目に対する評価が厳しく、

今後のこれらの科目に関する改善が要求される。それゆえ、本学部の教育内容は期待され

る水準にあると判断する。  
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Ⅲ 質の向上度の判断 
 

①事例１「GPA 制度の運用による教育改善」(分析項目Ⅰ) 

(質の向上があったと判断する取組) 本学部では、厳正な GPA 制度を導入し、教員と学生

の協力の下で教育方法の改善に向けて取り組んできている。平成 18 年度に最初の学生が卒

業したところであり、データの蓄積が少ないため、定量的な評価は困難であるが、学生の

履修放棄の減少、教員の成績提出期限の厳守、シラバスの厳格な作成等々の成果を得てい

る。資料Ⅱ-19 は平成 16 年度から 19 年度における成績優秀者の推移を示している。学部

長賞は GPA が 3.5 以上、優秀者賞は GPA が 3.0 以上である。成績優秀者が増加する傾向を

示しており教育改善が認められる。 

 

 資料Ⅱ-19  成績優秀者数の推移 
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②事例２「JABEE 認定の活用による教育改善」(分析項目Ⅲ及びⅣ) 

(質の向上があったと判断する取組) 第三者評価としての JABEE 認定を利用して、継続的

な教育改革に取り組んでいる。すなわち、教員サイドの要請ではなく、技術者教育として

必要な教育体系を考慮した授業内容の設定、さらには、１単位の重みを考慮した授業の実

践の証拠付けということなどである。これによって、組織として、取り組むべき方向性を

明確にするとともに、PDCA サイクルを確立することを可能にしている（資料Ⅱ-14、資料

Ⅱ-15, 別添資料Ⅱ-2）。 

 

③事例３「履修登録単位 20 単位／期の導入」(分析項目Ⅲ及びⅣ) 

(質の向上があったと判断する取組) 本学部では、GPA 制度と共に学生の自主的な学習を

促すため、20 単位／期という厳しい履修登録単位上限を設定するとともに、年間 40 単位

の履修で、34 単位以上修得しないと進級できない制度を導入している。きちんと４年間で

124 単位以上を修得させることが目的である。これを導入した当初は教員の間に反対する

意見もあったが、入学生の理科離れに伴う平均的な学力低下に対する学力維持、学生の自

主学習能力の獲得を目指したものである。その結果、入学時の学生の平均値、最低値はと

もに、長期低落傾向にあるにもかかわらず、平均的な学習到達度に変化は見られないとい

う結果が得られている(資料Ⅱ-12、資料Ⅱ-13)。ここで、１年次に修得する単位はほとん

どが、共通教育関連の単位であり、全学的な受講者のなかでの比較結果である。それゆえ、

適切な履修登録単位上限制度を導入することにより、学生の勉学意欲を刺激し、向上させ

ることができたと判断する。 
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鹿児島大学農学部   

Ⅰ 農学部の教育目的と特徴  

 
１．教育目的 

鹿児島大学農学部は、環境調和型生物生産、生物機能の開発利用、自然生態系の保全修

復および動物の医療福祉に精通した専門的職業能力を身につけた人材を養成する。即ち、

系統性・一貫性のあるカリキュラムを編成し、農林業および食品産業分野の技術者・指導

者ならびに獣医師を養成する。また、世界各地から留学生を積極的に受け入れ、異文化を

理解し、科学技術の国際的発展に寄与できる人材を育成する。 

 
２．教育の特徴  

この教育目的を達成するために、生物生産学科、生物資源化学科、生物環境学科、獣医

学科の４学科を配置した。 

１） ファカルティ・ディベロップメント（FD）活動に基づいて授業内容・方法を不断に

改善し、自己点検並びに外部評価に基づいて教育の質の改善に結びつけるためのＰ

ＤＣＡサイクルを構築している。在学生、教員、卒業生並びに雇用主に対しアンケ

ート調査を行い、教育の達成状況を自己点検している。  
２） 学生の履修計画作成に資するシラバスを作成している。また学習や進路、学生生活

上の悩みや相談に応じるためのチューター制度を導入している。低学年次に動機づ

け教育を実施し，ティーチング・アシスタント制度によりきめ細かい指導を行って

いる。  
３） 大学院への進学を促すため大学院説明会を開催している。飛び級による大学院への

入学制度を実施している。  
４） 民間企業や団体、地域社会から講師を招聘し、特別講義を実施している。また、キ

ャリア感覚を身につけるために、インターンシップを実施している。  
５） 優秀な学生，社会的に評価される活動（ボランテイア等）を行った学生に対する表

彰を行っている。  
６） 附属農場、附属演習林、附属動物病院は、講義と連動した実習教育を行っており、

学生の応用力・実践力・チームワーク力を育てている。  
７） 海外の大学との交換留学を積極的に奨め、国際貢献を推奨し、支援している。  
８） ＰＦＩ事業により、学部の教育研究棟の改築を行い、講義室、学生実験室等を整備

し、学生の教育環境の改善を図っている。  
 
３．組織の特徴  

鹿児島大学農学部は、南九州の気候、風土、環境と鹿児島高等農林学校時代からの百年

の歴史と伝統に根ざした、快適なキャンパス空間の中で教育を実施している。また、わが

国有数の食料生産基地を抱え、多様な自然環境と生物資源に恵まれた地域の特性を生かし

て、地域産業と連動したキャリア教育を実施し、豊かな人間性と広い視野、分析力、総合

力、企画力、実践力、自発性ならびに国際性を備えた、地域社会と発展途上国に貢献する

人材、特に、地域社会の発展に貢献できる即戦力となる技術者・指導者を養成している。  

 
４．想定する関係者とその期待  
 鹿児島大学農学部の教育に関する関係者は当該学生とその家族、出身高校、主な就職先

である農林水産食品関連業、農林水産関連行政機関、各種農業団体、地方公共団体などで

あり、その期待するところは農林食品産業への深い理解と知識を備え、豊かな人間性と広

い視野、実践力を備えた人材を輩出することである。
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鹿児島大学農学部 分析項目Ⅰ   

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断  

 
分析項目Ⅰ 教育の実施体制  
(１ )観点ごとの分析  
観点 基本的組織の編成  
(観点に係る状況 ) 
 農学部では、４年課程の生物生産学科，生物資源化学科及び生物環境学科の３学科 10

教育コースと６年課程の獣医学科の４学科を編成した（図 1-1）。また、附属農場，附属演

習林，附属動物病院の３附属施設を実践教育の場として配置した（図 1-2）。 

 
 

生物生産学科

生物資源化学科

生物環境学科

獣医学科

農学部

作物生産学

園芸生産学

病害虫制御学

家畜生産学

農業経営経済学

植物生産学

生命機能化学

食品機能化学

食糧生産化学

焼酎学（寄附講座）

森林管理学

地域資源環境学

環境システム学

生産環境工学

森林科学

基礎獣医学

病態・予防獣医学

臨床獣医学

先端獣医科学

学科 教育コース（講座）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図  1-1 農学部組織図（出典：鹿児島大学農学部概要 2007）  

 

平成 18 年度、獣医学教育の充実を図るため、学長裁量定員から人員を補充し、学科目

を４大講座に再編、新たに先端獣医科学講座を開設した。また、地元焼酎業界と鹿児島県

の寄付により、生物資源化学科に焼酎学講座（寄附講座）を設け、醸造業界並びに関連業

界の人材養成の期待に沿う教育を実施する体制を整えた。 
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鹿児島大学農学部 分析項目Ⅰ   

 
 
 

附属農場

附属演習林

附属動物病院

農 場 本 部 唐湊果樹園

学内農場農事部 指宿植物試験場

学内農場畜産部 入来牧場

演習林本部 垂水実験地

実験苗畑 桜島溶岩実験場

唐湊林園 佐多演習林

高隈演習林

附属教育
研究施設

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図  1-2 農学部附属教育研究施設組織図（出典：鹿児島大学農学部概要 2007）  

 
表  1-1 農学部学生定員及び現員（平成 20 年 2 月 1 日現在，出典：農学部概要 2007）  

現  員  学  科  平成 18 年  
入学定員  1 年次 2 年次  3 年次 4 年次 5 年次  6 年次  

合計  

生物生産学科  80 79 92 89 94 －  －    354 
生物資源化学科  60 60 67 62 80 －  －    269 
生物環境学科  65 72 65 70 74 －  －    281 
獣医学科  30 32 32 33 34 31 42   204 
計  235 243 256 254 282 31 42 1108 
 

学生定員および現員は表 1-1 の通りであり，現員はほぼ定員を上回っている。 

教員組織の構成は、17 講座３附属施設で構成され、教授 50 名、准教授 49 名、講師 1 名、

助教 11 名が各学科の教育目標を達成するために配置され、大学設置基準を満たし、必要な

専任教員が確保されている（表 1-2）（資料１）。 
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鹿児島大学農学部 分析項目Ⅰ   

表  1-2 学科及び附属施設における教員（現員）数（平成 19 年 6 月 21 日現在）  
（出典：鹿児島大学農学部概要 2007，農学部総務係資料）  

 現 員  学科及び附属施設  
  教員専門分野  教授 准教授 講師 助教  
生物生産学科  

作物生産学  
園芸生産学  
病害虫制御学  
家畜生産学  
農業経営経済学  

15 
  3 
  4 
  2 
  4 
  2 

13 
  3 
  3 
  1 
  3 
  3 

 0 
 0 
 0 
 0 
 0 
 0 

 4 
 1 
 1 
 1 
 1 
 0 

生物資源化学科  
   生命機能化学  
   食品機能化学  
   食糧生産化学  
   焼酎学  

12 
  4 
  3 
  3 
  2 

12 
  4 
  3 
  3 
  2 

 0 
 0 
 0 
 0 
 0 

 2 
 1 
 0 
 0 
 1 

生物環境学科  
   森林管理学  
   地域資源環境学  
   環境システム学  
   生産環境工学  

  9 
  4 
  1 
  2 
  2 

10 
  4 
  2 
  2 
  2 

 0 
 0 
 0 
 0 
 0 

 3 
 0 
 1 
 1 
 1 

獣医学科  
   基礎獣医学  
   病態・予防獣医学

   臨床獣医学  
   先端獣医科学  

12 
  2 
  3 
  5 
  2 

12 
  3 
  3 
  4 
  2 

 1 
 0 
 0 
 1 
 0 

 1 
 1 
 0 
 0 
 0 

附属施設  
   附属農場  
   附属演習林  
   附属家畜病院  

  2 
  1 
  1 
  0 

  2 
  1 
  1 
  0 

 0 
 0 
 0 
 0 

 1 
 1 
 0 
 0 

農学部 計  50 49  1 11 
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鹿児島大学農学部 分析項目Ⅰ   

 

観点 教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制  
（観点に係る状況）  
 観点に係る状況）  
１）学部教育改善委員会と評価実施委員会で、学部教育に関する各種委員会の活動実施状

況を総括し、教育内容、方法全般についての改善に取り組んでいる（図１－３）。  
２）授業改善および教員の教育力ならびに資質向上に関しては、ＦＤ委員会が中心となり、

①学生による授業評価、②公開授業、③授業改善のワークショップ、④授業法に関する学

生と教員との意見交換会等（写真１－３、１－４）を実施している。授業評価に対しては

全ての科目で改善点の報告が義務づけられ、全教員の授業改善目標を学部長が把握してい

る（図１－４）。  
３）学科会議では、全開講科目のシラバスを全教員で点検し、シラバスの改善点報告書を

取りまとめた（資料２）。  
この結果、シラバスの改善がなされると共に、授業がシラバスに沿って進められている

ことが 40％改善され、また、授業の構成が体系的でありその内容が理解されやすくなった

ことが 20％以上も改善するなど、良好な効果を上げた。この回答は、在学生の半数から 7
割弱に達した（図１－５）  

 
 

 

学外者  

卒 業 生 ・ 企

業・自治体  

 

教員  

 

 

 

 

学生  

 

  

 

 

 

 

 

実施体制

学生による評価  

自己評価・ 
実態調査  

外部評価  
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自
己
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価
・
外
部
評
価
の
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施
） 
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価
実
施
委
員
会 

教育改善委員会  

教務委員会・シラバス検討委

員会  

学生生活委員会  

教育センター委員  

FD 委員会  

国際交流委員会  

入学試験実施委員会  

入学者選抜方法検討委員会  

就職委員会  

在学生  

学部運営会議

学部長教授会

学
科
会
議
・
教
育
コ
ー
ス
会
議

教務・

学生係

教育の実施

方針

方針  

方針

評価  

 
図 1-3 教育の評価と改善の体制  
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鹿児島大学農学部 分析項目Ⅰ   

学部長  
各教員の教育評価  

 

教 員  

授業改善方針  

学生による  
授業評価の通知  

ＦＤ委員会  
①授業アンケート実施  

 

②授業アンケートの回収

⑥個々の教員の授業改善目標の報告  

⑤授業法の改善  

授業改善目標の作成  

学 生  

図 １－４ 授業改善システム  
 

授業評価の年次別推移（「そう思う」の割合%）

0
10
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40
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70
80

15
前

15
後

－
16

前
16

後
17

前
17

後
18

前
18

後
19

前
19

後

授業の内容は理解しやすかった

授業は，おおむねシラバスに沿って進めら
れた

教員は，充分な準備をし，熱意を持って授
業を行った

授業のテキスト，配付資料は適切であっ
た

 
図 1-5 在校生の授業アンケート調査結果 

 

注：アンケート対象授業科目数および延べ回答数 

平成 15 年度前期 158 科目 

平成 15 年度後期 140 科目 

平成 16 年度前期 158 科目 

平成 16 年度後期 4,000～4,500（延べ回答数、以下同じ） 

平成 17 年度前期同上 

平成 17 年度後期 5,038～5,089 

平成 18 年度前期 5,168～5,177 

平成 18 年度後期 5,292～5,518 

平成 19 年度前期 4,755～5,025 

平成 19 年度後期 4,995～5,228 
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鹿児島大学農学部 分析項目Ⅰ   

平成 15 年度以降卒業生に対するアンケート調査によると（図１－６）、シラバスが授業

科目の案内になっていることが分かり、現状の授業のバランスはよい。社会に出ていくた

めの十分な実力がついたことについて、それぞれ 10％改善し、特に、専門教育が社会と学

生のニーズに応えていることについては 15％増加するなど、大きな効果を上げた。 

卒業生による学部教育評価

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９

(%
)

希望する教育コースで修学できた

シラバスは授業科目の案内として
役に立っている

現状の授業のバランスは良い

卒業要件単位数は適切

卒論のテーマ設定、作成指導は適
切であった

卒論の実験材料、資材、機器、設備
等は十分であった

社会に出て行くための十分な実力
がついた

専門教育は社会や学生のニーズに
十分応えている

評価基準に基づいて成績は評価さ
れた

 

 

図 1-６ 卒業生のアンケート調査結果 

 

   

写真 1-1 授業を評価する教員 写真 1-2 授業終了後の参観者との話し合い 

 

   

写真 1-3 講師、学生、教員による話し合い 写真 1-4 学生による成果発表  
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鹿児島大学農学部 分析項目Ⅰ  
 

森林教育について、平成 15 年度に JABEE(日本技術者教育認定機構）による試行審査を

受け、平成 18 年度入学生から「森林科学コース」を設置し、平成 20 年度に認定を受ける

ための厳格な成績・授業評価システムを導入した。 

 

(２ )分析項目の水準及びその判断理由   
(水準 ) 期待される水準を上回る  
(判断理由 ) 

法人化以前と比べ、下記の①～③の取組により教育組織の充実が図られ、また、ＦＤ委

員会による教育改善のためのＰＤＣＡサイクルの実現に到達するなど、そのシステムが充

実し十分に機能していると判断される。従って、教育の実施体制に対する取組と活動、成

果の状況が優れており、在校生および卒業生、さらには獣医学と醸造業界関係者の期待を

上回ると判断される。 

①学生の現員は全て定員を上回っており、教員組織の構成は大学設置基準を満たし、必要

な専任教員が確保され、農学部教員選考細則の点検により教員を適正に配置している。 

②平成 18 年度、獣医学科に先端獣医科学講座を開設し獣医学教育の充実を図った。また、

地元焼酎業界と鹿児島県の寄附により焼酎学講座を設け、醸造業界の人材養成の期待に

沿う教育実施体制を整備した。 

③公開授業の制度を導入し、学生・教員会議を創設するなど、ＦＤ委員会の活動を通して、

学生や卒業生に対するアンケート調査結果から教員の授業改善の効果が大きく認めら

れた。その結果、ＰＤＣＡサイクルの導入を具現化し、「森林科学コース」が JABEE の

認定を受けるため体制を整備した。 
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鹿児島大学農学部 分析項目Ⅱ   

分析項目Ⅱ 教育内容  
(１ )観点ごとの分析  
観点 教育課程の編成  
(観点に係る状況 ) 

農学部の教育課程は、共通教育科目，基礎教育科目，専門教育科目から成り，4 年制 3

学科では合計 124 単位，6 年制の獣医学科では 184 単位以上が卒業要件単位と定めている

（表 2-1）。 

各教育課程ではフィールド実習を重視し、応用・実践能力を育成するため配置した附属

農場、附属演習林、附属動物病院それぞれで学生に対し、必修単位を課し，現場体験型の

カリキュラムを編成した。農学部 4 学科とも 4 年または 6 年（獣医学科）一貫教育で楔形

カリキュラムを編成している。 

 

表 2-1 卒業要件単位数 

 

出典：平成１９年度入学生 履修の手引き（農学部） 
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観点 学生や社会からの要請への対応  
（観点に係る状況）  

獣医学科を除く 3 学科では、他コースあるいは他学部の専門科目を受講することを認め

ている。また、学部外の学生も受講できる開放科目を毎年度 4～6 科目設け、学部外学生約

50 名／年度が受講している。県内他大学等との単位互換制度にも参加している。多くの勉

学意欲に富む科目等履修生（平成 16～18 年度 78 名）を受入れる一方、交換留学制度でこ

の間７名の学生を派遣し、27 名を受入れた（平成 16～19 年度）（表 2-2、2-3）。 

 
表 2-2 短期交換留学生数（派遣）  

  （単位：人）  
年度  

国  
16 17 18 19 

計  

中国  0 0 1 0 1 
アメリカ合衆国  0 0 0 1 1 
タンザニア  1 1 1 0 3 
韓国  0  1 0 0 1 
スペイン  0 1 0 0 1 

合計  1 3 2 1 7 
出典：鹿児島大学の国際交流データ（研究国際部国際事業部）  

 
表 2-3 短期交換留学生数（受入）  

  （単位：人）  
年度  

国  
16 17 18 19 

計  

中国  1 1 0 1 3 
アメリカ合衆国  1 1 0 0 2 
タンザニア  3 3 0 0 6 
インドネシア  1 1 0 2 4 
タイ  0 0 2 0 2 
ベトナム  1 0  2 0 3 
韓国  2 2 1 1 6 
スペイン  0 0 0 1 1 

合計  9 8 5 5 27 
出典：鹿児島大学の国際交流データ（研究国際部国際事業部）  

 
 
 
 
 

平成 19 年度から、「社会人力リレー講義」と「かごしま農林食品産業リレー講義」を加

えた（資料３）。表 2-4 に示すテーマを選定し、学外社会人講師による講義を行った。 

 受講者は、学部学生（4 年生）30 人、大学院生（修士 2 年生）10 名であり、ほとんどの

学生が講義の有用性を講義前（学部 85%以上，大学院 85%以上）に認識し、講義後（学部

90%以上，大学院 85%以上）も有用であったと高く評価している（図 2-1）。アンケート調

査（学生の自己評価）の結果、学生の幅広い教養力の向上と社会のしくみを理解させるの

に大いに役立つ講義（新しい試み）であると評価できた（図 2-2）。  
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表 2-4 社会人力リレー講義のテーマと講師所属  
1) 社会人としての心構え  （株）タイヨー（人事部教育課長）  
2) 裁判の仕組み   鹿児島地方裁判所（判事補）  
3) 採用から退職まで   鹿児島労働局（局長）  
4) 年金のはなし   福岡大学商学部（教授）  
5) メディアと社会   NHK 鹿児島放送局（放送部長）  
6) 消費者被害    鹿児島市消費者生活センター（所長）  
7) これからの IT・通信革命  NTT 西日本・南九州（設備部長）  
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講義の有用性（学部）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講義前

講義後 大いに有用

有用

どちらでもない

あまり有用ではない

全く有用ではない

 
講義の有用性（大学院）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講義前

講義後 大いに有用

有用

どちらでもない

あまり有用ではない

全く有用ではない

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義前後における学生の理解度の変化（学部）

0

25
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1) 心構え

2) 裁判

3) 採用・退職

4) 年金5) ﾒﾃﾞｨｱ

6) 消費者被害

7) IT

講義前

講義後

講義タイトル
1) 社会人としての心構え
2) 裁判の仕組み
3) 採用から退職まで
4) 年金のはなし
5) メディアと社会
6) 消費者被害
7) これからのIT・通信革命

図 2-1 講義の有用性（アンケート調査結果）  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2-2 講義前後 ケート調査結果）における学生の理解度の変化（アン
 

平成 19 年度に寄附講座として開設された生物資源化学科焼酎学コースは、「焼酎製造学」、

「焼酎文化論」および「焼酎学実験」など、ユニークな科目を開講し、職業内容に関する

教育を提供し、キャリア教育を開始した。 

職業観・就業意識の醸成による人材育成として、県内の公的機関や民間企業（30～35 団

体・組織）の協力を得てインターンシップ制度を活用した就業体験を実施、毎年 65～78

名が参加し増加傾向にある。 

共通教育科目に海外体験型講座として開講した「国際農学・農業体験講座・USA コース」

及び「国際協力農業体験講座－タイ・ミャンマー－」では、北米及びタイやミャンマーで

ホームステイを行い、国際感覚の養成や国際協力への理解を進めるために各国の農業や開

発問題を直に学ぶ機会を与えた。これまで 202 名の学生が受講した（写真 2-1～2-4）。ま

た、この講座に関連し、平成 18 年度から順次、語学講座を開講し、英語教育と共に、タイ

語とミャンマー語について留学生の協力を得てその充実を図った。 



 鹿児島大学農学部 分析項目Ⅱ  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2-1 西ジョージア大学での講義・質疑応答    写真 2-2 ホームステイにて  

(出展：第 3 回国際農学・農業体験講座、USA コース、2006) 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2-3 ミャンマー連邦シャン州での苗定植      写真 2-4 堆肥づくり  

(出展：国際協力農業体験講座レポート、2006 年度 ) 
 
(２ )分析項目の水準及びその判断理由  
(水準 ) 期待される水準を上回る  
(判断理由 ) 

法人化以前と比べ、下記の①～③の取組により新たな特色あるカリキュラムが編成され、

大変多くの学生の学外・海外研修を支援した。従って、教育内容に対する取組と活動、成

果の状況は優れており、在校生の期待を上回ると判断される。 

①他学部の学生が履修可能な専門科目を開講し、県内他大学等との単位互換制度に参加し、

多くの科目等履修生を受入れ、また、多くの外国人留学生を受入れている。 

②卒後の職業意識を啓発するため学外社会人講師による講義「かごしま農林食品産業リレ

ー講義」と「社会人力リレー講義」を開講した。また焼酎学コースを開設して、「焼酎

文化論」などを開講し、キャリア教育を開始した。インターンシップ制度を活用した就

業体験を実施している。新入生対象に全学科必修の集中講義「農学概論」を開講し、動

機づけ教育を充実した。 

③「国際農学・農業体験講座・USA コース」及び「国際協力農業体験講座－タイ・ミャン

マー－」の海外体験型講座を開講している。既に 202 名の学生が受講し、農学部教員が

中心となった大変特色ある共通科目である。 
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分析項目Ⅲ 教育方法  
(１ )観点ごとの分析  
観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫  
(観点に係る状況 ) 

各教育コースの教育課程の授業は、講義、実習、演習、実験及び卒業研究で構成され、

必修科目を始め、各教育コースの主要な授業は、全て専任教員が担当している。生物環境

学科「農林工学コース」では平成 19 年度入学生から「環境システム学コース」に変更し、

近年問題になっている環境・エネルギーを重視した授業科目を増やした。  
シラバスは平成 19 年度以降 Web 上に掲載され、学生の履修科目の選定にも役立つよう

にしている（資料４）。  
それぞれの授業の充実や改善を目的として、大学院生を授業補助のために積極的にＴＡ

として採用している。法人化後のＴＡ採用者数とのべ担当授業科目数は、それぞれ 60-80
名と 112-138 科目に達している（表 3-1）。  

 

表 3-1 TA 採用数 

  学部授業科目 

  人数 科目数 

平成１６年 64 118 

平成１７年 60 112 

平成１８年 71 123 

平成１９年 80 138 

 

法人化後、ＦＤ活動を通して、ＯＡ機器の積極的な利用、双方向授業や研究発表型授業

を取り入れ、習熟度確認の実施などの取組を新たに始めた (表 3-2)。この他、教育課程の編

成主旨に沿った授業科目例を表 3-3 に示した。  
さらに、実験、実習では野外体験型授業を取り入れるなどの工夫を行っている（表 3-4）。 

 
表 3-2 学部教育改善で取り組んだこと（全教員対象アンケート） 
（◎全面的に導入、○導入、△一部導入、×未実施） 

OA 機器の使用      

 ◎ ○ △ × 無回答 計 

講義 66 36 60 29 6 197 

実験 4 6 8 33 2 53 

実習 8 14 14 27 2 65 

演習 4 3 9 20 2 38 

% 23% 17% 26% 31% 3% 100% 

双方向型授業      

 ◎  ○ △ × 無回答 計 

講義 17 25 31 102 22 197 

実験 5 5 17 21 5 53 

実習 5 11 21 26 2 65 

演習 2 3 19 12 2 38 

% 8% 12% 25% 46% 9% 100% 

習熟度確認の導入      

 ◎  ○ △ × 無回答 計 

講義 24 47 49 50 27 197 

実験 2 6 15 18 12 53 

 7-14



鹿児島大学農学部 分析項目Ⅲ   

実習 8 13 11 22 11 65 

演習 4 6 12 15 1 38 

% 11% 20% 25% 30% 14% 100% 

研究発表型授業の取り入れ     

 ◎ ○ △ × 無回答 計 

講義 8 8 8 144 29 197 

実験 3 4 6 35 5 53 

実習 5 8 10 37 5 65 

演習 4 4 14 13 3 38 

% 6% 7% 11% 65% 12% 100% 

 

 

表 3-3 教育課程の編成主旨に沿った授業科目 (特徴ある科目例 ) 
科目区分名  授業科目名  授業科目の概要等  

新しい食と農のかたち

生きるうえで不可欠な“食と農”をもう一度見

直し、その再生に向けた新しい方向性を皆で創

造していく。  

共

通

教

育

科

目  

科学・技術と  
応用  

動物の病気  
動物には様々な病気があること、その病気を通

じての動物と人社会との関係について、理解を

深める。  

情報科学科目  情報活用基礎  
情報処理に関する知識、技術を修得すると共

に、その問題点も検討できる能力を身につけ

る。  

教養特別科目  
国際協力農業体験講座

-(ﾀｲ･ﾐｬﾝﾏｰ)- 

海外 NGO の現場で、ファームステイしながら

農業を体験し、国際感覚を身につけ、ボランテ

ィア精神を学ぶ。  

専門教育科目  農学概論  

農業・農学の意義と役割、新しい農学の広がり

等を理解し、農学部で学ぶことの意味をしっか

りと把握する。学部共通講義として新入生全員

が受講する。  
 

表 3-4  特徴的な授業の例  
特徴的な授業  科目名  
少人数授業  
 

欧文演習  
獣医臨床実習  

フィールド型授業

 
農場実習Ⅰ、Ⅱ  
アグリビジネス研修  

情報機器の活用  
 

農業統計情報学  
情報処理演習  
土木設計及び総合演習  

学外講師の活用  バイオ産業論  
総合臨床実習  
リレー講義（２科目）  

 
学生現員数を教員現員数で除すると、表 3－5 の通りであり、各教育コースの必修講義全体

のほぼ 92％が専任教員の担当である。  
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表  3-5 必修講義における農学部専任教員の比率  
（出典：履修の手引き，平成 18 年度入学生用）  

学 科  教育コース  必修講義

科目数 (A)
農学部専任教員による  
必修講義科目数 (B) 

B/A 
% 

植物生産学  18 18 100 
家畜生産学  25 24 96 

生物生産学科  

農業経営経済学 16 16 100 
生命機能化学  29 24 83 
食品機能化学  28  25.5 91 

生物資源化学科  

食糧生産化学  26 23 88 
森林科学  18 17 94 
環境システム学 17 16 94 

生物環境学科  

生産環境工学  19 18 94 
獣医学科   40 36 90 
農学部  計   236   217.5 92 

注：0.5 以下は複数教員による講義の受け持ち分を示す。  
 
観点 主体的な学習を促す取組  
(観点に係る状況 ) 

農学部では入学時に「履修の手引き」を配布し，学習目標，卒業要件，履修計画のたて

方，教員免許の取得，海外留学などについて掲載すると同時にオリエンテーションで周知

し，主体的な学習を促している。また入学直後には、全学科必修の集中講義「農学概論」

を開講し、動機づけ教育を充実している（資料５）。 

生物生産学科では、講義の中で項目ごとに設問集を作るよう指導し、新聞記事を講義に

活用することで、事前事後の学習を促している。また、インターンシップを「アグリビジ

ネス研修」として単位化している。獣医学科では講義の中でチュートリアル式での時間を

設け、小グループでのディスカッション、プレゼンテーションを実施している。    
獣医学科 4～6 年生が動物病院診療業務へのサポートを自主的に行っている。また獣医師

国家試験受験者用の特別自習室を開設して合格率の上昇を目指した。その結果，平成 19
年度は受験者全員合格を達成した（表 4-6）。  

生物環境学科では、演習林や大野 ESD 自然学校での環境教育活動（指導者体験）に可能

な限り参加させることなどにより、他者との交流を軸とした主体的な学びを促している。  
このような自主性を高める取組の結果、学生の学会発表が 129 件（H16, 31 件、H17, 42

件、H18, 31 件、H19, 25 件）になった（表 3-6）。  
 
表 3-6 学生の発表機会  

学 会 発 表 （国 内 ） 国 内 論 文  学 会 発 表 （国 外 ） 国 外 論 文  
学 部  

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９  Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９  Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９

生 産  6 7 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
化 学  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 
環 境  2 3 5 3 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
獣 医  23 32 18 21 2 5 6 0 0 0 2 3 0 1 2 2 
合 計  31 42 31 25 2 6 8 0 0 0 2 3 1 1 2 2 
注：学会発表はポスター発表を含む  
 
平成 15 年度前期からはシラバスにおいて成績評価方法を明記し、試験、授業態度、レ

ポートなどの評価割合を記載している。なお、評価に対して不服とする学生には不服申し

 7-16



鹿児島大学農学部 分析項目Ⅲ   

立て制度を設け、対応している。成績評価について実施されたアンケートによると、77％
の学生が「成績評価の基準を知らされていた」と答え、79％の学生が「その基準に従って

評価が実施されたと思う」と答えている。  
 

(２ )分析項目の水準及びその判断理由  
(水準 ) 期待される水準にある。  
(判断理由 ) 

法人化後下記の①～③のように，シラバスの充実やＦＤ活動によって教育方法の改善が

進み、学習指導方法に積極的な工夫がなされ、学生の主体的な学習意欲も促されたことか

ら、教育方法に対する取組と活動は優れており、在校生およびその家族の期待に添う水準

にあると判断される。  
 
①  入学時に「履修の手引き」を配布して、履修計画を立て、単位取得をしやすくしてい

るほか、学期毎にシラバスを作成して、学習を促している。平成 18 年度卒業生の 90％
以上が、シラバスが授業科目の案内として役に立っている、82％が活用したとアンケ

ートにおいて回答している。  
②  授業で OA 機器を使うものも多くなり、双方向授業なども取り入れられるようになり、

以前に増して学生とのコミュニケーションがとられるようになった。  
③  学生の学習意欲や自主性を高めることによって学生の学会発表、論文投稿が増えてい

る。  
 

 7-17



 

 7-18

鹿児島大学農学部 分析項目Ⅳ  

分析項目Ⅳ 学業の成果  
(１ )観点ごとの分析  
観点 学生が身に付けた学力や資質・能力  
(観点に係る状況 ) 

表 4-1 に平成 16 年度から平成 19 年度までの入学者当初学生数に対する４年次生の卒業

率（当初卒業率）を示す。概ね８割以上の学生が卒業している。表 4-2 に４年次在籍者数

に対する４年次生の卒業率（実質卒業率）、表 4-3 には、留年者の卒業率、表 4-4 には毎年

の留年者数を含めた、総卒業率を示す。概ね８割～９割程度で推移している。

  
表 4-2 ４年次生の実質卒業率（％）  表 4-1 ４年次生の当初卒業率（％）  

 当初卒業率  
平成 16 年度  90.2 
平成 17 年度  88.5 
平成 18 年度  84.1 
平成 19 年度  83.5 

 実質卒業率  
平成 16 年度  92.0 
平成 17 年度  94.1 
平成 18 年度  91.2 
平成 19 年度  85.8 

  
表 4-3 留年生の卒業率（％）  表 4-4 総卒業率（％）  
 卒業率  
平成 16 年度  43.8 
平成 17 年度  61.3 
平成 18 年度  38.1 
平成 19 年度  45.9 

 総卒業率  
平成 16 年度  85.9 
平成 17 年度  89.0 
平成 18 年度  83.3 
平成 19 年度  79.0 

 
取得可能な各種技術資格等 (受験資格を含む )は、学科あるいは教育コースによって異な

っている。家畜体内・体外授精卵移植師は国立大学では東北大学と鹿児島大学だけで資格

が得られる取組である。資格の取得状況は以下の通りとなっている（表 4-5～4-6）。  
 

表 4-5 教員免許取得状況                     （単位：人）  
学   科 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度  平成 19 年度

実人数 19 15 18 18 
生物生産学科 

延人数 28 23 28 30 
実人数 13 16 10 14 

生物資源化学科 
延人数 22 19 17 17 
実人数 ９  11 ３  10 

生物環境学科 
延人数 15 15 ４  16 
実人数 0 0 0 1 

獣医学科 
延人数 0 0 0 1 

専  攻 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度  平成 19 年度

実人数 5 3 3 2（2）  
生物生産学専攻 

延人数 7 4 5 4（4）  
実人数 2 1 3 2（2）  

生物資源化学専攻 
延人数 3 2 7 4（3）  
実人数 2 4 1 1（1）  

生物環境学専攻 
延人数 3 4 2 2（2）  

注：内数は専修免許取得人数 
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表 4-6 各資格取得状況  
獣医師 （単位：人、％）

平成１６年度 26 86．7 
平成１７年度 27 90．0 
平成１８年度 19 73．1 
平成１９年度 35 100．0 
家畜人工授精師（ウシ・ブタ） 

平成１６年度 25 
平成１７年度 25 
平成１８年度 22 
平成１９年度 23 
樹木医師補  

平成１６年度 7 
平成１７年度 6 
平成１８年度 4 
平成１９年度 4 

 
平成 18 年には北薩地方を襲った水害の復旧にボランティアとして支援に当たった農学

部学生に対して、地元団体から感謝状が贈られた。また国立天文台の VERA 入来局を舞台

に開催された「八重山高原星物語」に 50 名余の農学部学生がボランティアとして活動し

たことに対して農学部長から表彰状を贈った。  
 
観点 学業の成果に関する学生の評価  
(観点に係る状況 ) 

在学生の授業評価では、例えば「授業は、おおむねシラバスに沿って進められた」およ

び「授業の内容は理解しやかすった」の項目で「そう思う」と答えた回答が増加傾向にあ

る（表 4-7）。  
 
表 4-7 学生授業評価結果  （単位：％）  

 15 前
15 後 －

16 前  
16 後 17 前 17 後 18 前  18 後  19 前  19 後

授 業 は，おおむねシラバスに沿

って進 められた 
45 43 46 48 49 62 66 66 66

授 業 の内 容 は理 解 しやすかっ

た 
39 34 38 40 42 49 47 45 46

 
表 4-8 卒業生の学部で受けた専門教育に対する評価（平成 16～18 年度総計）  

100.0 192合計

0.5 1良くなかった

5.7 11あまり良くなかった

14.6 28普通

53.7 103ある程度良かった

25.5 49とても良かった

パーセント度数

100.0 192合計

0.5 1良くなかった

5.7 11あまり良くなかった

14.6 28普通

53.7 103ある程度良かった

25.5 49とても良かった

パーセント度数

 
注：709 名の卒業生に送付、192 名より回答（回答率 27.1%）（平成 19 年 8 月実施）  
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また学部卒業生の専門教育に対する評価も「とても良かった」「ある程度良かった」を

あわせると８割近く、学部教育への満足度が高いことが示されている（表 4-6）。  
卒業生のアンケートによると、「専門教育は社会や学生のニーズに十分応えている」に

「そう思う」と回答したのは、52%(平成 18 年度 )と半数程度であったが、「専門教育は進

路決定に役立った」「専門教育の内容は就職・進学後に活かされそう」と回答したのはそれ

ぞれ 75.7%、89.5%と高い割合であった。専門教育によって身につけた「幅広い知識・教

養・技能等」（中期目標）が進路決定に役立っていることを示すものである。  
 

(２ )分析項目の水準及びその判断理由  
(水準 )期待される水準にある  
(判断理由 ) 
 卒業率は 80%を確保しており、授業評価においても，また卒業生の学部の授業に対する

満足度においても高い水準を維持しており，学生，家族，企業社会の期待に添える水準に

あると判断される。  
 それは、①高い卒業率、②ボランティア精神に富む学生が育っていること、③各種の表

彰を受ける学生が増えていること、④在校生、卒業生のアンケートから高い満足度が伺え

ること。  
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況  
(１ )観点ごとの分析  
観点 卒業 (修了 )後の進路の状況  
(観点に係る状況 )  
 卒業生は、平成 16～18 年度の平均で、60.3％が就職し、25.4％が大学院へ進学してい

る。この間の就職率は 92.4％、進路決定率は 85.7％である。平成 19 年度には、就職は 66.4％、

進学は 26.6％、就職率は 94.4％、進路決定率は 93.0％に達している。進学率は大学院博

士課程への進学である獣医学科を除けば 29.6％である（表 5-1）。  
 

表 5-1 進路決定率     （単位：％）  
 就職率  就職者率  進学率  進路決定率  
平成 16 年度  85.8 54.5 24.6 79.1 
平成 17 年度  95.7 63.4 25.2 88.6 
平成 18 年度  95.8 63.0 26.5 89.5 
平成 19 年度  94.4 66.4 26.6 93.0 

      資料：学部資料  
 

主な就職先は図 5－1 に示すとおりである。  
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図 5-1 卒業生の産業別就職先と就職者（％）  

資料：学部資料  
 

平成 18 年度から「きばいやんせ鹿児島・九州」と題した鹿児島県内および九州内の企

業を対象とした就職説明会を農学部独自で開催しており、高い就職率につながっている。  
 
 

 7-21



鹿児島大学農学部 分析項目Ⅴ   

観点 関係者からの評価  
(観点に係る状況 ) 

平成 16～18 年度の卒業生へのアンケート調査によると、農学部卒業生の 92.7％が鹿児

島大学で学んだことが人生に役立ったと回答し、また 88.0％が農学部で学んでよかったと

評価している。  
 農学部で専門教育を受けたことに、79.2％がよかったと評価している。専門教育の満足

度を支えているのは、実験・実習が 42.1％でもっとも高く、続いて卒業論文が 40.5％と高

い。現在の仕事への役立度では、講義では 63.1％、実験・実習では 60.4％、卒論・セミナ

ーでは 48.4％が明らかに役立っている。  
企業等へのアンケート調査（平成 18 年度回答数 131 社）によると、農学部卒業生への

満足度は、教養・基礎学力 61.0%、専門知識・専門技能 58.0%、集団適応能力・協調性 62.6%、

責任感・倫理感 64.9%、積極性・熱意・意欲 62.6%、明るさ 58.8%、誠実さ 74.9%などと

なっている。  
 
(２ )分析項目の水準及びその判断理由  
(水準 ) 期待される水準を上回る  
(判断理由 )  
 就職率、進路決定率とも高い水準にある。  
 農学部の教育目的に即した農林業、食品、食住農関連分野へ就職する学生がほとんどを

占め、また、地域と全国にバランスよく就職しており、意図する人材養成ができているこ

と。  
就職率、進路決定率とも高い水準にあり、教育の成果は下記①～⑤の理由により進路・

就職の状況から在校生、卒業生、家族および関連業界から期待される水準を上回ると判断

される。  
 
① 農学部の教育目的に即した農林業、食品、食住農関連分野へ就職する学生がほと

んどを占め、意図する人材養成ができていること。  
② 平成 16～18 年度の卒業生へのアンケート調査によると、農学部教育に対する全体

的評価は高いと判断できること。  
③ 農学部教育に卒業生のほとんどは満足していると判断できること。  
④ 専門教育での講義、実験・実習、卒論・セミナーが、学部教育の満足度を満たし、

卒業後の仕事に役立っていると認識していると判断できること。  
⑤ 企業等へのアンケート調査によると、農学部卒業生は、教養・基礎学力、専門知

識・専門技能、集団適応能力・協調性、責任感・倫理感、積極性・熱意・意欲な

ど学部教育が目標とした優れた特性を備えていると判断できること。  
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鹿児島大学農学部  

Ⅲ 質の向上度の判断  
 
①事例１「ＦＤ活動が充実した結果，授業改善が進み，学生による授業評価が向上してい

る」 (分析項目Ⅰ ) 
(質の向上があったと判断する取組 ) 
法人化時点では FD 活動は、学生による授業評価のみが行われていたが、法人化後、Ｆ

Ｄワークショップ，授業参観，学生との意見交換会，シラバス検討委員会等の取り組みと

それを集大成した PDCA サイクルの構築によって，双方向授業や視聴覚機器を利用した授

業が増え，授業内容が改善された。  
その結果として，学生アンケート，卒業生のアンケートで学部教育に対する評価が高い

水準になった。  
 

②事例２「焼酎学コースの設置」 (分析項目Ⅱ ) 
(質の向上があったと判断する取組 ) 
法人化後、本格焼酎ブームを受けて国内で唯一の「焼酎学講座」が寄附講座として農学

部に開設され、鹿児島県の特産品である焼酎の製造技術から焼酎文化を学ぶために焼酎学

コースを設置し，3 年次からの学生を受入れ、地域産業の要請にこたえる人材育成の体制

を整えたこと。  
 

③事例３「海外体験型授業を拡充し，語学講座を開設した」 (分析項目ⅡおよびⅢ ) 
(質の向上があったと判断する取組 ) 

 「国際協力農業体験講座」「国際農学・農業体験講座」は共通教育科目として開設して９

年経過したが，法人化後、現地での体験実習をより豊かなものにするためにコミュニケー

ションツールとして語学講座を留学生の協力を得て開設した。その結果，体験・研修内容

がより充実したものになり，学生の国際感覚・国際性の向上が見られた。  
 
④事例４「実社会に対応するための体験型学習機会を増加させた」（分析項目Ⅲ） 

(質の向上があったと判断する取組 ) 
 法人化時点でも取り組まれていたアグリビジネス研修，インターンシップの充実，農業

農村地域でのボランティア参加，実験，実習における野外体験型授業，動物診療業務のサ

ポートなど体験型の授業や学習機会を増加させて，学生の実践性や実感を養ったこと。さ

らに法人化後、より社会参加および貢献意識を強めるため地域産業の実態をよく理解し，

社会人としての力を養成するために「かごしま農林食品産業リレー講義」と「社会人力リ

レー講義」を開設したこと。  
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Ⅰ 水産学部の教育目的と特徴 
１ 教育目的 

  平成 16 年度に、鹿児島大学学則に定める教育目的に則り、学部の機関目的としてスーパ

ーゴールを定め、その下に教育目的を「本学部は、鹿児島から東南アジア・南太平洋を含

む水圏をフィールドとして、水産資源の持続的生産及びその合理的利用、水圏環境の保全

分野で高度な教育を受け、熱帯・亜熱帯水域を対象とする諸活動で世界をリードする文化

の創出に参画し、地域社会及び国際社会に貢献できる技術者を養成し、社会に送り出すこ

と を 目 指 す も の と す

る」と定めている。 

学部教育目的の実現

に向け、教育活動の基

本方針（学部教育目標）

９項目を（資料８－1：

機関目的、教育目的、

基本方針の概念図）、

学部カリキュラム形成

PDM （ Project Design 

Matrix）に定義し、こ

の９項目に対応させて

実施事項（カリキュラ

ム目標）と達成指標を

明示している（資料８

－ ２ ： カ リ キ ュ ラ ム

PDM で定義された学部

教育目標、カリキュラ

ム目標及び達成指標）。 

 

資料８-２：カリキュラムPDMで定義された学部教育目標、カリキュラム目標及び達成指標 
 項   目 

学部教育目標 ・以下の分野で高い能力を持った人材を育成し、水産分野への人材輩出（就
職）を促進する。 

(1) 地域・国際両面で、資源、環境分野に強い、水産技術者を養成できるよ
うにする（基盤的知識）。 

(2) 専門分野に必要な実践的な知識・技術を修得させる（専門知識・技術）。
(3) 基礎学力を強化し生涯学べるようにする。  
(4) 英語能力を強化させる。 
(5) 情報処理能力を強化させる。 
(6) 報告書作成、プレゼンテーション能力を実務に必要なレベルで身に付け
させる。 

(7) 現場対応型能力を習得させる。 
(8) 学部の戦略的目標に対応した分野（主に水産本流以外）の知識・訓練を
提供する。 

(9) 連携講座等、独自完結教育以外の教育（船舶職員養成施設等）を提供す
る。 

カリキュラム目標（第一期目標） 達  成  指  標  

・以下の項目で、学生が高い能力
を獲得できるようカリキュラム
を編成する。 

 
(1) 水産技術者の養成のための基
盤的内容と教育法を持つ。 
(1-1) 水産学学習への導入 
(1-2) 水産学部生にとって必須の
知識 
 
 
(1-3) 学生の水産学学習意欲の高
揚 
 
 
 
 

・基本的にすべての学生に達成可能なレベルを目標とする。 
・高い教育効果が期待できるカリキュラムおよび時間割の編成とする。 
 
 
 
 
(1-1) 入学直後に水産学学習意欲を掻き立てる科目を開講する。 
(1-2) 市場・魚店などに登場する水産生物の名前と特徴、それらの生育する
水圏環境、その漁獲等の技術、水産物の利用・加工技術、その流通経路、
及び関係する国内外の水産行政とその組織や体制に関する知識を習得す
る。 

(1-3) ・学生が勉学目標を明確に持てるよう指導する。 
・講義、演習、実験（実習）を有機的に連携させる。 
・学生に学内施設を有効利用させる。 
・e ラーニング等の新しい教育手法を活用する。 
・教育効果を検証する。 
・以下の事項を含む授業改善のための有効な仕組みを有する。 

機関目的 （学部のスーパーゴール） 

基本方針（学部教育目標）：9項目 

教育目的

（出 典 ： 水 産 学 部 のカリキュラム形 成 PDM より）

研究目的 社会・国際貢献目的

機関目的を達成するための各分野の目的 

各分野の目的実現のための具体的実施項目 

資料８-１：機関目的、教育目的、基本方針の概念図 
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(2) 以下の人材育成目標分野ごと
の高いレベルの知識・技術 
提案すべき名称があれば、ここの
段階で変える。 

（2-1）水産生物・海洋学 
（2-2）養殖学  
（2-3）食品・資源利用学 
（2-4）漁業工学 
（2-5）水産経済学 
（2-6）水産教員養成課程 

 
(3) 基礎的教育科目の充実 
 
 
 
 
(4) 英語コミュニケーションスキ

ルの向上  
 
 
 
 
 
 
 
(5) 情報処理能力の向上 
 
 
 
 
 
 
(6a) 報告書作成能力の向上 
 
 
(6b) プレゼンテーション能力の
向上 
 
 
 
(7a) フィールド・産業現場での業

務能力の向上 
 
 
 
(7b) 水産業従事者とのコミュニ

ケーション能力の向上 
 
 
 
(8a) 問題解決型の仕事をする能

力の向上 
 
(8b) 国際的感覚・国際的知識およ
び地域課題への取組み感覚の獲
得 

(8c) 資格取得のための教育の強
化 
・ 学芸員資格（学士取得者） 
(8d) 就職試験のための教育の強
化 
 
 
(9) 船舶職員養成施設等のための
教育 

  ・学生の授業への取組方を改善する。 
  ・学生と教員の協力関係を向上する。 
  ・教員の教育技術を向上する。 
 
(2) ・専門分野の職業現場で業務できる知識と技術あるいはその習得手段を
習得する。 

・分野別 PDM に各個に記載された事項を習得する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)・全学生に必要な理科、数学、統計学の知識・理解のレベルを明示する。
・共通教育科目の基礎教育科目を提案する 
・学部基礎科学科目を提案し開講する。 
・必要な場合、上記 2 点で分野別に充実すべき科目と内容を明示する。 
 
(4) ・英語を学ぶための十分な動機付けがなされている。 
・主な水産生物及び水産加工物の英名と専門分野の基本的な専門用語を、水
産分野の一般雑誌や契約書・カタログなどを読める程度のレベルで知る。

・日常会話や海外の水産関係者との簡単な会話が出来る程度に、音声による
コミュニケーションができる。 

・専門分野で必要とされる英語力の基礎を身に付けており、卒業後の必要な
時に必要とされるレベルに短期間で到達することができる。 

・英検、TOEIC、TOEIC Bridge などの外部試験の受験を経験している。 
 
(5) ・コンピュータ、情報ネットワークを利用するための十分な動機付けと
キーボードリテラシーがあり、勉学や日常生活において積極的に活用する
姿勢がある。 

・ワープロ、表計算、デジカメ画像処理、プレゼンなどのためのソフト、イ
ンターネットが使いこなせ、情報の収集、資料分析と整理、加工、重み付
けを含む統計的分析に習熟している。 

 
(6a) ・電子媒体を使い報告書を作成できる。  
・論理的で正確な文章・図表を作成でき、他者の文章を読んで論理性を評価
できる。 

(6b) ・電子媒体を使ったプレゼンテーションができる。 
・問題に関わる多くの情報を的確に整理し、論理的な方向性に導くことがで
きる。 

・論理的、効率的、建設的な議論ができる。 
 
(7a) ・船上での安全確保、漁具の取り扱い法、漁獲物の食品としての処理、
道具の取り扱いのように、専門分野別に基礎的な機器、道具、用具等が取
り扱え、基礎的なフィールド調査法を習得している。 

・産業現場で、実態調査法および分析法の設計（目的に応じた調査票の作成
や調査計画の作成）とその実施ができる。 

(7b) ・漁業者、水産業界関係者と現実的課題に関する具体的な議論ができ、
現場で話題に付いていけるような、水産業全般に関する幅広い知識を蓄積
している。またはこれらのための情報の入手方法を習得している。 

・表現力、相手の発言を聞き取る理解力、正確に記録する能力を習得する。
 
(8a) ・社会で起こりうる現実的な課題について、情報収集、状況把握、問
題・題材抽出、調査計画立案、実施、データ収集、分析、検討、文章化、
発表という一連の流れの仕事ができる。 

(8b) ・水産分野での国際的知識の獲得を目指した科目を開講する。 
・水産分野での地域課題への取組み感覚の涵養を目指した科目を開講する。
 
(8c) 目的とする資格取得に際し有用かつ効果的な知識や技術を習得する。 
・博物館法第五条の一及び博物館法施行規則第一条に基づく科目を開講す
る。 
(8d) ・就職試験でメリットとなる教育・訓練ができている。 
・エントリーシート、自己ＰＲ文書、面接等に対する準備ができる。 
・社会人、企業人として最低限必要とされる常識や行動が身に付いている。
 
(9) ・東京海洋大学と連携した船舶職員養成施設の一部である東京海洋大学
専攻科への進学（海技士（航海）資格取得のために必要）に必要な科目を
開講し適切に履修させる。 

 

（出典：水産学部のカリキュラム形成 PDM（学部全体）） 

 

２ 中期目標に記載している教育に関する目標との関連 

  学部教育目的と基本方針は、鹿児島大学が「教育の成果に関する目標」として掲げる、

「人類及び地域社会が抱える現実的問題に目を向けさせ、問題解決へ向けた方策の探求を

通して、創造的チャレンジ精神、具体的構想力、応用的能力を備えた人材の育成」「専門的
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資料８－３：各年度における地域別入学者の割合 
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（出典：鹿児島大学入試課資料改編）

職業能力を身につけた人材を養成」「高いコミュニケーション能力を持った人材を養成」

「教員の教育力を高める」の４つの中期目標を、水産学分野に則して具体化したものであ

る。 

 

３ 組織の特徴と特色 

  全国でも数少ない水産学部の一つであり、教育の継続的かつ機動的な改善、フィールド

教育重視、社会・国際貢献重視を特徴としている。カリキュラムは基本方針に基づきロジ

カル・フレームワークに従って設計し、継続的かつ機動的に改善するようにしている。教

員組織も大学設置基準に定める「その他」とし、カリキュラムに従い柔軟に改編できる制

度としている。基本方針とカリキュラム形成をシステム化し ISO9001 認証を取得したこの

統合型学務マネジメントシステム（学部カリキュラム形成 PDM と教育システム運用マニュ

アルに基づく活動の総称）は特色 GP にも採択され、19 年度に実施した大学機関別認証評

価や文科省が実施した「平成 19 年度評価に関するシンポジウム」でもグッドプラクティス

として評価されている。 

 

４ 入学者の状況 

  本学部の入学者は、鹿児島大学の他

学部に比べて県外出身者の割合が 59

～75%と高く（資料８－３：各年度にお

ける地域別入学者の割合）、全国から学

生が集まっている。 

 

５ 想定する関係者とその期待 

 本学部の教育に関する関係者は、受

験生・在学生及びその家族、卒業生、

卒業生の主な就職先である大洋エーア

ンドエフ、日本水産、マルハなど水産

業・食品関連企業であり、その期待す

るところは、水産分野で高度な教育を

受け、当該分野で文化の創出に参画し、

社会に貢献できる高い能力を備えた水

産技術者を養成することである。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成                         

 (観点に係る状況)  水産学科と水産教員養成課程からなる１学科１課程を設け、学部の教

育目的を実現するため、平成 19 年度に教育組織を大学設置基準に定める「その他」とし、

水産学科 5 分野と水産教員養成課程に再編した（資料８－４：新旧の教育組織及び教員組

織の概念）。 

平成 18 年度までの３教育コース５講座制度は教育組織と教員組織が異なり、教育内容

の一貫性や学生の就職状況から見て、学部の教育目的達成のために適切でなかった。そこ

で、水産分野への人材輩出(就職)を促進するため、平成 19 年度に、学生の教育分野に合わ

せて教員組織を柔軟に編成する制度に改めた。すなわち、水産学科５分野と水産教員養成

課程の教育を支える教員を「各教育分野を支える教員組織」に組織するとともに、学部の

附属施設である海洋資源環境教育研究センター及び練習船２隻の所属教員も上記の教員組

織に参加し、学部教育を支える体制とした。水産教員養成課程には２名の専任教員を配置

したが、さらに水産学科の教育分野ごとに各１名の兼務教員が当該課程の教育を支援する

体制とした（資料８－５：教員配置表、資料８－６：学科（課程）別の学生定員と収容現

員数）。 

教員１人当たりの学生定員は水産学科 2.3～4.0 人、水産教員養成課程 5.0 人で、少人

数教育に対応できる体制となっている。 

 

資料８-５：教員配置表（平成 20 年 4 月現在） 

分野等 水産学部 附属海洋資源環境教育研究センター 附属練習船 合計 

水産生物・海洋学 10 4  14 

養殖学 6(１)   6(１)

食品・資源利用学 9   9 

漁業工学 9 2  11 

水産経済学 5   5 

水産教員養成課程 2   2 

練習船教育   7 7 

＊ 養殖学の(１)はプロジェクト専任 1 名で外数 
＊ 食品・資源利用学は平成 20 年 6 月現在 10 名予定 

（出典：水産学部履修の手引、総務係の資料）   

資料８－４：新旧の教育組織及び教員組織の概念  
                  ｜  
           教員組織    ｜  
                  ｜  
                  ｜  
                  ｜  
                  ｜  
                  ｜  
                  ｜  
                  ｜  
                  ｜  

（出典：鹿児島大学水産学部概要及び履修の手引（2006 年版及び 2007 年版））

平成 18 年度以前の体制  

教育組織  
水産学科 
 水産社会コース 
 水産環境コース 
 水産資源コース 

水産教員養成課程 
 水産教員養成課程 

講座 
 環境情報科学講座 
 漁業基礎工学講座 
 海洋社会科学講座 
 資源育成科学講座 
 資源利用科学講座 
付属施設 
 附属海洋資源環境 

教育研究センター 
 附属練習船 

平成 19 年度以後の体制  
教育組織  教員組織  

水産学科
 水産生物・海洋学分野 
 養殖学分野 
 食品・資源利用学分野 
 漁業工学分野 
 水産経済学分野 
水産教員養成課程
 水産教員養成課程分野

分野 
水産生物・海洋学分野 
養殖学分野 
食品・資源利用学分野 
漁業工学分野 
水産経済学分野 

付属施設 
 附属海洋資源環境 

教育研究センター 
 附属練習船 
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資料８-６：学科（課程）別の学生定員と収容現員数 

年  度 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

水産学科（定員130名） 566 名 555 名 560 名 566 名 

水産教員養成課程（定員10名） 57 名 56 名 55 名 52 名 

  （出典：鹿児島大学学則別表第２（第５条関係）、教務係資料）   

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制               

 (観点に係る状況)  教育の改

善に取り組む学部内組織として、

教育委員会、カリキュラム企画

委員会、ファカルティ・ディベ

ロップメント委員会（以下 FD

委員会と略す）、ISO 委員会、ISO

教育システム実施委員会を設け

ている。教育内容の改善にはカ

リキュラム企画委員会が、教育

方法の改善には FD 委員会が当

たり、これらの教務実務化に教

育委員会が当たる。学務全般の

継続的改善のモニタリングには

ISO 委員会が、その実務には ISO

教育システム実施委員会が当た

り、各委員会の活動は、教育シ

ステム運用マニュアルに従って

実施される（資料８－７：プロ

セス適用表）。 

教 育内 容の 改善 への 取り 組

み： 平成 18 年度までは、シラ

バス作成とそのチェック(Plan)、

授業の実施(Do)、授業のモニタ

リング並びに学生による授業ア

ンケート評価（Check）、評価結

果のシラバスへの反映と授業改

善方針の作成(Action)、による

授業管理を主として実施してい

た（資料８－８：シラバス運用

フロー図）。 

 平成 19 年度に、授業管理から

カリキュラム管理へ発展させる

ため、教育システム運用マニュ

アルを全面改訂し、統合型学務

マネジメントシステムを完成し

た。このシステムでは、学部教

育目的及び基本方針に則り、カ

リキュラムの構成、授業コンテ

ンツの作成(Plan)、コンテンツ

に基づくシラバスの作成と授業

の実施(Do)、在校生や卒業生、

資料８－８：シラバス運用フロー図 

（出典：教育システム運用マニュアル抜粋 p18）

資料８－７：プロセス適用表 

（出典：教育システム運用マニュアルp10）
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資料８-10：各年度における授業アンケート及び授業改善

報告書の実施状況 
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（出典： 授業アンケート結果の報告及び授業改善報告書） 

就職先企業等からのカリキュラム

等の評価(Check)、及び評価結果に

基 づ く カ リ キ ュ ラ ム の 改 善

(Action)を行う。従来の PDCA サイ

ク ル は 、 授 業 の 実 施 に 係 る

Sub-PDCA とし、引き続き利用して

いる。これらを制度的に保障する

ために、上記委員会群の業務分掌

とトップマネジメントの責任を教

育システム運用マニュアルに明示

している（資料８－９：教育マネ

ジメントシステムのプロセス）。 

教育方法の改善への取り組み： 

学部の FD 活動は、FD 委員会規則

と教育システム運用マニュアルに

従い、FD 講演会等の教育従事者教

育訓練計画の企画、授業アンケー

ト、授業改善報告書、授業公開・

授業参観報告書の実施と取りまと

め、FD 活動の評価などを実施して

いる。これらの活動の評価結果（水

産学部教育訓練における FD 活動

評価の総括）は、定期的にトップ

マネジメントがレビューし、優先

度をつけて継続的な改善に取り組

むシステムを持っている（資料８

－９：教育マネジメントシステム

のプロセス）。 

授業アンケートは、平成 16 年

度以降、ほぼ全授業科目で実施し

ている。アンケート結果をもとに

授業担当教員自ら授業を点検評価

し、改善の方策を授業改善報告書として提出している。報告書の提出率は、平成 19 年度で

60%と毎年着実に上昇している（資料８-10：各年度における授業アンケート及び授業改善

報告書の実施状況）。 

 平成 18 年度から、全授業科目で授業公開・参観を実施し、授業力の向上に努めている。

授業公開の実施後、担当教員が行う点検評価の結果を授業公開・授業参観報告書として FD

委員会が集約している。実施開始以来、すべての担当教員から点検評価書の提出がある。 

平成 17, 18 年度には、FD 委員会が授業アンケート、授業改善報告書、授業公開・授業

参観報告書の自己分析結果から、授業での具体的な工夫の事例を Good Practice として取

りまとめて授業改善マニュアルを作成し、構成員に配付している。 

これらの取り組みの結果、学生の満足度と理解度が毎年度増加もしくは高い水準で保た

れており、授業の教育内容及び教育方法に改善と向上が見られる（資料８－11：学生によ

る授業アンケートにおける理解度及び満足度の年度変化）。 

  

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由) 平成 17 年度の特色 GP に採択されて以来、従来のシラバス管理からカリキュ

資料８－９：教育マネジメントシステムのプロセス 

 
（出典：教育システム運用マニュアル p10）
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資料８－11：学生による授業アンケートにおける理解度

及び満足度の年度変化 
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水産概論 漁業学

水産増養殖学 水産食品の科学

水産経済入門

 
（出典：平成 16－19 年度授業アンケート結果）

ラム管理へのステップアップに取り

組み、平成 19 年度に教育システム運

用マニュアルの大幅改訂を行った。

主な変更点は、従来のシラバスを中

心とした継続的改善のノウハウを教

育実現（D）の中のサブ PDCA サイク

ルとして継承・活用しつつ、卒業生

や就職先からの情報等をカリキュラ

ムに反映すること、学部の人員や施

設などの資源を最適に投入するよう

にした点にある。統合型学務マネジ

メントシステムに則ったカリキュラ

ム管理は、既存の開講科目から積み

上げる改善とは異なり、学部が掲げ

た学部教育目的及び基本方針を達成

するのに必要な授業コンテンツにブ

レークダウンし開講科目を設定する

もので、根本的な質の改善を行った

点で特筆に値する。 

教育方法の改善も、教育システム

運用マニュアルに則り、主に学生・

教職員による授業評価と教育訓練に

より実施している。授業アンケート

実施後に担当教員が作成する授業改

善報告書の提出率は年々向上してい

る。平成 17 年度以降、改善例を盛り

込んだマニュアルを配付し、評価結

果を学部全体へフィードバックした。

構成員全体で改善策のノウハウが共

有できるようにシステム化できたことは、今後の継続的教育改善につながる。 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成                          

(観点に係る状況)  教育課程は、水産学科と水産教員養成課程で構成しており、水産学科

には水産生物・海洋学、養殖学、食品・資源利用学、漁業工学、水産経済学の５分野を設

けている。教育課程の編成は、水産学部のカリキュラム形成 PDM で、学部教育目的及び基

本方針を達成すべく分野設定、授業科目の配置及びその内容を明示し、編成の論理的流れ

も検討し、それを教育委員会が具体化している。 

共通教育科目と専門教育科目の割合はほぼ１対２である。専門教育科目では、全分野の

学生が修得すべき科目である学部共通科目は全単位の 17％、水産学部として重要な実習

（乗船実習を含む）、実験、演習は、全科目の 37％を占めている（資料８‐12：分野別の

４年間の教育の流れ）。 

学部教育目的で重視している国際貢献に必要な英語能力を向上させるために実用英語

８科目を専門教育で開講しており、毎年約 200 名の受講がある（資料８-13：実用英語の履

修状況）。 
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資料８-13：実用英語の履修状況 

年度 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

履修者 288 名（8 科目） 212 名（8 科目） 81 名（5 科目） 155 名（4 科目）

合格者（割合%） 244 名（85%） 179 名（84%） 63 名（78%） 101 名（65％）

＊平成18年度には、一部の科目で受講者数制限があったため履修者数が減少した。 

（出典： 履修者一覧表、成績原簿）  

 

 授業科目の内容、学習目標、開講期は、学

部教育目的、基本方針及び分野の教育目標を

実現するように水産学部のカリキュラム形成

PDM でブレークダウンしながら決定し、シラ

バスに明示している（資料８-14：シラバスの

１例「水産学概論」）。シラバスは、教育シス

テム運用マニュアルに則り、その内容の妥当

性、開講時期などをレビューして作成され、

授業アンケートの結果、担当教員間の相互評

価結果に基づき改善される（資料８－８：シ

ラバス運用フロー図、P８－６）。シラバスに

基づく授業を確実に実施するために授業実施

のモニタリングを行っている。ISO-Web を開

発・運用しており、シラバスの作成・チェッ

ク(Plan)とシラバスに基づく授業実施のモニ

タリング(Check)はほぼ 100%実施されている

（資料８-15：各年度における授業モニタリン

グ表の実施状況）。 

 

 

（出典：水産学部のカリキュラム形成PDM付属文書）

資料８－14：シラバスの１例「水産学概論」 

（出典：ISO-WEB 水産学部シラバス）

資料８‐12：分野別の４年間の教育の流れ
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資料８－16：水産学部の教育の流れの例 

（出典：水産学部履修の手引き平成 19 年度）

資料８-15：各年度における授業モニタリング表の実施状況 

項目 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 前期

授業モニタリング実施科目数 165 171 173 82 

実施率（％） 95 99 100 100 

（出典：ISO-WEB） 

 

 授業科目の開

講期は、１年次

に共通教育・教

養科目を履修し、

２年次に専門科

目の基礎となる

科 目 を 、 ３ 年

次・４年次に専

門科目の応用を

習得できるよう

に編成している

（資料８－16：

水産学部の教育

の流れの例、資

料８‐12：分野

別の４年間の教

育の流れ、P８－

９）。 

 

 

 

 

観点 学生や社会からの要請への対応                    

 (観点に係る状況) 平成 18 年度から、卒業生を対象に、学生部作成のアンケート（鹿児

島大学における教育の成果・効果の検証）により学部教育の満足度を調査している。平成

19 年度に全面改訂した教育システム運用マニュアルでは、社会からの要請等（学術の発展

動向を含む）に対応するため、卒業生並びに卒業生を採用している企業の意見を取り入れ、

カリキュラム形成 PDM に反映し、基本方針に基づきロジカル・フレームワークに従ってカ

リキュラムをシステム的に設計し機動的かつ継続的に改善するようにしている（資料８－

９：教育マネジメントシステムのプロセス、P８－７）。 

水産学部履修規則では「学生は他の学部等の授業科目を当該学部などの定めるところに

より履修することができる（規則 11 条）」、また「学生が他の大学または短期大学において

履修した授業科目について修得した単位は本学部における授業科目と見なし、単位を与え

ることができる（規則 12 条）」としている。他学部開講の授業履修者は、各年度 415～532

名に達している。他大学との単位互換、特別聴講、科目等履修の履修者は、それぞれ各年

０～５名である（資料８-17：他学部開講科目と他大学の単位互換科目の履修状況、資料８

-18：科目等履修生と特別聴講生の状況、資料８-19：留学の状況）。 

インターンシップ履修を推進しており、毎年 13-14 団体の受入先に 17-27 名の受講者が

あった（資料８-20：インターンシップの状況）。平成 19 年度に改訂したカリキュラムで「キ

ャリア開発」を５期（平成 21 年度から開講）の必修科目とし、平成 20 年度に試行的に開

講した。 
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資料８-17：他学部開講科目と他大学の単位互換科目の履修状況 

年度 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

他学部履修科目数

（内合格者） 
443（342） 532（424） 415（350） 419（368） 

他大学修履修科目数 0 2 5 1 

（出典： 成績原簿） 

 

資料８-18：科目等履修生と特別聴講生の状況 

年度 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

科目等履修生 

（履修単位数） 
5 名（23 単位） 8 名（20 単位） 4 名（26 単位） 3 名（21 単位）

特別聴講生 
3 名（大連水産学

院・済州大学校）

3 名（大連水産学

院・江陵大学校）

3 名（大連水産学

院・江陵大学校） 

3 名（大連水産学

院・釜慶大学校）

（出典： 科目等履修生入学願書、特別聴講生入学願書） 

 

資料８-19：留学の状況 

年度 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

正規留学 
1 名（大連水産

学院） 
0 名 

1 名（釜慶大学

校） 

1 名（大連水産

学院） 

非正規留学 

（休学・語学研修）

3 名（韓国・ｵｰ

ｽﾄﾗﾘｱ･ｱﾒﾘｶ） 
0 名 1 名（アメリカ） 

1 名（オースト

ラリア） 

（出典： 留学願） 

 

資料８-20：インターンシップの状況 

年度 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

インターンシップ先 13 団体 13 団体 14 団体  12 団体 

受講人数 23 名 17 名 27 名  20 名 

（出典： インターンシップの手引き） 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由)  本学部は、大学設置基準に則り水産学科と水産教員養成課程で構成され、そ

の教育課程の編成及び学生や社会からの要請への対応体制は、本学部が有する統合型学務

マネジメントシステムにより、論理的形成、継続的改善が可能となっている。すなわち、

PDCA サイクルにより、卒業生及び卒業生の就職した企業等からのアンケートと評価を通じ

て得られた教育へのニーズは、学部のカリキュラム形成 PDM に常に反映され、教育分野の

改善、授業科目の配置、授業内容の改善など、カリキュラム全般が継続的に改善される仕

組みが構築され機能している。 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫                

 (観点に係る状況) 授業形態の組合せも水産学部のカリキュラム形成 PDM により論理的

に導出、設計し、学年進行とともに、講義から実験、実習へと学習の中心が移行するよう

配慮している。必修科目と選択科目の比率、視聴覚教育の導入、フィールド教育重視の学

習指導法にも工夫している。 
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開講科目中講義科目の比

率は１-４期に 70-100％、

５期以降 30-40％と減少し、

実 験 、 実 習 の 比 率 は

20-30％から 60-70％と学

年進行とともに増加するよ

う 配 置 し て い る （ 資 料 ８

-21：授業形態別開講科目の

期別変化）。必修科目の選択

科目等に対する比率も平均

38％とバランスよく配置し

ている。 

講義科目の平均受講者数

63-70人に対し、実験、実習

科目は平均17-37名で少人数

教育である（資料８-22：開

講形態別履修状況）。講義科

目や演習科目の一部に履修者が２-３名のものがあるのは、海技士等の資格取得に係る科目

である。 

主要授業科目（必修科目）はほぼ全教員で担当し、概ね１教員が２− ５科目担当してい

る（資料８-23：主要授業科目への専任教員配置状況）。 

 

資料８-22：開講形態別履修状況（平均（最小-最大）） 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

講義 70 (3-164) 65 (17-167) 63 (15-170) 65 (5-161) 

演習 26 (8-73) 23 (4-43) 20 (4-48) 23 (2-84) 

実験 33 (6-73) 37 (11-71) 26 (6-69) 29 (5-76) 

実習 25 (10-45) 20 (7-44) 17 (7-52) 21 (8-48) 

  （出典： 各年度の水産学部開講科目受講者一覧を改編） 

 

資料８-23：主要授業科目への専任教員配置状況 

分野 主要授業科目数 延べ科目担当者数（専任教員数）

水産生物・海洋学分野 30 28（14） 

養殖学分野 27 33（６） 

食品・資源利用学分野 33 38（10） 

漁業工学分野 39 44（14） 

水産経済学分野 32 31（４） 

水産教員養成課程分野 28 19（２） 

      （出典： 水産学部履修の手引き（平成19年度）改編） 

 

 シラバスは、教育システム運用マニュアルに規定されている手順で作成され、教育課程

の目標に沿った授業目標、15 回の授業内容、関連する科目、単位認定基準が明記されてい

る（資料８-14：シラバスの１例「水産学概論」、P８－９）。授業の進め方もそれぞれの科

目にあった方法で実施されている。 

平成 16 年度末には講義室１室を改装し、学生用 PC 55 台を備えた情報基盤センターの

サテライト室とした。平成 17 年度から５科目の講義・演習科目をサテライト室で開講し、

受講者総数は 124− 182 名であった（資料８-24：パソコン教室の活用状況）。13 号講義室

には学部独自に PC18 台を設置し、少人数の演習やゼミなどに活用している。 

フィールド教育を強化支援するために、附属施設(練習船 2 隻、教育研究センター)を置

いている。学部所属の技術職員を統合して技術部を設置し、特にフィールド系の実習や実

資料８-21：授業形態別開講科目の期別変化 
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（出典：カリキュラム形成PDM 関連文書「分野別教育の流れ」）



鹿児島大学水産学部 分析項目Ⅲ 

－8-13－ 

験の補助を行うことで、教育の質と学生の安全性を高めている（資料８-25：平成 18 年度

技術職員室対応の実験、実習実績）。 

 

資料８-24：パソコン教室の活用状況 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

41 号（55 台） 122 名（1 科目） 182 名（5 科目） 174 名（5 科目） 124 名（5 科目）

13 号（18 台） 73 名（4 科目） 43 名（4 科目） 31 名（2 科目） 13 名（1 科目）

  （出典： 各年度の水産学部開講科目受講者一覧を改編） 

 

資料８-25：平成 18 年度技術職員室対応の実験、実習実績 

 実験 実習 

件  数 177 件 109 件 

補助延べ人数 211 人 146 人 

           （出典： 実験・実習科目支援報告書（技術部）を集計）      

観点 主体的な学習を促す取組                      

 (観点に係る状況)  附属図書館水産学部分館を平日 5 時以降及び土曜日も時間外開館す

るとともに、教室等を開放して、学生の自主学習のためのスペースを提供している。特に、

パソコン教室 2 教室（PC18 台、PC55 台）を学生の自習利用に開放しており、うち一つは

TA を夜間配置することで開放時間を延長し、学生の利用の便を図っている（資料８-26：

自主学習施設一覧）。ヘッドセットも整備して e ラーニング教材の利用に対応している。 

 

資料８-26：自主学習施設一覧 

部屋名 席 数 設  備 備    考 

13 号講義室 18 パソコン 18 台 空き時間自由利用（夜間利用に対応）

41 号講義室 126 パソコン 55 台 空き時間自由利用 

全講義室 － － 空き時間自由利用 

  （出典： 教務係資料） 

 

水産学部履修規則第 10 条で履修登録単位の上限を設け、授業時間外の学習時間を確保

している。学生アンケートに自習を必要とする授業構成であったか否かを問う項目を設け、

授業以外の時間での学習の指導の必要性を教員に喚起している。 

 「履修の手引き」で４年間のカリキュラムの概要を示すとともに、水産学部のカリキュ

ラム形成 PDM から導出された各分野・サブ分野での履修モデルを明示している（資料８－

16：水産学部の教育の流れの例、P８－10）。毎期末には助言指導教員が学生に直接成績表

を手渡し、各自の履修状況を確認させながら体系的な履修の助言をする体制とし、単位の

実質化を図っている。 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を大きく上回る 

(判断理由)  水産学部のカリキュラム形成 PDM の中で、機関目的であるスーパーゴールか

ら導いた学部教育目的、基本方針に従って教育内容と教育方法を論理的に導出、設計して

いる。これを統合型学務マネジメントシステムとして学部で管理し、継続的改善が可能な

ようにしてある。教育システム運用マニュアルでは、諸法規、学生のニーズ、社会のニー

ズ、学部の方針等を常に点検評価し、教育目的に反映するとともに、講義、演習、実験、

実習などの授業形態の組み合わせや必修科目、選択科目の比率などに反映することを規定

している。これは特色 GP の一部でもあり、鹿大全体でも最大級の特記事項である。 

学生の主体的な学習を促すために、パソコンを装備した教室の学生への開放など、施設

面での支援を進めるとともに、学部、助言指導教員からの履修モデルの提示、履修登録上
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限科目数の設定、授業時間外の学習を促進するためにグループ討議・課外調査を授業に取

り込むなどして、単位の実質化に取り組んでいる。 

以上のように、教育方法を継続的に改善できる様々な工夫がなされている。 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力                 

（観点に係る状況） 問題解決能力、ディベート、プレゼンテーション能力の強化のため、

実験データのまとめ方、漁業基礎工学実験Ⅱなどの９科目で（資料８－27：学生の問題解

決、ディベート、プレゼンテーション能力強化を目標とした科目の履修状況）、学生に実

験結果などを発表させている。離島での地域貢献型研究に学生を参加させ（過去3年間の学

生参加数12人）、実践的問題解決能力の向上に努めている。統合型学務マネジメントシス

テムの開発導入以降、各科目の合格率が上昇しており、学力向上に対する教育改善の効果

が現れている。 

 

資料８－27：学生の問題解決、ディベート、プレゼンテーション能力強化を目標とした科

目の履修状況 

 受講者数 合格率（％） 

 平成

16 

平成

17 

平成

18 

平成

19 

平成

16 

平成

17 

平成

18 

平成

19 

実験データのまとめ方 - 38 31 36 - 97 100 100 

水産資源乗船実習 31 27 24 24 68 89 96 83 

漁業基礎工学実験Ⅱ 21 23 13 16 62 83 85 88 

科学英語 153 254 143 163 92 96 89 92 

水産経営学演習Ⅰ 50 26 22 13 80 85 91 92 

水産経営学演習Ⅱ 34 27 24 21 74 100 88 95 

遠洋調査実習（乗船実習) 31 33 28 22 100 97 100 100 

環境情報科学実験 - 12 6 7 - 100 100 86 

環境保全実習 20 6 8 13 95 83 100 92 

  （出典： 成績原簿） 

 

留年者数が 20 名前後で推移しているのは、卒業研究開始要件に専門科目 70 単位以上の

修得を義務づけた結果であり、これは学生の資質向上の担保の 1 つである。毎年度の卒業

者数は 134～143 名で、水産学部の入学定員 140 名に近い値であまり変動していない。卒業

時の平均取得単位数は 18 年度までは 140～146 単位と卒業要件単位数 126 単位を上回って

いたが、19 年度には 129 単位に減少した。これは、教育の質の向上を担保するために平成

平成 17 年度から導入した、単位登録上限制度の結果と考える（資料８－28：留年者数、卒

業者数、卒業時における平均単位取得数一覧）。 

 

資料８－28：留年者数、卒業者数、卒業時における平均単位取得数一覧 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

新規留年者数 21 15 22 20 

留年者総数 36 29 39 38 

卒業者数 143 136 134 133 

平均取得単位数 144 146 140 129 

（出典： 学部概要、成績原簿）   

 

 水産学部教員養成課程の定員は 10 名で、毎年ほぼ全員が教員免許を取得している。教員

養成課程以外の学生 10～15 名も教員免許を取得している（資料８－29：教員免許取得状況
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一覧）。 

 

資料８－29：教員免許取得状況一覧（中学校・高等学校教諭一種免許状） 

  平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

免許  高校水産 18 14 16 14 

高校理科 23 21 20 22 

中学校理科 3 6 1 6 

（出典： 教育職員免許一括申請及び個別申請）  

 

平成 16～19 年度の卒業生のうち就職者数（大学院進学を除く）は 73～91 名で、そのう

ち水産業及び食品・流通産業と関連した職種への就職率は 59～65%であった。教員就職者

数及び就職率は１～４名、及び４～19%であった。 

観点 学業の成果に関する学生の評価                   

(観点に係る状況)  教育システム運用マニュアルでは、シラバスに対応した授業の実施と

学生の満足度をモニタリングするよう規定しており、授業担当教員は授業満足度と他の項

目との相関を参考に授業内容やその進め方などの改善に役立てている。 

平成 16 年度からの授業満足度とシラバスに対応した授業の実施、その他の項目につい

て、全開講科目の年間平均値の追跡調査をした結果、満足度及びシラバスに対応した授業

の実施に係る評価点にあまり変化はないが、４点評価で 3.3 点台と他の項目と比較して高

い水準を保っていた（資料８－30：各年度における授業アンケート結果）。理解度や時間外

学習、プレゼンテーション資料の充実に係る項目の評価点は、わずかながら年々上昇傾向

にあり、改善が進んでいると考える。 

 

資料８－30：各年度における授業アンケート結果（全科目平均値） 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19（前期）

満足度 3.27 3.27 3.31* 3.39* 

シラバスに対応 3.33 3.34 3.28 3.36 

理解度 2.90 2.94 3.16* 3.18* 

時間外学習 2.48 2.54 2.64 2.76 

資料 OHP 等の充実 3.15 3.19 3.22 3.29 

* 平成 18 年度からアンケート項目を見直したため、類似項目の数値を掲載した。 

（出典： 授業アンケート結果の報告）   

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を上回っている。 

(判断理由) 毎年定員とほぼ同数の学生が卒業要件単位数以上の単位を修得して卒業し、

教員養成課程以外の学生も教員免許を取得するとともに、就職者の半数以上の学生が水産

学と関連した分野に就職するなど、一定の水準は保たれている。水産学部では、学部教育

目的を実現すべく統合型学務マネジメントシステムを開発導入し、それ以降各科目の合格

率が上昇し、学生の授業に対する満足度も高い水準で維持され、理解度も年々増加するな

ど、学業の成果の向上が現れている。 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業後の進路の状況                             

(観点に係る状況) 平成 16 年度以降、就職率は 83％から 98％へと向上しており、進学者数も毎年度

25～40 名と比較的高い。無業者のほとんどは次年度の教員または公務員受験希望者である（資料８－
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31：学部卒業者の就職等の状況）。 

就職者のうち漁業、食料品・飲料等製造業、魚市場・水産商社などの水産業及び食品流通産業と関連

した職種に約 60％が就職している。水産高校などの教員となるものも加えると、本学部は水産関連分

野に多くの人材を輩出しているといえる。地域別では、鹿児島を含む九州での就職が約 40％、関東が

約 30％、関西が約 15％と全国にまたがっている（資料８－32：学部卒業者の地区別就職先）。 

 

資料８－31：学部卒業者の就職等の状況 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

求人件数 1600 2140 1884 2242 

卒業者数 143 136 134 139 

進学者数 34 25 40 33 

就職希望者数 96 101 83 96 

就職者数 80 91 80 94 

無業者 16 10 3 2 

その他 13 10 11 10 

就職率（％） 83.3 90.1 96.4 97.9 

（出典：就職支援ガイドブックJOBHUNTING GUIDE 2005 – 2008）        

 

資料８－32：学部卒業者の地区別就職先 

  平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

鹿児島 19 29 14 18 

九州 12 17 21 16 

四国 1 2  2 

中国 3 1 4 6 

近畿 12 10 10 10 

中部 6 7 4 3 

関東 26 21 27 38 

東北  3  1 

上記以外 1 1  0 

地
区
別
就
職
者
数 

計 80 91 80 94 

（出典：就職支援ガイドブックJOBHUNTING GUIDE 2005 – 2008）         

観点 関係者からの評価                             

(観点に係る状況)  卒業生に対する調査：平成 18 年度から学生部作成のアンケートに、学部独自の質

問６項目を追加設定し、学部教育の満足度の調査を行っている。平成 18 年度には、回収率 10.8%で「現

在の就職先に勤めるにあたり役に立ったこと」として教員の指導が 35%と最多であった。「現在の仕事

に役に立っていると思う講義等」では、遠洋航海を含む乗船実習、卒業研究、臨海実習、実用英語、海

洋気象学、海洋環境学、水産マーケティング、藻類学、食品学、生理学が挙げられ、専門教育、フィー

ルド教育が水産系企業での業務に生かされていることが窺われる。「現在の仕事のためにあればよかっ

たと思われる科目等」では、より実践的な航海実習、漁業者・水産業者の講演、水産生物に触れられる

フィールドワークが挙げられ、より実践的フィールド教育の重要性が指摘された。 

企業に対する調査：平成 19 年度に、本学部教員が水産系企業５社を訪問してアンケート調査した。

全般に卒業生が習得した水産学の基本的な知識と技能を評価しており、各企業に共通していた項目は、

「電子媒体を使った報告書作成及びプレゼンテーション能力」で、研究職を除いた職種で共通した項目

は「現場での業務に対応できる能力」であった。 

以上のように、卒業生及び就職先企業の評価は、本学部における教育がその教育目的としている水産

系企業での業務に一定の成果を挙げていることを示している。 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準にある。 
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(判断理由) 卒業生は本学部の基本方針に沿った進路へ進んでおり、その割合は進学者も含めると約

80％である。卒業生は就職後の業務に役立った講義として、本学部が開講している多くの専門科目を挙

げており、企業は卒業生が習得した水産学の基本的な知識と技能を評価している。これらのことから、

本学部の教育の成果や効果は卒業後の業務に役立てられていると判断する。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 

①事例１「統合型学務マネジメントシステムの開発」(分析項目Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ) 

(質の向上があったと判断する取組) 本学部で開発した統合型学務マネジメントシステムは、無形で計

量が不可能な教育なるがゆえに抱えていた諸問題を可能な限り解決し、教育制度全体の質を向上させた。

すなわち、カリキュラム形成 PDM において、学部教育目的から基本方針を導き、その具体的教育課程と

教員組織を論理的に導き出し(資料８－２：カリキュラム PDM で定義された学部教育目標、カリキュラ

ム目標及び達成指標、P８－２、資料８－４：新旧の教育組織及び教員組織の概念、P８－５)、教育内

容も達成指標として規定すると同時に、シラバスで明示している。シラバスと教育制度全体は PDCA サ

イクルにより常に継続的改善が可能となっている(資料８－８：シラバス運用フロー図、P８－６、資料

８－９：教育マネジメントシステムのプロセス、P８－７) 。その結果、教員による授業改善報告書が

年々増加し(資料８-10：各年度における授業アンケート及び授業改善報告書の実施状況、P８－７)、学

生の放棄率は漸減し(資料８－28：留年者数、卒業者数、卒業時における平均単位取得数一覧、P８－14)、

学生の満足度は高水準で保たれ、かつ理解度は漸増している(資料８－11：学生による授業アンケート

における理解度及び満足度の年度変化、P８－８、資料８－10：各年度における授業アンケート及び授

業改善報告書の実施状況、P８－７)。以上のことから水産学部の教育制度の質は大きく向上していると

判断できる。 
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Ⅰ 人文社会科学研究科の教育目的と特徴 

１．基本方針 

(1)鹿児島大学の中期目標 本学では中期目標に「高度専門職業人、研究者の養成を図る」「国際化、

情報化に対応し、社会をリードし、国際的に活躍できる人材を育成する」（教育に関する目標、大学院

課程）を掲げている。 

(2)人文社会研究科の教育研究上の目的 これをうけ、本研究科博士前期課程では「幅広く深い学識の

涵養を図り、研究能力に加え高度の専門的な職業を担う能力を有する人材の養成」を、博士後期課程で

は「研究者として自立して研究活動を行うに足りる研究能力及び高度の専門性が求められる社会の多様

な方面で活躍し得る高度の研究能力とその基礎となる豊かな学識を有した人材の養成」（人文社会科学

研究科規則第２条)を基本方針としている。 

２．達成しようとする基本的な成果 

上記の教育研究上の目的を達成するために、博士前期課程では特定領域の専門的知識を、博士後期

課程では広い領域の専門的知識をまとめ上げる能力を身に付けさせることを目指している。また、学

生は一般学生、社会人、留学生より構成され、後期課程では社会人が半数を占めている。これらを踏

まえ、各専攻では以下のような能力の養成を目指している（人文社会科学研究科規則第 2条の 2より）。 

課程 専攻名 教育目標 

法学専攻 

地域のニーズに根ざした法的及び法政策的課題に応え得る能力、並びに

法、行政及び政治に関する知識を有し、理論的・実践的に問題を解決でき

る能力。 

経済社会 

システム専攻 

国際化、情報化、過疎化、高齢化に伴う地域の諸課題に応え得る能力並び

に経済学、経営学及び社会学の基礎的知識を有し、活力ある自立的な地域

づくりに貢献できる人材。 

人間環境文化論

専攻 

人間の行動、現代文化、地域、環境、人類についての専門知識を有し、社

会・文化環境の変化を適切に理解し、地域の発展と良好な環境の形成に貢

献できる人材。 

国際総合文化論

専攻 

日本及び世界の思想、言語、文学、歴史についての専門知識を有し、国際

的・総合的な視野をもって文化交流を担い、日本文化を発信できる人材。

前 

期 

課 

程 

臨床心理学専攻
幅広い領域で活躍できる臨床心理学の高度専門職業人。（19年度の専門職

大学院臨床心理学研究科の設置に伴い、そちらへ移行） 

後期

課程 

地域政策科学 

専攻 

地域の抱える社会的、文化的問題を自ら発見し、解決する能力。既存の学

問の枠組みを超えた広い視野からこれらの問題に取り組み解決する能力。

３．個性・特色 

(1)プロジェクト研究による教育 教育方法として、プロジェクト研究を導入している。これは、地域

の具体的な課題を設定し、資料調査やフィールドワークを行うことにより、その解決方法を身に付け

させる、実践的教育方法である。特に後期課程では、学生募集の際にプロジェクト・テーマを公表し、

入学後はプロジェクト研究を中心として、人材育成を行っている(分析項目Ⅲ参照)。 

(2)奄美サテライト教室 離島に居住する人々に高度な専門教育の機会を提供すること及び離島の振

興や活性化をになう人材を養成することを目的として、奄美市と徳之島に奄美サテライト教室を開設

している（「Ⅲ 質の向上度の判断」参照）。 

(3)他大学大学院と連携協力した教育 下関市立大学大学院と交流協定を結び、学生交流及び共同研究

の面で、国公立を超えた連携を推進している(分析項目Ⅲ参照)。 

４．想定される関係者とその期待 

想定される関係者は、在学生、修了生、地域社会である。在学生は、高度専門的知識と共に、幅広

い知識を身に付けることを希望している。修了生は、幅広い教養及び専門的知識、コミュニケーショ

ン能力を重視している。地域社会は、政策立案などを担当する管理職者としての能力やコミュニケー

ション能力、幅広い教養を本研究科に期待している。また、離島は高度な専門的教育の機会の提供を

本研究科に期待している。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況)  研究科の目的を達成するために、博士前期課程４専攻及び博士後期課程１専攻の

５専攻を設置し、学生定員・現員数に照らし合わせて、以下のような教員配置を行っている（資料Ⅰ-

１、資料Ⅰ-２）。 

 

資料Ⅰ-１ 各課程・専攻の組織及び教員現員数（平成20年３月１日現在）（単位：人） 

課程 専攻 教 授 准教授 講 師 助 教 現 員 

法学専攻 8 5 0 0 13 

経済社会システム専攻 14 10 0 0 24 

人間環境文化論専攻 12 6 0 0 18 

国際総合文化論専攻 19 12 0 0 31 

博士前期課程 

臨床心理学専攻※  

博士後期課程 地域政策科学専攻（全て学内兼務） (18) (0) (0) (0) (18) 

合 計 53 33 0 0 86 

         ※臨床心理学専攻は、平成 19 年度に専門職大学院臨床心理学研究科へ移行。 

 

資料Ⅰ-２ 各専攻の学生定員及び現員数（平成 20 年３月１日現在）（単位：人） 

専 攻 学 年 現 員 
 

定員 
１年次 ２年次 ３年次

合計（一般、社会人、留学生）

法学専攻 5 4 11  15 （11、 3、 1） 
経済社会システム専攻 10 11 14  25 （13、 8、 4） 
人間環境文化論専攻 5 13 8  21 （14、 1、 6） 
国際総合文化論専攻 8 8 8  16 （12、 2、 2） 
臨床心理学専攻※ (12)  14  14 

地域政策科学専攻 7 9 9 25 （7、13、 5） 

地域政策コース 4 6 4 14  （3、7、4） 

文化政策コース 

6 

3 3 5 11 （4、6、1） 

合 計 34 43 64 9 116 （71、27、18） 

           ※臨床心理学専攻は、平成 19 年度に専門職大学院臨床心理学研究科へ移行。 
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観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況)  

(1) 改善に向けて取り組む体制 研究科教務委員会を中心に、シラバス委員会、FD 委員会が連携しな

がら、PDCA サイクルに従って教育内容、教育方法の改善に取り組む体制を作っている(資料Ⅰ-３)。18

年度には将来構想委員会を設置し、学部運営会議と連携しながら中長期的な視野に立った改善を行う制

度を整えた（資料Ⅰ－４）。奄美サテライト教室の運営については、奄美委員会を設置し、受講生の受

講希望や開講科目の調整等の作業を行っている（「Ⅲ 質の向上度の判断」参照）。 

 

資料Ⅰ-３ 教育内容、教育方法の改善に取り組む体制 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ⅰ-４ 中長期的な視野に立った教育改善を行う委員会 

学部運営会議 
学部長、副学部長、各学科長、各専攻長、事務長で構成され、学部・大学院の将来

計画、中期目標・中期計画、概算要求等、学部の管理運営に関することを審議する。

将来構想委員会 

学部・大学院の将来構想について審議する。組織の改編、教育課程の改編を伴う教

育内容・方法の大幅な改善についての検討を行い、検討結果を学部運営会議へ提案

する。 

奄美委員会 奄美サテライト教室の運営およびその改善について審議する。 
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(2)改善例 博士後期課程では、設置当初（15 年度）より、プロジェクト研究６単位（19 年度より４

単位）を必修としてきた（資料Ⅰ－５）。しかし、社会人学生のフィールドワークの時間の確保が難し

く、また、学生によっては論文のテーマとプロジェクト研究のテーマとが連続しない等の問題が生じ

たため、19 年度に修了生、学生、教員によるシンポジウム「プロジェクト研究の是非を問う」を開催

し、プロジェクト研究の見直しを行った。その結果、20 年度より、①人文系と社会系の２種類のプロ

ジェクト研究を開講する、②１年生と２年生が共同で行うプロジェクト研究を開講する等の教育方法

の改善を行うこととなった（資料Ⅰ-５）。また、博士後期課程の授業とプロジェクト研究の実施体制

を強化するために、20 年度から博士後期課程の担当教員を 12 名増員することとした。 

 

資料Ⅰ-５ 博士後期課程地域政策科学専攻の修了単位数と教育方法の改善 

＜旧＞                      ＜新＞ 

種 類 授業科目名 必要単位数 種類 授業科目名 必要単位数 

地域総合政策論 ２単位 
地域総合政策論（人文系）

〃    （社会系）
２単位 

プロジェクト研究 ４単位 
プロジェクト研究（人文系）

〃     （社会系）
４単位 

必修科目 

特別研究 ２単位 

必修科目 

特別研究 ２単位 

選択必修科目 地域資源政策論他 ２単位以上 選択必修科目 地域資源政策論他 ２単位以上 

合  計 14 単位以上

 

 

 

合   計 14 単位以上

（『平成 19 年度博士後期課程 履修の手引き』より） 

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由)  一般学生、社会人学生、留学生、奄美サテライト教室受講生等、多様な学生に対応した

教育を実施するために、各専攻にそれぞれの専門の教員を配置している。また教育の実施に当たって

は、各種委員会が連携しながら、年度計画に従って教育を実施すると同時に、常に教育内容や教育方

法の点検を行い、改善している。19 年度には博士後期課程のプロジェクト研究の教育方法について検

討を行い、20 年度から教育方法を変更することにした。また 20 年度に博士後期課程の担当教員の増

員を行った。以上のような教育の実施、教育内容・方法の改善により、学生、社会の期待に応えてい

る。 
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分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成 

(観点に係る状況)  

(1)博士前期課程 ４専攻とも必修科目は設けていないが、特定領域の専門の知識を身に付けさせるた

めに、自専攻の授業科目を 22 単位以上修得することとしている。人間環境文化論専攻、国際総合文化

論専攻では、演習を８単位以上修得することを修了要件とし、経済社会システム専攻では、演習を８

単位以上修得することが望ましいとしている（資料Ⅱ-１）。 

 

資料Ⅱ-１ 教育課程の特色 

課程修了に必要な単位 

課程修了に必要な単位 30 単位以上 

自専攻に属する授業科目 22 単位以上   

内

訳 
他専攻および他研究科等

の授業科目 

８単位を限度とし、課程修了に必要な単位に含めることができる。

（ただし、法学専攻では、他研究科の単位については２単位を限

度として課程修了に必要な単位に含めることができる） 

 

履修指導 

専 攻 内     容 

法学専攻 １年次に 16 単位以上を修得することが望ましい。 

経済社会システム専攻 
１年次に 16 単位以上を修得することが望ましい。 

演習を８単位以上修得することが望ましい。 

人間環境文化論専攻 

国際総合文化論専攻 
課程修了に必要な 30 単位の中に演習８単位を含むこと。 

（『平成 19 年度修学の手引き』より） 

 

(2)博士後期課程 博士後期課程では、設置の目的に合わせて、地域総合政策論２単位、プロジェクト

研究６単位（19 年度より４単位）、特別研究（学位論文指導のための授業科目）を必修としている（資

料Ⅰ-５）。 

(3)社会人、留学生に配慮したカリキュラム 博士前期課程・後期課程とも、社会人や留学生を積極的

に受け入れている（資料Ⅱ-２）。社会人学生に対しては、大学院設置基準第 14 条を適用して、博士前

期課程では昼夜開講制を、博士後期課程では夜間主開講制をとっている。また、研究テーマ、資料収

集方法、論文作成方法などを特別に指導するために、法学専攻では「特別指導演習」、経済社会システ

ム専攻では「特別講義」等の特別カリキュラムを編成している。留学生に対しては、日本語の文章能

力の向上を図るために、20 年度に日本語論文指導補習を開設することとした。 

 

資料Ⅱ-２ 社会人及び外国人留学生の入学者の状況（単位：人） 

社会人 外国人留学生 
 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

前期課程 11 ６ ５ ９ ４ ７ ４ ６ 

後期課程 ４ ３ ５ ４ ３ ２ １ ２ 
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0

5

10

15

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

人

観点 学生や社会からの要請への対応 

(観点に係る状況)  

(1)奄美サテライト教室 名瀬市（現奄美市）からの要請にもとづき、離島に居住する人々に高度専門

教育の機会を提供することを目的として、16 年度に名瀬市（現奄美市）に奄美サテライト教室を開設

した。授業形態は、本研究科教員が奄美市へ赴いて講義を行い、単位を認定する形態を取っている。さ

らに 19 年度には徳之島町の要請に応えて、奄美サテライト教室徳之島分室を開設した（「Ⅲ 質の向

上度の判断」参照）。なお、奄美市サテライト教室、徳之島分室、鹿児島大学の３者の間にインターネ

ットを介して同時中継で授業ができる遠隔システムを導入し、これを利用した授業も開講している。 

 

(2)資格の取得を重視したカリキュラム 

博士前期課程では、専門的な資格取得を希

望する学生の期待に対応して、税理士試験

受験科目が一部免除になる制度の導入や、

中学校・高等学校教員専修免許の取得を重

視したカリキュラム編成を行っている。教

員専修免許取得者は、毎年 10 名前後である

（資料Ⅱ-３）。 

(3)短期履修・長期履修の制度 博士前期課

程では、優れた業績を上げた者に対して、

在学期間１年以上で修了できる短期履修制

度を設けている。また、社会人が仕事を続

けながら修学できるように、前期課程・後期課程とも、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計

画的に教育課程を履修することのできる長期履修制度を設けている。これらの制度の 19 年度までの利

用状況は、それぞれ１名、３名であった。 

(4)科目等履修生・研究生の受入 学生・社会の多様なニーズに応えるため、科目等履修生・研究生を

積極的に受け入れている（資料Ⅱ－４）。 

 

資料Ⅱ－４ 科目等履修生・研究生の受入（単位：科目・人） 

 平成 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

科目等履修生登録科目

数（（）内は人数）※ 
25（16） 19（12） 19（11） 52（35） 

研究生受入人数 ２ ４ ８ ６ 

※奄美サテライト教室を含む 
 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 博士前期課程では、特定領域の専門的知識と幅広い学識を身に付けさせるために、自専

攻の授業科目を中心としつつ、他専攻や他研究科の授業科目を修得することができる教育課程を編成

している。博士後期課程では、広い領域の専門的知識をまとめ上げる能力を身に付けさせるために、

プロジェクト研究を中心とする教育課程を編成している。また、学生や社会の要請に応じて、一般学

生に対しては資格や免許の取得を重視したカリキュラムを編成し、社会人学生に対しては夜間開講や

特別講義、長期履修制度を導入し、留学生に対しては日本語論文指導補習を実施している。さらに、

奄美市と徳之島町に奄美サテライト教室を開設し、離島の要請に対応している。 

 

 

 

 

 

資料Ⅱ-３ 博士前期課程教員専修免許取得者数 
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分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

(1)個別指導、複数指導体制 授業は、講義、演習、実習の組み合わせからなり、いずれも個別指導が

中心である。博士後期課程では学生に「既存の学問の枠組みを超えた広い視野から判断する能力を身に

付けさせる」（「Ⅰ人文社会科学研究科の教育目的と特徴」参照）ために、正副指導教員による複数教

員指導体制をとっている。 

(2)TA 制度の活用 博士前期課程・後期課程とも、学生を TA として採用し（表Ⅲ-１）、実践的な指導

補助の場で能力を身に付けさせる工夫を行っている。18 年度には「TA・RA マニュアル」を作成し、TA

の事前事後指導を行っている。19 年度には TA アンケート調査を実施し、TA 経験が学生の能力の向上に

どれだけ役立ったかについて検証を行った。その結果「大いにあった」「かなりあった」が高い比率を

占め、成果があがっていることを示している（資料Ⅲ－２）。 

 

     資料Ⅲ-１ 平成 19 年度学部開設科目の TA 採用状況（単位：人） 

授業科目 法政策学科 授業科目 経済情報学科 授業科目 人文学科

課題研究 3 
エンドユーザ 

実習 
6 演習・実験 28 

演習 3 演習 4   

講義 1 特殊研究 2   

  講義 5   

合計 7  17  28 

   ※上記以外に、マスコミ論３、マスコミ論１に TA2 名を採用している。

 

資料Ⅲ－２ 「TA をやって自分のメリットになったと思いますか」 

（①大いにあった、②かなりあった、③いくらかあった、④あまりなかった、⑤全くなかった） 

評価 ① ② ③ ④ ⑤ 

割合（％） 46.7 43.3 10.0 0 0 

（『平成 19 年度後期人文社会科学研究科授業評価アンケート結果報告書』より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                   鹿児島大学人文社会科学研究科 分析項目Ⅲ 

－9-9－ 

(3)プロジェクト研究による学習指導 博士後期課程では、学生募集の際にプロジェクト・テーマを公

表し、入学後２年間、プロジェクト研究を行うことにより、管理運営能力を身に付けさせる工夫を行っ

ている。プロジェクト研究の成果は、毎年、一般市民が参加する報告会において公開し、意見交換を行

っている（資料Ⅲ-３）。 

 

             資料Ⅲ-３ 博士後期課程のプロジェクト研究報告会 

回 開催日 テーマ 参加者数（含一般）

第１回 2004 年 2 月 28 日 
「これからの観光のはなし」 

「地域経済とグローバリゼーション」     他 
57 名 

第２回 2005 年 2 月 19 日 
「新しい地域文化の継承と発信」 

「外国人労働者の受け入れと地域の経済社会」他 
90 名 

第３回 2006 年 2 月 18 日 
「市町村合併と住民意識」 

「地域生活を豊かに耕す市民活動」      他 
99 名 

第４回 2007 年 2 月 17 日 
「鹿児島が育んだ国際化活動の先駆け」 

「超高齢社会における地域生活の活性化」   他 
59 名 

第５回 2008 年 2 月 16 日 
「農業とグリーン・ツーリズム」 

「若者の職業観と地域の教育力」       他 
80 名 

 

(4)学位論文作成のプロセスの明確化 博士後期課程では年２回、学位論文の審査を行っている。審査

に当たっては、まず、予備審査を行い、それにパスした者が６ヶ月後に学位論文を提出する制度を導

入し、学生が計画的に学位論文を作成することができるようにしている。 

(5)下関市立大学大学院と連携した学生指導 19 年度に下関市立大学大学院経済学研究科と学術交流

協定を結んだ。連携の内容は、①学生が相互に相手大学院の授業や実習・研修に参加し、教育内容の

幅を広げる、②地域性を生かしたテーマで共同研究を行う等である。具体的には 20 年度の実施を予定

している（資料Ⅲ－４）。 

 

資料Ⅲ－４ 下関市立大学大学院との交流協定 

「南日本新聞」2008 年 3 月 14 日記事 
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この部分は著作権の関係で掲載できません。
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資料Ⅲ－６ 学会発表に対する支援件数

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況)  

(1)紀要の発行による発表の場の確保 博士後期課程では、学位論文予備審査の際に１本以上の印刷論

文、または１万字程度の予備論文の提出を義務づけている。それに対応して、学生の論文発表の場を確

保するために、レフェリー付の紀要『地域政策科学研究』を年１回発行している（資料Ⅲ－５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)学生の学会発表の支援 博士前期課程・後期課程とも、授業以外に学生の学会での発表を奨励し、

学生のモチベーションを高める努力をしている。それを支援するために、17 年度より、学生の全国学

会での発表に対して、必要な経費の一部を学部後援会から援助する制度を設けている（資料Ⅲ-６）。 

 

 

 

 

 

 

(3)プログラム応募の推奨 学生の海外での長期留学支援プログラム「大学院の国際化推進プログラム

（長期海外留学支援）」の応募を積極的に勧めている。19 年度には博士後期課程２年の学生１名がこ

れに採択され、ラオスに留学した。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 博士前期課程では、個別指導や TA 制度の活用により、特定領域の専門的知識の修得や実

践能力を身に付けさせる工夫を行っている。博士後期課程では、個別指導と複数指導体制、プロジェ

クト研究を中心とする教育により、広い領域の専門知識をまとめ上げる能力を身に付けさせる工夫を

行っている。19 年度には、下関市立大学大学院経済学研究科と学術交流協定を結び、20 年度より交流

を開始することとした。また、学生の論文発表や学会発表をサポートするために、レフェリー付の紀

要の発行や全国学会の発表経費の一部援助を行っている。以上のように、社会が望む人材を育成する

ための工夫や、学生の修学に対する援助を行い、社会や学生の期待に応えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

号数 刊行年月 発表件数 

第１号 16 年３月 ３本 

第２号 17 年３月 10 本 

第３号 18 年３月 ６本 

第４号 19 年３月 ３本 

第５号 20 年３月 ５本 

年度 援助件数 

17 年年度 ５件 

18 年年度 ４件 

19 年年度 ４件 

資料Ⅲ－５ 『地域政策科学研究』への学生の論文発表件数 



                  鹿児島大学人文社会科学研究科 分析項目Ⅳ 

－9-11－ 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

 (１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

(1)学位の授与 授業成績と学位論文の内容により、学生が身に付けた学力や資質・能力を総合的に判

断して、合格と判定した者に学位を与えている。学位論文の内容は、各専攻の教育目標に照らし合わ

せて審査基準を策定し、これに則して達成度を判断している(資料Ⅳ－１)。 

 

資料Ⅳ－１ 研究科の学位審査基準（19 年度『修学の手引き』より） 

博士前期 

課程 

①問題意識が明確であり、研究テーマの設定が適切か。②研究テーマにふさわしい研

究方法や論証方法が採られているか。③研究結果の記述が十分かつ適切か。④論理展

開が一貫しており、説得力があるか。⑤独創性や将来性が認められるか。 

博士後期 

課程 

①将来とも自立して研究を遂行できる能力を示していること。②高度の専門的業務に

耐え得る能力と広汎な学識のあることを示していること。③論旨が独創的であり、か

つ、その論証が堅実であること。④使用した資料が独自のものであるか、または資料

の分析が斬新であること。⑤該当する専門領域の国内外の学会等で、その評価に耐え

られるものであること、または極めて有用な内容であること。 

 

 上記基準をクリアして学位を取得した者の数は、資料Ⅳ-２に示す通りである。前期課程では、16

～19 年度は学位取得者数が２年次在籍者数の約 70％である。これは、海外留学や研究遂行上の理由等

から、修士論文を提出しなかった者が 30％程度いるためである。後期課程では、17 年度以降、在籍者

９～14 名に対して、毎年２～４名の学位取得者を出している。なお、16 年度より「修士論文要旨集」

を刊行し、修士論文の概要を公表している（資料Ⅳ－３）。学位（博士）論文の概要と審査結果は、

研究紀要『地域政策科学研究』に掲載して公表している(資料Ⅳ－４)。 

 

資料Ⅳ-２ 平成 16～19 年度学位取得者数 

課程 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

２年次在籍者数 58名 59名 55名 55名 
前期課程 

学位取得者数 39名 42名 42名 46名 

３年次在籍者数  13名 14名 9名 
後期課程 

学位取得者数  4名 2名 3名 

 

資料Ⅳ－３ 修士論文要旨集（18 年度）  資料Ⅳ－４『地域政策科学研究』第 4号 
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(2)学位論文の成果 博士後期課程では、地域の社会的、文化的問題を解決する能力の養成を目指して

いるが、学位論文はいずれも、この目標を達している。以下に例をあげる。 

平成 17 年度「多自然居住地域の形成とポスト・マスツーリズムの新展開」 

「知的障害者の就労機会と労働力市場の枠組み」 

平成 18 年度「大規模中核都市における地域自治の現実的可能性」 

平成 19 年度「水供給分野における小規模社会基盤整備事業と住民組織の運営」 

(3)プロジェクト研究の達成度 博士後期課程では、毎年、一般公開のプロジェクト研究報告会を開催

して、学生が身に付けた能力について評価を行っている（2-9 頁、資料Ⅲ-３）。 

 

観点 学業の成果に対する学生の評価 

 (観点に係る状況)  

(1)学生が身に付けた学力 博士前期課程修了生に対するアンケートによると、本研究科で身に付けた

知識・学力・能力については、「幅広い教養」「高度に専門的な知識」「情報を適切に処理する技術・

能力」という回答が多い（資料Ⅳ-５）。これは、本研究科の基本方針「幅広く深い学識」「高度の専

門的な職業を担う能力」に対応しており、修了生は本研究科の教育目的に沿った成果を身に付けてい

る。 

(2)個人指導による学力の修得 「もっとも有意義だった授業形態」については、「演習（ゼミナール）」

「修士論文」と回答する修了生が多く、個人指導、少人数の授業で、より学力や能力が身に付いたと

評価している(資料Ⅳ－６)。 

 

資料Ⅳ-５ 本研究科で身に付けた能力      資料Ⅳ-６ もっとも有意義だった授業形態 

（修了生アンケート結果）              (修了生アンケート結果) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由)  教育目標に照らし合わせて学位論文の審査基準を定め、それに従って学生が身に付けた

知識・学力・能力の程度を審査することにより、一定レベル以上の学業成果を保証している。併せて、

博士後期課程では、一般公開のプロジェクト研究報告会を開催することにより、学生の成果のレベル

を社会に対して公表している。また、修了生は本研究科の教育目標である「幅広い教養」と「高度に

専門的な知識」を身に付けたと自己評価しており、学生自身も一定レベルの学業成果を達成したと評

価している。 

 

 

 

 

 

幅広い教養
27.5%

高度に
専門的な知識

19.6%
情報を適切に
処理する
技術・能力
19.6%

人とコミュニケー
ションを行う能力

15.7%

資格、免許などを
取得するための知識

11.8%

外国語による
コミュニケーション能力

5.9%
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中国地方
7.4%

関東地方
7.4%

鹿児島県内
70.4%

九州・
沖縄地方
14.8%

その他
23.1%

卸売・
小売業
7.7%

製造業
7.7%

教員
23.1%

専門職
30.8%

国家・地方公務員
7.7%

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況)   

(1)修了生の就職先 博士前期課程修了生の就職先地域は、鹿児島県内及び九州・沖縄地方が 80％以

上を占める（資料Ⅴ-１）。職種は専門職及び教員が約半数を占めている（資料Ⅴ-２）。また、社会

人は入学前から地域で指導的な立場にある者が多く、修了後は職場等で、本研究科での教育成果を生

かした部署に就いている。 

(2)研究者 博士後期課程では、学位取得後、あるいは単位修得退学後、大学教員となる者が数名いる。

また、近隣大学の教員で在職のまま博士後期課程の学生となり、学位を取得する者も数名いる。留学

生は、自国へもどり大学教員となる者が多いが、日本に残り、さらに研究を続ける者もいる。 

 

資料Ⅴ-１ 修了生の就職先地域      資料Ⅴ-２ 修了生の就職先職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況)                           

(1)修了生の評価 博士前期課程修了生のアンケート結果によると、本研究科の教育内容が進路・就職

の決定に役に立ったかの質問に対して、「とても役に立った」「役に立った」が約 80％を占めており、

本研究科の教育が高度専門職業に結びつく実践的なものとして、修了生から評価されていることがわ

かる（資料Ⅴ-３）。 

資料Ⅴ-３ 進路・就職に役立ったか 

(修了生アンケート結果) 
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(2)社会人学生の評価 社会人学生からは、「職場にいるままでは学ぶことのできない経験だった」「共

同研究の鍛錬の場」（資料Ⅴ－４）という意見が聞かれ、社会人のキャリアアップにつながったと評

価されている。 

 

資料Ⅴ－４ プロジェクト研究に対する社会人学生の評価 

●修学中は非常にやりがいを感じていた。プロジェクト研究を通して、研究プロセスや、人との

付き合いを学ぶことができたのは大きな収穫だと感じる。このような「知」のネットワークを築

く過程や、共同研究の鍛錬の場としては有効なのではないか。一方、研究中の労力の不均衡が生

じる点には反省が必要だと感じる。また、報告集は博士課程の研究水準を求めているのか、また

は院生間の知のネットワークを重視しているのかという点についても再考の必要性を感じる。 

●修学中と就職後で捉え方に変化は全くない。プロジェクト研究が地域政策科学の大きな柱とな

っていると感じる。行政の仕事の場合は、一般市民の方よりも情報の多い行政側の意見に偏って

しまうが、プロジェクト研究の場合は専門の異なる人の意見を説得したり、あるいは一つの仕事

を作り上げていく作業が必要となる点が非常に勉強になった。行政にいるままでは学ぶことので

きない経験だったと感じる。プロジェクト研究を非常にプラスに評価しており、なんらかの形で

維持していくことを期待している。 

●プロジェクト研究の意義について、在学当時は地域の問題に触れ、知的刺激を受けたというこ

とぐらいしか実感しなかったが、就職後、プロジェクト研究の意義を違った側面から実感するよ

うになった。課題設定や課題解決能力、そしてコミュニケーション能力はプロジェクト研究を通

じて一部培われたものだと感じる。チームのメンバーと一緒に課題を発見、ないし設定して、そ

の課題を解決する能力がプロジェクト研究を通じて培われると考えている。 

（『シンポジウム「プロジェクト研究の是非を問う」報告書』より抜粋） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る 

(判断理由) 本研究科の修了生の進路・就職先地域は、鹿児島県内及び九州・沖縄が大半を占めてい

る。社会人学生は、ほとんどが鹿児島県や九州地方に職場を持つ者である。このような修了生の状況

を考慮し、「地域のニーズに根ざした」「地域に貢献できる人材」の育成を行っている。修了生のア

ンケート結果によると、このような教育は一定の成果を上げている。博士後期課程では、大学教員や

研究職に就く者も数名いる。また、留学生は学位取得後、自国で大学教員となる者が多い。このよう

な学生に対しては、研究者として自立して研究活動を行う能力を身に付けさせる教育を行い、学生や

国際社会の要請に応えている。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 

事例「奄美サテライト教室による教育」(分析項目Ⅱ・Ⅲ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

 (1)奄美サテライト教室の目的 本研究科

では、社会人の教育に力を入れている。しか

し、離島の場合、地理的な条件から、社会人

教育を実施することが困難な状況にある。一

方、離島にとって高等教育は切実な願いであ

る。本研究科ではこのような問題を解決し、

「離島における高等教育」を実現するために、

16 年度に名瀬市（現奄美市）に奄美サテライ

ト教室を開設した。19 年度には徳之島に分室

を開設し、徳之島でも本研究科の授業が受け

られるようにした（分析項目Ⅱ参照）。 

2)授業方法 奄美サテライト教室では、本研

究科教員が奄美･徳之島へ赴いて行う授業を

主としている（徳之島分室では基本的に奄美

市での授業を同時中継遠隔システムにより受

講する）。受講生は博士前期課程の科目等履

修生として大学に登録し、奄美に在住しなが

ら、大学院の授業を履修し、単位を修得する

ことができる。正規の学生として入学した場

合は、サテライト教室で修得した単位を 20

単位まで認定し、入学後の１年間で修了要件

単位を満たすことができる(右図参照)。 

『奄美サテライト教室』紹介パンフレットより 

 

19 年度奄美サテライト教室の主な開講授業科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(徳之島分室） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻名 開講学期 授業科目名 単位数 
前期 行政の法システム演習 ２ 

法学 
前期 租税法演習 ２ 
前期 福祉社会学特論 ２ 

前期 奄美プロジェクト研究 
（次期奄振と自立的発展） ２ 経済社会 

システム 
後期 総合講義 

（奄美の世界自然遺産と環境政策） ２ 

前期 文化人類学特論 ２ 
人間総合文化論 

後期 宗教学特論 ２ 
国際総合文化論 前期 日本社会史特論 ２ 

専攻名 開講学期 授業科目名 単位数 

経済社会 
システム 

前期 総合講義（島嶼論） ２ 

人間環境文化論 後期 文化人類学特論 ２ 
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 (3)16～19 年度実績 16～19 年度の受講者数は毎年 10 名程度で、受講生の職業は、自治体職員や医

療関係者、一般企業社員等である。奄美サテライト教室から正規の学生として入学した者は、16・17

年度各１名、18 年度３名である。このうち、18 年度に１名、19 年度に２名が、既修得単位認定制度

を利用して修了し、修士の学位を取得した。 

19 年度には、徳之島町に徳之島分室を開設した。徳之島分室では基本的に、奄美市の授業をネット

ワークの同時中継を使って受講する形態となるが、19 年度は受講者が多数にのぼったため、徳之島で

実施する授業を４科目開講した。 

 

奄美サテライト教室等の科目等履修生及び正規学生の数 

種 類 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

奄美市教室 
前期６名 

後期６名 

前期５名 

後期５名 

前期５名 

後期７名 

前期７名 

後期７名 

奄美からの正規学生 1 名 1 名 ３名 ２名 

徳之島分室    
前期７名 

後期８名 
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 (4)質の向上があったと判断する理由  

①地域貢献 この４年間で奄美サテライト教室は「離島における高等教育」の場として地元に定着し

た。また、19 年度に徳之島分室を開設し、徳之島でも「離島における高等教育」を行う基盤ができ

た（分析項目Ⅱ参照）。受講生の数は決して多くはないが、離島貢献は本学の果たすべき社会的責

務であり、これを継続して実施したことは、本研究科だけでなく、本学全体の質の向上につながる

ものである。 

 

②離島における高等教育のモデルの提示 科目等履修生としての単位修得と入学後の既修得単位認定

制度を利用することにより、離島において短期間で修士の学位取得が可能となる教育方法を提示し

た。また、同時中継システムを利用することにより、離島において双方向授業を受けることも可能

である。このようなサテライト方式の教育方法は、他の地域においても応用が可能であり、離島、

僻地における高等教育のモデルを提示した点で、大きな意義を持つ。 

 

③島嶼研究の蓄積 多くの教員が奄美サテライト教室の授業を担当することにより、奄美に対する教

員の意識が変わり、個々の教員が本学における地域貢献の意義を明確に意識するようになった。そ

の成果は、15 年度より刊行している学術誌『奄美ニューズレター』に公開している（20 年 3 月現在

で 34 号）。また本誌は、これまで科目等履修生の報告が計５本掲載され、受講生のモチベーション

を高める役割を果たすと同時に、島嶼研究の蓄積の場としての役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『奄美ニューズレター』No.33（2007 年） 



鹿児島大学教育学研究科 

－10-1－ 

 
 
 
 
 
 
 
 

10．教育学研究科  

 
 
 

    Ⅰ 教育学研究科の教育目的と特徴 ・・・10－２ 

    Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 ・・・・・10－３ 

      分析項目Ⅰ 教育の実施体制 ・・・・10－３ 

      分析項目Ⅱ 教育内容 ・・・・・・・10－６ 

      分析項目Ⅲ 教育方法 ・・・・・・・10－９ 

      分析項目Ⅳ 学業の成果 ・・・・・・10－11 

      分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 ・・・10－14 

    Ⅲ 質の向上度の判断 ・・・・・・・・・10－15 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



  鹿児島大学教育学研究科 

－10-2－ 

 

Ⅰ 教育学研究科の教育目的と特徴 

 

１ 教育目的 

  本研究科は、学部卒業生や現職教員を対象に、広い視野に立った精深な学術を修め、

教育の諸分野に関する高度の専門的学識を養い、現代の複雑な教育諸課題に的確に対応

できる人材を育成することを目的としている。 

 

２ 教育の特徴 

  前述の教育目的を達成するために、次のような点が教育の特徴としてあげられる。 

 １）県教育委員会との連携のもと、現職の小中高特別支援学校の教員を一定数受け入れ

るとともに、夜間・休日にも開講して、現職教員や社会人の履修の便宜を図っている。 

 ２）現職教員や短期大学、高等専門学校等を卒業した入学希望者に対する多様な形態の

入試方法を実施している。 

 ３）教育課程の編成については、特に教職への意欲を高め専門性を育成する目的で、研

究科共通科目として「教職特論」等の実践的科目を開設している。また、専修免許取

得や複数免許取得のために、各専修における開設科目数の充実を図っている。 

 ４）大学院生から TA を採用して学部教育で活用し、大学院生の教育力向上を図っている。 

 ５）学生のプレゼンテーション能力を高めるために、各専修独自の取り組み（学会発表

や修士論文発表会等）を行っている。 

 

３ 組織の特徴 

  本研究科は、学校教育専攻と教科教育専攻からなっている。 

  学校教育専攻は、教育学コース、教育心理学コース、特別支援教育コースの三つから

なり、教育学、教育心理学及び障害児教育に関する専門的学識の修得に加え、現代教育

の課題や教育の在り方について多角的に探求することをめざしている。 

  教科教育専攻は、国語教育専修、社会科教育専修、数学教育専修、理科教育専修、音

楽教育専修、美術教育専修、保健体育専修、技術教育専修、家政教育専修、英語教育専

修からなり、各教科に関する専門的学識はもとより広く学際的学識も修め、教育・研究

能力を高めることをめざしている。 

 

４ 想定する関係者とその期待 

 教育学研究科は、在学生、修了生、学校現場、教育行政（教育委員会等）から多様に期

待されている。 

 ①在学生、現職教員を中心とした在学生や修了生は、「実践的な指導力を身につけること」

や「系統的な校内研修の企画・立案の能力の向上」を期待している。 

 ②学校現場や教育行政（教育委員会等）からは、「高度な教科指導力を身につけた教員の

養成」、「学習指導や生徒指導などにおける力量形成や資質の向上」、「学校経営や学級

経営に関する力量形成」を期待されている。
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成 

 (観点に係る状況) 

１ 本研究科は、学校教育専攻（３コース）及び教科教育専攻（10 専修）の２専攻によっ

て構成されている（表 I-1 を参照）。 

２ 研究科の教育を担当する教員数は、研究指導教員 58 名、研究指導補助教員 25 名の合

計 83 名（平成 19 年 10 月現在）であり、すべてが教育学部の専任教員である。また、

学部専任教員 101 名の中で 83 名が大学院（修士課程）併任である。（表 I-2 を参照）。 

３ 研究科の１学年の学生定員は、学校教育専攻６名、教科教育専攻 32 名の合計 38 名で、

平成 19 年度の現員は 34 名（学校教育専攻 10 名、教科教育専攻 24 名）である。なお、

この中には現職教員等８名、留学生６名を含む（表 I-3 を参照）。 

４ 学部、研究科を通して共同で利用できる組織として、附属教育実践総合センターを有

している。平成 18 年度までは、教育実践及び教育臨床の２研究部門、専任教員４名、

事務補佐員１名で編成されていたが、19 年度からは、鹿児島県教育委員会からの派遣教

員４名を加えて、教員養成、教員研修の２研究部門を増設し、専任教員 10 名と事務補

佐員１名の体制に発展させた。センターでは、研究活動とともに、学部、研究科のカリ

キュラム開発及び各種教育相談を担当している。 

 

表 I-1 研究科の構成 

専攻 コース・専修 分      野 

教育学コース 教育学・教育史、学校経営、教育社会学、 

教育内容・方法論、道徳教育、社会教育 

教育心理学コース 教育心理学、発達心理学 
学校教育 

特別支援教育コース 障害児教育、障害児心理、障害児保健 

国語教育専修 国語科教育、国語学、国文学、漢文学、書道 

社会教育専修 社会科教育、歴史学、地理学、政治学、 

経済学・社会学、倫理学・哲学 

数学教育専修 数学科教育、代数学、幾何学、解析学 

理科教育専修 理科教育、物理学、化学、生物学、地学 

音楽教育専修 音楽科教育、器楽、声楽、音楽学、作曲 

美術教育専修 美術科教育、絵画、彫刻、デザイン、工芸、 

美術理論・美術史 

保健体育専修 保健体育科教育、体育学、運動学、学校保健、 

健康教育、健康運動学 

技術教育専修 技術科教育、電気、機械、木材加工、金属加工、 

生物技術 

家政教育専修 家庭科教育、食物学、被服学、住居学、保育学 

教科教育 

英語教育専修 英語科教育、英語学、英米文学 
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表 I-2 教員の配置表 

課程名 講座名 研究指導教員 研究指導補助教員 計 

学校教育専攻 学校教育 10 6 16

国語教育 4 1 5

社会科教育 5 4 9

数学教育 5 1 6

理科教育 7 2 9

音楽教育 3  3

美術教育 2 3 5

保健体育 10 3 13

技術教育 3 2 5

家政教育 4 1 5

教科教育専攻 

英語教育 5 2 7

計 58 25 83

 

表 I-3 教育学研究科入学者状況 

年度 専攻名 募集人員 受験者数 合格者数 入学者数 過不足数 充足率（％）

学校教育 6 19 18 18 12 300 
16 

教科教育 32 43 39 35 3 109.4 

学校教育 6 18 15 15 9 250 
17 

教科教育 32 35 34 30 -2 93.7 

学校教育 6 19 16 16 10 266.6 
18 

教科教育 32 40 32 28 -4 87.5 

学校教育 6 14 12 10 4 166.7 
19 

教科教育 32 28 27 24 -8 75 

【根拠資料】「教育学研究科学生便覧」中の「Ⅰ 鹿児島大学大学院教育学研究科の概要」 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

(観点に係る状況) 

１ 教育学部では、学部の「授業評価」は「教育改善委員会」が行い、研究科の「授業評

価」は「研究科運営委員会」が行っている。研究科運営委員会は、平成 18 年度後期お

よび平成 19 年度前期に「授業評価アンケート」を実施した。 

２ 平成 18 年度後期のアンケートでは、自由記述を除いて 17 項目の設問からなり、学生

に多肢選択形式の回答を求めた。その結果、17 項目のうちの 11 項目において、過半数

の学生が最上位の評価を与えていた。さらに、多肢選択形式の回答において見られる高

い評価は、自由記述において再び見出すことができる（表 I-4 および表 I-5 を参照）。

以上のアンケート結果は、本学部の教員が授業に対して熱意ある姿勢で取り組み、また

授業技術も高いレベルにあることを示している。 

３ 多数の教員が、授業に関連する資料を出版物または PDF ファイルの形態で、作成そし

て公開しており、授業時間外での学生の学習をサポートしている。 
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表 I-4 授業アンケート結果の平均値 

・ 最高得点は 4 点、最低得点は 1 点 

・ 「授業」および「教員」に関わる項目のみ掲載し、「学生」自身に関わる項目は掲載を省いた。 

質問項目 H18 後期 H19 前期

授業の内容は、シラバスの内容に沿ったものでしたか。 3.56 3.66 

授業の中で、教員の発問や学生の発言はどの程度活発に行われまし

たか。 
3.41 3.58 

授業における資料の提示（板書、OHP、配布資料等）は適切でしたか。 3.48 3.60 

あなたは，この授業の内容を，どの程度理解できたと思いますか。 3.27 3.28 

あなたはこの授業に満足しましたか。 3.52 3.60 

教員の話し方は明瞭で聞き取りやすかったですか。 3.61 3.74 

授業は時間通りに行われましたか。 3.81 3.76 

授業に対する教員の熱意が感じられましたか。 3.68 3.76 

 

表 I-5 平成 18 年度後期の「授業評価アンケート」中の自由記述の事例 
・とてもためになった授 業 だと思 います。 

・乳 児 期 から老 年 期 まで幅 広 く履 修 できてよかったです。 

・別 にないです。授 業 の雰 囲 気 がとてもいいと思 います。 

・学 部 生 のときよりも、より深 く学 ぶことができて、非 常 に勉 強 になった。 

・アイデンティティについて、あらためて考 え直 す素 敵 な機 会 となりました。心 あたたまるご指 導 をいただき本 当 に

ありがとうございました。 

・日 本 社 会 のこと、だんだんわかってきました。もっと勉 強 したくなりました。 

・学 校 に生 かすことのできる深 い学 びをすることができた。 

・小 ・中 学 校 の現 状 を知 ることができてとても役 立 った。 

・非 常 に勉 強 になりました。 

・とても興 味 深 い内 容 で、積 極 的 に意 見 が交 されて良 かったです。 

・「学 力 低 下 」論 議 の中 に論 議 されている中 味 が理 解 できた。教 育 学 部 出 身 でない者 にも理 解 できる配 慮 がな

されていた。 

・活 発 に意 見 がかわされて、楽 しい授 業 でした。 

・これまで、先 生 が熱 心 に指 導 してくれて、ありがとうございます。 

・これまで、先 生 に熱 心 にご指 導 していただいて、ありがとうございます。 

・研 究 の仕 方 や論 文 の書 き方 も身 に付 けることができて、とても良 かったです。 

・この授 業 に参 加 して先 生 の熱 意 が感 じた同 時 に自 分 も授 業 の内 容 にもっと学 びたいと思 っています。 

・教 師 を目 指 しているため、講 義 内 容 は非 常 に興 味 がもてた。先 生 や学 生 同 士 の意 見 も活 発 で学 ぶものが多

かった。 

・理 論 と実 践 が融 合 したすばらしい講 義 でした。 

・坂 書 も丁 寧 でお話 も分 かりやすくて、楽 しい授 業 でした。 

・○○○先 生 の講 義 は、どの内 容 （分 野 ）も分 かりやすく、次 週 に向 けての意 欲 を常 に持 てるものであった。ま

た、学 校 教 育 の基 底 になる部 分 を得 ることができる講 義 内 容 であった。 

・非 常 に楽 しく知 的 な刺 激 をたくさんうけた授 業 でした。自 分 ももっと勉 強 しようというも気 をひきしめられる思 い

でした。このような授 業 が他 にもたくさんあればとおもいます。 

・後 期 授 業 の科 目 でＮＯ．１でした。理 論 を重 視 した内 容 でしたが、日 常 の生 活 （職 業 や研 究 も含 めて）にも即 役

立 ちました。救 われる授 業 でした。 

・もし適 当 なビデオがあれば見 たいです。 

・難 しい内 容 でしたが、非 常 にわかりやすかったです。 

・先 生 が、予 習 を入 念 にして、授 業 に臨 んでいらっしゃったので、先 生 の熱 意 が感 じられました。 

・適 度 な人 数 で授 業 が行 われた。質 問 したり、コメントを述 べたり、他 の人 の考 えを聞 く機 会 も多 く設 けられ、授

業 内 容 を理 解 するのに大 変 有 効 だった。 

・取 り扱 ったテキストが韓 国 の生 涯 学 習 の現 状 を著 したもので、興 味 深 かった。受 講 生 が意 欲 的 で発 言 も多 く

学 ぶことが多 かった。留 学 生 の受 講 もあり、各 国 の現 状 を知 ることができた。 



  鹿児島大学教育学研究科 分析項目Ⅰ・Ⅱ 

－10-6－ 

・興 味 のある韓 国 の社 会 教 育 、生 涯 学 習 を学 ぶことができ、非 常 に勉 強 になった。もっと知 りたいことがたくさん

あり、興 味 が増 した。意 見 交 換 も活 発 で、意 欲 的 な学 習 ができた。 

・修 論 の自 分 のテーマにそって、特 に「方 法 」に関 するレビュー作 成 を試 みたが、新 年 度 より調 査 を始 めるにあた

り、認 識 ・検 討 しておくべき課 題 がより明 確 になったと思 う。 

【根拠資料】 

・平成 18 年度後期「授業評価アンケート」集計結果報告（ Word ファイル） 

・平成 19 年度前期「授業評価アンケート」集計結果報告（ Word ファイル） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

 

(水準) 

期待される水準にある。 

(判断理由) 

①  教員の配置数は、一時的には偏りも見られるが、綿密に立てられた補充計画に沿って、

長期的には適正な配置を実現している。 

②  入学者数は、平成 19 年度をただひとつの例外として、つねに募集定員を上回り、社会

的な使命を果たしている。（平成 19 年度は第２次募集も行ったが、「教科教育コース」

で定員の 90%の入学者を確保することができなかった。ただし、「学校教育コース」と

合わせた研究科全体としては、定員の 90%の入学者を確保することができた）。 

③  授業評価の結果は、教員の教育への熱意のみならず高度な授業技術を証明している。 

④  多くの教員が、授業のために充実した資料を作成し、さらにそれらを公開することに

より資料の客観性を高め、文化的な貢献を果たしている。 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成 

 (観点に係る状況) 

１ 教育職員免許法に対応した教員組織及び授業科目を確保するとともに、今日の学校教

員および様々な教育の分野で活動する専門家に求められる、広くかつ深い教養を育成す

るための教育課程を編成している。 

２ 教育課程は具体的には、研究科共通科目、専修共通科目、専門科目、自由選択科目、

課題研究等から編成されており、専門を重視するとともに、広くかつ精深な学修という

目的に対応している（表 II-1 を参照）。 

３ さらに、教職への意欲を高め専門性を育成すると目的で、平成 19 年度から、研究科共

通科目（「教職特論」等の実践的科目）を開講した（図 II-1 を参照）。また、共通開講

科目「いのちを学ぶ」科目群をスタートさせた（図 II-2 を参照）。 

４ 大学院において、現職教員をはじめとする社会人に対して、６限目（19 時～20 時 30

分）の時間帯を中心にした夜間及び土曜日の開講や夏季・冬季休業期間を利用した集中

講義を開講し、社会人に配慮したカリキュラムを編成している。 

５ 現職教員の受入れ、夜間開講、奄美サテライトの開設などに取り組みを進めてきたが、

その一方で「教職大学院」の新設計画に伴い、定員補充に関わる難しい問題をかかえる

ことになった。ただし、この問題も定員補充計画を進めることにより、解決する見通し

がついている。 

【根拠資料】教育学研究科学生便覧、および教育学研究科授業科目シラバス 
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表 II-1 教育課程の編成（「教育学研究科学生便覧」より抜粋） 

授業科目 学校教育専攻 教科教育専攻

研究科共通科目 6 単位 6 単位 

専修共通科目  2 単位 

専門科目 14 単位 14 単位 

自由選択 ６単位 ６単位 

課題研究 ４単位 ４単位 

計 30 単位 30 単位 

（１）研究科共通科目： 学校教育専攻では、学校教育専攻で開設された「特論」の中か

ら３コースにわたって３科目６単位選択必修、教科教育専攻では２コースにわたって

２科目４単位選択必修。 

（２）専修共通科目： 各専修ごとに開設される共通科目を１科目 2 単位選択必修。 

（３）専門科目： 自専攻、自コース、自専修の科目を中心に履修する。 

（４）自由単位： 研究科全体の開設科目から重複を避けて選択履修する。 

（５）課題研究： 所属するコース、または専修の特定分野について自主的・主体的に研

究を深め、修士論文へ結実させる。 

（＊）学校教育専攻特別支援コースについては課題研究（特別支援教育）とする。 

 

 

 

図 II-1 「教職特論」シラバス 
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図 II-2 共通開講科目「いのちを学ぶ」シラバス 

 
 

 

観点 学生や社会からの要請への対応 

 (観点に係る状況) 
１ 現職教員の入学希望者の要望に応えて、現職教員時に発表した教育研究論文を審査項

目に加えた、多様な形態の入試方法を実施している（表 II-2 を参照）。 

２ 短期大学、高等専門学校等を卒業した入学希望者の要請に応えて、大学卒業レベルの

学力を有しているかどうかを審査し、その審査に合格した者には、大学院入学資格があ

るものとみなす、多様な形態の入試方法を実施している（表 II-3 を参照）。 

３ 離島・僻地に勤務する現職教員の要望に応えて、奄美市教育委員会等の支援をえた上

で、平成 18 年度より科目等履修生に対するサテライト教室を開設した。鹿児島県は僻

地の割合が著しく高い地域であり、このようなサテライト教室は、教員のリカレント教

育に大きな役割を果たすことが期待されている。 

４ 長崎大学教育学部および琉球大学教育学部の協力をえて、「三大学の連携による離島・

僻地校での教科指導力向上のための教育課程の編成」教育研究を、平成 18 年度より開

始した。この教育研究は、大学院生の研究課題によっては、彼らの研究に大きく資する

ことが期待できる。 

【根拠資料】 

・研究科募集要項 

・ 入学者内訳、入学資格審査実績に関しては、研究科運営委員会の資料があり。 

・ 「三大学の連携による離島・僻地校での教科指導力向上のための教育課程の編成」に

関しては、教育実践センター紀要（平成 19 年度）に研究報告が掲載されている。
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表 II-2 入学者内訳 

年度 専攻名 一般 現職教員等 留学生 計 

学校教育 8 5 5 18 
16 

教科教育 20 10 5 35 

学校教育 7 4 4 15 
17 

教科教育 27 3 0 30 

学校教育 7 5 4 16 
18 

教科教育 22 5 1 28 

学校教育 4 3 3 10 
19 

教科教育 16 5 3 24 

 

表 II-3 入学資格審査実績 

年度 被審査者数 内合格者数

１６     3      2 

１７     2      1 

１８     3      3 

１９     5      5 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

①  学生や社会の要請に応えることのできる、高度の資質を持った教員養成を目的として、

教育職員免許法に対応して「専修免許状」の授与をすることができる教育課程を編

成・実施している。 

②  とくに、学校現場や地域、教育行政等と連携しながら、実践的な授業科目を実施して

いる。 

③  様々な経歴の入学希望者の要請に応えることができるよう、多様な入試方法を実施し

ている（観点に係る状況１および２）。 

④  離島・僻地に勤務する現職教員に対するリカレント教育の道を開き、また離島・僻地

の学校との共同による教育研究を継続してきた（とくに観点に係る状況４）。 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

１ 大多数の授業では少人数教育が行われていて、学生の自主的な学習を促すための

授業が実施されている（表 III-1 を参照）。 

２ また、教育研究能力の育成だけでなく、研究発表の技術を身につけるための指導

も行っている。 

３ 大学院生から毎年 30 名以上の TA を採用して学部教育で活用し、学部生の学習上

の効果を上げるとともに、大学院生の教育力向上を図っている（表 III-2 を参照）。 
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表 III-1 開設科目の受講者数別科目数 

受講者数 
年度 

1 以 上 5 以 下  6 以 上 10 以 下 11 以 上 15 以 下 16 以 上  

前期 93（科目） 18 4 5 
16 

後期 101 12 1 1 

前期 85 17 4 5 
17 

後期 83 16 2 1 

前期 82 21 4 6 
18 

後期 85 11 2 1 

前期 86 8 6 2 
19 

後期 79 9 0 0 

 

表 III-2 ＴＡ採用状況 

年度 共通教育 専門教育 

前期 12 33 
16 

後期 7 33 

前期 11 36 
17 

後期 8 34 

前期 11 36 
18 

後期 2 39 

前期 14 30 
19 

後期 3 30 

 

【根拠資料】  

・「教育学研究科学生便覧」中の「Ⅳ 授業科目の概要と担当教員」 

・シラバス 

 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

１ 附属教育実践総合センターの多目的室や学習室などのコモンスペースを、準備学習の

ためのスペースとして提供している。 

３ 大学院生には、できるかぎり機会を捉えて、学会で研究発表させたり、また競技大会・

演奏会・展覧会に出場・出品をさせることにより、この研究・教育への動機付けを高め

るに多いに寄与している（表 III-3 を参照）。 

４ 19 年度から、すべての大学院生を対象に、学校で生じる各種の実践的課題を取りあげ

て事例研究を行う講義・演習科目である「教職特論 I」「教職特論演習 I」を総合科目と

して開設し、自主的な課題探究型の学習を促している。 

５ いちき串木野市との連携事業である「いちき串木野市青松塾」に毎年、学生・大学院

生を派遣し、学生参加による児童生徒の放課後活動（学習と野外活動など）の推進を行

っている。18 年度からは日置市内の小学校複式授業支援も始めた。これらの事業は、学

生の勉学への動機付けを高めるのに、大きな効果をもっている。 

６ 電子シラバスに、全教員のオフィスアワーの記載を求め、学生相談への対応や学習意

欲向上を図る取組を行っている。 

 
表 III-3 （Ａ）国内学会での研究発表の回数、および（Ｂ）運動競技・音楽演奏・美術出展の入賞回数 

 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 

（Ａ） 19 20 17 12 

（Ｂ） 1 1   
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準にある。 

(判断理由) 

① 中 期 目 標 に 即 し て 、 学 生 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力 を 高 め 、 主 体 的 な 学 習    

を促進するための取組が、授業や各専修独自（学会発表や卒業・修士論文発表会等）に

進められている。 

②主体的な学習を促し、課題意識や学習内容への関心を高めるための工夫が新たな科目の

開設に結実している。 

③学習環境の整備について、学生から要望が少なからずあるが、元教養部教員に対応した

新研究室の増築に伴い、学習環境の整備も進めている。 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

１ 修了生の８割以上が専修免許状を取得している（表 IV-1 を参照）。 

２ 鹿児島県のような離島・僻地の多い地域では、複数免許の取得に対して、教育行

政からの強い要望があるが、それに応えて半数以上の修了生が複数免許を取得した。 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

１ 修了生に対するアンケート調査（平成 18 年度に実施）によると、多くの修了生が、大

学院教育により、「高度な専門知識・技術」、「論理的思考力」、「文章表現能力」、さらに

「プレゼンテーション能力」を身につけることができたと考えている（表 IV-2 を参照）。 

２ 修了生に対するアンケート調査（平成 19 年度に実施）によると、多くの修了生が、「進

学した専攻，コース・専修での勉強に満足している」。その最も大きな理由は、「課

題研究における研究指導について満足している」こと、および「研究成果を公表す

る機会（論文・口頭発表等）が十分にある」ことによると考えられる。すなわち、

修士論文の作成に関わる教員の指導に対しては、高い肯定的な評価が与えられてい

る（表 IV-３を参照）。 

３ 一方、同じ調査によると、設問「研究科において勉強する上での施設・設備が十

分である」に対してはいくぶん否定的な評価がなされているが、具体的には研究科

全体として「勉強する場所の確保」がなされていないことに対する不満がうかがえ

る。また、理解が容易よりはむしろ学問的により高度な、地域密着よりはむしろよ

り普遍的な内容、を求める声が自由記述に書かれていることは示唆的である。 

 

【根拠資料】 

・「教育学研究科学生便覧」中の「取得できる専修免許状」項目 

・「鹿児島大学における教育の成果・効果の検証」平成 18 年度報告書 

・ 平成 19 年度アンケート（Excel ファイル） 

 

表 IV-1 専修免許状の取得者数 

年 度 （ ３ 月

修 了 の） 
修了者数 

免許取得

者実数 
小学校 中学校 高等学校 養護学校 幼稚園

１６ 38 33 16 25 29 (2)  

１７ 39 33 15 26(1) 27(1) 1 1 
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１８ 44 31 17 20(1) 21 1 1 

１９ 36 31 10 25 28(2) 2(2)  

ただし、（）内は一種免許状の取得者数である。 

 

表 IV-2 教育学研究科修了者に対して行われたアンケート調査 I 抜粋 
設問 
問 ９ 鹿 児 島 大 学 の大 学 院 で学 んだことは、これまでのあなたの人 生 にとって良 かったと思 いますか。 

A. 良 かった B. ある程 度 良 かった C. どちらでもない D. あまり良 くなかった E. 良 くなかった 

問 10 上 記 の問 ９について、そのように思 うのはなぜですか。 

A. 大 学 院 の教 育 内 容  B. 大 学 院 での研 究 環 境  C. 教 員 の指 導 ・熱 意  D. 教 員 の高 度 な専 門 性  

E. 教 育 施 設  F. 学 生 支 援 体 制 （特 に図 書 館 ・学 生 相 談 室 等 ） G. 人 間 関 係  H. 就 職 支 援 体 制  

I. 鹿 児 島 という土 地 柄  J. 「鹿 児 島 大 学 」の評 判  K. 所 属 研 究 科 の評 判  L. その他  

問 12 大 学 院 での研 究 を進 める上 で教 育 効 果 が高 かった（有 意 義 だった）と思 うものはどれですか。 

A. 大 学 院 における講 義 ・演 習 ・実 験  B. 指 導 教 員 からの指 導 ・助 言  C. 学 外 専 門 家 からの指 導 ・助 言  

D. 先 輩 や同 級 生 からのアドバイス E. 他 大 学 との研 究 交 流  F. 地 方 ・国 内 学 会 への参 加 ・発 表   

G. 国 際 学 会 への参 加 ・発 表  H. 教 員 ・院 生 との自 主 的 な勉 強 会  I. ＩＴを利 用 した研 究 活 動  

J. 外 国 人 研 究 者 ・留 学 生 との研 究 交 流  K. ＴＡの経 験  L. その他  

問 13 指導教員（指導グループ）の教育・研究指導に対する熱意はどのようなものでしたか。 

A. 熱心だった B. ある程度熱心だった C. どちらでもない  

D. あまり熱心でなかった E. 熱心でなかった 
問 15 大 学 院 における学 習 ・研 究 支 援 体 制 について、改 善 したほうがいいものがありましたか。 

A. 入 学 時 のガイダンス B. 研 究 に関 する指 導 体 制  C. 学 習 に関 する指 導 体 制  

D. 学 内 における研 究 施 設 ・設 備  E. 学 内 の研 究 資 源 （図 書 ・実 験 材 料 等 ） F. 奨 学 金 に関 する情 報 提 供  G. 

留 学 に関 する情 報 提 供  H. 健 康 相 談 室 の整 備  I. その他   

J. 特 になかった 

問 16 鹿 児 島 大 学 における大 学 院 境 域 を通 して身 についた（あるいは、向 上 した）と思 うものはどれですか。 

A. 高 度 な専 門 知 識 ・技 術  B. 独 創 的 思 考 力  C. 論 理 的 思 考 力  D. 批 判 的 思 考 力   

E. 文 章 表 現 能 力  F. 問 題 解 決 能 力  G. 他 者 との協 調 性  H. プレゼンテーション能 力   

I. 企 画 立 案 能 力  J. 外 国 語 能 力  K. その他  

 

アンケート結果 

 問９ 問 10 問 12 問 13 問 15 問 16 

最も多い回答 A（11 名） C（9 名） B （10 名） A （11 名） D （8 名） A,C（8 名）

２番目に多い回答 B（ 2 名） A（8 名） A （ 8 名） B （ 2 名） E （7 名） E（7 名） 

３番目に多い回答  D (7 名） F ( 5 名）  J (3 名） H (4 名） 

 

表 IV-3 教育学研究科修了者に対して行われたアンケート調査 II 

設問 

１．進学した専攻，コース・専修での勉強に満足している． 

２．学校教育で開講している研究科共通科目での勉強に満足している． 

３．夜間開講科目や集中講義などの時間割が充実している． 

４．教育学研究科での勉強は，社会に出て役に立つ． 

５．研究科における開講科目（特論、特論演習など）は，学習意欲を満たすのに十分である． 

６．研究科において勉強する上での施設・設備が十分である． 

７．研究科において研究成果を公表する機会（論文・口頭発表等）が十分にある． 

８．大学院進学についての相談を受けたとき，当研究科を勧めたい． 

９．特論、特論演習の時間数は，それぞれの講義、演習の内容にみあっている． 

10．特論や特論演習、課題研究の受講登録者数は適正である． 

11．特論や特論演習、課題研究での単位認定は適正である． 

12．課題研究における研究指導について満足している． 

13．課題研究における受講者数は適正である． 

14．教師教育の特色を活かした科目が開講されている． 

15．現職教員が受講することに配慮した科目が開講されている． 
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回答選択肢 

4:全くそう思う  3:だいたいそう思う  2:あまりそう思わない 1:全くそう思わない   

0:わからない 

 

回答の集計結果 

平均値 全体 学校教育 

コース 

教科教育 

コース 

経験年数 

10 年未満 

経験年数 

10 年以上 

設問 1 3.33 3.40 3.40 3.42 3.22 

設問 2 3.00 3.00 3.00 2.82 3.25 

設問 3 2.50 2.20 2.64 2.10 3.00 

設問 4 2.80 2.75 2.87 2.73 2.89 

設問 5 3.05 2.80 3.20 3.00 3.11 

設問 6 2.33 1.80 2.60 2.33 2.33 

設問 7 2.70 2.00 3.00 2.45 3.00 

設問 8 2.95 2.80 3.07 2.73 3.22 

設問 9 3.10 3.00 3.20 3.08 3.11 

設問 10 3.24 3.00 3.33 3.25 3.22 

設問 11 3.19 3.00 3.33 3.17 3.22 

設問 12 3.48 3.00 3.73 3.50 3.44 

設問 13 3.33 3.20 3.40 3.33 3.33 

設問 14 2.38 2.40 2.33 2.08 2.78 

設問 15 2.44 2.20 2.58 2.11 2.78 

 

自由記述の事例 

・大 学 の施 設 等 のリニューアル、講 座 の補 充 等 一 考 ！ 

・学 部 進 学 者 の立 場 からすれば、学 部 の継 続 であると思 う。だから楽 ですし、立 ち回 りも容 易 でした。しかし、現 職 の方 への対

応 としては工 夫 が必 要 であったと思 う。講 義 ・演 習 の問 題 より、サポート体 制 の問 題 。現 職 の先 生 方 の控 え室 が各 コース・

専 攻 まかせは、さすがにないでしょ。研 究 科 で机 まで準 備 しないと、せっかくきてくださった先 生 方 に失 礼 ではないでしょうか？

・学 生 へ、教 職 に就 く（正 採 になるよう）努 力 してもらいたい。意 識 付 けをし、意 欲 を持 ち、臨 採 は正 教 員 でないことを分 かっても

らいたい。 

・教 員 合 格 者 数 （小 ・中 ・高 ）の細 かい情 報 開 示 が必 要 。自 分 の場 合 は高 校 教 員 志 望 だったが、法 文 学 部 の方 が高 校 教 員 の

合 格 者 数 が多 いようだということを後 で知 って後 悔 した。それと、教 員 採 用 試 験 に向 けた対 策 をしっかりやってもらいたい。教  

員 採 用 試 験 に合 格 者 を多 く出 せないようでは、教 育 学 部 や教 育 学 研 究 科 の存 在 意 義 がないと思 います。追 加 （自 分 の力 不  

足 かもしれませんが）。 

・教 育 学 研 究 科 における博 士 コースの開 設 が望 ましいです。今 の教 育 はただ地 域 の発 展 に注 目 するだけでなく、世 界 的 な視

野 （特 に世 界 の日 本 語 教 育 に貢 献 すること）を取 り入 れる必 要 があると思 います。 

・社 会 人 が学 ぶ大 学 院 としてとても良 いものでした。後 輩 たちにも同 じようなチャンスを与 えてあげてほしいものです。 

・設 問 １について、自 身 の努 力 不 足 のため、自 身 の勉 強 に不 満 をもっているため３と評 価 した。卒 業 後 も、学 会 等 、研 究 成 果 を

発 表 する機 会 を紹 介 、与 えていただき感 謝 している。 

・二 年 間 の課 程 で、二 年 目 を職 場 に行 きながら大 学 に通 うのは無 理 があり、どちらも不 完 全 になるのではないでしょうか？でき

れば、二 年 間 丸 ごと大 学 院 に通 わせてもらうことを希 望 します。 

・（１）図 書 館 の閉 館 時 刻 を１０時 （午 後 ）ごろにできないものか？ （２）教 育 学 コースの学 生 が研 究 する部 屋 と机 を確 保 すると

よいのでは？ 

・（１）仕 事 をしながらだったので、夜 間 と集 中 講 義 のみで修 了 しました。２年 で修 了 するための単 位 取 得 にあたり、集 中 講 義 の

科 目 が 1 年 目 ２年 目 の夏 が同 じものがあり、集 中 講 義 が受 講 できなくて残 念 でした。他 講 座 であれば受 講 可 能 だったので、

考 慮 していただければと思 います。昼 間 に受 講 できないので、集 中 講 義 は楽 しみな科 目 です。（２）夜 間 の科 目 が 1 年 目 ２年

目 の曜 日 で変 更 があったので、次 期 に受 けようと思 っていたものが受 けられず、重 なってしまいました。曜 日 の変 更 も少 し困 っ

たことです。 

・担 当 教 授 は学 部 生 と院 生 を指 導 されているので大 変 だと思 う。もう少 し深 く学 びたかった。 
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 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準にある。 

(判断理由) 

① 大多数の修了生が専修教員免許状を取得できている。 

② 大多数の修了生が、「高度な専門知識・技術」、「論理的思考力」、「文章表現能力」、さ

らに「プレゼンテーション能力」を身につけることができ、学業の成果があったと肯

定的に評価している。 

③ とくに、修士論文の作成に関わる教員の指導に対しては、高い肯定的な評価を与えて

いる。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

１ 大学院修了生の教員への正式採用数は、教員募集人員数の減少のゆえに、期待される

ほど多くはない。しかし、大学院修了生の大半は教職への強い熱意を持っているため、

期限付き採用を経た上で、数年後に正式採用となるのがふつうである。  
２ 大学院修了生で、公務員・民間企業に就職を希望する者のうち、かなりの割合が教育

に関わる職種に採用されている。  
３ 大学院修了生のうち、割合としては多くはないが、さらに進学（海外留学を含む）す

る者もいる。  
 
【根拠資料】 就職状況表 

 
表 V-1 修了後の進路（現職教員等、留学生は除く） 

教員 公務員・民間企業 

年度 専攻名 
正式採用 臨時採用 教育関係

非教育関

係 

進学 

学校教育 2 1 1   
16 

教科教育 5 6 2 5 2 

学校教育   1 
17 

教科教育 3 5 1 2 

学校教育 1 1 2   
18 

教科教育 4 6 3 2 

 

表 V-2 修了後の進路の事例（公務員、民間企業、大学院博士課程、等） 

年

度 

公務員 民間企業 進学 留学生 

16 鹿 児 島 県 児 童 総

合 相 談 センター 

 

昴  

ソフトハウス 

東 京 貿 易 テクノシス

テム 

勝 浦 整 形 外 科  

鹿 大 法 文 人 文 学 研 究

科  

秋 田 県 立 大 院 生 物 資

源 科 学 研 究 科 博 士 後

期 課 程  

阿 久 根 めぐみ幼 稚 園  

南 京 工 業 大 学  

青 海 省 楽 都 県 第 四 中 学

校  
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医 療 法 人 寛 容 会

森 口 病 院  

鹿 大 医 歯 学 研 究 科 博

士 課 程  

立 命 館 ア ジ ア 太 平 洋

大 学  

17  安 川 情 報 システム 

 

鹿 大 法 文 人 文 学 研 究

科  

九 州 工 業 大 学 生 命 体

工 学 研 究 科  

内 モンゴル通 遼 市 民 族

大 学  

 

18 大 津 市 市 役 所  

鹿 児 島 県 警  

 

（株 ）ITS ジャパン 

 

鹿 大 法 文 人 文 学 研 究

科  

鹿 大 院 進 学 （連 大 ） 

 

 

（注）留学生の本国での就職先は不明な者が多い。 

 

観点 関係者からの評価 

 (観点に係る状況) 

１ 教育学研究科修了者に対して行われたアンケート調査の結果を見ると、修了者から大

学院教育に対して、高い肯定的な評価を得ている。そして、そのような評価を得た理由は、

修士論文の作成に関わる教員の指導の適切さに因るものと考えられる。その一方で、物理

的な研究環境については、改善への要望が強い（表 IV-2 および表 IV-3 を参照）。 

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準にある。 

(判断理由) 

①  教員採用試験の合格率（とくに現役合格率）は、未だ十分に高いとは言えない状況で

ある。対策として、教員採用試験の実際について詳しい知識をもつ教育現場の関係者、

さらには前年度の採用試験合格者を講師として招いて、就職対策講演会（教員採用試

験 1 次試験プログラムを含む）を数多く開催した（主なもので平成 18 年度は６回、平

成 19 年度は７回開催）。 

②  教員採用試験の合格率が不十分であるのは、鹿児島県教員募集数の大幅な減少という

外部的な原因によるところが大きい。さらに、大学院教育のカリキュラムは教員採用

試験の出題傾向に対応しているわけではないから、修士論文の作成の際に身に付けた

研究能力は、教員採用試験では適切に評価されにくいという問題があることも指摘し

ておく。 

③  学校現場や教育行政の関係者に対するアンケート調査を平成 15 年度に行った。修了生

に対するアンケート調査を、平成 18 年度に全学教務委員会が、平成 19 年度には学部

自己評価委員会が行った。それら調査の結果は、教育学研究科における教育・研究に

対する、肯定的な評価を示している。 

④  上記のような文書による調査ではないものの、教育学部においては県の教育関係者と

の連携の機会が極めて多く、関係者からの要望を聞き入れ、教育体制・教育課程の刷

新に反映させてきた。 

 

Ⅲ 質の向上度の判断 
①事例１「教職特論における成果」(分析項目Ⅱ及びⅢ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

 鹿児島大学教育学部『教育実践研究紀要』第 17 巻に掲載のように、「教職特論Ⅰ」にお

ける成果として、次のようなことが挙げられる。 

 ①教育工学・心理臨床・学校管理の立場等の事例による討議や演習によって、校内研修

を企画・立案する上で必要な基礎的な知識や技法を身につけることができた。 
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 ②具体的な事例を通した討議や演習によって、系統的な研修の必要性や企画立案者の複

数化等、校内研修に対する新たな見方・考え方ができるようになった。 

 ③校内研修についての学習を継続的に行ったことで校内研修の研修内容を数多く見いだ

し、それらを分類・整理しながら具体的な研修例を企画・立案することができるよう

になった。 

【根拠資料】 

・鹿児島大学教育学部『教育実践研究紀要』第 17 巻 pp.247-255 

 

②事例２「多様な形態の入試方法の実施」(分析項目Ⅱ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

教育学研究科学生募集要項及び分析項目Ⅱ教育内容表Ⅱ-3 より、多様な形態の入試方法

を実施し、成果を上げている。 

①現職教員の入学希望者に対応するため、入試科目「外国語」に代えて、教育実績を反

映した論文を審査している。 

②短期大学卒業者、高等専門学校卒業者である入学希望者に対応するため、大学卒業者

と同等の学力があるかどうかを個別審査している。 

③留学生である入学希望者に対応するため、日本の大学卒業者と同等の学力があるかど

うかを個別審査している。 

 

【根拠資料】 

・研究科募集要項 

・分析項目Ⅱ 教育内容 表Ⅱ-3 

 

③事例３「修了生による大学院教育に対する評価」(分析項目Ⅳ及びⅤ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

平成 19 年度に実施した教育学研究科修了生へのアンケート調査の結果、次のような点が高

く評価されている。 

①多くの修了生が、「高度な専門知識・技術」、「論理的思考力」、「文章表現能力」、さらに

「プレゼンテーション能力」を身につけることができたと考えている。 

②その最も大きな理由としては、多くの修了生が、「課題研究における研究指導について満

足している」ためであると回答している。 

③「研究成果を公表する機会（論文・口頭発表等）が十分にある」ことにより、「進学した

専攻、コース・専修での勉強に満足している」と回答している。 

 

【根拠資料】 

・平成 19 年度教育学研究科修了生に対して行われたアンケート調査 
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Ⅰ 保健学研究科の教育目的と特徴 

 

１．保健学研究科の教育理念 

本研究科は、鹿児島大学の「高度専門職業人、研究者の養成を図る」という中期目標に 

基づき、保健学における高度な専門知識・技術をもつ専門職者並びに優れた教育や研究の 

できる人材及び離島をはじめ地域や国際的な保健医療活動の推進・充実に貢献できる人材

を育成することを教育理念としている。 

 

２．保健学研究科の目的と教育目標 

本研究科はその目的と教育目標を（資料１：目的と教育目標）のように掲げている。 

資 料 1：目 的 と教 育 目 標  

 博 士 前 期 課 程  博 士 後 期 課 程  

目  的  

保 健 学 に関 する高 度 な専 門 知 識 ・技 術 をもつ

専 門 職 並 びに優 れた教 育 や研 究 のできる人 材

及 び離 島 や国 際 的 な保 健 医 療 活 動 の推 進 ・充

実 に貢 献 できる人 材 を養 成 し、併 せて教 育 研 究

の成 果 及 び情 報 を広 く提 供 し、社 会 に貢 献 する

ことを目 的 とする 

保 健 学 に関 する科 学 的 探 求 を培 うことにより、

高 度 な専 門 技 術 と深 い知 識 を習 得 した質 の高 い

教 育 ・ 研 究 者 並 び に 地 域 、 離 島 、 へ き 地 の 保

健 ・医 療 における管 理 ・指 導 者 となる有 能 な人

材 を養 成 し、併 せて教 育 研 究 の成 果 及 び情 報 を

広 く提 供 し、社 会 に貢 献 することを目 的 とする 

教 育 目 標  

１）高 度 な専 門 知 識 ・技 術 をもつ専 門 職 者 の育

成  

２）学 生 の能 力 開 発 に効 果 的 な教 育 や独 自 の研

究 のできる人 材 の育 成  

３）保 健 医 療 施 設 の管 理 者 、指 導 者 の育 成  

４）離 島 保 健 医 療 活 動 の充 実 、向 上 に貢 献 でき

る人 材 の育 成  

５）国 際 保 健 医 療 活 動 を推 進 できる人 材 の育 成

１）高 度 な専 門 知 識 ・技 術 を身 に付 けた管 理 ・指

導 者 の養 成  

２）医 療 専 門 職 として質 の高 い教 育 ・研 究 者 の

養 成  

３）地 域 の保 健 ・医 療 において管 理 ・指 導 者 とし

て実 践 できる人 材 の養 成  

４）離 島 ・へき地 の保 健 ・医 療 に指 導 者 として貢

献 できる人 材 の養 成  

（出 典 : 保 健 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 修 学 の手 引 き、保 健 学 専 攻 博 士 後 期 課 程 修 学 の手 引 き） 

 

３．保健学研究科の教育特徴 

３－１ 教育特徴 

 鹿児島県の地域特性として、高齢化現象が全国レベルよりも急速に進行しているととも

に、人口過疎地域も増加している。また多くの離島・へき地を抱えている（離島人口及び

離島面積は全国１位）。このような地域特有な多くの保健医療問題を解決する上で必要な基

礎的能力を身に付け、問題解決に積極的に取り組むことの出来る、情熱ある専門人材を育

成することを目的としている。つまり地域との密接な連携のもとに、地域への貢献を図る

ことが出来る人材を育成することを教育特徴としている。 

 また「国際化、情報化に対応し、社会をリードし、国際的に活躍できる人材を育成する」

という中期目標に基づき、国際保健医療活動を推進できる人材の育成を目指している。そ

して、全人的医療及び人権保護の観点から、医療倫理・研究倫理を遵守できる人材の育成

を目指している。 

３－２ 入学者の状況 

本研究科では、受験生の多様なニーズに応えるため、また「社会人に広く門戸を開放し、

“リカレント教育”、“リフレッシュ教育”の機能を充実させる」という中期目標に基づい

て、①一般選抜、②社会人選抜、③再チャレンジ募集、④外国人留学生特別選抜、と４種

類の選抜方法を採っている（資料２：選抜方法別入学者割合（博士前期課程）、P11-３）。 
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資 料 ２： 選 抜 方 法 別 入 学 者 割 合 （博 士 前 期 課 程 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出 典 ：保 健 学 研 究 科 委 員 会 資 料 を改 編 ） 

 

本研究科の特徴として、社会人入学の割合が高く（前期課程で平均６割、後期課程で平

均８割）、また一般選抜で入学後仕事に就きながら大学院で学ぶ学生も多く、そのほとんど

は昼間働きながら夜間授業を受けているのが実情である。従って、学生が仕事と勉学の両

立を図れるような教育的配慮が必要となっている。 

 

４．想定する関係者とその期待 

本研究科で想定する関係者とその期待は（資料３：想定する関係者とその期待）のとお

りである。 

 

資 料 ３： 想 定 する関 係 者 とその期 待  

想 定 する関 係 者  関  係  者  の 期  待  

大  学  院  生  

・魅 力 的 なカリキュラムのもとで勉 学 し、修 了 後 は高 度 な専 門 知 識 ・技 術 を持

つ専 門 職 者 並 びに優 れた教 育 ・研 究 のできる人 材 に育 つこと 

・そのための学 習 環 境 が整 備 されていること 

修   了   生  

・高 度 専 門 職 者 並 びに優 れた教 育 や研 究 のできる人 材 及 び離 島 や国 際 的 な

保 健 医 療 活 動 の推 進 ・充 実 に貢 献 できる人 材 として医 療 に従 事 すること 

・院 生 時 代 に学 んだことが、職 場 で有 効 に活 用 できること 

医 療 をうける一 般 社 会 人  
・優 れた倫 理 観 と医 療 の知 識 ・技 能 ・態 度 を身 に付 けた、全 人 的 医 療 人 として

育 つこと 

同 ・異 職 種 の医 療 職 者  ・チーム医 療 の一 員 として、臨 床 現 場 において優 れた能 力 を発 揮 すること 

修 了 生 の雇 用 者  

（ 例 ： 病 院 、 医 療 保 健 福

祉 施 設 等 ） 

・種 々の職 種 を擁 する職 場 において，大 学 院 修 了 者 としてふさわしい多 角 的 な

分 析 能 力 と科 学 的 ・論 理 的 な課 題 解 決 能 力 を身 に付 けていること 

・高 度 専 門 職 者 であるとともに、優 れた実 践 指 導 者 であること 

                                       （出 典 ：保 健 学 研 究 科 の教 育 理 念 に基 づき作 成 ） 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

 保健学研究科保健学専攻の博士前期課程は、平成 15 年４月に設置された。２領域４分野

で編成され、看護学領域は基礎看護・地域看護学分野と臨床看護学分野に、理学療法・作

業療法学領域は理学療法学分野と作業療法学分野に分かれている。博士後期課程は平成 17

年４月に設置された。３分野で編成され、保健看護学分野、神経運動障害基礎学分野、臨

床精神神経障害学分野から成っている(資料４：保健学研究科保健学専攻)。 

 

                     （出 典 :保 健 学 専 攻 博 士 前 ・後 期 課 程 パンフレット） 

保健学研究科の教育は医学部保健学科の専任教員が担当している。専任教員現員数は

（資料５：研究科組織と専任教員数）のとおりである。 

 

資 料 ５： 研 究 科 組 織 と専 任 教 員 数                           

領   域  分   野  教 授  准 教 授  講 師  助 教  計  

基 礎 看 護 ・ 

地 域 看 護 学 分 野  
5 1 3 6 15 

看 護 学 領 域  

臨 床 看 護 学 分 野  8 2 2 9 21 

理 学 療 法 学 分 野  6 3   3 12 理 学 療 法 ・ 作

業 療 法 学 領 域  作 業 療 法 学 分 野  5   3 4 12 

計  24 6 8 22 60 

                                                （平 成 20 年 3 月 1 日 現 在 ）  

（出 典 ：人 事 係 資 料 ） 

保健学研究科前期課程・後期課程の学生定員と現員数は（資料６：保健学研究科前期課

程・後期課程の学生定員と現員数、P11-5）のとおりである。  

資料４: 
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資 料 ６：  保 健 学 研 究 科 前 期 課 程 ・後 期 課 程 の学 生 定 員 と現 員 数  

定   員  現             員  
区  分  専 攻 ・領 域  

入 学 定 員 収 容 定 員 1 年  2 年  3 年  計  

看 護 学 領 域  12 24 
8 

(6) 

14 

(12) 
 

22 

(18) 

 

博 士 前 期  

課 程  理 学 療 法 ・ 作 業

療 法 学 領 域  
10 20 

9 

(3) 

17 

(9) 
 

26 

(12) 

博 士 後 期  

課 程  
保 健 学 専 攻      6 18 

6 

(5) 

5 

(2) 

8 

(4) 

19 

(11) 

計  28 62 
23 

(14) 

36 

(23) 

8 

（4） 

67 

(41) 

（ ）は女 子 で内 数   (平 成 19 年 5 月 1 日 現 在 ) 

   （出 典 ：鹿 児 島 大 学 大 学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科 ・大 学 院 保 健 学 研 究 科 ・医 学 部 ・歯 学 部 概 要 2007） 
 
 
観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

(観点に係る状況) 

１．全体の体制  
本研究科では、鹿児島大学の中期目標に掲げる「教育の質の向上」及び本研究科の教育

目的を達成するために、保健学研究科委員会、保健学研究科博士後期課程委員会、入試委

員会、運営委員会、FD 委員会、教育・研究企画推進委員会及び各種小委員会、ワーキング・

グループが、教育活動に係る重要事項を審議するための必要な活動を行っている（資料７：

教育実施体制）。  
 
 資 料 ７：教 育 実 施 体 制  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   （出 典 ：研 究 科 委 員 会 資 料 より作 成 ）  

 

 

２．FD 活動 

 FD 委員会は従来、医学部保健学科の FD 部会と併設されていたが、平成 19 年度より保健

学研究科 FD 委員会として独立した。そして平成 19 年度の FD 活動として、(１)FD 研修会、

(２)学生による授業評価、(３)教員による修士論文発表の評価、(４)FD 活動を契機とした

授業方法・内容改善についてのアンケート調査を実施した。 

(１)FD 研修会 

平成 19 年度、本研究科では３つの研修会が実施された（資料８：FD 研修会、P11-6） 
 

保健学研究科 

委員会  
保健学研究科博士後期課程 

委員会 

入試委員会 運営委員会 FD 委員会 教育・研究企画 

推進委員会 

（小委員会・ワーキング・グループ） 

カリキュラム検討委員会 

電子シラバス WG 

パンフレット委員会  他 
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資 料 ８：FD 研 修 会  

研  修  会  期 日  講    師  参  加  者  備    考  

フィジカルアセスメント実 践 ・

教 育 技 術 の向 上 のために 

H19.9.18. 山 内 豊 明 （ 名 古 屋 大 学

大 学 院 教 授 ） 

65 名 （保 健 学 研 究

科 教 員 、大 学 病 院

臨 床 指 導 者 他 ） 

医 学 部 FD 委 員

会 、医 歯 学 総 合 研

究 科 FD 委 員 会 と

共 催  

保 健 学 の 地 域 連 携 の 実 践

と諸 問 題  

H20.2.27. 天 野 良 平 （ 金 沢 大 学 大

学 院 教 授 ） 

稲 垣 美 智 子 （ 金 沢 大 学

大 学 院 教 授 ） 

56 名 （保 健 学 研 究

科 教 員 、 大 学 院

生 、学 部 生 他 ） 

保 健 学 研 究 科 FD

委 員 会 主 催  

（別 添 資 料 １：保 健

学 の地 域 連 携 の実

践 と諸 問 題 、P1） 

第 1 回 国 際 セミナー 

「韓 国 と米 国 におけるナース

プラクティショナーの役 割 」 

 

 

H20.3.21. So Woo Lee (Prof . 

Emeritus, Seoul National 

Univ.) 

Jamesetta Newland 

 (Pace Univ.,USA) 

27 名 （保 健 学 研 究

科 教 員 、 大 学 院

生 、学 部 生 他 ） 

基 礎 看 護 学 講 座

主 催  

（ 別 添 資 料 ２ ： 第 １

回 国 際 セ ミ ナ ー 、

P2） 

（出 典 ：平 成 19 年 度 保 健 学 研 究 科 FD 委 員 会 活 動 報 告 ） 

 

(２)学生による授業評価 

 平成 18 年度後期より、学生による授業評価アンケートを実施した（資料９：学生による

授業評価アンケート質問項目）。 

 

資 料 ９：学 生 による授 業 評 価 アンケート質 問 項 目  

あなた自 身 について 

 １ この授 業 のシラバスを前 もって読 みましたか 

 ２ この授 業 の予 習 又 は復 習 をしましたか 

 ３ この授 業 科 目 に関 連 する本 （参 考 書 や文 献 等 ）を読 みましたか 

 ４ 授 業 中 にノートをとりましたか 

 ５ この授 業 を何 回 位 欠 席 しましたか 

授 業 に対 する評 価  

 ６ 授 業 はシラバスに沿 った内 容 でしたか 

 ７ 配 布 資 料 は適 切 であり、授 業 に役 立 ちましたか 

 ８ 授 業 内 容 に興 味 が持 てましたか 

 ９ 授 業 の進 め方 は適 切 でしたか 

10 教 員 は授 業 に対 する熱 意 がありましたか 

11 授 業 中 の話 し方 、声 の大 きさ、明 瞭 さは良 かったですか 

12  学 生 の質 問 に対 して適 切 な対 応 がなされましたか 

13  授 業 を受 講 して、知 力 ・学 力 の向 上 に役 立 ちましたか 

14  この授 業 は、全 体 的 に満 足 できるものでしたか 

 

質 問 項 目 ５は、「０回 」「１・２回 」「３・４回 」「５回 以 上 」の選 択 肢 から回 答 してもらい、その他 の質 問

項 目 に対 しては、「そう思 う」「どちらかと言 えばそう思 う」「どちらかと言 えばそう思 わない」「そうは思 わ

ない」「判 らない」の選 択 肢 から選 び、回 答 してもらった。 

                           （出 典 ：平 成 19 年 度 保 健 学 研 究 科 FD 委 員 会 活 動 報 告 ） 

 

各質問項目における「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」（質問項目５は、「０回」

「１・２回」）と答えた学生の割合(%)は（資料 10：学生による授業評価アンケート結果、

P11-7）のとおりである。 

各項目、特に授業に対する評価（質問６～14）は非常に高く、しかも平成 18 年度に比

べて平成 19 年度は全ての項目で上昇が認められた。 
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資 料 10：学 生 による授 業 評 価 アンケート結 果 (単 位 %) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 （出 典 ：平 成 19 年 度 保 健 学 研 究 科 FD 委 員 会 活 動 報 告 ） 

 
 
(３)教員による修士論文発表の評価  

平成 18 年度より、修士論文発表会における発表内容について教員が評価を行っている。 

評価項目は、 

・「発表の態度・仕方はよかったか」 

・「発表の内容は良かったか」 

・「スライド等はよく整理され分かりやすかったか」 

・「質問に対して的確に答えていたか」 

・「独自の発想で研究したことが感じられたか」 

であり、秀（５点）・優（４点）・良（３点）・可（２点）の４段階で評価した。結果は、領

域ごとの平均点等を資料として添付し、各指導教員にフィードバックされた。  
 
(４)FD 活動を契機とした授業方法・内容改善についてのアンケート調査  

FD 活動を契機として教育方法・内容等で改善された点を明らかにするためにアンケート

調査を平成 20 年３月に実施した。主な結果（自由記述）は（資料 11：FD 活動を契機とし

た授業方法・内容の改善例、P11－8）のとおりである。  
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資 料 11：FD 活 動 を契 機 とした授 業 方 法 ・内 容 の改 善 例  

・今 年 度 から理 学 療 法 学 専 攻 では独 自 に修 士 論 文 予 備 審 査 会 を行 い、他 の教 員 の意 見 を反 映 させた修 士 論 文 となってい

る。理 学 療 法 学 専 攻 の全 ての教 員 が関 わることで、これまでよりも質 が高 い修 士 論 文 になったと考 える。今 後 、理 学 療 法 学

専 攻 では独 自 に博 士 論 文 予 備 審 査 会 を行 う予 定 であり、博 士 論 文 も充 実 すると考 える。 

・作 業 療 法 学 分 野 では、大 学 院 生 の研 究 指 導 のため教 員 全 員 で指 導 ・助 言 を行 う機 会 （研 究 計 画 検 討 会 ）を設 けた。 

・シラバスへの記 述 が具 体 的 になり、具 体 的 に記 述 することがきっかけで、授 業 内 容 を見 直 した。４月 から他 の教 員 と合 同 で週

に１回 勉 強 会 を行 うことになった。他 の教 員 の視 点 からの意 見 や指 摘 が勉 強 になり、自 分 １人 で修 士 論 文 指 導 を行 うよりも

質 が高 い修 士 論 文 になったと考 える。 

・担 当 科 目 において学 生 に課 していた文 献 報 告 について、課 題 数 を減 らし内 容 吟 味 に重 点 をシフトさせた。 

・学 生 の学 問 的 ・研 究 的 思 考 を発 展 させるための教 授 方 法 について考 えるようになった。学 生 が主 体 的 に関 われる講 義 の組

み立 てや教 授 方 法 について工 夫 するようになった。 

・研 究 分 野 の関 連 する学 会 ，研 修 会 に参 加 した際 にトッピックスとなる情 報 を大 学 院 授 業 に必 ず盛 り込 む工 夫 を行 った。 

・論 文 発 表 の評 価 は、意 識 して指 導 するようにしています。金 沢 大 学 の先 生 方 の FD に関 する講 演 は、とても参 考 になりまし

た。すぐに改 善 に生 かせる状 態 ではありませんが、努 力 はしようと思 います。 

・授 業 では、パワーポイントを用 い授 業 内 容 の理 解 を深 めさせることができた。特 別 研 究 では、２年 間 の研 究 成 果 を国 際 学 会

（21st Pacif ic Science Congress）で発 表 させた。 

・学 部 学 生 による授 業 評 価 のなかで、学 生 自 身 の評 価 が低 い項 目 として、事 前 の予 習 ・下 調 べが挙 げられていた。そこで、大

学 院 前 期 課 程 の演 習 や特 論 において、次 回 の講 義 テーマについて簡 略 に説 明 し、個 々の学 生 にそのテーマに関 する情 報 が

あれば、講 義 の際 に提 供 するように提 案 した。その結 果 、講 義 のテーマに沿 った議 論 が活 性 化 したと感 じられた。 

・スライドの送 りが速 く、ノートを取 る時 間 がないとの指 摘 あり、スライドの送 りを遅 くしノートを取 れる時 間 的 余 裕 を与 えるととも

に、ノートを必 ず取 って欲 しい部 分 に下 線 を引 いた。 

・講 義 目 標 をきちんと計 画 することにより、講 義 内 容 に充 実 感 が増 すことになった。講 義 概 要 を表 記 することにより、より概 要 に

沿 った講 義 を行 うようになった。 

・単 に自 分 の専 門 分 野 の講 義 だけでなく、学 生 の質 問 や疑 問 点 を聞 く時 間 をもうけた。学 生 と研 究 テーマについても討 論 し、

学 生 が何 を求 めて自 分 の授 業 に望 んでいるかを聞 くようにした。 

（出 典 ：平 成 19 年 度 保 健 学 研 究 科 FD 委 員 会 活 動 報 告 より抜 粋 ） 
 
これらの結果より顕著な改善として認められたことは、理学療法学分野、作業療法学分

野では、教員全員で学生の指導を行う体制が整えられたことである。そしてこの試みは、

看護学領域においても急速に進められている。そして平成 19 年度に実施した一連の FD 活

動は、保健学研究科における教育方法・内容の改善に関して重要な役割を果たしたと考え

られる。  
 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

（水準）期待される水準を上回る。  
（判断理由）法人化２年目（平成 17 年）に博士後期課程が設置されたことによって、より

質の高い大学院教育が保証された。また教育目的達成のために十分な組織編成がなされ、

専任教員が適切に配置された（資料５：研究科組織と専任教員数、P11-4）。平成 19 年度よ

り保健学研究科独自の FD 活動が開始され、様々な取組がなされ、それらが授業内容・方法

の具体的な改善と結びつき、さらにより組織的な指導体制が取られるようになり、PDCA サ

イクルが出来上がった（資料 11：FD 活動を契機とした授業方法・内容の改善例）。また学

生による授業評価アンケートでは、非常に高い授業評価が示されている（資料 10：学生に

よる授業評価アンケート結果、P11-7）。これらのことから教育目的を達成するための取組

や活動、成果の状況は優れており、関係者の期待を上回ると判断される。 
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分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

 博士前期課程の修了に必要な履修単位は（資料 12：博士前期課程の修了に必要な履修単

位）のとおりである。 

資 料 12：博 士 前 期 課 程 の修 了 に必 要 な履 修 単 位  

科    目  看 護 学 領 域  理 学 療 法 ・作 業 療 法 学 領 域

博 士 前 期 課 程 共 通 科 目  4 4 

指 定 専 門 科 目 （特 別 研 究 ） 10 10 

指 定 専 門 科 目 （講 義 ） 2 2 

指 定 専 門 科 目 （演 習 ） 2 2 

博 士 前 期 課 程 共 通 科 目 ・各 領 域 共

通 科 目 及 び専 門 科 目  
12 12 

         計  30 30 

                                   （出 典 ：保 健 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 修 学 の手 引 き） 

   

授業科目は、（別添資料３：博士前期課程授業科目等、P３）に示すように、博士前期課

程共通科目 15 科目（大学共通科目５科目を含む）、看護学領域共通科目４科目、専門科目

20 科目（基礎看護・地域看護学分野９科目、臨床看護学分野 11 科目）、理学療法・作業療

法学領域共通科目１科目、専門科目 17 科目（理学療法学分野９科目、作業療法学分野８科

目）と、教育課程編成の趣旨に沿って適切に配置されている。また、学位授与までの大ま

かなプログラムは（資料 13：保健学研究科博士前期課程学位（修士）取得までのプログラ

ム）のとおりである。  

 
   （出 典 ：保 健 学 専 攻 博 士 前 ・後 期 課 程 パンフレット） 

資料 13：
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博士後期課程の修了に必要な履修単位は（資料 14：博士後期課程の修了に必要な履修単

位）のとおりである。 

    資 料 14：博 士 後 期 課 程 の修 了 に必 要 な履 修 単 位  

区    分  科  目  区  分  要 修 得 単 位 数  

専 門 科 目 特 論  2 

専 門 科 目 特 別 演 習  2 必 修 科 目  

特 別 研 究  4 

選 択 科 目  
後 期 課 程 共 通 科 目  

専 門 科 目 特 論 または特 別 演 習  
4 

               合       計         12 

                          （出 典 ：保 健 学 専 攻 博 士 後 期 課 程 修 学 の手 引 き） 

   

授業科目は、（別添資料４：博士課程後期課程授業科目等、P４）に示すように、博士後

期課程共通科目２科目、保健看護学分野専門科目５科目、神経運動障害基礎学分野専門科

目７科目、臨床精神神経障害学分野専門科目５科目と、教育課程編成の趣旨に沿って適切

に配置されている。また学位授与までの大まかなプログラムは（資料 15：保健学研究科博

士後期課程学位授与までのプログラム）のとおりである。 

                   （出 典 ：保 健 学 専 攻 博 士 前 ・後 期 課 程 パンフレット） 

 
  社会人の受け入れ方法として、大学院設置基準第 14 条に定める教育方法の特例を導入し、

昼夜開講を実施している。平成 19 年度保健学研究科博士前期課程及び後期課程の授業時間

割は（別添資料５－１：博士課程前期課程前期授業時間割、P５）～（別添資料５－２：博

士後期課程授業時間割、P６）のとおりである。  
 

資料15： 
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観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

 保健学研究科では学生の多様なニーズ、社会からの要請等に対応した教育課程編成上の

配慮として（資料 16：学生や社会からの要請等に対応した試み）を実施している。 

 

資 料 16：学 生 や社 会 からの要 請 等 に対 応 した試 み 

 対           応  状   況  

他 学 部 ・ 他 専 攻 等 の

履 修 可 能 科 目  

大 学 共 通 科 目 「いのちを学 ぶ」科 目 群 （5 科 目 ）の履 修 を

認 める 

H18 年 度 9 名  

H19 年 度 5 名  

単 位 互 換  

他 の大 学 院 で修 得 した単 位 について、 

【博 士 前 期 課 程 】共 通 科 目 2 単 位 、指 定 する分 野 の専 門  

科 目 2 単 位 、その他 の科 目 6 単 位 、計 10 単 位  

【博 士 後 期 課 程 】選 択 科 目 として 4 単 位  

を限 度 として認 めることがある 

 

 

 なし 

科 目 等 履 修 生  当 該 授 業 科 目 に支 障 のない限 り、入 学 許 可  H18 年 度 1 名 （4 単 位 ）

長 期 履 修 学 生  

制 度  

標 準 修 業 年 限 に 1 年 または 2 年 加 えた期 間 での計 画 的

な履 修 を認 める 
H19 年 度 4 名  

早 期 修 了 制 度  
優 れた業 績 をあげた者 は、在 学 期 間 は 1 年 以 上 在 学 す

れば足 りるものとする 
H19 年 度 1 名  

   （出 典 ：保 健 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 修 学 の手 引 き、保 健 学 専 攻 博 士 後 期 課 程 修 学 の手 引 き、研 究 科 委 員 会 、

研 究 科 博 士 後 期 課 程 委 員 会 資 料 ） 

 

本研究科では平成 17 年度より、修士論文で人間を対象とした研究を行う場合、厚生労

働省の「臨床研究に関する倫理指針」及び「疫学研究に関する倫理指針」に基づき、研究

計画書を倫理審査にかけることを勧めている。その際、対象が患者や障害者で、その病院

や施設に倫理審査委員会がない場合、学生本人及びその病院・施設からの要請を受けて、

「医学部疫学・臨床研究等に関する倫理委員会」で倫理審査を行っている（資料 17：修士

論文倫理審査件数の( )内赤字数）。 

資 料 17：修 士 論 文 倫 理 審 査 件 数  

  医 学 部  附 属 病 院  他  なし 動 物  

N 2 1 2 4 0 
H17 

PT・OT 9(6) 1 3 1 1 

N 7(1) 2 2 1 0 
H18 

PT・OT 7(3) 0 3 1 1 

N 3 3 5 1 1 
H19 

PT・OT 8(5) 0 2 0 3 

医 学 部 ：「医 学 部 疫 学 ・臨 床 研 究 等 に関 する倫 理 委 員 会 」で審 査  

( )内 数 ：他 病 院 ・施 設 における研 究 を同 委 員 会 で審 査  

          附 属 病 院 ：「鹿 児 島 大 学 医 学 部 ・歯 学 部 附 属 病 院 臨 床 研 究 倫 理 委 員 会 」で審 査  

          他 : 他 病 院 ・施 設 に設 置 された倫 理 委 員 会 で審 査  

なし:倫 理 審 査 の必 要 なし 

動 物 :動 物 実 験 計 画 書 で審 査  

                                        （出 典 ：修 士 論 文 原 本 より改 編 ） 
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 本研究科の教育課程の編成は教育目的に沿って共通科目と各分野専門科目が

適切に配置され、課程修了に必要な履修単位数が各々定められている（別添資料３：博士

前期課程授業科目等、P３）、（別添資料４：博士課程後期課程授業科目等、P４）。また、学

生や社会からの要請への対応も社会人学生を多数受け入れ、昼夜同一の時間割の編成や学

生が勤務する施設での研究の倫理審査を行うなど、多様な二ーズに対応している（資料

16：学生や社会からの要請等に対応した試み、P11-11）（資料 17：修士論文倫理審査件数、

P11-11）。さらに学生たちも各々の状況に応じてそれらの対応・試みを有効に利用している

（資料 16：学生や社会からの要請等に対応した試み、P11-11）（資料 17：修士論文倫理審

査件数、P11-11）。これらのことから教育目的を達成するための取組や活動、成果の状況は

優れており、関係者の期待を上回ると判断される。 

 
 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

本研究科では、教育目的を達成するため講義と演習がバランスよく組み合わされている

（（別添資料３：博士前期課程授業科目等、P３）、（別添資料４：博士課程後期課程授業科

目等、P４））。また、研究テーマ別に履修プログラム（コースワーク）を設定し、学生の計

画的かつ効率の良い受講を支援している。このコースワークは博士前期課程で 15 コース、

博士後期課程で７コースを例示し、学生のニーズに応じた、バランスのとれた受講を促進

している（別添資料６：履修プログラム（コースワーク）例、P７）。 

そして、本研究科の目的・教育特徴に合わせて、いくつかの科目等が組み合わされてい

る（資料 18：教育特徴と授業科目群）。 

 

資 料 18：教 育 特 徴 と授 業 科 目 群  

教  育  特  徴  科   目   （他 ） 

離 島 ・へき地 をはじめとする地 域 保 健 医 療 の充 実 、向 上

に貢 献 できる人 材 の育 成  

離 島 ・遠 隔 保 健 特 論  

熱 帯 圏 医 療 学 特 論  

地 域 看 護 学 特 論  

地 域 保 健 学 特 論  

地 域 看 護 学 演 習  

地 域 健 康 看 護 学 特 論  

地 域 健 康 看 護 学 特 別 演 習  

国 際 保 健 医 療 活 動 を推 進 できる人 材 の育 成  国 際 コミュニケーション教 育 論  

医 療 倫 理 ・研 究 倫 理 を遵 守 できる人 材 の育 成  医 療 倫 理 学 特 論  

「いのちを学 ぶ」科 目 群 （人 権 といのち） 

看 護 倫 理  

（研 究 計 画 の倫 理 審 査 委 員 会 申 請 ） 

（出 典 ：保 健 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 修 学 の手 引 き、保 健 学 専 攻 博 士 後 期 課 程 修 学 の手 引 き） 

また授業形態や学習指導法にあわせて、様々な教室が有効に活用されている（資料 19：

教室の活用例）。 

資 料 19：教 室 の活 用 例  

教    室  数  活    用    例  

インテリジェント講 義 室  1 パソコン 92 台 が設 置 され、学 生 の情 報 活 用 、プレゼンテーション能 力 の

向 上 に使 用  

多 人 数 での討 論 、発 表 の場 を提 供  
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マルチメディア情 報 演 習 室  1 パソコン 30 台 が設 置 され、学 生 の情 報 活 用 、プレゼンテーション能 力 の

向 上 に使 用  

講 義 室  9 一 般 の講 義 に使 用  

演 習 室 ・学 生 ゼミ室  6 演 習 に使 用  

チュートリアル室  8 より少 人 数 での討 論 等 に使 用  

（出 典 ：保 健 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 修 学 の手 引 き、保 健 学 専 攻 博 士 後 期 課 程 修 学 の手 引 き、大 学 院 係 資 料 ） 

  

シラバスは電子シラバスとして、平成 18 年度より現在の形式を定めた（別添資料７：

電子シラバス例、P８）。そして教育課程編成の趣旨に沿った適切なものかどうか、また学

生への情報提供として適切かつ使い易いものであるかどうかについて、電子シラバス WG

で毎年検討され、工夫・改善を進めている。 

 本研究科では、教育課程の趣旨に沿った研究指導体制・方法が取られている（資料 20：

研究指導体制・方法）。 

 

資 料 20：研 究 指 導 体 制 ・方 法  

課  程  研  究  指  導  体  制  ・ 方  法  

博 士 前 期 課 程  指 導 教 員 1 名  

1 年 次 4 月 研 究 計 画 書 提 出 →2 年 次 12 月 修 士 論 文 題 目 提 出 →翌 年 1 月 修 士 論 文 提 出 →

論 文 発 表 会  

「看 護 学 研 究 方 法 論 」「理 学 療 法 ・作 業 療 法 学 研 究 方 法 論 」で研 究 方 法 の基 本 を教 授 し、各

分 野 の「特 別 研 究 」で具 体 的 な研 究 指 導 を実 施  

博 士 後 期 課 程  主 任 指 導 教 員 1 名 、副 指 導 教 員 1 名  

1 年 次 研 究 計 画 書 作 成 →予 備 審 査 委 員 会 →2 年 次 前 期 中 間 研 究 報 告 書 提 出 →後 期 最 終

研 究 報 告 書 提 出  

（出 典 : 保 健 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 修 学 の手 引 き、保 健 学 専 攻 博 士 後 期 課 程 修 学 の手 引 き） 

 

さらに、学生による授業評価アンケート調査結果などに基づいて、現在では次のような

教育・指導体制が実施されている。 

（１）入学時の新入生オリエンテーションにおける修了生講演会（別添資料８：新入生オ

リエンテーション・講演会実施要領、P９） 

  平成 18 年より、本研究科修了生２名による講演会を実施し、学生（学部生も含む）の

大学院生活のイメージ作りを支援し、動機付け教育を行っている。 

（２）指導教員以外の教員も参加しての研究指導体制 

  研究計画、結果処理等の段階で、より広い視点からの討論を行い、論文の質を高める

指導を複数の教員によって組織的に実施している。 

（３）教員による修士論文発表の評価 

平成 18 年度より、修士論文発表会における論文内容やプレゼンテーション能力につ

いて教員が評価を行い、学生にフィードバックしている。 

 

また、TA・RA は（資料 21：TA・RA の採用状況）のとおりである。 

資 料 21：TA・RA の採 用 状 況  

 H17 H18 H19 計  

TA 9 10 6 25 

RA  1 1 2 

計  9 11 7 27 

                     TA:H17 年 度 より採 用   RA:H18 年 度 より採 用  

（出 典 : 研 究 科 委 員 会 、研 究 科 博 士 後 期 課 程 委 員 会 資 料 より改 編 ） 
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社会人が多いため、まだ全体数としては多くないが、その教育的効果は（資料 22：TA・

RA 体験者の声）より明らかである。 

 

資 料 22：TA・RA 体 験 者 の声  

ＴＡ・ＲＡを体 験 した大 学 院 生 の声  

１８年 度 ＴＡ 大 学 院 生 （１） 

 今 年 度 、４名 の学 部 学 生 を卒 業 研 究 生 として受 け入 れ、その実 験 の際 にTAとして教 育 補 助 をしてきました。昨 年 、私 もこ

の研 究 室 で卒 業 研 究 生 として実 験 を経 験 してきた訳 ですが、実 際 、実 験 する側 と教 える側 とでは勝 手 が違 い、最 初 は戸 惑 う

ことが多 かったように思 います。器 具 の使 い方 や手 法 について、してみせるだけではなく、言 葉 で説 明 することが初 めてのこと

だし、慣 れていない分 、難 しく感 じました。ただ、先 生 に倣 ってみたり、回 数 を重 ねたりすることで、その難 しさも解 消 され、教 え

る楽 しみも感 じることができるようになりました。 

 今 まで、学 生 として教 えられる側 だったのですが、このTAの経 験 を通 して教 える側 の立 場 に立 ち、色 々な見 方 をすることが

できるようになりました。このTAの経 験 で得 たものを、今 後 の生 活 に役 立 てていきたいと思 います。 

１８年 度 ＴＡ 大 学 院 生 （２） 

【大 学 教 育 の充 実 につなげられた点 】 

 教 員 よりも、学 部 学 生 に近 い位 置 にいることで、なかなか教 員 に相 談 にくいことについても、比 較 的 伝 えやすい立 場 にあっ

たことは、学 部 学 生 の学 びを深 め、学 習 目 標 達 成 につなげる点 において意 義 があったものと考 える。 

【指 導 者 としてのトレーニングになった点 】 

 学 生 の悩 みやつまずきのあった部 分 に対 し、共 有 していくなかで、第 一 に、自 分 自 身 について振 り返 り、客 観 化 することが

でき、学 習 の機 会 とすることができた。 

 第 二 に、学 生 と悩 みを共 有 し、ともに考 えながら学 びとして次 のステップにつなげていくプロセスは、大 変 なこともあった。たと

えば、教 員 と学 習 目 標 については密 に確 認 をとっていたが、やはり、学 部 学 生 と教 員 間 の間 で、自 分 がどのようにかかわりを

もって良 いか戸 惑 い、悩 むこともあった。そのようなときでも、結 論 がみえなくても、一 緒 に話 をする機 会 をもち、かかわりを止

めず、ともに考 え続 けることの難 しさと大 切 さを知 った。 

以 上 より、教 育 者 に対 する魅 力 を感 じる貴 重 な機 会 を得 ることができた。 

 

ＴＡ・ＲＡを活 用 して授 業 を受 けた学 生 の声  

１８年 度 学 部 学 生 （１） 

 卒 業 研 究 のために属 することになった研 究 室 は、今 までの講 義 で経 験 することのなかった実 験 を多 く実 施 するところでした。

自 らその研 究 室 を希 望 したとはいえ、行 う実 験 の複 雑 さ、初 めて耳 にする専 門 用 語 、扱 い方 やその危 険 性 が全 くわからない

実 験 用 具 や薬 品 に初 めは戸 惑 ってばかりいました。 

 しかし、私 の研 究 室 にはTA・RAとしての院 生 の方 がいらっしゃり、その方 の丁 寧 な説 明 や手 技 のデモンストレーションのおか

げで、その戸 惑 いは徐 々に払 拭 されていきました。もちろん教 授 も私 たち学 生 にたくさん気 遣 ってくださいました。しかし、自 分

の勉 強 不 足 や意 識 の低 さが原 因 で生 じていると考 えられるために教 授 に質 問 するには少 し気 の引 けるような疑 問 も、立 場 的

に学 生 に近 いところにいる院 生 の方 には気 兼 ねなく質 問 することができ、大 変 ありがたいと感 じました。文 献 を頼 りに学 生 だ

けでこのような実 験 を手 探 りで進 めていくこともそれなりのメリットがあると思 います。 

 しかし、学 生 がきちんと積 極 性 を持 った上 でTA・RAが存 在 してくだされば、その時 その時 で疑 問 を解 消 しながらより効 率 よく

実 験 を進 めることができ、また“百 聞 は一 見 にしかず”で、手 技 をデモンストレーションしていただくことでそのやり方 も要 領 も、

比 較 的 早 い段 階 で理 解 することができると思 います。 

 今 までも講 義 でTA・RAの方 にお世 話 になったことがありましたが、この一 年 はその存 在 のありがたさを強 く感 じることができ

ました。 

１８年 度 学 部 学 生 （２） 

 まず、卒 論 は、初 めてのことなので、この先 どのようになるのだろうという不 安 がありましたが、担 当 TAが経 験 を話 してくれる

ので、流 れがわかりやすかったです。身 近 に先 輩 がいるので、とても心 強 かったです。 

次 に、担 当 TAは先 生 より声 を掛 けやすかったです。ちょっとしたことで、先 生 に聞 くべきことじゃないのかなと判 断 に悩 んだ

ときでも、気 軽 に声 をかけられるので、たくさん相 談 ができました。どんなときも笑 顔 で、快 く応 じてくれるので、つい甘 えてし 

まったかもしれませんが、とても頼 りになる存 在 でした。相 談 すると、気 持 ちをすぐに理 解 してくれて、とても学 生 に近 いと感 じま

した。焦 ったときも、悩 んだときも、疲 れたときも、「大 丈 夫 だよ。」や「そんな日 もあるよ。」、「私 もそうだったよ。」など、声 をかけ

てくれたり、少 しでもできたところを褒 めてくれるので、とても励 みになりました。 

担 当 TAの存 在 は、今 回 の卒 論 においてとても大 きいことは間 違 いありません。ご指 導 、ありがとうございました。      

（出 典 :19 年 度 版 TA・RA マニュアル） 
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観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

保健学研究科では、主体的な学習を促す様々な取組を行っている（資料 23：主体的な学

習を促す取組の例）。 

資 料 23：主 体 的 な学 習 を促 す取 組 の例  

取     組  目        的  

図 書 館 （桜 ヶ丘 分 館 ）の開 館 時 間 延 長  学 生 の主 体 的 ・自 主 的 な学 習 の支 援  

共 通 教 育 棟 にスキルスラボを設 置  学 生 が自 主 的 に基 本 的 臨 床 実 習 技 能 を習 得 できる環 境 の提 供

電 子 シラバスに各 教 員 のオフィスアワー，メ

ールアドレスを掲 載  
学 生 の質 問 等 への対 応  

演 習 室 ・マルチメディア情 報 演 習 室 ・学 生

ゼミ室 を時 間 外 に解 放  
主 体 的 ・自 主 的 な学 習 の促 進  

教 室 外 の準 備 学 習 の指 導 ，課 外 学 習 課

題  
主 体 的 な学 習 の促 進  

（出 典 : 保 健 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 修 学 の手 引 き、保 健 学 専 攻 博 士 後 期 課 程 修 学 の手 引 き） 

 

また、各科目においていくつかの目的に合わせて、主体的な学習を促す取組を積極的に

行っている（資料 24：各授業科目における主体的学習を促す取組の例）。  
資 料 24:各 授 業 科 目 における主 体 的 学 習 を促 す取 組 の例  

目 的 （取 り組 み） 授 業 科 目 名  具  体  的  内  容  

社 会 の現 実 的 課 題 に対 して

問 題 意 識 を持 ち、実 践 的 問

題 解 決 能 力 を身 に付 ける 

看 護 政 策 ・看 護 管 理 論

 

成 人 健 康 科 学 特 論  

 

コンサルテーション論  

 

現 在 、問 題 になっている看 護 政 策 上 の課 題 につい

て調 べ、議 論 する 

小 児 難 治 性 疾 患 で 専 門 医 が 少 な い 疾 患 を 対 象

に、連 携 医 療 や地 域 医 療 のあり方 を検 討 した 

生 活 困 難 な多 問 題 を有 する慢 性 疾 患 患 者 、障 害

者 、子 育 て期 の家 族 への施 設 ・地 域 をつなげての

ケ ア 提 供 の 課 題 に つ い て 事 例 を も と に 討 論 し 、

Care management の概 念 を用 いてその機 能 を学

び、問 題 解 決 能 力 を養 う 

討 論 及 び学 習 発 表 を取 り入

れた授 業  

地 域 保 健 学 特 論  

地 域 看 護 学 演 習  

医 療 倫 理 学 特 論  

 

 

看 護 教 育 ・コンサルテー

ション論  

成 人 老 年 看 護 学 特 論  

JGSS 等 、SSJDA を用 いた、2 次 解 析 の独 自 仮 説

による研 究 結 果 のプレゼンテーションと討 論  

子 どもの死 についての親 、兄 弟 への影 響 や対 応 、

致 死 的 な疾 患 を持 つ子 どもへの病 名 告 知 につい

て、討 論 を行 った 

いずれも基 礎 的 な内 容 を教 授 した上 で、学 生 に講

義 内 容 に関 連 した文 献 クリティーク、発 表 ・意 見 交

換 をしている 

情 報 リテラシーの向 上 と情 報

技 術 を活 用 した教 育  

医 療 情 報 ・統 計 学 特 論

地 域 保 健 学 特 論  

地 域 看 護 学 演 習  

情 報 処 理 ・統 計 処 理 演 習  

SPSS 等 を用 いた統 計 解 析 演 習  

現 場 体 験 型 授 業  

 

小 児 看 護 学 演 習  

 

 

母 性 看 護 学 演 習  

理 学 療 法 士 としての資 格 を持 つ学 生 には、小 児 リ

ウマチ外 来 に参 加 させ、関 節 機 能 障 害 を持 つ子 ど

もの実 態 を体 験 させた 

学 校 で行 われる助 産 師 による思 春 期 健 康 教 育 の

現 場 に参 加 し、地 域 と連 携 した健 康 教 育 のあり方

について教 育 現 場 の生 の声 を聞 き、今 後 の課 題 に

ついて討 論 する 
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離 島 ・ 遠 隔 地 域 の 生 活 ・ 文

化 の向 上 に資 する授 業  

離 島 ・遠 隔 保 健 特 論  

地 域 看 護 学 演 習  

 

選 択 で、離 島 でのフィールドワークを課 している 

離 島 における看 護 、保 健 に必 要 な技 術 の演 習  

 

課 題 探 求 型 、発 表 形 式 を重

視 したセミナー形 式 、シンポジ

ウム形 式 の授 業  

看 護 政 策 ・看 護 管 理 論

 

チーム医 療 特 論  

 

 

現 在 、問 題 になっている看 護 政 策 上 の課 題 につい

て調 べ、議 論 する 

「チーム医 療 の今 後 の課 題 とその方 策 」について探

求 できるように、基 礎 的 な内 容 を教 授 した上 で、そ

れぞれの立 場 から「チーム医 療 の現 状 とその課 題 」

についてレポート作 成 ・発 表 ・意 見 交 換 している 

そ の 他 の 工 夫 を 試 み て い る

授 業  

医 療 倫 理 学 特 論  上 記 の目 的 を全 て含 みつつ、学 生 の理 解 を深 める

講 義 をしている 

（出 典 :教 員 による学 生 及 び授 業 アンケート調 査 結 果 ） 

 

授業時間外の学習時間の確保についてはシラバスや修学の手引きで組織的に履修指導

した上で、十分な学習時間を確保するよう指導教員が各学生に指導し、単位の実質化に配

慮している。また授業時間以外に、オフィスアワーやインターネットを活用した指導も行

っている。  
 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 教育目的と特徴に応じた種々の科目群があり、研究テーマに合わせたコースワ

ークも学生に提示されている。教室の使用は時間外も可能であり、特に多くのパソコンが

自由に使用できるようになっている。また研究指導体制も指導教員のみに任せるのではな

く、入学時の動機付けから組織的な集団指導体制が確立されている。さらに TA・RA は院生・

学部生双方から非常に高い評価を得ている（資料 22：TA・RA 体験者の声、P11-14）。これ

らのことから教育目的を達成するための取組や活動、成果の状況は優れており、関係者の

期待を上回ると判断される。 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

 博士前期課程・後期課程とも単位修得状況は良好で、進級（修了）の状況もおおむね良

好である。平成 16～19 年度で２年の年限で修了した者は 83.5%、３年修了も含めると 91.8%

である。社会人が多く、職場や家庭の事情で退学・休学者が多いにも関わらず、この修了

率は非常に高いと考えられる。 

 学生の在学中における学会参加、学会発表、論文掲載は（資料 24：学生の学会参加・学

会発表・論文掲載数）のとおりである。 

平成 16 年度に比べて増加傾向が著しく、平成 19 年度はいずれも最多となっている。こ

れは身に付けさせる学力や資質・能力に照らして、教育の成果や効果が上がっていること

を顕著に示すものである。また指導教員の指導により、研究成果を積極的に公開するとい

う、研究者としての資質を確実に身に付けている結果と考えられる。 

 

資 料 24：学 生 の学 会 参 加 ・学 会 発 表 ・論 文 掲 載 数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出 典 ：教 員 による学 生 及 び授 業 アンケート調 査 結 果 ） 

 

 また、①国際セミナーへの参加（別添資料２：第１回国際セミナー、P２）、②国際学会

に参加・発表（平成 19 年度４名）、③「ASEAN 地域の国外大学での講義の受講と現地視察」

（別添資料９：“水圏環境・食資源・島嶼医療分野で国際的に活躍できる高度専門能力及び

技術経営能力を備えた人材の育成”の実施について、P10）への参加（保健学研究科博士前

期２名、博士後期課程１名）、などを通じて、国際保健医療活動を推進できる人材も育成さ

れている。 

 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

前述の学生による授業評価アンケート調査の中で、質問 13「授業を受講して、知力・学

力向上に役立ちましたか」、質問 14「この授業は、全体的に満足できるものでしたか」を

設けて、学業成果の到達度及び満足度を尋ねている。それらの質問項目に対して「そう思

う」「どちらかというとそう思う」と回答した学生の割合を（資料 25：学生の学業成果の
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到達度と満足度、P11-18）に示している。その値は期を追って高くなり、平成 19 年度後期

には両質問とも 100％に達している。これは学生の満足度が非常に高いことを示すもので

ある。 

 

資 料 25：学 生 の学 業 成 果 の到 達 度 と満 足 度 (単 位 %) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （出 典 ：平 成 19 年 度 保 健 学 研 究 科 FD 委 員 会 活 動 報 告 ） 

 

また平成 20 年２月、学生にアドミッション・ポリシーに対するアンケート調査を実施

した。本研究科が掲げるアドミッション・ポリシー（前期課程４項目、後期課程３項目）

のうち、本人が目指した項目が現在目指す方向に進んでいるかという問いに対して、「順調

に進んでいる」「やや進んでいる」と答えた学生が 88.2%であった。これも学生の学業成果

に対する高い到達度及び満足度を示している。 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 単位修得状況は良好で、進級（修了）の状況もおおむね良好である。学生の学

会参加・発表、論文掲載は年々著しく増加し、国際的な活動にも積極的に参加している。

また自己の学業成果について、学生は非常に高い満足度を示している（平成１９年度後期

は 100％）。これらのことから教育目的を達成するための取組や活動、成果の状況は優れて

おり、関係者の期待を上回ると判断される。 
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

修了生の就職・進学状況は（資料 26：修了後の進路状況）である。産業別ではやはり医

療職が最も多く 81.3%、次いで学校教育（大学・専門学校教員）となっている。地域別で

は県内が 90%と多く、地域に貢献していることが示されている。 

進学者も毎年３～５名で、本研究科の博士後期課程に進学している。 

 

資 料 26：修 了 後 の進 路 状 況  

産 業 別  地 域 別   

医 療 職  学 校 教 育  その他  県 内  県 外  
進 学  無 回 答  計  

H16 18 4 1 21 2 3 0 26 

H17 16 4  18 2 3 0 23 

H18 12 3  14 1 5 4 24 

H19 19 3  19 3 4 0 26 

計  65 14 1 72 8 15 4 99 

（出 典 :鹿 児 島 大 学 就 職 支 援 ガイドブック JOB HUNTING GUIDE より改 編 ） 

 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

 （資料 27：保健学研究科修了生へのアンケート）より、大学院で学んだことは自分の人

生にとって良かったもしくはある程度良かったと 81％の修了生が答え、その理由としては

教員の高度な専門性、教員の指導・熱意、大学院の教育内容をあげている。大学院での研

究を進める上で教育効果が高かったと思う内容としては、指導教員からの指導・助言、大

学院における講義・演習・実験と答えている。そして、大学院教育を通して身についたと

思うものとして、論理的思考力、高度な専門知識・技術と答えている。 

 

資 料 27：保 健 学 研 究 科 修 了 生 へのアンケート 

Q 大 学 院 で学 んだことは、あなたの人 生 に           Q 大 学 院 での学 習 ・研 究 にどのくらい 

とって良 かったと思 いますか。                   打 ち込 みましたか。 
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Q 指 導 教 員 の教 育 ・研 究 指 導 に対 する         Q 指 導 教 員 の教 育 ・研 究 指 導 の効 果 は 

熱 意 はどのようなものでしたか。               どのようなものでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Q 大 学 院 で学 んで良 かったと思 う理 由            Q 大 学 院 での研 究 を進 める上 で教 育 効 果 が 

                                    高 かったと思 うもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 大 学 院 教 育 を通 して身 についたと思 うもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出 典 :鹿 児 島 大 学 における教 育 の成 果 ・効 果 の検 証 平 成 18 年 度 報 告 書 より 

保 健 学 研 究 科 修 了 生 データを抽 出 して作 成 ） 

 

雇用者へのアンケート（鹿児島大学における教育の成果・効果の検証平成 18 年度報告

書）より、「日本有数のリハビリテーション病院になるべく努力しております当院へ、貴学

の卒業者である医師あるいは看護師を目指す学生の方に入職していただけますと幸いで

す」「専門的な知識だけでなく人間としての力を合わせて養えるような教育を行って欲しい

（コミュニケーション能力、問題発見、解決能力など）」「すべての学部、研究科において

地元の企業や行政等との連携を密にし、地元の期待に応える教育、研究に積極的に取り組
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み、その成果を地域の発展・充実に資するように努めていただきたい」といった意見が出

され、雇用者の大きな期待と評価が示された。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 修了生のほとんどは医療職あるいは教育職へと進んでいる。これは高度な専門

知識・技術をもつ専門職者並びに優れた教育や研究のできる人材育成を目指す、本研究科

の教育理念・目的に合致するものである。また修了生のアンケートでも、入学したことへ

の高い満足度（81%）を示し、指導教員の熱意及びその指導効果に対しても高い評価を与え

ている（資料 27：保健学研究科修了生へのアンケート）。これらのことから教育目的を達

成するための取組や活動、成果の状況は優れており、関係者の期待を上回ると判断される。  
 
 
Ⅲ 質の向上度の判断 
①事例１「離島をはじめとする地域連携の促進と現場体験型教育の構築」(分析項目Ⅲ) 

本研究科では鹿児島県の地域特性を考慮し、離島・へき地をはじめとする地域保健医療

に貢献できる人材の育成を教育特徴の１つとしている。そして「離島・遠隔保健特論」「地

域保健学特論」など特色ある科目群を設けて現場体験型（フィールドワーク）授業を多く

採用している。さらに多種の医療職者が在学するため、その特徴を活かして地域連携の重

要性を授業等で強調している。これらの取組は平成 19 年度の保健学研究科 FD 研修会「保

健学の地域連携の実践と諸問題」において集約・討論され、質の向上を示した。 

 

②事例２「動機付け教育に始まり質の高い論文作成に到るまでの組織的教育・評価体制の

構築」(分析項目Ⅲ) 

平成 18 年度より入学時の新入生オリエンテーションにおける修了生講演会を実施し、

学生（学部生も含む）の大学院生活のイメージ作りを支援し動機付け教育を行っている。

平成 18～19 年度より指導教員以外の教員も参加し、広い視点からの組織的な研究指導体制

が取られ、その研究成果は学会発表・論文掲載の形で積極的に公開している。そしてその

数は年々増加している。また平成 18 年度より、修士論文発表会における論文内容やプレゼ

ンテーション能力について教員が評価を行っている。これらの組織的教育・評価体制によ

って、教育の質は確実に向上していると判断される。 
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Ⅰ 理工学研究科の教育目的と特徴 

１．鹿児島大学の使命及び教育目標を受けて、理工学研究科は、「理工学に関する学術の理

論及び応用を教育研究し、その深奥を極めて文化の進展に寄与する」ことを教育目的と

している。そのため、「理工学に関する学問の高度化と多様化に幅広く柔軟に対応でき

る次世代を担う技術者・研究者、及び人間生活を取り巻く自然について総合的な知識を

持ち今日の諸課題に対応できる倫理的判断力を持った人材を養成する」こと、さらには、

地域社会との連携、世界に開かれた研究科となることを図っている。次のような視点に

基づく人材育成を、理工学研究科における教育目標としている。 
① 自然科学及び技術に係わる総合的視野を持って人類の幸福と福祉に貢献できる人材 
② 知識基盤社会を科学技術の立場から多様に支える高度で知的な素養と応用力を兼ね

備えた人材 
③ 科学創成の必然性を理解し社会の急速な変貌に伴って起こる様々な問題克服に寄与

できる人材 
④ 高い倫理観をもって地域ならびに国際社会の進展に主体的に取り組むことのできる

人材 

２．理工学研究科の特徴は、次の通りである。 
① 正・副指導教員（複数指導体制）による個別研究指導体制を強化することによって、

修了時の質の確保を図っている。 
② 社会のニーズに対応した人材を養成するため、一つの学修課題を複数の授業科目等

を通して体系的に履修するコースワークに取り組んでいる。 
③ 従来の縦割りされた学問体系内の教育だけにとらわれることなく、ベンチャー教育、

技術経営教育、知的財産教育などの教育プログラムの導入に取り組んでいる。 
④ 開かれた研究科として、外部機関との交流、共同研究、地域社会との連携に努めて

いる。 

３．理工学研究科は、理学部と工学部を基礎学部とする区分制大学院であり、12 専攻、31
講座からなる博士前期課程と 4 専攻、11 講座からなる博士後期課程とで編成されている。

教員組織は、理学部と工学部に所属する兼担教員と独立専攻のナノ構造先端材料工学専

攻に所属する大学院専任教員が主体となり、これに学術情報基盤センター等の教員が協

力して各専攻に参加している。大学院担当教員の採用基準は、大学設置基準に規定する

教員の資格に基づき定められた「国立大学法人鹿児島大学教員選考規則」に則ったもの

ではあるが、本研究科の教育研究水準を維持するための基準を博士前期課程と博士後期

課程それぞれに定め、教育内容と直接結びついた研究実績の裏付けに基づいた多様な観

点からの審査を行っている。 
 
［想定する関係者とその期待］ 

 理工学研究科で想定する関係者は、在学生、修了生、保護者、関係する地域社会、及び

求人先の企業や学校等であり、理工学研究科の目標に示すような能力をもって社会で活躍

しうる人材育成を期待されている。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準判断 
 
分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

（１）観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成 

（観点に係る状況） 

理工学研究科の博士前期課程は、理学部と工学部の学科を基礎にした理学系の 4 専攻と

工学系の 7 専攻および独立専攻のナノ構造先端材料工学専攻の計 12 専攻で構成されてい

る。博士後期課程には、各専門分野の有機的連携を考慮した物質生産工学専攻、システム

情報工学専攻、生命物質システム専攻の 3 専攻とナノ構造先端材料工学専攻の計 4 専攻が

設置されている（資料 I-1）。専攻別の学生定員と現員、専攻の教員組織の構成と専任教

員の配置は、社会の要請に応えるべく、適切な配置がなされている(資料 I-2, I-3）。 
これらは、工学系や理学系の大学院としての標準的な分野を網羅しており、より高度な

人材を育成する高等教育機関として十分な体制となっている。 

資料 I-1 鹿児島大学大学院理工学研究科規則第２条 
資料 I-2 鹿児島大学概要 2007，大学院(志願者・受験者・合格状況)(p.42) 
資料 I-3 理工学研究科各専攻の教員現員 

 
観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 
（観点に係る状況） 

学士課程における専門基礎教育とは異なり、基礎教育の実施を考慮しない大学院の講義

は、各教員の専門性と研究実績を反映して各専攻からの提案を受けて研究科委員会で決定

されている。この方式は特定のある専門分野や教育分野への偏りが危惧されるが、その点

は、教員公募における各専攻の教育や研究についての将来計画を人事委員会で説明し、承

認するという研究科主導の人事の実施を通して回避している。また、履修要項に記載され

ている専門性の高い授業内容は、各教員の研究活動の成果を反映したものになっている（資

料 I-4）。一方、このような教育改善に関する体制がうまく機能しているかどうかについ

て、ＦＤ活動としては、授業アンケート、修了生アンケートや随時講師を招きＦＤ講演会

を実施している。工学系の専攻においては、学生による授業評価アンケートは各専攻で整

理し、分析を行うとともに、授業計画改善書の作成を通して、教育の質の向上や改善に結

びつけるよう、組織としての取組みを講じている（資料 I-5）。理学系専攻も平成 18 年度

後期より授業アンケートを実施、平成 19 年度より工学系同様分析などを行っている。 
社会人学生等の夜間開講授業を希望する学生がいる場合には、理工学研究科として夜間

に開講する体制を整備している（資料 I-6）。さらに、当該学生が無理なく課程を修了で

きるように、教育上特別の必要があると認められる場合には、個別に対応策を考え、夜間

その他特定の時間または時期において授業または研究指導を行う等の適切な方法を適宜選

択することにより教育を行っている。 

資料 I-4 授業科目を担う教員の研究活動の反映例（前期課程および後期課程） 
資料 I-5 平成 18 度鹿児島大学工学部 FD 委員会報告書，pp.41-54（抜粋），p.99 
資料 I-6 鹿児島大学大学院理工学研究科規則第７条 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 期待される水準を上回る。 
（判断理由） 本研究科の構成は、理学系教育ないしは工学系教育の標準的なもので、そ

の範疇を適切に満たしている。各専攻とも教育内容、教育方法の改善を図ることにより学

生教育に努力しており、社会のニーズに対応した人材を養成するためにコースワークを充

実している。さらに、授業評価アンケートの評価結果を参照して、各専攻会議で教育の改

善、教育課程の見直しも適宜行われている。このように、本研究科では継続して授業改善

活動が実施され、教育の改善に向けた取組が組織として講じられているので、本研究科の
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教育の実施体制は期待される水準を上回ると言える。 
 
分析項目Ⅱ 教育内容 

（１）観点ごとの分析 
観点 教育課程の編成 
（観点に係る状況） 

理工学研究科の教育課程及び履修方法等は、鹿児島大学大学院学則、鹿児島大学大学院

理工学研究科規則（資料 II-1）に基づいている。教育課程の基本となる授業科目は、博士

前期課程では、共通科目、専攻科目及びゼミナール（資料 II-2）、博士後期課程では専攻

科目とゼミナール（資料 II-3）で編成されている。 
理工学研究科では、「理工学に関する学問の高度化と多様化に幅広く柔軟に対応できる

次世代を担う技術者・研究者、及び人間生活を取り巻く自然について総合的な知識を持ち

今日の諸課題に対応できる倫理的判断力を持った人材を養成」を目指すため、博士前期課

程の１年次には様々な分野の授業科目とともに専門性の高い講義・ゼミナール等を配置し、

２年次は、修士論文の研究に重点を置いた課程表を組んでいる(資料 II-2)。また、平成 19
年度より、従来の「セミナー・特別研究のみの必修指定」を改め、必修指定のセミナーに

加え、選択必修科目指定や、各分野を概観するような科目を必修指定するなど、コースワ

ークの充実化を図っている。修了要件単位数は当該専攻に属する授業科目 20 単位以上を

含めて 30 単位以上である。履修要項に専攻名、講座名、学問分野、さらに専攻ごとに標

準履修課程表、授業科目の位置づけ、必修選択の別、開講時期及び単位の修得方法が掲載

されている。授業科目の年次配当は標準履修課程表にまとめてある（資料 II-2）。 
一方、博士後期課程では、講義 4 単位以上を含めて 12 単位以上（ただし、ナノ構造先

端材料工学専攻においては 14 単位以上）を修得するようになっている。「理工学の学問の

高度化と多様化に幅広く柔軟に対応し、今日の様々な課題にも柔軟に対応できる」ように、

さらに、境界領域分野の研究や他の研究分野の最先端の研究も理解できるように、所属す

る講座あるいは専攻以外の講義の受講を奨励している（資料 II-3）。また、後期課程のゼ

ミナールは、自己の研究の進捗状況を発表するもので、各期に必ず一回行わねばならない

制度としている。 

資料 II-1 鹿児島大学大学院理工学研究科規則第６条 
資料 II-2 鹿児島大学大学院理工学研究科博士前期課程履修要項(例示) 
資料 II-3 鹿児島大学大学院理工学研究科博士後期課程履修要項 p.7 

 
観点 学生や社会からの要請への対応 
（観点に係る状況） 

本研究科では、入学試験の対象者として一般選抜の他に、社会人の特別選抜や推薦入学

制度による学生募集を行っている(資料 II-4)。その目的は、急激な技術革新と科学技術水

準の向上、並びに学校教育内容の高度化に伴い、研究、開発、教育等に携わる社会人や学

校教育者の高度化教育が教育の質の向上のために必要となっており、このような社会の要

請に応えるためである。また、国際的に魅力ある大学院教育構築に向けて、外国人特別選

抜を重視し海外にも広く門戸を開放している。さらに、社会に開かれた大学として、社会

人特別選抜の他に、研究生、科目等履修生、委託生及び特別聴講学生を認めている(資料 I-2)。
本研究科では、現場での職業訓練重視の観点から、「インターンシップ」という 1～4 単位

の科目を開設し、実社会とのつながりを学ぶことの重要さを示している。また、大学の知

的財産活用や産業創出が求められる現代のニーズに対応するために、平成 16 年度より稲

盛経営技術アカデミーの協力のもとに開講されている VBL 教育プログラムの科目（「ベン

チャービジネス特論」など）も選択科目（4～6 単位まで）として受講可能としている(資
料 II-5)。一方、高度な倫理性を育成することを目的に、平成 17 年度から他研究科で開設

されている「いのちを学ぶ」科目群を、平成 18 年度より理工学研究科前期課程の学生が
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受講できる体制をとっている（資料 II-6）。理学系においては、平成 18 年度より、理学

系全専攻の学生を対象にした科目「理学論」を開講している。この科目は、理学系の分野

横断的な講義であり、理学の本質・位置づけを理解させることを目標としている（資料 II-7, 
II-8）。その他、在学期間に、優れた業績を上げた者については、修士課程を１年で修了で

きることや、他大学の大学院及び外国の大学院の授業科目を履修すること、または他大学

の大学院において必要な研究指導を受けることが可能な制度を導入するなど、柔軟な教育

カリキュラムを実施している。 

資料 II-4 鹿児島大学大学院理工学研究科博士前期課程学生募集要項(表紙抜粋) 
資料 II-5 インターンシップ・VBL プログラムの単位取得状況 
資料 II-6 鹿児島大学大学院理工学研究科博士前期課程履修要項 pp.32-33（抜粋） 
資料 II-7 「理学論」Web 版シラバス（抜粋） 
資料 II-8 「理学論」の履修・単位取得状況 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 期待される水準を上回る。 
（判断理由） 大学院理工学研究科の基本理念に基づき、「理工学の学問の高度化と多様化

に幅広く柔軟に対応し、今日の様々な課題にも柔軟に対応できる」ように、博士前期課程

では共通科目、専攻科目及びゼミナールが、博士後期課程においては専攻科目とゼミナー

ルが適切に編成されている。また、社会人特別選抜の他、研究生、科目等履修生、委託生

及び特別聴講学生の受け入れ、インターンシップの取り入れ、ベンチャービジネスプログ

ラムの開講など、社会からの要請にも応えていると判断する。 
 
分析項目Ⅲ 教育方法 

（１）観点ごとの分析 
観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 
（観点に係る状況） 

理工学研究科における各授業形態については、学部通則「教育課程及び履修方法等」に

定められた単位の基準（資料 III-1）に基づいて決められている。すなわち、博士前期課程

では講義、セミナー、特別研究、演習及び実験、博士後期課程では、講義、演習及び実験

からなっている(資料 II-2、II-3）。セミナー、論文講読等は、少人数教育の対話討論型科

目である。研究の指導の面では、様々な装置・機器を活用する実験、情報機器を使用した

実習、野外調査など、専攻ごとの専門性を考慮した指導教員によるマンツーマン指導体制

が実施されている。 
通常の講義の他にゼミナール形式の講義である特別講義（必修）、指導教員グループで

行う専攻ゼミナール（必修）、インターンシップ（選択）、他研究機関で研究を行う特別演

習（選択）、卒論学生の指導や国際会議での発表等、研究教育能力の向上を目的とした特別

研修（選択）を課している(資料 II-2、II-3)。なお、すべての講義室にＯＨＰ、液晶プロジ

ェクター、再生用ビデオ、スクリーンなどが設置され、空調設備についても整備されてい

る。 

資料 III-1  鹿児島大学学則第２章第４節第４０条（「平成 19 年度学生便覧」、p.151） 
 

観点 主体的な学習を促す取組 
（観点に係る状況） 

本研究科の各専攻では、学生が主体的な学習を進めていく上で、これを支える体制とし

て学生ごとに主指導教員を定めている。博士前期課程においては、平成 17 年度までは主

指導教員 1 名が各学生を指導する体制であったが、平成 18 年度からは主指導教員 1 名及

び副指導教員 1 名以上の複数指導体制をとることとした(資料 II-2、III-2、III-3)。研究テ

ーマについては、主指導教員あるいは指導教員グループと相談の上、各人が教育課程の趣
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旨に沿った独自のテーマを選定するが、主指導教員から与えられる場合もある。学生は毎

週行われる特別研究やゼミナールなどでは研究テーマに沿った発表を行い、指導教員の懇

切丁寧な指導を受けている（資料 II-2）。また、教育訓練あるいは自己啓発の目的で、多く

の学生は TA として採用される制度としている（資料 III-4, III-5, III-6）。 
博士後期課程においては、以前から学生ごとに主指導教員 1 名及び副指導教員 2 名以上

の複数指導体制をとっている(資料 III-2、III-7)。研究テーマの決定は受験時から予定指導

教員と意見交換を繰り返し、希望する研究テーマに最も適した教員を学生が選択できるシ

ステムとしている。入学後は、教育課程の趣旨に沿った研究計画を主体的に作成し、それ

に基づき研究を進める。学生は毎週行われる特別研究や専攻ゼミナールでは研究計画に沿

った研究の発表を行い、指導教員の懇切丁寧な指導を受けるとともに、各期末には研究状

況の発表会を開催し、指導教員グループの指導も受けている（資料 II-3）。学部で決められ

た計画に基づき TA として採用されている優秀な学生は、予算の範囲内で RA としても採

用されることもある（資料 III-4，III-8）。なお、指導教員は、研究科委員会で決定し、当

該学生の学位論文テーマも研究科委員会で審議している（資料 III-9）。 
資料 III-2 鹿児島大学大学院理工学研究科規則第４条 
資料 III-3 指導教員一覧表（前期課程）（抜粋） 
資料 III-4  TA・RA 勤務マニュアル（抜粋） 
資料 III-5  TA・RA 活動報告書（抜粋） 
資料 III-6 平成 19 年度 TA 採用資料実績 
資料 III-7 指導教員一覧表（後期課程）（抜粋） 
資料 III-8 平成 19 年度 RA 採用資料実績 
資料 III-9 学位(博士)論文審査及び最終試験報告書（例示） 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 期待される水準にある。 
（判断理由） 本大学院理工学研究科の教育目的に対応して、各専攻では、講義、セミナ

ー、特別研究、演習及び実験がバランスよく組合わされている。講義やセミナーは少人数

教育で行われ、対話・討論形式を導入している。また、基本的には学生個々が教育課程の

趣旨に沿った独自のテーマを選定し、主体的に研究を進めていくようにしている。以上の

ことから、教育目的に照らして、大学院課程全体として授業形態の組合せ・バランスは適

切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされていると判断す

る。 
 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

（１）観点ごとの分析 
観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 
（観点に係る状況） 

本研究科博士前期課程の学生の単位修得、進級、修了の状況は資料のようになっている

(資料 IV-1)。これによると、学生は、１年次に各専攻が定めた講義科目や他専攻の講義も

積極的に修得し、研究者としての幅広い知識獲得に努めていることが分かる。また、病気

等を除くほとんどの学生が２年次に進級し、修論テーマに基づいた研究活動を行っている。

これらの研究活動の途中経過を１年次に発表・報告させている専攻もある。多くの学生は

２年次のはじめの就職試験において、修論内容の経過報告が課せられているが、このこと

についての不満は学生や企業のどちらからも聞かれず、試験に合格している。このことは、

企業サイドからみて、修士課程学生としての資質や能力が高く評価されていると認識でき

る。さらに、大学院学生の多くは所属する研究室での指導により、国内外の学会や研究会

等で研究成果を発表しており、理学系では理学部研究活動一覧に、工学系の専攻では工学

部研究報告に詳細が掲載されている（資料 IV-2、資料 IV-3）。また、工学系では「工学部

研究交流基金」や「工学部岩崎国際学術交流基金」が学生の学会出席を支援し、研究発表
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を奨励している（資料 IV-4）。 

資料 IV-1 休学、退学、進級、卒業、大学院進学の人数等の資料による評価（教務委員会

資料） 
資料 IV-2 鹿児島大学理学部研究活動一覧（抜粋） 
資料 IV-3 鹿児島大学工学部研究報告（抜粋） 
資料 IV-4 平成 18 年度交流基金による助成（執行）額等 

 
観点 学業の成果に関する学生の評価 
（観点に係る状況） 

本研究科ＦＤ委員会が中間授業アンケート（資料 IV-5）と授業評価アンケート（資料 I-5）
を継続的に実施し、この結果が学生の要望として講義に反映され、また教育システムを改

善するために利用されている。授業中間アンケートでは、前半の講義の進度や学生の理解

度、また要望を記述させて、後半の講義の改善に役立たせている。さらに講義終了時に実

施される授業評価アンケートでは、講義全体に対する学生の評価を受けている。ＦＤ委員

会によるアンケート結果の解析の後、当該教員はその結果に基づいて、教育改善につなが

る具体的な方策を検討する。学生による授業評価アンケートによれば、講義については理

解度、予習・復習の点で幾分評価値が低いが、教材、明瞭な声、明瞭な文字、熱意、満足

度などの点で高水準で推移している。学生からの意見聴取の結果から判断して教育の成果

や効果が上がっていると言える。 
資料 IV-5 中間授業アンケート 
 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 期待される水準にある。 
（判断理由） 成績評価基準や修了認定基準は履修要項に明記され、学生に配布されてい

る。また、Web にも掲載されている。それに基づき、各専攻会議、研究科委員会は学生の

修了判定の審議を行っている。 
以上のことから、成績評価基準及び修了要件等は組織として策定しており、学生への周

知も適切に行っていると判断する。以上の教育の成果によって、勉学意欲は旺盛であり、

大学院博士前期課程へ工学系５割以上、理学系３割以上の学生が進学している。学生によ

る授業評価に関するアンケート調査が示すように、授業目標を高い割合で教育効果が得ら

れたと学生自身が判断している。教員の授業のあり方についても学生の満足度は高い。さ

らに、総合的満足度に関しても、おおむね高い値となっている。これより、学生授業評価

アンケート結果から、研究科が意図する教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 
 

分析項目Ⅴ 教育内容 

（１）観点ごとの分析 
観点 卒業（修了）後の進路の状況 
（観点に係る状況） 
本研究科では、修了後の進路状況等の実績や成果について、各専攻の就職担当や指導教

員が進路の指導を行う過程で実績と成果を就職先、進路先、就職率、進学率の各項目で整

理して各専攻会議で随時報告している。この結果は年度末に進路状況一覧に記録されてい

る（資料 V-1）。各専攻とも、大学院博士前期課程の就職希望者はほぼ全員就職先が決定し

ている。この就職先の社会的評価を併せて考慮すると、本研究科では、教育の目的で意図

している人材養成について、教育の成果や効果が上がっていると言える。 

 資料 V-1  進路状況一覧（抜粋） 
 

観点 関係者からの評価 
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（観点に係る状況） 
本学では、平成 18 年度に過去 6 年間の大学院修了生に対するアンケート調査を実施し

ている（資料 V-2）。その結果、全体的な満足度が 9 割を超えており、教育に関する問題

点の指摘はほとんどなく、教育効果を比較的高く評価していて、現状の教育を認知する結

果が得られた。さらに、修了生が帰省し研究室を訪問した際の会話や、求人が景気に左右

されず安定していること、就職担当教員と各企業の就職担当者との対話を通じて、大学院

教育により身に付けた専門性をさらに発展させ、仕事に対する向上心を持ち続ける者が多

数であると思われ、教育の成果や効果が上がっていると言える。 

資料 V-2 鹿児島大学における教育の成果・効果の検証  ―学部卒業生・大学院修了生・

企業等へのアンケート調査－  平成１８年度報告書 pp.61-94（抜粋） 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 期待される水準にある。 
（判断理由） 養成しようとする人材等を念頭に置いた教育の成果や効果を、就職や進学

といった修了後の進路状況等の実績や成果から正しく評価することが可能である。これら

のことから、就職や進学といった修了後の進路の状況等の実績や成果について定量的な面

も含めて判断して、教育の成果や効果が上がっていると判断する。修了生のアンケート結

果から、各専攻の教育目的・目標を達成するための教育課程が明確に構成され、専門教育

の効果と成果が得られていると判断する。回答した多くの修了生が教育方針を理解し、身

に付けた専門技術の学習成果に満足している。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 

① 事例 I「コースワークの充実化と GPA 制度の導入」（分析項目 II 教育内容） 
大学院における教育体制では、修士論文作成に直接つながる「特別研究」や「ゼミナー

ル」などが必修で、その他の科目は全て選択科目としている場合が多い。これに対し、本

研究科は大学院教育の実質化に向けて、平成 19 年度より、必修指定のセミナーに加え、

各専攻の核となる分野を概観するような科目を 1～2 科目必修指定し、選択必修科目を指

定することにより、コースワークの充実化を図った(資料 II-2)。さらに、平成 20 年度より

大学院教育の総合的な学修達成度を評価する指標として GPA 制度を導入し、大学院教育

の実質化に向けた取り組みを積極的に行っている。これに関連して、アドミッションポリ

シーを明確にし、これを的確に反映した入学者の選考を行っている。 

② 事例II「VBL教育の導入」（分析項目II 教育内容） 
大学の知的財産活用や産業創出が求められている現在、経営やビジネスの知識・センス

の習得が求められるようになった。「ベンチャービジネスの創出や技術の事業化・特許化」

「技術と経営のセンスを併せ持った高度専門的職業人育成」を目的に、VBL（Venture 
Business Laboratory）教育プログラムの開講は、稲盛経営技術アカデミー（京セラ経営

学講座を拡大発展させて、平成17年4月鹿児島大学に設置）、京セラ、鹿児島県などの協力

を得て平成16年度より行われている（資料II-5, II-6）。 

③ 事例III「高度な倫理観の育成」（分析項目II 教育内容） 
高度な倫理観を育成することを目的に、平成 17 年度から「いのちを学ぶ」科目群が他研

究科等（例えば、教育学研究科開講の「人権といのち」など）により開設され、理工学研

究科前期課程の学生も平成 18 年度より受講できるようにカリキュラム改正を行った（資

料 II-6）。なお、平成 20 年度より理工学研究科においても、科目「科学技術といのち」を

開講することになっている。 

④ 事例IV「理学系分野横断的講義（理学論）の導入」（分析項目II 教育内容） 
理学系においては、大学院生に理学の本質・位置づけを理解させることを目標とし、理

学系分野横断的な講義として、平成 18 年度より、理学系全専攻の学生を対象にした科目

「理学論」を開講している（資料 II-7, II-8）。14～15 名の理学系教員が毎週交代して行う

オムニバス形式の講義である。 

⑤ 事例 V「TA・RA 制度の充実化」（分析項目 III 教育方法） 
基本的に非常勤講師と同等の扱いを受ける公的な職種である TA・RA として採用された

院生には、これまでの「学ぶ」という「受動的立場」から、TA では「教育補助」、RA で

は「研究補助」という「能動的立場」、そして、「責任ある社会人としての立場」である

ことを再認識させる意味で、「TA・RA 勤務マニュアル」（資料 III-4）を作成し、「TA・

RA 活動報告書」（資料 III-5）の提出を義務付けた。なお、TA・RA 活動にあたっては、

指導教員などが事前指導・事後指導をするなどの充実化を図り、多くの学生が従事してい

る（資料 III-6, III-8）。 

⑥ 事例 VI「授業評価アンケート実施」（分析項目 IV 学業の成果） 
学部教育では、授業アンケート実施は既に全国の大学で定着していると思われる。本研

究科では、工学系で前期課程でも授業アンケートを平成16年度から実施するようになった

（資料I-5）。それにより、学生の授業への満足度があがっていった。一方、平成18年度後

期から、理学系の専攻でも授業アンケートを実施しすることになり、さらに平成19年度か

らは大学院ＦＤ委員会が発足し、同委員会で授業評価アンケートを実施および分析をする

ことになっている。 
(以上) 
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Ⅰ 農学研究科の教育目的と特徴 
 

１．教育目的 
鹿児島大学大学院農学研究科は、農林・食産業を取り巻く状況を把握し、広い視野と倫理観をもって

科学技術を応用し、豊かな専門性と実践力・創造力、国際性を備え、地域が抱える特色や課題に積極的

に取り組む高度技術者の養成を行う。大学院博士前期課程としての専門知識と技術、ならびに解析力と

総合化力を備えた高度専門人を養成するとともに、博士後期課程への発展的研究者を養成する。 
 
２．教育の特徴 
 この教育目的を達成するために、生物生産学専攻、生物資源化学専攻、生物環境学専攻の３専攻を配

置した。 
1) 学生受け入れ方針（アドミッションポリシー）を明確化し、それに沿った入学試験を実施している。 
2) 学部からの進学者だけでなく、他学部・他大学の学生、社会人、留学生などを積極的に受け入れて

いる。特に「学び直し」など社会人の積極的受け入れと高度専門技術者としての再教育を実践して

いる。そのため休日開講・夜間開講など社会人受け入れ体制を整備している。 
3) ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動に基づいて教育内容・教育方法を不断に改善して

いる。自己点検並びに外部評価に基づいて教育の質の改善に結び付けるためのシステムを整備して

いる。在学生、教官、修了生並びに雇用主に対しアンケート調査を行い、教育の達成状況を自己点

検している。 
4) 農学及びその関連分野の科学技術の動向や農林業をとりまく国内外の状況を把握・分析し，それに

基づいて教育組織（専攻・講座等）を充実している。専門化・高度化と総合化・学際化の二つの視

点をバランスさせた教育課程を編成し，学内共同教育研究施設の教員の協力や非常勤講師の任用，

連合農学研究科構成大学との連携によって多様な授業科目を配置している。 
5) 修士論文は准教授も指導教員になれる複数指導教員制をとり、研究テーマの設定、情報収集、解析

技術の駆使、研究討議を通じて、研究論文並びに報告書の作成能力などを培うシステムを取り入れ

ている。 
6) 優れた学生には大学院連合農学研究科（博士後期課程）への進学を促している。 
7) 我が国有数の食料生産基地を抱え、温帯から亜熱帯に位置し多様な生物資源と自然環境に恵まれた

本学の地理的位置を活かし、附属施設（附属農場、附属演習林、動物病院、桜島溶岩実習地）を活

用した教育が行われ、修士論文作成にも活用されている。 
8) 応用力・実践力を養成するために、地域の研究機関等との共同研究や学内外の研究プロジェクトに

学生を参画させている。国内外の学会出席及び学会等での論文発表を推奨している 
9) ＰＦＩ事業により、教育研究棟の改装を行い、講義室、学生実験室、演習室、セミナー室、図書室、

学生交流室等が整備され、学生の教育環境の改善を図った。図書室や実験室、情報メディア機器な

ど学習支援環境を整備している。 
 

３．組織の特徴 

鹿児島大学大学院農学研究科は、わが国有数の食料生産基地を抱え、かつ温帯から亜熱帯気候に分布

する多様な生物資源と自然環境などを生かし、地域産業と連携した専門教育を実施し、学会や市民講座

での発表機会を作ってプレゼンテーション能力を高め、解析力と総合化力を備え、国際社会、地域社会

の期待に応える人材養成を行っている。また、外部講師の任用や連合農学研究科構成大学との連携を含

めた質の高い教育の実施体制を構築し、博士後期課程への発展的研究者を養成している。 
 
４．想定する関係者とその期待 
想定する関係者としては、当該大学院生、その家族、主な就職先である農林水産食品関連業、農林水

産関連行政機関、各種農業団体、地方公共団体などであり、その期待するところは農林食品産業への深

い理解と知識を備え、地域産業と連携した専門教育を受け、豊かな人間性と広い視野、専門性と実践力

を備えた人材を輩出することである。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

 農学研究科は、農業生産に直接関係する分野を統合した生物生産学専攻、農業及び食品産業を含む農

林業関連産業の諸問題を化学的手法で解決することを目指す生物資源化学専攻、農林業生産基盤の整備

及び人間を取り巻く地域環境の維持・改善を目指す生物環境学専攻の３専攻を設置し、附属農場、附属

演習林の２附属施設を高度な専門知識と技術を習得する場として配置した（図 1-1）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 農学研究科組織図 
(出典：鹿児島大学大学院農学研究科履修課程表講義要目 平成 19 年度入学生用) 

 
平成 19 年度から新たに「再チャレンジ支援プログラム」社会人特別選抜を実施し、社会人教育の枠

を広げた。 
学生定員は、生物生産学専攻 26 名、生物資源化学専攻 21 名、生物環境学専攻 22 名で、平成 16 年

以降の入学者数の推移を見ると（表 1-1）、大学院農学研究科の専攻全体で学生定員はほぼ充足できて

いる。 
大学院農学研究科(修士課程)では、教育目的に添った専攻を構成し、附属施設からも教員が教育に協

力している（表 1-2）。教員組織は、12 講座 2 附属施設で構成され、准教授も主指導教員として指導で

きるようになっている。 
また、必要な教育課程を遂行し、教育水準を維持するために、教員の採用にあたっては学部内で採用

基準を定め、教授会等で厳正に審査し採用しており、したがって、質・量の両面において必要な教員は

確保されている。 
 
 

生物生産学

生物資源化学

生物環境学

農学

研究科

作物生産学

園芸生産学

病害虫制御学

家畜生産学

農業経営経済学

生命機能化学

食品機能化学

食糧生産化学

焼酎学（寄附講座）

森林管理学

地域資源環境学

環境システム学

生産環境工学

専攻 講座
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表 1-1 農学研究科入学者数の推移 (農学部資料) 
    生物生産学 生物資源化学 生物環境学 合計 
  入学定員 26 20(21) 22 68(69)
平成 16 年 入学者数 37 30 13 80
  入学者数/入学定員 142% 150% 59% 118%
平成 17 年 入学者数 24 20 19 63
  入学者数/入学定員 92% 95% 86% 91%
平成 18 年 入学者数 24 16 20 60
  入学者数/入学定員 92% 76% 91% 87%
平成 19 年 入学者数 31 27 18 76
 入学者数/入学定員 119% 129% 82% 110%
4 ヵ年平均 入学者数 29.0 23.3 17.5 69.8
  入学者数/入学定員 112% 112% 80% 101%

資源化学専攻定員は、平成 16 年度は 20 名、以降は 21 名である。 
 

表 1-2 専攻及び附属施設における教員(現員)数(平成 19 年 6 月 21 日現在) 
(出典：鹿児島大学農学研究科概要 2007、農学部総務係資料) 

現 員 専攻及び附属施設 
  教員専門分野 教授 准教授 講師 助教 
生物生産学専攻 

作物生産学 
園芸生産学 
病害虫制御学 
家畜生産学 
農業経営経済学 

15 
 3 
 4 
 2 
 4 
 2 

13 
 3 
 3 
 1 
 3 
 3 

0 
0 
0 
0 
0 
0 

 4 
 1 
 1 
 1 
 1 
 0 

生物資源化学専攻 
  生命機能化学 
  食品機能化学 
  食糧生産化学 
  焼酎学 

12 
 4 
 3 
 3 
 2 

12 
 4 
 3 
 3 
 2 

0 
0 
0 
0 
0 

 2 
 1 
 0 
 0 
 1 

生物環境学専攻 
  森林管理学 
  地域資源環境学 
  環境システム学 
  生産環境工学 

 9 
 4 
 1 
 2 
 2 

10 
 4 
 2 
 2 
 2 

0 
0 
0 
0 
0 

 3 
 0 
 1 
 1 
 1 

附属施設 
  附属農場 
  附属演習林 

 2 
 1 
 1 

 2 
 1 
 1 

0 
0 
0 

 1 
 1 
 0 

農学研究科 計 38 37 0 10 
注：助教については、研究科の指導を命ぜられている者 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

 平成 18 年度までは、農学部ＦＤ委員会で農学研究科の授業についても検討を行ってきたが、平成 19
年度より正式に農学部ＦＤ委員会が農学研究科ＦＤ委員会も兼ねることになり、ＰＤＣＡサイクルを導

入し、シラバスの Web 上での掲載や教育分野、専攻単位で、教育目標やシラバスの点検を行っている。 
平成 16 年度後期より全ての授業で学生による授業アンケートを実施し、個々の授業科目に対する評

価の把握に努め、その結果を教員にフィードバックさせ、それぞれの授業の改善点について、学部長に

鹿児島大学農学研究科 分析項目Ⅰ 
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対策を報告している。平成 18 年度以降はＦＤワークショップで院生も交えた学生との意見交換会を実

施している。 
 
(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 

大学院教育においては、下記①～③の取り組みにより、教育目的に沿ったバランスのとれた専攻構成

が成され、演習林、農場、動物病院といった附属施設が充実し、教育・研究に積極的に活用されている。

これらの取組の結果、大学院教育は在校生および修了生の期待される水準にあると判断される。 
① 大学院入学者数は定員をほぼ満たしており、教員組織は大学院設置基準を満たし、必要な専任教員

数を確保している。准教授が主指導教員になることが可能で、複数教員による指導を可能にしてい

る。 

② 平成 19 年度から「再チャレンジ支援プログラム」社会人特別選抜による社会人教育の枠を広げ、

生涯教育に対する社会の期待に応えている。 

③ ＦＤ活動の充実により、大学院の授業科目についてもシラバスが作成され、授業内容が改善された。 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

 農学研究科では、教育目的を達成するために豊富な授業科目が提供されており、その内訳は生物生産

学専攻：55 科目 145 単位，生物資源化学専攻：50 科目 131 単位，生物環境学専攻：54 科目 148 単位，

研究科共通：4 科目 8 単位である。学生は各専攻課程の特別研究（修論・必修 10 単位）の他に指導教

員の指導のもとに必要と認められた科目を含めて合計 30 単位以上を履修する。また、深く専門教育を

施す一方で、ユニークな試みとして「いのちを学ぶ」科目群（３科目、６単位）を全学的な協力のもと

で研究科共通科目として 18 年度より開講し、農学研究科は「食といのち」を担当し（18 年 43 名受講）

好評を得ている（表 2-1）。 
 
表 2-1 特徴的な科目(例) 
特徴的な授業等 科目名 
フィールド利用型演習 
 

森林管理学特別演習 
地域資源環境学特別演習 

研究科共通科目 
「いのちを学ぶ」科目群 

人権といのち 
食といのち 
病といのち 

 

観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

 研究科では通常の学生と同等の教育カリキュラムを学習する社会人受け入れの他に平成 19 年度から

新たに「再チャレンジ支援プログラム」社会人特別選抜を実施し、身につけている技術力をさらにブラ

シュアップするための教育を推進した。いずれも夜間、あるいは休日、集中開講等により社会人の勤務

実態に配慮した工夫がなされている。また、通常の学生については早期卒業、飛び級、および推薦によ

る入学、研究生、科目等履修生、特別研究学生、特別聴講学生としての入学等の道が開かれており、そ

れぞれの応募は数名ずつではあるが、教育成果は着実に挙げられている。 
 生物資源科学専攻では、講義と現場での実践教育を有機的に結合し、食品工業において安全と

安心に関する基礎的かつ実践的な知識と経験を持つ高度専門職業人を育てることを目的とする

「派遣型高度人材育成プラン」事業により食の安全マネージャー養成プログラムを平成 17 年度から 21
年度までの 5 年間実施することとしている。平成 17-19 年度の 3 年間に 11 名の院生がインターンシッ

プで企業研修を行い、事前講義は 46 名が受講し、18 年度からは水産学研究科からも参加している。事
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後講習の受講者は 12 名であった。これには「品質マネジメント特論」として 2 単位、「生物視点化学

特論Ⅰ」2 単位を充てている。 
キャリア教育についてはインターンシップや学外研修に加えて、平成 19 年度から多彩な外部講師に

よるかごしま農林食品産業リレー講義および社会人力リレー講義を実施した。 

 また多くの外国人留学生（平成 16～19 年度 15 カ国 109 名）を受入れ、国際的な要請に対応している

（表 2-3）。アジア・アフリカの留学生を積極的に受入、特にタンザニアからは学生交流協定に基づく

交換留学生を経て、多くの留学生を継続的に受け入れている。 

 

表 2-3 外国人留学生受入実績（地域別、国別、単位：人） 
年度 

地域 国 
16 17 18 19 

計 

インドネシア 1 1 1 3 6 
カンボジア 0 1 0 0 1 
タイ 2 1 1 1 5 
バングラディシュ 1 1 1 1 4 
フィリピン 0 0 0 1 1 
ベトナム 1 1 2 0 4 
ミャンマー 1 1 0 2 4 
韓国 1 4 4 3 12 
中国 20 14 7 7 48 

アジア州 

ブータン 0 0 0 2 2 
エチオピア 0 1 0 0 1 
コートジボワール 1 1 0 0 2 アフリカ州 
タンザニア 4 4 5 2 15 

南アメリカ州 コロンビア 1 1 1 0 3 
ヨーロッパ スペイン 0 0 0 1 1 

合計 33 31 22 23 109 
出典：鹿児島大学の国際交流データ（研究国際部国際事業部） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

期待される水準を上回る 

(判断理由)  
法人化以前と比べ、下記の①～③の取り組みにより、豊かな専門性と実践力・創造力、国際性を備え、

地域が抱える特色や課題に積極的取り組む高度技術者の養成という在学生、家族、関連企業および国際

社会の期待に十分応えていると判断される。 
① 教育課程は、高度技術者の養成の期待に応えるよう適切に、かつ柔軟に編成され、学生の向上心を

引き出すように附属施設を活用した教育や、「食といのち」「かごしま農林食品産業リレー講義」

「社会人力リレー講義」など境界領域や「食の安全マネージャー養成」プログラムなどキャリア教

育に力が注がれている。 

② 留学生を多く受け入れ、国際的な要請に応え、受け入れた留学生向けの「科学技術日本語」を開講

して、留学生の専門領域への適応を助け、優秀な留学生を育て、博士後期課程の研究者へと育てて

いる。 

③ 「再チャレンジ支援プログラム」社会人特別選抜を実施し、技術力のブラシュアップのための教育

を、社会人に配慮しながら実施している。 
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分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

授業開始時に配布されるシラバスには、授業科目、履修期、必修・選択の区別、授業担当教員名、連

絡先、オフィスアワー、授業目標や授業内容、各授業における内容、成績評価の基準、教科書、参考書、

その他履修における特記事項等が記載され、学生の学習に役立つように工夫している（資料 1）。平成

19 年度以降は Web 上に掲載され、履修科目の選定にも役立つようにしている。 
在学中は大多数の学生が TA（ティーチング・アシスタント）として実習、実験、演習、卒論等に関

わっており（表 3-1）、指導体験をすることにより教育力の養成とモチベーションの向上に大いに役立

っている。 
 

表 3-1 TA 採用数 
  修士 

  人数 科目数 

平成１６年 45 89 
平成１７年 41 79 
平成１８年 52 97 
平成１９年 55 108 

 
表 3-2 大学院修了生アンケート（修了時） 
  Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 
サンプル数 59 48 39 
講義要目は授業科目の案内として役に立っている 86.4 85.4 89.5 
シラバスは必要 83.1 85.4 87.2 
学生による授業内容の評価は必要である 67.8 66.7 69.2 
授業のバランスは適切 0 54.9 66.7 
授業について行けなかった 0 0 2.6 
大学院の修了要件単位は適当 78.0 87.5 82.1 
修論に取り組む時間は十分にあった 79.3 89.6 75.7 
修論の実験材料、資材、機器、設備等は十分であった 75.9 79.2 73.7 
修論作成時に複数の教員から指導を受ける機会があった 81.4 70.2 76.3 
修論作成にあたり共同研究の機会が与えられた 41.4 32.6 44.7 
修論作成の指導は十分であった 84.2 83.3 83.8 
修論の発表時間は十分であった 91.1 97.6 88.6 
高度な専門知識が身についた 72.4 81.3 82.1 
社会に出て行くための十分な実力がついた 44.1 50.0 56.4 
入学時に考えていた学習・研究が十分にできた 55.9 66.7 68.4 
大学院での教育は社会や学生のニーズに十分応えている 60.3 54.3 70.3 
成績の評価基準は周知された 55.9 41.3 51.3 
評価基準に基づいて成績は評価された 88.5 59.5 86.1 
修士課程の教育は学部教育と十分連携がとれている 81.0 74.5 78.4 
大学のキャンパスに不満 11.9 4.3 15.4 
講義室に不満 20.3 29.8 30.8 
研究室に不満 32.2 29.8 28.2 
実験等の安全性に不満 18.6 12.8 15.4 
図書館に不満 22.4 14.9 12.8 
IT 環境に不満 13.6 12.8 23.7 
トイレに不満 35.6 23.4 28.2 
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教員は悩み事に適切に対応した 87.9 91.3 100.0 
学生係の対応は適切であった 96.6 89.6 94.9 
大学院教育は進路決定に役立った 72.4 83.0 71.1 
専門と同じ、ほぼ同じ仕事についた 51.8 56.5 48.6 
大学院教育の内容は就職・進学後に活かされそう 84.7 93.6 92.1 
「大変そう思う」「そう思う」以上の割合をとった。 

 
法人化後のシラバスの充実に伴い、平成 18 年度修了生の 90％がシラバスは授業科目の案内として役

に立っている、87％がシラバスは必要であるとアンケートにおいて回答している（表 3-2）。 
法人化後、特論を中心に、ＯＡ機器の積極的な利用、双方向授業や研究発表型授業の取り入れ、習熟

度確認の実施などの取り組みが強化されている（表 3-3）。 
 

表 3-3 大学院教育改善（全教員アンケート） 
（◎全面的に導入、○導入、△一部導入、×未実施） 

OA 機器の使用      

  ◎ ○ △ × 無回答 計 

講義 13 14 12 11 4 54 

演習 2 0 3 2 0 7 

実験 1 0 0 0 1 2 

% 25% 22% 24% 21% 8% 100% 

双方向型授業      

  ◎ ○ △ × 無回答 計 

講義 9 12 17 10 6 54 

演習 2 1 3 1 0 7 

実験 0 0 1 0 1 2 

% 17% 21% 33% 17% 11% 100% 

習熟度確認の導入      

  ◎ ○ △ × 無回答 計 

講義 6 8 6 20 14 54 

演習 1 1 1 3 1 7 

実験 0 1 0 0 1 2 

% 11% 16% 11% 37% 25% 100% 

研究発表型授業の取り入れ     

  ◎ ○ △ × 無回答 計 

講義 11 11 10 10 12 54 

演習 2 2 2 1 0 7 

実験 0 0 0 0 2 2 

% 21% 21% 19% 17% 22% 100% 

 
准教授が主指導教員になることで研究テーマに多様性を持たせ、複数の教員による指導を行いやすく

している。このほかに、積極的に学会発表を推奨し、野外体験型授業を取り入れるなどの工夫を行って

いる。その結果、８割以上の学生が修士論文の指導に満足している。 
これまで、建物の老朽化により約 30％の院生が研究室と講義室に対して不満を持ち、実験棟の安全

性に対しても 15％の学生が不満を感じていた。平成 17 年度からＰＦＩ事業による学部の建物の改修を

行い、平成 18 年度は研究棟、平成 19 年度は研究棟と共通教育棟の改修が終了し、講義室、セミナー

室、各種実験室が備わり、教育の効率的な実施を行う体制が整った。 
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観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

生物生産学専攻では、研究室毎に大学院生だけのための部屋を１室設け、学生個人の机、椅子を配置

し、学生にとって有意義な研究室図書なども備え、常に主体的な学習が出来るよう配慮している。大学

院生（修士）は全員、修了までに少なくとも１回、学会で発表するというノルマを課している研究室も

ある。 
くにの松原復元プロジェクトや竹材有効利用プロジェクトなど外部との共同研究の成果発表会にお

いて、院生に学会形式とは異なる口頭発表を体験させ、地域社会における自分の研究の位置づけや貢献

度を明確にさせることが出来た。 
生物資源化学専攻では、自習のため、学生用のネット接続パソコンを設置したり、授業とは別に論文

講読会を実施したりしている。院生の研究に関連する総説発表会を年１回実施し、修士論文に関連する

学習を促している。修士論文中間発表会を年１回実施している。この結果、大学院生の学会発表も増加

している（表 3-4）。 
生物環境学専攻では、演習林や大野 ESD 自然学校での環境教育活動に可能な限り参加させる（指導

者体験）こと、各種セミナー等に積極的に参加させるなどにより、他者との交流を軸とした主体的な学

びを促している。学内の講義だけでは体験できない農業農村地域でのイベントに積極的な参加を促して

いる。 

 
表 3-4 大学院生の学会発表機会 

学会発表（国内） 国内論文 学会発表（国外） 国外論文 
院 

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ H１９

生産 12 16 12 9 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

化学 12 17 13 9 0 0 0 0 0 0 1 6 2 2 2 0 

環境 16 17 16 23 1 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 

合計 40 50 41 41 1 1 1 2 0 0 2 7 2 2 2 0 
注：学会発表にはポスター発表も含む。 
 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 

大学院でのＦＤ活動およびＰＤＣＡサイクルの構築などにより、下記①②の取り組みにより、教育効

果を上げ、学習意欲を高め、在学生、家族、修了生および関連企業の期待に添う水準にあると判断でき

る。 
① 大学院においてもシラバスが作成され、修了学生に役立ったと評価されているほか、ＯＡ機器の利

用、双方向授業や研究発表型授業の取り入れ、習熟度確認の実施など教員の学習指導方法に改善が

みられた。 

② 大学院生を数多く TA として採用しているほか、研究スペースの確保、学会発表の促進、共同研究に

おける学外での発表機会や研究会への参加促進、予習の促進、ボランティア活動への参加、指導者

体験など学習意欲を高める取り組みを数多く実施している。 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

表 4-1 に平成 15 年度から平成 19 年度までの修士課程入学者当初学生数に対する修士課程２年次生

の卒業率（当初修了率）を示す。概ね８割以上の学生が修了している。表 4-2 に平成 15 年度から平成

19 年度までの２年次在籍者数に対する２年次生の修了率（実質修了率）を示す。概ね９割以上の学生

が修了している。表 4-1 の卒業率が表 4-2 に対して低くなるのは、２年次までに退学したものの人数が

含まれることによる。一方、表 4-3 には毎年の留年者数を含めた、総修了率を示す。留年生がほとんど

修了しており、概ね９割５分程度で推移している。 
 
表 4-1 ２年次生の当初修了率（％）       表 4-2 ２年次生の実質修了率（％） 

 
 

 
 
 
 
 

表 4-3 総修了率（％） 
 修了率 
平成 15 年度 98.3 
平成 16 年度 93.2 
平成 17 年度 97.4 
平成 18 年度 96.6 
平成 19 年度 94.4 

 
 大学院進学の動機が、専門知識・技術の習得や学問追究のためであるというものが大学院修了生の

84%を占め、高い意欲で進学している（表 4-4）。大学院教育で身に付いたものについては、プレゼンテ

ーション能力を上げるものが回答者の 64%もあり、高度な専門知識・技術 40%、その他、論理的思考力、

実践（行動）力、他者との協調性などをあげたものが多かった（表 4-5）。 

 大学院教育の成果の一つとして、大学院最終年次者を対象とした鹿児島大学工業倶楽部賞を平成 17

年度、18 年度各 1名連続受賞した。 

 

表 4-4 大学院入学・進学の理由 

 高度な研究を受

けたいから 

専門の研究を進

めたいから 

就職で有利にな

るから 

就職先がなか

ったから 

その他 

16 年度 15.9 59.8 9.8 11.0 3.7

17 年度 27.1 54.3 11.4 5.7 1.4

18 年度 19.2 50.0 13.5 13.5 3.8

注：大学院修了生 199 名にアンケートを配布し、50 名から回答を得た（25.1%）（平成 19 年 8月実施）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当初修了率 
平成 15 年度 93.5 
平成 16 年度 85.9 
平成 17 年度 91.3 
平成 18 年度 88.9 
平成 19 年度 81.7 

 実質修了率 
平成 15 年度 98.3 
平成 16 年度 93.1 
平成 17 年度 97.3 
平成 18 年度 98.2 
平成 19 年度 94.2 
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表 4-5 大学院で身についたと思うもの  

 
（大学院修了生アンケート平成 19 年 8 月） 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

 大学院修了者に対するアンケートでは、大学院を修了してよかったと回答するものが 84%に達してお

り、極めて満足度が高い（表 4-6）。その満足度は、研究環境、教員の指導・熱意、人間関係、高度な

専門性、教育内容及び鹿児島という土地柄などがあげられている（表 4-7）。 

 

表 4-6 大学院を修了してよかったですか？ 

 
（修了生アンケート平成 19 年 8 月） 
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表 4-7 大学院で学んだことがためになったと思う理由 

 
（修了生アンケート平成 19 年 8 月） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準にある 

(判断理由) 

 大学院入学・進学の動機も高いものがあり、それに応える教育が行われている結果、修了生の満足度

が高いので、在学生、家族、修了生および関連企業に期待される水準に達していると判断される。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

大学院修了生は、平成 16～19 年度平均で、78.5％が就職し、12.4％が大学院博士課程へ進学してい

る。この間の就職率は 93.4％、進路決定率は 90.9％である。平成 19 年度には、就職は 80.4％、進学

は 13.7％、就職率は 93.4％、進路決定率は 94.1％に達している（表 5-1）。 

 主な就職先は食料品・飲料等、化学工業（医薬品・肥料等）、機械器具などの製造業、農業、学術・開

発研究及びその他のサービス業、公務、小売・卸売業などである（図 5-1）。 

 地域別就職先は、鹿児島県内と九州がそれぞれ約 20％占め、残り 60％が九州外である。九州外では関

東が圧倒的に多く、40％以上を占め、ついで近畿である（図 5-2）。 

 

表 5-1 大学院修了生の状況（平成 19 年 8 月調査） 

  平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平均 

修了生 68 75 56 51 63 

就職希望者 56 60 49 44 52 

就職決定者 50 57 47 41 49 

就職率 89.3 95.0 95.9 93.2 93.4 

就職者率 73.5 76.0 83.9 80.4 78.5 

進学者 5 12 7 7 8 

進学率 7.4 16.0 12.5 13.7 12.4 
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無業者 6 3 2 3 4 

その他 7 3 0 0 3 

進路決定率 80.9 92.0 96.4 94.1 90.9 

 

 

図 5-1 修了生の産業別就職先と就職者（％） 

 

 

図 5-2 修了生の地域別就職者（％） 
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観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

 平成 16～18 年度の大学院修了生へのアンケート調査によると、大学院教育に対する全体的な印象では、

96％が肯定的回答をしている（表 5-2）。大学院教育を通して、表現力（プレゼンテーション・文章）、

高度な専門知識・技術、思考力（論理的・独創的・批判的思考力）、企画・行動力などが良く養われて

いる（表 4-2）。 

企業等へのアンケート調査によると、大学院修了生は、教養・基礎学力、専門知識・専門技能、一般

常識、解析力・分析力、コンピューターなど操作能力、集団適応能力・協調性、責任感・倫理感、積極

性・熱意・意欲、明るさおよび誠実さにおいて、優れているが 50％以上を占め、特に、教養・基礎学

力および専門知識・専門技能は、優れているが 70％を超えている（表 5-3）。 

 

表 5-2 大学院で学んだことが人生で役立ったか 

100.0 50合計

2.0 1思わない

2.0 1あまり思わない

0.0 0どちらともいえない

48.0 24ある程度思う

48.0 24とても思う

パーセント度数

100.0 50合計

2.0 1思わない

2.0 1あまり思わない

0.0 0どちらともいえない

48.0 24ある程度思う

48.0 24とても思う

パーセント度数

 
（修了生アンケート平成 19 年８月実施） 

 
表 5-3 雇用主等が鹿児島大学大学院農学研究科修了生に対して持っているイメージ 
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資料：雇用主等アンケート平成 19 年 8 月実施 
注：雇用主等アンケートは 409 社に配布し、155 社（37.9%）から回答があった。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 

 大学院生に対する就職支援も充実し、また適切な指導による博士後期課程への進学も行われているこ

とから、進路・就職の状況は下記の①～④の通り、在学生、家族、修了生および関連企業、地域社会に

期待される水準を上回ると判断される。 

 

①  就職率、進路決定率とも非常に高い水準にあること。大学院博士後期課程への進学者は、鹿児島

大学大学院連合農学研究科の定員を満たすのに十分であり、進学状況は良い状態にあると判断でき

ること。 
②  農林業、食品、食住農関連分野へ就職する学生がほとんどを占め、また、地域と全国にバランス

よく就職しており、意図する人材養成ができていると判断できること。 
③  大学院修了生へのアンケート調査では、大学院教育に対する全体的印象が非常に良いこと。大学

院教育研究における研究環境、教員の指導・熱意、人間関係、高度な専門性、教育内容などに高い

評価を得ていること。 大学院教育を通して、表現力、高度な専門知識・技術、思考力、企画・行

動力などが良く養われていたと認識されていること。 
④  企業等へのアンケート調査では、本大学院教育が目的とする、専門知識・専門技能、教養・基礎

学力、解析力・分析力、責任感・倫理感、積極性・熱意・意欲等を備えた人材が養成されていると

高い評価を得ていること。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 
 

①事例１「農学部ＦＤ委員会が農学研究科ＦＤ委員会も兼ねることで大学院の教育改善に努めたこと」

(分析項目Ⅰ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

 平成 16 年度以降は、大学院においても授業アンケートをとって授業改善に取り組んでおり、教育効

果が上がり、結果として、修了生のアンケートで大学院教育に対する評価が高い水準になっていた。さ

らに平成 19 年度からは農学研究科でもＦＤワークショップ、授業参観、学生との意見交換会、シラバ

ス検討委員会等の取り組み、それを集大成したＰＤＣＡサイクルを構築したことで、一層教育改善が図

られる体制が整った。 

 

②事例２「学生の大学内外での発表機会が増加した」(分析項目Ⅲ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

法人化以前には薄かった大学院教育における単位の実質化の意識が法人化後高まり、特論を中心に、

ＯＡ機器の積極的な利用、双方向授業や研究発表型の授業を取り入れ、習熟度の確認などを実施して行

った。その成果として、学生のプレゼンテーション能力が高まる一方で、学内研究会、学外の学会や研

究会での大学院生の発表機会を積極的に作った結果、大学院生の発表機会が大きく増加した。 

 

③事例３「入試制度を改善し、多様な学生を受け入れた」(分析項目Ⅱ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

 法人化時点では明確でなかったアドミッションポリシーを確立し、早期卒業、飛び級、推薦入学な

ど入試制度を改善し、多様な学生を受け入れて教育するとともに、これまでの社会人入学制度に加えて、

「再チャレンジ支援プログラム」による社会人特別選抜を実施した。これにより修士課程の必要学生数

を確保し、高度技術者養成の社会の要請にこたえることが出来た。 

 

鹿児島大学農学研究科 
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Ⅰ 水産学研究科の教育目的と特徴 
１教育目的 

鹿児島大学大学院学則に定める教育目的に則り、本研究科の教育目的を水産学研究科規

則で、「水産学の学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて産業・文化の進展

に寄与することを目的とする。」と「鹿児島から東南アジア・南太平洋を含む水圏をフィ

ールドとして、水産資源の持続的生産及びその合理的利用、水圏環境の保全分野で高度な

教育を受け、熱帯・亜熱帯水域を対象とする諸活動で世界をリードする文化の創出に参画

し、地域社会及び国際社会に貢献できる高度な技術者を養成し、社会に送り出すことを目

指すものとする。」と定めている。 

研究科教育目的の実現に向け、平成 19 年度から導入した水産学研究科のカリキュラム

PDM（Project Design Matrix）の中で、研究科の教育活動の基本方針（大学院教育目標）

を策定した。そこでは、「人材養成の目的を修士課程型と博士前期課程型の２つに分け、そ

れぞれ目的を明確にして教育すること」、「地域・国際両面で、資源、環境領域に強い、高

度な水産技術者を養成すること」、「基礎学力を強化し、自分で学べる力を持たせること」、

「調査・研究プロセス全体の計画能力を向上させること」、「就職時に有用となるような職

業教育を重視すること」を掲げ、これら基本方針の達成指標を明示している（資料 14-１：

研究科教育活動の教育目的、基本方針及び達成指標）。 

 

資料 14-１：研究科教育活動の教育目的、基本方針及び達成指標 
 項目  達成指標（内容・定義等）   

鹿児島大学水産
学部の教育スー
パーゴール 

鹿児島から東南アジア・南太平洋を含む水圏をフィールドとして、水産資源の持続的生産と
その合理的利用、水圏環境の保全分野で、高度な教育を受けた技術者を社会に送り出し、熱
帯・亜熱帯水域を対象とする諸活動で世界をリードする文化を創出し、地域社会と国際社会
に貢献できる、世界的水準の水産高等教育機関を目指す。 
 

大学院教育目標 
（上記スーパー
ゴ ー ル に 向 け
た、Ⅰ期の間の
プロジェクトと
しての、達成目
標） 

以下の目標について高い能力を持った
人材を育成し、水産分野への人材輩出（就
職および博士課程進学）を促進する。  
 
(1) 人材養成の目的を明確にして教育す
る。目標は目的別に設定する。（制度に関
する項目） 

 
 
 
 
 
(2) 地域・国際両面で、資源、環境領域に
強い、高度な水産技術者を養成する。（領
域・内容に関する項目） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 基礎学力を強化し、自分で学べる力を
持たせる。  
(3.1) 基礎学力を向上させる。日本人学生

と留学生の過去の学習歴の差を勘案し、
異なる基礎学力の強化を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3.2)英語能力を向上させる。 

 
 
 
 
①日本人学生の大半は就職し、留学生のほぼ全員
が博士課程に進学する現況を勘案した指導がで
きる課程とし、人材養成目的別にプログラムを
提供する。 

②各教育プログラムの目的・目標、ふさわしい科
目、授業形態、学習指導法等が整備され明示さ
れている。 

③社会人学生にメリットのある教育制度・内容と
する。 
 
①日本人学生の就職分野は、水産分野以外のそれ
は少ないものの、研究職がやや多い他は民間企業
を中心とした学部卒業生の就職分野と大差はな
い就職動向に鑑み、専門領域に学部－修士、修士
－連大の間の捩れがない教育プログラムにする。
②他大学と比較して特長を持ったカリキュラム
である。 
③修了者が、専門領域関する幅広い知識を持つ。
④学部卒業者に比べて十分に差別化された、高度
な専門的知識・能力・技術・研究遂行能力（考
える力、機器の操作技術など）を習得している。

⑤国際的に質の高い教育を受けている。 
 
【日本人学生の場合】 

①修了者が、高度技術者となるための、学部
段階で身に付けるべき基礎知識および基礎
学力を、偏りなく身に付けている。 

②専門領域に応じて、修士課程で要求される
統計学の基礎的な能力を持つ。（専門領域に
よっては、統計学などで学部段階での教育で
身に付けた基礎学力だけでは不十分である
ことが考慮されている。） 

【留学生の場合】 
①修了者が、水産学を学ぶ上で最低限必要な
学部レベルの理科、数学、統計学等の学力
を持つ。 

②修了者が、最低限必要な学部レベルの水産
学の知識を持つ。 

③水産業界のことがらを会話できる程度の
日本語能力を持つ。 
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(3.3) 情報活用実践力を強化させ、自分で

学ぶための技術を身につけさせる。  
 
 
(4) 調査・研究のプロセス全体を身に付け
させる。  
(4.1) 調査・研究のプロセスを身に付けさ

せるための前提となる知識と体験を持
たせる。  

 
 
 
 
 
(4.2) 計画能力を強化させる。  
 
 
(4.3) 高度な機器の利用法を習得させる。
 
 
 
 
(4.4) 資料整理・分析能力を強化させる。
 
 
 
(4.5) 報告書・論文作成、プレゼンテーシ

ョン能力を強化させる。  
 
 
 
(5)【修士課程型プログラム】 就職のメリ

ットになる職業教育を行う。  
 
 
(6) 大学院教育の目的に照らして、法律等
を満たしかつ外部に対する説明責任を果
たせる制度を整備する。  

 
①修了者が、英語外部試験（実用英語検定２級以
上相当）を受験している。  

②英語論文や英文教科書の内容を正確に理解し、
要約できる。  

 
①修了者が、課題や目的に応じて情報を収集・判
断し，活用できる。  

②必要な情報を主体的に表現・処理・創造できる。
③情報を適切に発信・伝達できる。  
 
 
①修了者は、目的別プログラムに従い、次のうち
の一つの能力を持つ。  

【修士課程型プログラム】  フィールド・産業
現場の幅広い経験を持つ。  

【博士前期課程型プログラム】  研究のプロセ
スを構築するための基礎的な知識を持つ。  

 
①修了者が、各教育プログラムの目的に応じた水
準の調査・研究計画を遂行することができる  

 
①修了者が、専門領域や修士論文研究で必要なも
のだけでなく、研究科での学習として学ぶべき
分析・計測機器の訓練を受けている。  

②専門領域で実験や分析の十分な経験を持つ。  
 
①修了者が、実験・調査により得たデータや公式
統計を客観的に整理・分析し、適切な図表とし
てまとめ、解釈が正しく行える。  

 
①修了者が、小論文が正しく書ける日本語能力を
持つ。  
②論理的な報告書を作成できる能力を持つ。  
③学会発表程度のプレゼンテーション能力を持
つ。  
 
①修了者が、水産学以外に、産業界で必要なビジ

ネス知識を持つ。  
②資格取得に必要な専門性の高い知識を持つ。  
 
①改正大学院設置基準を満たしている。  
②大学院教育の目標、目的、内容、実績、入学手
続きが国内・国際社会に発信されている。  

（出典：水産学研究科のカリキュラム PDM） 

 

２ 中期目標に記載している教育に関する目標との関連 

鹿児島大学の中期目標での大学院課程における教育の成果に関する目標は、①高度専門

職業人、研究者の養成を図ること、②国際化、情報化に対応し、社会をリードし、国際的

に活躍できる人材を育成することの２点である。水産学部の大学院課程でもこれを踏襲し

てその目標を実現すべく上記カリキュラム改訂作業が進められている。平成 20 年度から実

施予定の大学院カリキュラムは、その目的を高度職業人養成と大学院博士課程進学に繋が

る両者に置き、高い専門的能力に加えて、外国語能力、情報処理能力の涵養に重点を置い

たもので、上記の中期目標に合致したものである。 

 

３ 組織の特徴と特色 

  本研究科は、水産学専攻１専攻の教育体制をとっている。昭和 63 年 4 月には、新設され

た大学院連合農学研究科（博士課程）の構成研究科の１つとなり、これ以降、修士課程と

博士前期課程の２つの側面を持つことになる。平成 19 年度に、研究科のカリキュラムをそ

の教育目的に基づきロジカル・フレームワークに従って設計し、継続的かつ機動的に改善

する作業に着手し、水産学研究科のカリキュラム PDM を完成した。この PDM に則り、平成

20 年度に、研究科のカリキュラムと教員組織では、学部課程のそれらとの最大限の整合

性・一貫性を持たせるとともに、連合大学院農学研究科博士課程のそれらとの連続性を持

たせるために、1 専攻内で高度人材養成と博士課程進学を目的とした２つのプログラムを

置くこととした。
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資料 14－2：水産学研究科入学者の状況  

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成16 平成17 平成18 平成19 平成20

年　　度

割
　

　
合

水産学部 留学生 その他

（出典：鹿児島大学概要及び入学者名簿）

４ 入学者の状況 

  入学者数は、平成 18 年度の 22 名を

除き、定員 32 名に近い 30－37 名で推

移している。このうち鹿児島大学水産

学部出身者の割合が 71－86％で、次い

で外国人留学生が８－20％を占めてい

る（資料 14－2：水産学研究科入学者

の状況）。 

 

５ 想定する関係者とその期待 

 本研究科の教育に関する関係者は、

受験生（学部学生）・外国人留学希望

者・在校生及びその家族、修了生、修

了生の主な就職先である、大洋エーア

ンドエフ、日本水産、マルハなど水産

業・食品関連企業、留学生にあっては帰国後の官公庁であり、その期待するところは、水

産分野で高度な教育を受け、当該分野で文化の創出に参画し、社会に貢献できる高い能力

を備えた高度水産技術者ならびに研究指導者を養成することである。
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資 料 14－５：水 産 学 研 究 科 のカリキュラム PDM で創 出 された科 目 群  

―――前略――― 

カリキュラムおよび科 目 群 の特 徴 ： 新 カリキュラムでは、いくつかの新 しいコンセプトによる特 徴 ある科 目 群

が設 定 されているので、以 下 にそれらの代 表 的 なものを説 明 する。 

 

① 総 合 型 指 導 科 目 群  

  近 年 、多 様 な教 授 法 を組 み合 わせた指 導 に関 する工 夫 が奨 励 されるようになったことをうけて、従 来 の

特 論 、特 別 演 習 、特 別 実 験 を組 み合 わせ、総 合 型 指 導 AI, BI , CI, AII , BII , CII の 6 科 目 を設 けた。これ

は、複 数 教 員 指 導 体 制 とも連 動 し、AI, AII を主 指 導 、BI, BII , CI , CII を 2 名 の副 指 導 教 員 が担 当 する。講

義 、演 習 、実 験 （調 査 ）を分 野 の特 性 に応 じて自 由 に組 み合 わせることができるのが新 しい特 徴 であるが、

これらの組 み合 わせは偏 りが大 きなものであってはならず、その比 率 等 は時 間 外 に求 める学 習 とともに、厳

密 に指 導 計 画 書 に明 記 されるものとする。 

―――後略――― 

（出典：大学院水産学研究科修士課程カリキュラムの改編に向けた検討作業完了報告書）

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成 

(観点に係る状況)  本研究科は水産学専攻の１専攻を設け、平成 19 年度まで５講座の教員

組織で指導していた。平成 20 年度から、研究科の教育組織を学部組織に対応した５分野制

（水産生物・海洋学分野、養殖学分野、食品・資源利用学分野、漁業工学分野、水産経済

学分野）に変更し、学部との教育内容の一貫性が図れる体制とした。 

研究科の 1 学年の学生定員は 32 名、収容定員は 64 名で、平成 19 年度の収容現員は 58

名である（資料 14-３：水産学研究科の学生定員と入学者数、収容実員数）。この中には留

学生 11 名を含む。 

 

資料 14-３：水産学研究科の学生定員と入学者数、収容実員数 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

入学者数（学年定員 32 名） 37 35 22 34 

収容現員数 70 73 54 58 

  （出典： 鹿児島大学大学院学則別表第２（第17条関係）、教務係資料）    

 

水産学専攻の教育を担当する教員数は指導補助教員を含めて 48 名であり（平成 20 年４

月１日現在）、鹿児島大学総合博物館に所属する１名を除く全てが水産学部の専任教員であ

る（資料 14-４：大学院水産学研究科担当教員の現員表）。一方、学部専任教員は、海事職

教員を除きすべて大学院（修士課程）併任である。附属教育研究施設である海洋資源環境

教育研究センターに配置された６名（上記の内数）の教員も大学院教育に参加している。 

 

資料 14-４：大学院水産学研究科担当教員の現員表 

 水産学部 附属教育研究センター 附属練習船 合計 

水産生物・海洋学 10 4 0 14   

養殖学 6(1) 0 0 6(1)

食品・資源利用学 8 0 0 8   

漁業工学 12 2 0 14   

水産経済学 5 0 0 5   

＊ 養殖学の(１)はプロジェクト専任 1 名（外数）  （出典： 総務係資料） 

 

平成 20 年度に実施されたカリキュラム改編では、入学者の状況と修了後の進路を分析

し、修士課程の履修モデルとして「高度職業人養成型」と「博士課程進学型」に分けて履
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修プログラムを組み、研究科の教育目的である高度専門技術者及び研究者の養成に対応で

きるシステムとした。また、多様なニーズに対応した柔軟な教育を実現するために、３人

の主副指導教員による講義、演習、実験等を自由に組み合わせた柔軟な指導方式を採用で

きる、総合型指導科目を導入した（資料 14－５：水産学研究科のカリキュラム PDM で創

出された科目群）。  

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

(観点に係る状況) 研究科教員は学部教員が兼任しているので、教育の改善には、学部の

教育委員会、カリキュラム企画委員会、ファカルティ・ディベロップメント委員会（以下

FD 委員会と略す）が当たっている。学部同様、教育内容の改善にはカリキュラム企画委員

会が、教育方法の改善には FD 委員会が当たり、これらの教務実務化に教育委員会が当たる。 

教育内容の改善：  カリキュラム企画委員会は、平成 19 年度の学士課程カリキュラム

の改訂に続き、研究科の教育目的及び修了者の就職先の分析をもとに、６項目の基本方針

（大学院教育目標）とそれぞれの達成指標を明示した水産学研究科のカリキュラム PDM を

作成し（資料 14-１：研究科教育活動の教育目的、基本方針及び達成指標、P14－２）、こ

れに基づき新しい研究科カリキュラムの合理的設計と改善を行い、平成 20 年度から移行し

た。新カリキュラムでは、高度技術者養成（修士課程型）と研究者養成（博士前記課程型）

の、目的別に定めた２つのプログラムを設け、英語により教授する基礎科学科目、同じく

水産学基礎科目、職能教育科目群や、講義・実験・演習をフレキシブルに組み合わせる総

合型指導科目など幅広い科目を提供するなど、充実したものとなった。 

  教育方法の改善： 水産学研究科の FD 活動は、学部 FD 活動と同様に、授業アンケート

の実施と取りまとめ、FD 講演会等の教育従事者教育訓練計画の企画と実施、さらに FD 活

動の評価を行っている。 

平成 18 年度に「大学院教育のあり方－現状と課題」の学生・教職員参加型パネルディ

スカッションを行い、大学院教育における FD 活動のあり方や問題点について討論した。授

業アンケートは、少人数教育での学生の特定可能性などに配慮して、比較的母数の大きい

特別演習・実験の科目で、平成 18 年度から実施している。平成 18 年度には 22 名の学生か

ら回答があり、質問項目「修士課程修了後に希望する進路」に対して、留学生７名のうち

6 名が、日本人学生 15 名のうち 2 名が博士課程への進学を希望していた。 

これらの結果は、平成 20 年度移行のカリキュラムに、英語による授業を導入する、留

学生に配慮した博士前期課程的なプログラムを取り入れる、などの改善に結びついた。 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由)  平成 19年度に行った水産学研究科のカリキュラム PDMに基づいたカリキュラ

ムの改訂は、既存の科目から積み上げた改善とは異なり、研究科の教育目的を達成するた

めに定めた基本方針とそれらの達成指標から、科目の設置とその内容（シラバスのキーワ

ード等）にブレークダウンして設計した結果であり、整合性の取れた教員組織への改編へ

とつながり、根本的な質の改善を行った点で特筆に値する。 

  教育内容の改善のために、カリキュラム企画委員会を設け、PDM 手法を用いてカリキュ

ラムを継続的にモニターし改訂していける制度となっている。また、研究科での FD 活動は

始まったばかりであるが、教職員・学生参加のパネルディスカッションや授業アンケート

における学生からの要望等が、水産学研究科のカリキュラム PDM の改訂を通しカリキュラ

ムに反映され、教育内容や教育方法の改善に結びついたことは評価でき、今後の発展も期

待できる。 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 
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資料 14－６：２プログラムの科目編成と履修モデル 

（出典：鹿児島大学大学院水産学研究科履修の手引）

観点 教育課程の編成 

(観点に係る状況)  教

育課程は水産学専攻の

１専攻で、平成 19 年度

までの編成は、体系的

とは言えず十分なもの

ではなかった。平成 19

年度に検討した水産学

研究科のカリキュラム

PDM で、研究科教育目

的及び基本方針を達成

すべく２プログラムの

設定、授業科目の配置

及びその内容を明示し、

編成の論理的流れも検

討した。 

  その結果カリキュラ

ムには、修士課程型プ

ログラムと博士前期課

程型プログラムを置き、

それらに相応しい科目

群を提供した（資料 14

－６：２プログラムの科目

編成と履修モデル）。ただ、

水産学研究科が 1 専攻

である現状に鑑み、２

つのプログラムは縛り

のきついものとはせず、

学生と指導教員の討論

により２年間の履修計

画を作成する制度とし

ている。 

  専門領域の予習科目

である基礎科目、水産

学全般の理解のための

研究科共通科目（学際

的科目）、水産学におけ

る調査研究能力のため

の専門指導科目、職業教育としての職能開発科目、及び他研究科開講科目の開講単位の割

合は、他研究科開講科目を除きほぼ同じであり（資料 14-７：水産学研究科新カリキュラ

ムにおける開講単位数）、バランスよく開講されている。研究科教育目的で重視している高

度技術者養成を達成するために、専門指導科目群の中で必修並びに選択必修科目の単位数

を 20 単位と指定している。 

 

資料 14-７：水産学研究科新カリキュラムにおける開講単位数 

 必修 選択必修 選択 単位数合計 

基礎科目 0 2 24 26 

研究科共通科目（学際的科目） 0 3 22 25 

専門指導科目 10 10 5 25 

職能開発科目 0 0 28 28 

他研究科開講科目 0 0 12 12 



鹿児島大学水産学研究科 分析項目Ⅱ 

－14-8－ 

資料 14－８：シラバスの１例 

（出典：WEB 教務システムシラバス閲覧）

（出典： 鹿児島大学大学院水産学研究科履修の手引き） 

  

授業科目の内容、学修目標、

開講期は、研究科教育目的及

び基本方針を実現するように

研究科のカリキュラムPDMで

論理的に決定し、シラバスに

明示している（資料14－８：

シラバスの１例）。２年間の

短期間で教育目的を達成する

ために、１期に基礎的な講義

科目を配置し、２期以降は講

義、演習、実験、実習の様々

な形態で行える総合型指導科

目を配置して、授業科目の編

成に工夫をした（資料14－６：

２プログラムの科目編成と履修モ

デル、P14－７）。

 

 

 

観点 学生や社会からの要請への対応 

(観点に係る状況)  平成 18 年度に研究科課程修了後の就職先の調査・分析を行い、平成

19 年度に「大学院水産学研究科修士課程カリキュラムの改編に向けた検討作業完了報告

書」で報告したように、研究科のカリキュラムを、職能開発科目群の充実、インターンシ

ップの単位化などに取り組むことにより、より学生や社会のニーズに対応した教育課程の

編成にした。 

  院生のインターンシップは以前から実施してきたが（資料 14-９：インターンシップの

状況）、キャリア教育としては十分でなかった。平成 20 年度からのカリキュラムは職能教

育を大幅に強化したものである（資料 14-10：水産学研究科カリキュラムで開講する職能

開発科目群）。 

 

資料 14-９：インターンシップの状況 

年度 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

インターンシップ先 13 団体 13 団体 14 団体 11 団体  

受講人数 23 名 17 名（含院生 2 名） 27 名 20 名（含院生 1 名）

（出典：インターンシップの手引き） 

 

資料 14-10：水産学研究科カリキュラムで開講する職能開発科目群 

科目名 PDM で定義するコンテンツ 

インターンシップ 専門領域にリンクするフィールド調査や産業現場の体験（職場体験）を
行い、総合的な視野を持たせる： フィールド調査、産業現場、就業体
験、実践的能力の涵養、産業倫理 

テクニカルライテ

ィング 

実務文の専門家を招いて演習を行う： 表現技法、情報の組み立て、文
章構成、レポート作成 

ベンチャービジネ

ス実践論 

経営哲学：企業経営、起業、リーダーシップ、マネジメント力、アイデ
アを生み出す、経営の基本、組織変革、SOHO、在宅ワーク、ベンチャー
ビジネス、京セラ、DDI 

特許出願・権利化・

戦略構築実務論 
知財に関する知識を習得させる： 知的財産、知的創造、特許、発明保
護、実用化研究と特許、技術移転、国内優先権制度、TLO の業務 
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ビジネスツール実

習 

TA として水産学部教育運用システム（ISO9001）の内部監査員講習を受
講させる等の： 顧客満足、品質マネジメントシステム、プロセス管理、
PDCA サイクル、内部監査、マネジメントレビュー、生産性の向上、製品
品質、PCM 手法、PDM 手法 

マーケティング特

論  

マーケティング理論の基礎を理解し、実践的応用力をつける： マーケ
ティングの意義とプロセス、市場機会の発見、製品戦略、価格戦略、流
通戦略、コミュニケーション戦略、ブランド戦略、競争戦略、カスタマ
ー・リレーションシップ・マネジメント 

食といのち 産業倫理： 食育、世界人口、世界と日本の食糧問題、食物連鎖といの
ち、食糧生産と病害虫、食の安全システム、食品の規格・汚染・認証、
食糧生産と環境問題 

航海技術特論Ⅰ 海技士資格の取得に要する航海科学の知識：測位計測技術、航海情報、
安全運航、航海計画および関連法規 

船舶工学特論Ⅰ 海技士資格の取得に要する航海科学の知識： 同上 

航海技術特論Ⅱ 海技士資格の取得に要する航海科学の知識：構造設備、船舶力学、船舶
安全工学、船舶運用学、乗組員管理・訓練および関連法規 

船舶工学特論Ⅱ 海技士資格の取得に要する船舶科学の知識：同上 

船舶衛生論 海技士資格の取得に要する船舶衛生管理の知識：衛生管理、労働生理、
疾病予防、保健指導、労働衛生法規、食品衛生 

海事英語 海技士資格の取得に要する国際航海への対応：上級航海英語講習相当の専
門英語 

洋上技術特別実習 洋上インターンシップ： 水産系高校の乗船指導教員、官公庁船の職員
への就職を想定した、かごしま丸によるインターンシップ実習科目。TA
として同乗する学部学生を指導する。 

（出典：水産学研究科のカリキュラム PDM） 

 

研究科規則（第６条の２）に、他の研究科又は他大学院もしくは外国の大学院の授業科

目について、10 単位を上限として単位修得可能とし、これらは修了要件に含められると定

めている。近年、全学共通科目の性格を持った｢食といのち｣と｢品質マネジメント特論｣の

履修者が増え、学内他研究科開講科目の履修者が急増している（資料 14-11：他研究科・

他専攻開講の履修状況）。 

 

資料 14-11：他研究科・他専攻開講の履修状況 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

履修者（内合格者） 1 名（1 名） 0 名（0 名） 23 名（18 名） 18 名（11 名）

 （出典： 成績原簿）   

 

フィリピン大学ビサヤス校、佐賀大学農学研究科と単位互換協定を締結しており、今後、

東南アジアの他の大学や、琉球大学農学研究科、宮崎大学農学工学総合研究科などと協定

締結を推進して行く計画である。平成 19 年度から、本学国際戦略本部と連携して、フィリ

ピン大学ビサヤス校で現地教育を受けるプログラムを開始し、院生 5 名を派遣した。留学

機会を提供するプログラムは基本的には全学的な制度の下で行っている。水産学研究科で

は、これ以外に UPV、SEAFDEC などの外国機関に各種の機会を設けて院生を派遣している（資

料 14-12：海外等への留学・派遣の状況）。 

 

資料 14-12：海外等への留学・派遣の状況 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

正規留学数（人） ０ １（東北大学） ０ ０ 

非正規派遣（人） ０ ０ 11 11 

                     （出典： 留学願） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 
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資料 14-13：水産学研究科開講科目の授業形態の割合  

平成19年度以前

講義科目

演習科目

実験・実習科

目
その他

平成20年度以降

講義科目

演習科目

実験・実習科

目

総合型指導

 
（出典：鹿児島大学大学院水産学研究科履修の手引）

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由)  平成 20 年度に実施されたカリキュラムは、水産学研究科のカリキュラム PDM

で教育目的と基本方針に基づいて編成され、教員組織もそれに対応した機動的なものにし

た。 

  カリキュラムは、基本的に学生の就職動向と学生アンケートなどに見られた学生のニー

ズに基づいて設計したもので、学生の多様なニーズと社会からの要請に対応することに主

眼を置いたものである。目的別の２つのプログラムと多様な科目群、インターンシップを

初めとする職能開発教育、他研究科、他大学研究科科目を履修できる制度、単位互換制度、

特別聴講生、科目等履修生の受け入れ制度なども整備している。 

これらの点から、期待される水準を上回る制度を整えていると判断する。 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 平成 19 年度までの教育課程の編成は、座学を主とした講義・演習科目

が、実験・実習科目の４倍近く開講されていた（資料 14-13：水産学研究科開講科目の授

業形態の割合）。研究科で実施している授業科目、研究指導も、少人数教育、対話・討論型

授業、フィールド型授業を取り入れてはいたが（資料 14-14：開講形態別の科目当たり履

修人数）、科目の履修や授業等の実施は指導教員が主体となっていたために、研究科として

組織的指導にはなっていなかった。 

 平成 20 年度に改訂したカリキュラムでは、講義・演習科目、実験・実習科目を教育目的

に沿ってより厳選し、バランスよく配置した（資料 14-13：水産学研究科開講科目の授業

形態の割合）。更に新たに創出した総合型指導科目は、講義・実験・演習を専門領域のニー

ズに合わせ自由に組み合わせて適切な指導が図れるきわめて斬新な科目であり、Ⅱ・Ⅲ期

に正副指導教員３名がそれぞれ計４、４、２単位分の指導を行う（資料14－６：２プログラム

の科目編成と履修モデル、P14－７）。 

 

資料 14-14：開講形態別の科目当たり履修人数（平均（最少—最多）） 

平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

履修人数： 講義 8（1-23） 7（1-28） 5（0-18） 5（0-21） 

           演習 5（0-13） 6（0-13） 4（0-13） 4（0-13） 

           実験 5（1-13） 6（1-13） 5（1-15） 4（0-12） 

           実習 4（0-4） 1（0-1） 6（0-6） 2（0-2） 

（出典： 教務係資料） 
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シラバスは、授業名、担当教員名、学修目標、授業概要、授業計画、受講要件、評価基

準・方法、教科書・参考書、オフィスアワーに関する情報を提供し（資料 14－８：シラバ

スの１例、P14－８）、鹿児島大学ホームページの Web 教務システムに掲載され、学生は随

時閲覧できる。履修の手引には、開講科目の概要を日本語だけでなく英語でも記述し、留

学生に対してもこれらの情報を提供している。学生は、シラバス及び履修の手引を参考に

して履修申請する。 

修士課程大学院生は TA として採用される制度になっており、これを利用した指導者と

しての能力育成を実施している。平成 18 年度に TA マニュアルを作成し、より効果的指導

をしている。 

平成 18 年度までは、研究指導は主に１名の指導教員があたり、修士論文審査時に複数

の教員が審査する制度としていた。平成 20 年度から実施するカリキュラムでは、入学時に

指導教員の指導の下、教育プログラム（高度人材養成型か研究者養成型か）を選択し、研

究計画を作成し、修士研究ゼミ２科目と総合型指導科目 3 科目を組合せ、２年間の計画的

な研究指導を実現できるようにした。 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況)  平成 20 年度から実施したカリキュラムでは、Ⅱ期以降の開講科目数を

減らす一方、英語輪読等の授業時間外の学習を必要とする科目を増やし、主体的学習を促

している。平成 19 年度から前倒しで実施した主・副指導教員 3 名による指導体制で、入学

年度始めに、学生は指導教員と討議しながら履修科目を選択し、履修計画表を提出してい

る。修士論文研究に係る研究計画書も指導教員との討論を通じて提出させ、学生は、指導

教員の指導を随時受け、修士論文公開発表、口頭試問を経て、修士論文作成の指導と審査

を受ける制度になっており、単位の実質化を図っている。

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由) 平成 19 年度までのカリキュラムでも、大学院課程の授業内容はシラバスに明

記され、学生に周知されていた。社会人入学生の教育には夜間の授業も可能となるよう制

度化し、研究科の講義、実験、実習の多くは少人数教育であるなど一定の水準にあった。

20 年度からのカリキュラムでは、研究科の教育目的及び基本方針に従った教育内容と教育

方法が論理的に導出設計さている。バランスの良い授業形態の組合せはもとより、主・副

指導教員による複数指導体制による研究指導や学位論文指導、授業形態を自由に選べる総

合型指導の新設など質の向上が見られる。 

以上のように、本研究科の教育内容及び方法に係る従来からの課題は、近年の取り組み

により、急速に改善されつつあり、期待される水準を上回るものである。 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況)  修了生の平均取得単位は、修了に必要な 30 単位を 10%上回る 33 単位

であり（資料 14-15：留年者数、修了者数、修了時における平均取得単位数一覧）、大学

院でも比較的幅広い知識を習得し、専門職業人としての知識を身につけている。留年者数

は平成 16 年度の４名を最高に減少しており、指導の充実が伺える。平成 19 年度の修了者

数が 21 名と低いのは前年度の入学者数が 22 名と少なかったことが原因である。 

 

資料 14-15：留年者数、修了者数、修了時における平均取得単位数一覧 

平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

新規留年者数（名） 4 1 2 1 
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留年者総数（名） 4 1 3 1 

修了者数（名） 27 37 29 21 

平均取得単位数（単位） 33 33 33 34 

                      （出典： 教務係 修了判定資料） 

 

高校教諭専修免許状取得者数は、平成 17 年には 5 名と多かったが、例年 1 名程度であ

る（資料 14－16：資格の取得状況一覧）。平成 17、18 年度にはそれぞれ 1 名ずつが教員

として採用されている。食品衛生監視員資格取者数は、平成 16 年度から今までで 1 名にと

どまっているが、潜水士国家資格取得者数は毎年 30 名程度（学部学生を含む）である。 

 

資料 14－16：資格の取得状況一覧 

平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

高校教諭専修免許状取得者数 1 5 1 1 

食品衛生監視員資格取得者数 0 1 2 1 

潜水士国家資格取得者数 30 57 30 60 

＊潜水士国家資格取得者数は、申し込みした人数（毎年度 40～50 名）から推定した。 

                     （出典： 教育職員免許状一括申請及び個別申請） 

 

在学中には、種子島で行っている地域のニーズに対応した地域貢献型研究、県漁業士会

研修会、国内学会、及び国際セミナー等に多くの院生が参加し、その成果を発表するよう

奨励し、研究及び成果発表の能力向上を図っている。その結果、修士課程の学生の学会発

表者数が17年度以降増加している（資料14－17：大学院生の在学中の活動状況）。今後も、

国際学会やシンポジウムなどの種々の機会を捉えて院生には積極的に研究発表するよう奨

励している。また、平成17年度には、修士研究課題1件が笹川科学研究奨励金に採択された。 

「餌料生物学実験」など31科目の学部実験、授業や卒業論文研究に院生をティーチング

アシスタント（TA）として採用し、指導補助者として研究能力、専門技術習得を図ってい

る。 

 

資料 14－17：大学院生の在学中の活動状況 

平成 16 平成 17 平成 18 平成 19

国内学会発表者数（名） - 2 5 7 

国際学会等発表者数（名）  0 10 7 

TA 採用者数 30 30 27 30 

                  （出典： 総務係依頼出張一覧） 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況)  平成18年度から授業アンケートを実施したが、少人数教育では学生の

特定が容易であることなど、研究科主催のパネルディスカッションで指摘された事項を考

慮し、比較的母数の大きい特別演習・実験の科目で学業の成果について調査した。該当す

る点検項目は、演習・実験の充実度や進路希望など計８項目（自由記述欄を除く）である。 

平成 18 年度には 22 名の学生から回答があり、満足度に相当する項目「演習・実験は充

実していたか」の問いかけに対して４点評価で平均評点が 3.32 であった。平成 19 年度は、

24 名から回答があり、平均評点 3.50 と若干であるが増加した。 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準を上回る。 

(判断理由) 平成 18 年度から開始した学生の意見聴取も、十分なレベルに達していないが、

満足度に関する評価（４点評価）で２年連続して 3.3 以上を得ているのは、一定の水準に

あるといえる。さらに、資格取得者数の増加や学会等での発表数の増加などから、期待さ

れる水準を上回るものと判断する。 
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況)  修了者の多くは就職し、毎年 3～5 名程度が博士課程に進学する（資料

14－18：研究科修了者の就職等の状況）。無業者、その他の多くは、次年度の公務員試験

等受験予定者である。就職希望者中の就職率は 92～100%である。産業別では、食品を中心

とした製造業が最も多く平均 53％、卸売り・小売り及び運輸に分類される食品流通業も次

に多く平均 14％であった。公務員と教員の計及び学術・開発研究にそれぞれ年平均２名程

度の就職がある。これらの就職動向は、学士課程卒業者と比較すると、いわゆる研究職に

就く者がやや多い。就職先地域別では関東に多いのを除けば偏りは少なく、全国に人材を

供給していると言える（資料 14－19：研究科修了者の地区別就職先分類）。 

  これらの結果は、研究科の基本方針と合致したものであると同時に、平成20年度に導入

したカリキュラムで、高度職業人養成型と博士課程進学型の２つのプログラムを設けるの

とも整合している。 

 

資料 14－18：研究科修了者の就職等の状況 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

求人件数 1600 2140 1884 2242 

修了者数 27 37 29 21 

進学者数 4 3 5 5 

就職希望者数 17 30 22 13 

就職者 16 30 21 12 

無業者 1 0 1 0 

その他 6 4 2 1 

就職率（％） 94.1 100 95.5 92.3 

      （出典：就職支援ガイドブックJOBHUNTING GUIDE 2005 - 2008） 

 

資料 14－19：研究科修了者の地区別就職先分類 

 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 

鹿児島 1 4 1 1 

九州 2 3 3 1 

四国  2   

中国 1    

近畿 1 8 4 3 

中部 1 2 1 1 

関東 10 10 12 6 

東北  1   

上記以外     

地
区
別
就
職
者
数 

計 16 30 21 12 

    （出典：就職支援ガイドブックJOBHUNTING GUIDE 2005 –  2008） 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況)  平成 18 年度から、学生部作成のアンケート（鹿児島大学における教育

の成果・効果の検証）によって、5 名の修了生から大学院教育の満足度を調査している。

しかし、この報告書では鹿児島大学大学院全般を対象としており、水産学研究科に関する

情報としては不十分である。平成 19 年度秋から水産学研究科が独自に就職先企業に対する

アンケート及び、訪問調査を順次実施し、修了生の能力や資質、教育内容に対する評価や
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希望を収集した。準備不足等の為、訪問調査は２件しか実施できなかったが、実施した企

業では水産学研究科の教育に満足していた。 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準にある。 

(判断理由)  関係者からの評価は不十分であるが、修了生の平均 67％が水産分野に就職し

ており、これは研究科の教育目的と合致し、就職先での水産学研究科の教育活動に対する

全般的評価も高い。以上のことから、期待される水準にあると判断する。
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Ⅲ 質の向上度の判断 

質の向上があったと判断する取組 

①事例１「大学院生の国際学会等参加促進に関する取組」(分析項目Ⅳ) 

研究科の教育目的である「国際社会に貢献できる人材育成」に従い、大学院生の国際学

会等発表の促進を通して、大学院生の国際性の涵養の促進に取り組んだ。すなわち、 

1) 実用英語 S、増殖栄養学特別演習（英語セミナー）、海外水産事情特論、国際漁業管

理学特論、国際水産技術協力特別実習等の実施。 

2) フィリピン大学との拠点大学交流事業での国際セミナー（国際学会等）への大学院生

の参加促進。 

3) 水産学部学術振興基金より大学院生の国際学会参加旅費援助。 

その結果、平成 18、19 年度と水産学研究科の学生による発表件数が０から６、10 と増加

した（資料 14－20：国際学会等発表件数）。博士課程の学生を含めた実績でも平成 18、19

年度には発表件数が急増しており、多くの博士課程学生が本研究科を修了していることを

考慮すると、修士課程における教育効果と見ることが出来る。留学生に関しては、日本で

の専門分野を英語により教育することにより理解が促進され、国際学会発表に結びついた

と考える。日本人学生に関しては、件数は少ないが増加傾向にあり、英語での専門分野の

理解と国際学会発表の意識は高まってきている。 

以上のことから、修士課程における教育効果は徐々に現れ、質の向上があったと判断す

る。 

 

資料 14－20：国際学会等発表件数  

 平成16 平成17 平成18 平成19 

修士課程     

  日本人   6 7 

  留学生    3 

博士課程     

  日本人 2 1 1 1 

  留学生 7 4 7 13 

計 9 5 14 24 

参加した主な国際学会等 

・Aquaculture 2004 

・11th International Symposium on Nutrition and 

Feeding in Fish  

・７th Asian Fisheries Forum  

・World Aquaculture 2005 

・７th International Symposium on Fish Nutrition 

and Feeding 

・International Forum on Coastal Environment and 

Utilization of Fisheries Resources ・Asian Pacific 

Aquaculture 2007 

    （出典： 教員に対する聞き取り調査により新規作成） 
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Ⅰ 医歯学総合研究科の教育目的と特徴 

 

教育目的 

医歯学総合研究科は、教員が各々の学問基盤に立って幅広い有機的な学部教育を担当し

つつ、より柔軟で広範な生命医療科学の大学院教育を実践することを目指して、平成 15

年４月に大学院医学研究科と大学院歯学研究科を統合して２専攻 14 講座からなる博士課

程に再編し、平成 16 年４月に医科学専攻の修士課程を加えた。医歯学総合研究科は、鹿児

島大学大学院の教育目標、すなわち世界の研究拠点大学院を目指し、国際的に活躍でき、

基礎から先端的な専門領域までの教育を通し、変化に対応できる幅の広い視野と総合的な

判断力を備える高度専門職業人、研究者の育成を踏まえ、博士課程、修士課程、それぞれ

の設置目的のもとに次のような教育目的を掲げて活動している。 

博士課程では、学生の研究能力が国際的な評価に耐える研究を計画・実施できるレベル

に到達することを目標とし、高度の研究能力を持つとともに、共同研究をコーディネート

できる協調性と広い視野を持ち、研究の社会的な意味を常に問い続け、医の倫理観を備え

た生命医療領域の研究者と教育者の育成を目指している。 

修士課程では、医学、歯学及び獣医学以外の学部学科を卒業した学生及び一般社会人を

対象に受け入れ、医学及び歯学に関する知識と技術のエッセンスを体系的・集中的に教育

することにより、医科学及び広くライフサイエンス分野の専門的知識を備えた、多様な分

野で活躍できる人材の養成を目的とし、能動的な学習態度を身に付け、自ら、医科学・ラ

イフサイエンス分野における問題点や課題を見出し、創意工夫によりそれらを解決しよう

とする能力を備えた研究者と教育者の育成を目指している。 

 

特徴 

１．博士課程は疾病予防を中心とした健康科学専攻と先端医療技術の推進を中心とした先

進治療科学専攻、修士課程は生命科学修得を中心とした医科学専攻とし、旧来の基礎系

と臨床系教員が有機的に配置された大講座を構成している。 

２．鹿児島に特化した医学医療の課題や、新しい学問分野の創出に対して柔軟に対応でき

るプロジェクト指向型の講座（国際島嶼医療学講座、再生・再建移植学講座）や外部機

関との連携講座（宇宙開発事業団との連携による宇宙環境医学講座）を導入することに

より地域の特性に基づく課題に迅速に対応できる教育研究体制を構築している。 

３．PhD-MD コースを導入している。 

４．生命・医の倫理観を備えた高度医療人・生命医科学研究者を育成するために、共通コ

ア科目として医療・医人倫理学、医学倫理学、専門基礎科目として人間学特講など、倫

理学教育を十分に充実させている。 

５．社会人学生が多いことから、夜間開講、集中講義、e-learning 講義など履修しやすい

環境整備に努めている。 

 

想定する関係者とその期待 

本研究科における関係者とその期待としては、（資料１：想定する関係者とその期待、

P15-3）などの事項が想定される。  
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想定する関係者 関係者の期待 

修士課程 

医科学及びライフサイエンス分野において自立的、能動的に教

育研究を推進できる能力を身につけ、その能力の発揮を実現し、

必要に応じてさらなる能力開発に意欲的に取り組むこと 

博士課程 

国際的レベルの研究を計画・実施する能力あるいは高度な専門

性を有する医療を実践する能力を身につけ、競争的環境下で継続

的に評価の高い実績を残すことあるいは科学的根拠に基づく医

療の実践及び先端的医療の実践・開発をできること 

学生 

共通 
・各課程の目的を達成できる学習環境が整備されていること。 

・各課程の学位取得者に見合う活躍ができること 

学外教育指導者 
連携大学院や教育研究を委託した大学等で身につけた学習内

容を実践するだけでなく、それを助言・指導できること 

就職先の関係者 

多種多様な職能を有する個人とその集団が他から高く評価さ

れる成果を創出するために、個人の独創的能力、コーディネータ

ーあるいはリーダーとして優れたチームワーク力を構築する能

力、常に新しいことに挑戦する能力を身につけていること 

 

 

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

本研究科の組織と専任教員数及び学生定員を（資料２：医歯学総合研究科の組織と専任

教員数及び学生定員数）に示す。修士課程は博士課程の教員が兼任している。過去５年間

の学生の入学定員充足率は博士課程（H15：111%、H16：68%、H17：74%、H18：100%、H19：

72%）、修士課程（H16：95%、H17：65%、H18：75%、H19：100%）であった。定員は必ずしも

充足されていないが、その理由として法人化後に医師・歯科医師の卒後臨床研修制度が義

務化されたことと、専門医志向の強さの影響が考えられ、これらのことも踏まえ、後述の

教育課程改善を行った。 

 

教 授 (名 ) 准 教 授 (名 ) 講 師 (名 ) 助 教 (名 ) 合 計 (名 ) 学 生 定 員 (名 )
課 程  専 攻  

定 員  現 員  定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員 定 員 現 員  
修 業 年 限 (年 ) 

入 学 収 容

健 康 科 学  

（６大 講 座 21 分 野 ） 
22 23 20 15 7 10 25 28 74 76 36 144

博 士  
先 進 治 療 科 学  

（８大 講 座 37 分 野 ） 
37 32 38 31 6 5 79 81 160 149 

４ 

58 232

修 士  医 科 学  ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ２ 20 40

 

 

 

本研究科の特徴的な教育研究体制を（資料３：医歯学総合研究科における特徴的な教育

研究体制、P15-4）に示す。鹿児島に特化した医学医療の課題や、新しい学問分野の創出に

対して柔軟にあるいは迅速に対応することを目指し、関連講座・分野を有機的に組み込み、

教員（専任、兼任、客員、特任）を配置している。 

資料２：医歯学総合研究科の組織と専任教員数及び学生定員数 

資料１：想定する関係者とその期待 

（出典：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科ハンドブック（平成 19 年度版））

（出典：概要 Outline2007 鹿児島大学  大学院医歯学総合研究科  大学院保健学研究科  医学部  歯学部、

人事係資料）
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観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

本研究科における教育の実施体制を（資料４：医歯学総合研究科における教育の実施体

制）に示す。 

２つのセンターは平成 19 年度に設置したものであり、教育の実施体制が強化された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３：医歯学総合研究科における特徴的な教育研究体制 

離島へき地医療人  
育成センター  

難治ウイルス病態制御学分野  
（感染防御学講座協力講座）  

国際島嶼医療学分野  
（プロジェクト講座）

特徴的講座・分野  

薬物動態制御学分野  
(生体機能制御学講座協力講座 )

宇宙環境医学分野  
（宇宙環境医学講座連携講座） 

再生・再建移植学分野  
（プロジェクト講座）

附属研究施設  
難治ウイルス病態

制御研究センター

医学部・歯学部  
附属病院  

連携大学院 

独立行政法人宇宙

航空研究開発機構

(JAXA) 

学内共同研究施設

フロンティアサイ

エンス研究推進セ

ンター(FSRC) 

臨床予防医療  
（寄附講座）

医療関節材料開発  
（寄附講座）

心筋症病態制御  
（寄附講座）

新日本科学  

日本メディカルマテリアル  

ジェンザイム・ジャパン  

寄附企業  

特別教育研究経費  

資料４：医歯学総合研究科における教育の実施体制 

研  究  科  教  授  会  

（当面）  

医歯学教育開発センター

医歯学教育計画室（センターの前身）

医学部・歯学部附属病院  
離島へき地医療教育支援室  

（平成 17―19 年度）

離島へき地医療人育成センター  

（出典：概要 Outline2007 鹿児島大学  大学院医歯学総合研究科  大学院保健学研究科  医学部  歯学部）  

（出典：概要 Outline2007 鹿児島大学  大学院医歯学総合研究科  大学院保健学研究科  医学部  歯学部）

教育委員会  

博士部会 修士部会

企画委員会FD 委員会歯学部  

医
学
科

保
健
学
科

医学部  
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各センター、各委員会に規則が定められ、教育委員会と企画委員会との連携による教育

改革を含む組織改革への取り組みと、FD 委員会の教育改善の取り組みにより、平成 19 年

に（資料５：平成 19 年度の予算申請に関連した教育改革のプログラム）のような予算申請

に関連した３つの教育改革のプログラムを作成した。 

 
 

予算申請費目  プログラムの名称  

平成 19 年度大学院教育改革支援プログラム

（別添資料１：履修プロセスの概念図、P１） 

多彩な研究力を備えた生命科学研究者の養成（集中型と

遠隔型履修コースを両軸にしたテーラーメイド教育プ

ログラム）  
平成 20 年度特別教育研究経費（教育改革）

（別添資料２：交流による学習効果、国際的ネッ

トワーク形成、P２） 

環太平洋・アジア地域を対象とした公衆衛生専門家養成

プログラム  

平成 20 年度特別教育研究経費（研究推進）

（別添資料３：平成 20 年度特別教育研究経費所

要額調、P３） 

口腔から QOL 向上を目指す連携研究―顎顔面領域疾患

の病態・病因の解明とそれに基づく根本療法の開発―  

 
 
 

 

これらプログラムで検討された教育の実質化に有用な方策について、実現可能なことか

ら着手することとし、（資料６：新教育課程の概要）に示すように、重点課題基盤形成の

ためのセンターと目的別人材養成のためのコースを組み合わせた新規課程（以下、新教育

課程）を設ける大学院教育改革案を作成した（別添資料４：大学院医歯学総合研究科教育

改革案、P４）。 

 

 

課程  目的  名称  特徴  

国際統合生命科学  
研究センター  

心身相関の分子機構解明と全人的医療確立のための組

織・分野横断的な教育・研究を行う統合医療の特別教

育研究コースを設置し、こころの時代にふさわしい人

間性豊かな国際人を育成することを目的とする  

先端的がん診断治療

研究センター  

ウイルス関連難治性疾患の早期発見と治療のための標

的分子を検索し、分子標的治療薬の開発の研究と教育

を行いながら、レベルの高い充実した難治性疾患に関

する教育と研究を行うことを目的とする  
センター  

重点課題

基盤形成

口腔先端科学教育  
研究センター  

国立大学７校が連携して口腔の QOL 向上のための共同

研究を推進するとともに、大学院教育を高度化して国

際的競争力を蓄積し、得られた歯学研究成果を社会に

還元することで国民の口腔機能の維持、回復を図るこ

とを目的とする  

コース  
目的別  

人材養成

臨床腫瘍専門医 

コース  

九州 13 大学連携による九州がんプロフェッショナル

養成プランに基づき設置し、がんに関する高度な研究

遂行能力と同時に、がん患者に対する高度な先端医療

を行うことのできるがん専門医を養成する  

資料５：平成 19 年度の予算申請に関連した教育改革のプログラム 

資料６：新教育課程の概要 

（出典：平成 19 年度大学院教育改革支援プログラム申請書、平成 20 年度特別教育研究経費

（教育改革）申請書、平成 20 年度特別教育研究経費所要額調（研究推進））
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公衆衛生専門家養成 

コース  

社会医学的な知識だけでなく生命科学の専門知識を持

ち、感染症・寄生虫対策に加え、慢性疾患、国際感染

症、グローバルな環境汚染とそれに伴う健康影響など

の課題に対処する能力を持つ公衆衛生専門家を養成す

る。日本人学生と留学生を同じ場で教育することによ

り、学習効果を高めるとともに国際的人的ネットワー

クの基礎を形成することを目指す  

高度専門臨床 

コース  

各分野における専門医いわば医療における高度専門職

養成に繋がるだけでなく、社会人の履修に適したコー

スでもある  

PhD-MD 
コース  

医学部４年生を修了した時点で休学し、大学院博士課

程に進学して PhD を取得したのちに医学部５年生に復

学して、残りの２年間の課程を修了するものである  
一般コース  通常の課程  

 
 
（別添資料１：履修プロセスの概念図、P１）の集中型履修コース、テーラーメイド履

修コース、遠隔型履修コースについて、前二者はそれぞれ新教育課程のセンターとコース
の構想のもととなり、後者は新教育課程の高度専門臨床コースの雛形となった。新教育課
程の公衆衛生専門家コースは（別添資料２：交流による学習効果・国際的ネットワーク形
成、P２）の環太平洋・アジア地域を対象としたプログラムを実行するものである。 

新教育課程の国際統合生命科学研究センターと先端的がん診断治療研究センターは学

長裁量経費と研究科長裁量経費の支援を受け、実質化の橋頭堡として３つの国際シンポジ

ウムを平成 20 年３月に開催した（別添資料５：平成 19 年度国際シンポジウム開催の概要、

P５）。離島へき地医療人育成国際シンポジウムのタイトルは「環太平洋・アジアの離島へ

き地を対象とした公衆衛生専門家の要請プログラム（イスラム文化圏を中心として）の創

設に向けて」であり、（別添資料２：交流による学習効果・国際的ネットワーク形成、P２）

の教育改革プログラムと離島へき地医療人育成センターの事業を推進するものである（別

添資料６：「離島へき地医療人育成国際シンポジウム」Program Abstract、P６-P７）。口

腔先端科学教育研究センターは、特別教育研究経費（研究推進）による５年間の事業計画

を実施するもので、初年度平成 20 年度概算要求による運営交付金（10,000 千円）により

着手する。 

臨床腫瘍専門医養成コース（別添資料７：臨床腫瘍専門医養成コース〈研究科ホームペ

ージの案内、P1〉、P８）とは別に、先進治療科学専攻内にがん医療に携わる専門医師等の

養成のために、３つのインテンシブコース（がん治療認定医養成（11 名）、がん専門薬剤

師養成（５名）、放射線治療医養成（１名））を設置し、19 年 10 月から受け入れを開始

した。PhD-MD コースは平成 19 年度に１名を国際島嶼医療学講座に受け入れた。国際島嶼

医療学講座は医学部、歯学部及び附属病院などの関連部局と連携して離島へき地医療に取

り組んでいる。 

関連部局の長年にわたる実績により、（資料７：関連部局が獲得した離島へき地医療関

係の予算）も獲得した。 

 
 

年度 プログラムの名称 

平成 17 年度  医療人 GP 離島へき地医療を志す医師教育支援プログラム  
平成 18 年度  医療人 GP 離島へき地医療を支える総合小児科医養成プログラム 

 
 
さらに、特別教育研究経費（事業計画期間：平成 19 年度～平成 23 年度）を獲得して、

（資料８：離島へき地医療人育成センターと医歯学教育開発センターの概要、P15-７）の

資料７：関連部局が獲得した離島へき地医療関係の予算 

（出典：大学院医歯学総合研究科教育改革案〈平成 19 年度第５回企画委員会資料〉）

（出典：離島医療実習学習要綱（平成 19 年度））  
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離島へき地医療人育成センターの設置に至り（別添資料８：特別教育研究経費（継続事業）

進捗状況報告書及び平成 21 年度所要額調（拠点形成）「離島へき地医療人育成センターの

設置―離島へき地医療に貢献できる医療人の育成―」、P９）、前述したように、医歯学教育

開発センターの設置とともに、教育の実施体制の強化になった。 

 
 

名 称  人 員 配 置  設 置 までの経 緯  設 置 目 的  

離 島 へき地  

医 療 人  

育 成 センター 

併 任 の 
教 授  
講 師  

 
専 任  

（特 任 ）の 
教 授  
助 教  

平 成 17 年 度 医 療 人 GP の採 択 と

それに伴 う医 学 部 ・歯 学 部 附 属 病

院 の離 島 へき地 医 療 教 育 支 援 室

と離 島 へき地 医 療 教 育 支 援 室 連

絡 会 の設 置 、平 成 18 年 度 医 療

人 GP の採 択 などによる離 島 へき地

医 療 の実 質 化 の成 果 が本 センター

設 置 をもたらした 

全 国 の医 学 部 学 生 、大 学 院 生 及 び医 師 に門 戸

を開 いて離 島 へき地 医 療 に貢 献 できる医 療 人 の育

成 を目 的 としており、離 島 へき地 医 療 に貢 献 できる

医 療 人 を育 成 するための研 修 プログラムの開 発 を

行 うが、このプログラムは離 島 へき地 包 括 医 療 に関

する高 度 の知 識 と幅 広 い支 援 方 法 を習 得 するもの

であり、人 的 資 源 の質 的 向 上 及 び離 島 へき地 医

療 に関 わる人 材 の増 加 を目 標 としている 

医 歯 学 教 育  

開 発 センター 

専 任 の 

教 授  

助 教  

大 学 院 臨 床 心 理 学 研 究 科 の設

置 に伴 う教 員 （教 授 ）の移 籍 を機

に医 歯 学 教 育 計 画 室 （専 任 助 教

１名 配 置 ）を発 展 的 に改 組 した 

医 学 部 ・歯 学 部 ・医 歯 学 総 合 研 究 科 ・保 健 学

研 究 科 及 び卒 後 教 育 にわたる教 育 全 般 を統 括 す

る組 織 を目 指 すが，当 面 は医 学 科 の学 生 教 育 に

関 する事 項 を主 たる職 務 内 容 とする 
 

 

これらセンターの設置前には、医歯学教育開発センターの前身である医歯学教育計画室

が離島へき地医療教育支援室と連携してきた。このような経緯をもとにした活動が平成 19

年に「離島医療実習学習要項」作成として実り、さらに、（資料９：疫学研究フィールド

の新設）の成果を得た。 

 

 

文部科学省特定領域研究「分子疫学コーホート研究」の一環として、鹿児島県離島におい

て 5,000 人規模で実施するもので、今後も 20 年に渡って２次調査や追跡調査等を行う予定で

ある、疾患予防を目指す大学院生教育の場として活用している。 

 

 

これらは、他大学にない特色であり、学部教育や大学院教育の充実に寄与し、地域に貢

献する医学・医療の担い手を育成する鹿児島大学教育理念を具現化するものである。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

博士課程の新教育課程は、学長裁量経費と研究科長裁量経費の支援を得て３つの国際シ

ンポジウムを開催し、特別教育研究経費を獲得して平成 20 年度から着手するなど、教育の

実質化を促進した。これらは国内外の関係者の期待に応えるものである。また、PhD-MD コ

ースは、卒後臨床研修前に学士と博士の学位を取得するメリットがあり、H19 年度に１名

が選択したことによって実質化された。 

離島へき地医療人育成センターと医歯学教育開発センターの設置により教育の充実に

取り組む体制が整い、離島医療実習学習要項の作成、疫学研究フィールドの新設を実現し、

鹿児島大学の教育理念を具現化し、へき地医療の充実を求める住民及び行政、へき地医療

の実践のための教育プログラムを必要とする教育関係者など、社会の期待に応えている。 

 

資料８：離島へき地医療人育成センターと医歯学教育開発センターの概要

資料９：疫学研究フィールドの新設 

（出典：離島へき地医療人育成センター規則、医歯学教育開発センター規則） 

（出典：文部科学省特定領域研究（課題番号：17015018）「分子疫学コーホート研究の支援に関する研究」）
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分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

教育課程編成の基本方針は、共通コア科目を中心とした教育の実質化、少人数教育への

取組、情報技術を利用した遠隔教育の推進にあり、その方針に沿って教育課程が体系的に

編成されている。博士課程及び修士課程の教育課程における履修単位・履修方法を（資料

10：履修単位・履修方法）に示す。 

 
 

課 程  区 分 ・形 態  等  履 修 単 位 備 考  

必 修 科 目 （医 学 、歯 学 に関 する基 本 的 な知 識 と

技 術 の習 得 ） 

医 科 学 論  

医 科 学 研 究  

上 記 以 外  

選 択 科 目 （医 学 、歯 学 に関 する知 識 と技 術 を深 め

る） 

自 由 科 目  人 体 解 剖 実 習  

２４ 

２ 

６ 

１６ 

 

６ 

 

 

１単 位 ×２期 （１年 次 後 期 より履 修 ） 

２単 位 ×３期 （１年 次 後 期 より履 修 ） 

 

修
士
課
程 

合 計  ３０  

共 通 コア科 目 （研 究 者 の基 本 的 知 識 ） 

必 修 科 目    医 学 研 究 講 義 （最 先 端 の

医 学 研 究 に触 れる） 

選 択 必 修 科 目 （３科 目 から１科 目 選 択 ） 

医 における哲 学  

医 療 ・医 人 倫 理 学  

科 学 倫 理 学 入 門  

選 択 科 目  （上 記 ２科 目 以 外 から 1 科 目 ）

専 門 基 礎 科 目 （各 分 野 における基 本 的 知 識 ） 

専 門 科 目 （各 分 野 における研 究 遂 行 に必 要 な能

力 を身 につけるうえで必 要 ） 

演 習  

実 験 ・実 習  

６ 

 

    ２

    ２

 

 

 

    ２

８ 

 

１６ 

    ４

   １２

 

 

１５回 以 上 の出 席 で認 定 （＊） 

（＊）医 学 部 大 学 院 セミナー、歯 学

部 イブニングセミナー、学 位 論 文 公

開 審 査 への参 加 は医 学 研 究 講 義

への出 席 に認 定  

 

 

 

 

２単 位 ×２期 （１年 次 後 期 より履 修 ） 

２単 位 ×６期 （２年 次 より履 修 ） 

博
士
課
程 

合 計  ３０  

 

 

FD 委員会が、講演会の開催だけでなく、学生による授業評価アンケート調査、授業公開

を実施し、構成員評価（教員の自己点検・評価）も行った。FD 委員会の活動結果における

教員・学生の要望・意見を踏まえ、博士課程においては平成 19 年度と平成 20 年度に共通

コア科目の改善と共通先端科目の開講を行い、共通コア科目と専門基礎科目の一部を共通

先端科目に移して充実させた（資料 11：共通コア科目の改善と共通先端科目の開講）。 

 

 

科目数を増やした 
社会人が履修しやすいように倫理科目と英語科目各一つを遠隔教育とした 
医学研究講義を遠隔地での履修を可能とするために設備を整えた 

共通コア科目の

改善 

H20年度からは倫理科目の一つを英語でも開講する 
共通先端科目の 履修者の大半が外国人である英語科目一つを共通コアから移して英語での開講とした

資料 10：履修単位・履修方法

資料 11：共通コア科目の改善と共通先端科目の開講 

（出典：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科ハンドブック（平成 19 年度版））
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開講 バイオインフォマティクスと医学研究、分子腫瘍学、データ解析演習などを開講した 

 
 
観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況)  

アジアを中心とした途上国からの留学生を受け入れている。各年度別の受け入れ留学生

数を（資料 12：博士課程と修士課程における留学生の数と出身国）に示す。 

 

 

 

平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

博士 修士 博士 修士 博士 修士 博士 修士 博士 修士 

 

国

費 

私

費 

国

費 

私

費 

国

費 

私

費

国

費

私

費

国

費

私

費

国

費

私

費

国

費

私

費 

国

費 

私

費 

国

費 

私

費

国

費

私

費

人数 ７ 16 ０ ０ ９ 18 ０ ０ ７ 15 ０ ０ ９ 10 ０ １ ９ 12 ０ ２

国名 

(国数) 

中国、コロンビア、ミャンマー、バングラディシュ、エジプト、レバノン、インド

ネシア、パキスタン、ネパール、ブラジル、フィリピン、タイ、ペルー、イラン、

モンゴル（15 か国） 

 

 
博士・修士課程ともに留学生や社会人を積極的に受け入れていることから、英語での開

講、夜間開講、集中講義及び e-learning 講義を実施している。これらは関係者のニー

ズに応えている。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る。 
(判断理由) 

本研究科の教育課程の基本的方針である共通コア科目を中心とした教育の実質化につ

いて、科目の量的・質的改善を実行し、（別添資料１：履修プロセスの概念図、P１）で示

した共通先端科目について共通コア科目と専門基礎科目の一部を移すことによって実質化

を行った。一部の科目では遠隔教育あるいは英語による開講を実践し、遠隔教育について

は開講科目を増やし、医学研究講義も遠隔地での履修を可能とするための環境整備を行い、

平成 20 年度から英語による開講科目も増やすこととした。これらは、（別添資料１：履修

プロセスの概念図、P１）と（別添資料２：交流による学習効果・国際的ネットワーク形成、

P２）のプログラムにおける遠隔教育と英語による教育の実質化でもあり、時間的制約のあ

る社会人や日本語よりも英語を得意とする留学生にとって大きなメリットである。 

 
分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

基礎的科目と専門性の高い科目など授業形態の組み合わせにより教育の充実を実現し

ている。特に、生命・医の倫理観を備えた高度医療人・生命医科学研究者を育成するため

の倫理教育については、共通コア科目として医療・医人倫理学、医学倫理学、専門基礎科

目として人間学特講などを実施し、専門科目において必要に応じて倫理委員会の承認を得

るための倫理審査申請書の作成等を行っている。 

学生の研究内容を組織的に共有し、教育課程の趣旨に沿った指導を行っている。学習指

導方法の概略を（資料 13：学習指導方法、P15-10）に示す。 

資料 12：博士課程と修士課程における留学生の数と出身国 

（平成 15 年度～19 年度経費別人数） 

（出典：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科ハンドブック（平成 20 年度版））  

（出典：概要 鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 大学院保健学研究科 医学部 歯学部（各年度））
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課程  指    導    法  

博士  

指導教員グループ（主指導教員（教授）1 名、副指導教員 2 名）による研究・教育指導体制

の構築、指導教員の研究指導による研究計画書の作成（第１年次末までに教育委員会に提

出）、医学研究講義（コア科目）における学生の研究発表、学位論文の予備審査、公開審査、

最終審査などを実施している。学位論文は国際誌（英文誌）への掲載を原則としている。  

修士  
指導教員１名（教授または准教授）と必要に応じて副指導教員 1 名を置いて研究指導を行い、

研究計画作成と教育委員会での審査、中間発表、最終発表会を課し、学位論文は単著を原則

としている。  
 
 
学位論文公開審査への参加は医学研究講義への出席に認定し、研究会や学会等(国際会

議を含む)への参加を促しているが、これらは、視野を広め、専門科目の修得を促進するこ

とに繋がっている。RA や TA は、将来の研究者あるいは教員候補者としての大学院学生が

研究遂行、教育・指導に携わるために必要な体験をする貴重な機会であり、博士課程では

RA は 26 名 4,781 時間（H18）、37 名 6,585 時間（H19）、TA は 39 名 5,150 時間（H18）、32

名 3,752 時間（H19）を任用した。一人当たりの採用時間数を増やす方法について検討し、

平成 20 年度からは採用数を減らして時間数を増やすこととし、一般選抜の学生を優先して

採用することとした。 

 

 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

主体的学習の支援の一環として、（資料 14：主体的学習促進の取り組み）を行っている。  

 

 

取り組み  概     要  

総合健康電子教育シス

テム（セーシス）使用

ライセンス  

イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て い つ で も ど こ か ら で も 自 由 に ア ク セ ス で き る

e-learning のためのシステムである。アップロードされた講義内容を見る

ことが可能であり、レポート作成に役立ち、他の学生が発表したレポートを

見ることも可能である。  

講義室の 

授業時間外開放  
異なる専攻分野の学生の交流、自習、スタディグループ形成による学習など

が可能である。  

双方向的、学生参加型、

課題探求的な授業形態  
セミナーや学会などへの参加・発表、学位論文公開審査への参加を促してい

るが、これは視野を広め、専門科目を意欲的に修得することに役立っている。

研究計画書の作成  

入学後、学生の主体性を尊重した指導教員の指導のもとに作成する。指導教

員を通じて教育委員会に提出することになっているが、この作業を行うこと

によって、計画立案の方法を学習することになるだけでなく、学習における

自主性の重要性を気付かせ、主体的な学習を促す。  

予備審査（博士課程） 

中間報告（修士課程） 

専門科目の履修状況に関する審査としての制度であり、研究の進捗度の確認

を行っている。これは、最終目標である学位取得に向けての中間目標として

学生の自主的な学習への取り組みを促すことに加え、研究の進行に伴って、

新しく入手した重要な情報を加味し、当初計画の妥当性を検証し、発表や審

査を通じて必要な意見を取り入れ、より良い成果を産み出すためのシステム

でもある。  
 

 

資料 13：学習指導方法

資料 14：主体的学習促進の取り組み 

（出典：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科ハンドブック（平成 20 年度版）、  
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科ホームページ（平成 20 年度版））  

（出典：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科ハンドブック（平成 20 年度版））
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「大学院医歯学総合研究科ハンドブック」に修学の手引き、規則・申合せ関係、学位の

手引き（別添資料９：医歯学総合研究科（博士課程）学位取得までの過程、P10）を区分し

て記載し、シラバスには学習到達目標、成績評価基準及び合否の判定基準を明記している。

これらは学生の自発的学習を促し、専門科目の実験や実習において各分野の研究室で指導

教員をはじめとする研究者が研究手技等についての助言や指導を行うにあたって、学生が

自発的に取り組める体制を取っている。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

（資料 14：主体的学習促進の取り組み、P15-10）に挙げた事項のうち、上段３項目は

医歯学総合研究科設置時にはなかったものであり、他２項目は学年進行とともに実質化さ

れ、いずれも、概要に記載した内容を達成している。具体的には、文献検索、実験計画の

立案、実験の実施、実験データの分析、仮説の検証、発表原稿の作成、質疑応答などを実

体験することによって自発的な研究者の基盤形成がなされ、他の優れた研究発表に触発さ

れることによって意欲的に研究に取り組む動機付けがなされている。これら授業形態の組

み合わせや学習指導方法が奏効し、後述する学位論文の国際誌への掲載など、大きな質的

改善を達成した。 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

学生が目標とする学力や資質・能力を身につけるために、種々のセミナーだけでなく研

究会や学会等（国際会議を含む）への積極的な参加を促し、学位論文は原則として国際誌

（英文誌）に掲載されたものとする教育委員会申合せを作成し、早期修了、優れた研究業

績の表彰（医歯学奨励賞）などの制度を設けて基準を明示した結果、それぞれ学年進行と

ともに増え、実績をあげている。各分野の学会での優秀発表賞や掲載誌の優秀論文賞の平

成 15 年度から平成 19 年度までの受賞実績は 12 分野 30 件であった。 

学業の成果を（資料 15：学業の成果）に示す。 

 

 

 
学会や研究会への 

参加・発表数(延べ人数)
早期修了者数 国際誌掲載件数 優れた研究業績表彰者

平 成 15 年 度  22 0 0 0 

平 成 16 年 度  26 0 0 0 

平 成 17 年 度  76 0 2 0 

平 成 18 年 度  81 6 14 4 

平 成 19 年 度  105 5 23 9 

 

 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

学業の成果の到達度については、学会や研究会への参加・発表（平成 19 年度の 105 名は

全て発表）の数、国際誌掲載論文数、早期修了者数、優れた研究業績の表彰者（医歯学奨

励賞顕彰者）数によって示されている。 

後期開講の受講者４名以上の科目（22 分野）について大学院生による教員の授業評価を

実施し、総合評価として、「全体的な満足の度合い」（満足度）について、０～５の番号の

資料 15：学業の成果 

（出典：大学院係資料）  
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「０を悪」、「５を良」とする方法を用いて、番号をスコアとして評価した。22 分野の受

講生合計 137 名による満足度として、（資料 16：学生の授業評価における満足度）のよ

うな結果を得た。 

 

 

満足度のスコア ０：悪 １ ２ ３  ４ ５：良  

人数 ０名 
2名 

1.5％ 

20名 

14.6％ 

64名 

46.7％ 

51名 

37.2％ 
０名 

 

 

スコア３以上が 83.9％で概ね満足が得られていたと考えられた。スコアの低い理由とし

ては、講義内容、カリキュラム、講義予定、授業の実施方法に対する不満が挙げられ、ス

コアの高い理由としては、様々な分野の講師の講義を聴けたこと、内容が興味深かったこ

と、文献検索に関する情報が得られたことが挙げられていた。不満に対しては、前述の共

通コア科目の改善と共通先端科目の開講、遠隔教育と英語による講義の実施科目数の増加、

新教育課程の設置などにより、応えることができる。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

学業の成果の到達度については、学会や研究会への参加・発表の数、国際誌掲載論文数、

早期修了者数、医歯学奨励賞受賞者数、学会での表彰数によって示されている。また、後

期開講科目に対して実施した学生による教員の授業評価の総合評価としての満足度が、概

ね満足が得られていたと考えられたこと、不満点については、科目の区分、授業形態の見

直しにより、共通コア科目、共通先端科目、遠隔教育、英語による開講などの実質化を進

め、新教育課程を設置したことにより対応がなされたと考えられることから、期待される

水準を上回ると判断できる。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況)  

 修士課程、博士課程ともに社会人入学が多い。課程修了後の進路の状況について（資料

17：修士課程修了者進路）を示す。いずれの職域でも、大学院で培った独創的能力、コー

ディネーターあるいはリーダーとして優れたチームワーク力を構築する能力、新しいこと

に挑戦する姿勢を発揮している。 

 

人数  
進路  

平成 17 年 平成 18 年  平成 19 年

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科博士課程 10 6 5 
他大学・大学院博士課程  1 1 0 

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院  1 1 1 
一般病院  4 0 3 

薬局  1 0 0 
医療関係専門学校  1 0 0 

企業  1 3 4 
その他  0 0 2 

資料 16：学生の授業評価における満足度 

資料 17：修士課程修了者進路 

（出典：大学院係資料）

（出典：大学院係資料；FD 委員会アンケート調査）
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博士課程修了者の多くは、医師免許あるいは歯科医師免許の取得者であることから、附

属病院や地域の病院・診療所への就職が多いが、医歯学総合研究科（助教、外国人客員研

究員等）や他の研究所に職を得る者もいる。いずれの場合もその多くが専門医を取得し、

科学的根拠に基づく医療及び先端的医療を実践し、学位論文を国際誌に投稿した経験を生

かして競争的環境下で活躍し、共同研究の場ではコーディネート力を発揮し、教育の場で

は学生や研修医を触発している。 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況)  

修士課程は平成 18 年、博士課程は平成 19 年に、それぞれ初めて修了者が出たため、進

路調査は十分でない。そこで、鹿児島大学が平成 18 年に実施した「鹿児島大学の教育成果

に関するアンケート調査」の報告書から、自由記述意見（大学院修了生、企業関係者）中

で医歯学総合研究科に該当すると考えられる部分を（資料 18：鹿児島大学の教育成果に関

するアンケート調査）に示し、その対応について記す。 

 
 
対象  意見  

ネットを利用した講義を充実させて頂きたい 大学院  
修了者  夜間の研究科への配慮がほしい（臨床での経験を研究のフィールドへ持っていくのは大切） 

日本有数のリハビリテーション病院となるべく努力しております当院へ、貴学の卒業者である医師あ

るいは看護師を目指す学生の方に入職いただけますと幸いです 

専門的な知 識だけでなく人間としての力を合わせて養えるような教育を行って欲しい（コミュニケーシ

ョン能力、問題発見、解決能力など） 

企業  
関係者  

すべての学 部 、研 究 科 において地 元 の企 業 や行 政 等 との連 携 を密 にし、地 元 の期 待 に応 える教

育、研究に積極的に取り組み、その成果を地域の発展・充実に資するように努めていただきたい 

 
 

 

本アンケートの対象は、主として卒業（修了）後５年を経過した約 2,400 名の卒業生及

び大学院修了生ならびに本学の卒業生・修了生を受け入れている約 780 社の企業であり、

その結果は「鹿児島大学における教育の成果・効果の検証－学部卒業生・大学院修了生・

企業等へのアンケート調査結果－」平成 18 年度報告書として作成された。 

上記大学院修了者のような意見に対しては、総合健康電子教育システム、遠隔地での履

修を可能とする設備の整備、講義室の授業時間外開放、目的別人材養成のためのコース（臨

床腫瘍専門医養成コース、３つのインテンシブコース（がん治療認定医養成、がん専門薬

剤師養成、放射線治療医養成）、高度専門臨床医養成コース、公衆衛生専門家養成コース）

の設置などにより、その要請に応えている。 

企業関係者のような意見に対しては、生命・医の倫理観を育成する科目の設置、離島へ

き地医療人育成センターの設置、鹿児島県離島での 5,000 人規模の疫学研究フィールドの

新設、離島医療実習学習要項の作成など、地域に貢献する医学・医療の担い手を育成する

鹿児島大学教育理念を具現化し、その期待に応えている。 

 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 

医歯学総合研究科在籍中の実績（学会や研究会への参加・発表、国際誌掲載論文、早期

修了者、医歯学奨励賞顕彰者、各分野における学術大会発表や論文の表彰）からは、水準

以上の活躍をしていると判断される。修士課程修了者で、社会人はそれぞれの職場でより

高い視点から活躍し、博士課程への進学者は、学士入学に比べ、より自立度の高い活躍を

資料 18：鹿児島大学の教育成果に関するアンケート調査 

（出典：「鹿児島大学における教育の成果・効果の検証－学部卒業生・大学院修了生・企業等への

アンケート調査結果－」平成 18 年度報告書）
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し、博士課程修了者は身につけた高度の研究能力を発揮していると判断される。 

 

 

Ⅲ 質の向上度の判断 
①事例１「教育課程改善と国際シンポジウム開催による教育の実質化の推進」（分析項目Ⅰ） 

 (質の向上があったと判断する取組) 

平成 19 年度に複数の教育改革プログラムを作成し、それらをもとに組織改革の一環とし

ての教育改革案を検討し、これまでにはなかった履修形態を取り入れた大幅な改革を行い、

博士課程についてはセンターとコースからなる新教育課程を設置した。センターは重点課

題の教育研究基盤を形成するものであり、学長裁量経費と研究科長裁量経費の支援、特別

教育研究経費（研究推進）の獲得により実質化を推進した。平成 20 年３月に開催した３つ

の国際シンポジウムは改革の橋頭堡となるものである。コースは、目的別人材養成を図る

ものであり、社会の多様なニーズに応えることが出来る。先進治療科学専攻内にがん医療

に携わる専門医師等の養成を目的とする３つのインテンシブコースを設置して 19 年 10 月

から受け入れを開始し、平成 19 年度に設置した臨床腫瘍専門医コースは、九州 13 大学が

連携しておこなう「九州がんプロフェショナル養成プラン」の実質化であり、平成 20 年４

月に開講する。PhD-MD コースは平成 19 年度に１名を受け入れて実質化がなされ、高度専

門臨床コース（仮称）は平成 20 年度の秋入学を目指し、公衆衛生専門家養成コースは開発

途上国からの留学生を対象に準備を進めている。これらの改革は、国際的に活躍できる研

究者と高度専門職業人の育成を図る鹿児島大学大学院の教育目標を達成するだけでなく、

社会的要請にも適っている。 

 

②事例２「地域に貢献する医学・医療の担い手を育成する鹿児島大学教育理念の具現化」(分

析項目Ⅰ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

平成 19 年度に医歯学教育と離島へき地医療人育成に専任教員を配置する改革を行い、医

歯学教育開発センターと離島へき地医療人育成センターを設置した。医歯学教育開発セン

ターは大学院臨床心理学研究科の設置に伴う教員の移籍を機に設置し、専任助教１名を配

置していた医歯学教育計画室を発展的に教育の企画・運営を担当する組織体制として構築

したものであり、専任教授を全国公募中である。離島へき地医療人育成センターは、特別

教育研究経費（事業計画期間：平成 19 年度～平成 23 年度）を獲得しており、その設置目

的は研修プログラムを開発して離島へき地医療に貢献できる医療人の育成を促進すること

にあり、特任教授を選考して配置した。センターの核はプロジェクト講座である国際島嶼

医療学分野である。同分野は、医歯学教育開発センターの前身である医歯学教育計画室、

医学部・歯学部附属病院離島へき地医療教育支援室との連携により離島フィールドでの離

島医療実習を実施し、離島医療実習学習指導要項を作成した。さらに、疫学研究フィール

ドを新設して大学院生教育の場として活用しており、事例１で示した国際シンポジウムの

うちの一つの開催に貢献した。これらは、他大学にない特色であり、地域に貢献する医学・

医療の担い手を育成する鹿児島大学教育理念の具現化であり、大学院教育だけでなく、学

部教育や研修医育成の充実に寄与した。 
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Ⅰ 司法政策研究科の教育目的と特徴 

（１）教育目的 

鹿児島大学大学院司法政策研究科（以下、「鹿児島大学法科大学院」という）は、鹿児

島大学の中期目標にある「専門教育の高度化並びに大学院の充実を図り、高度な専門知識・

技術・技能を有し、国際的に活躍できる人材、研究者を養成する。」（基本的目標）、「(1)

高度専門職業人、研究者の養成を図る。(2)国際化、情報化に対応し、社会をリードし、国

際的に活躍できる人材を養成する。」（教育の成果に関する目標）を受けて、①これからの

司法の在り方を構想、実現してゆく活動的な法曹を養成することと、②地域社会における

法の役割の拡大に対応することを教育理念としている。この理念の下で法曹養成を行うこ

とによって、全国のさまざまな地域において指導的な地位に立つ法曹を養成することを教

育の目的としている。 

（２）特徴 

鹿児島大学法科大学院は、専門職大学院設置基準に基づく法科大学院の課程を実施する

研究科である。司法過疎と呼ばれる地域に位置する法科大学院として、法曹養成という教

育活動に、南九州の法曹や隣接職の活動と市民生活・行政活動・企業活動とを有機的に結

びつけ、地域の司法基盤の強化に貢献することを目指している。  

（３）想定する関係者とその期待 

 鹿児島大学法科大学院が想定する関係者は、法曹志望の学生・社会人、法曹三者、隣接

職種、地域住民をはじめとする国民一般ということができる。これらの関係者からは、当

研究科が、南九州という司法過疎地に位置する法科大学院として、司法政策に資する法曹

を養成することが期待されており、この期待に応えるべく、教育カリキュラムを構想・展

開している。 

 

 

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

 上記の教育目的のもと「地域に学び、地域を支える法曹養成」を実現すべく、専門職大

学院たる法科大学院の設置基準を満たす教員組織を編成している（資料 1-1）。また、学生

定員及び入学者の状況は資料Ⅰ-2 のとおりであり、定員に対する入学者の確保は適切な状

況にあるといえる。 

 

   資料Ⅰ-1 教員組織の編成（平成 20 年 4 月 1 日現在）（単位：人） 

職     種 教授 准教授 その他* 

研究者教員 １１ ３ ０ 

専任  ２ ０ ０ 
実務家教員 

みなし専任  ３ ０ ０ 

兼担教員  ８ ２ ０ 

研究者 １１ ４ ０ 非常勤教員 

（みなし専任をのぞく） 実務家  １ １ ４ 

＊「その他」には、裁判官、検察官、弁護士、司法書士を含む。 
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      資料Ⅰ-2 学生定員と入学者数（単位：人） 

 

 

 

 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

(1)ファカルティ・デベロップメントの組織体制 

 教育内容、教育方法の改善のための取組、いわゆるファカルティ・デベロップメント（以

下、「FD」という。）の組織体制は、資料 1-3 に示すとおりである。 

 

  資料Ⅰ-3  FD 活動の組織体制 

 

 

＊教育活動点検評価委員会：委員長１名、委員２名で構成され、教育活動の点検評価に

関わる諸活動を実施する。 

＊カリキュラム Plan2007 策定委員会：委員長１名、民事系、刑事系、公法系の各分野

から、１名ずつの委員で構成される。ここでは、教育活動点検評価委員会の活

動の成果を踏まえ、各科目の内容の改善・充実を促しつつ、カリキュラムの改

善を提案し、実施している。 

 ＊教務委員会：カリキュラム全体の運営を担うとともに、教育活動点検評価委員会から

の指摘や提案を受け、従前のカリキュラム運営の改善に取組み、授業方法や成

績評価方法、シラバスの記載方法を改善するよう指導する役割を果たす。 

 ＊PLAN2007 ブラッシュアップ WG：2007 年度の新カリキュラムをさらに改善しながら実

施するためにこの WG を設け、教務委員会と連携して、きめの細かい指導がで

きるような活動を行っている。 

 

（２）インターネットサイトを活用した改善の取組 

 学生からの要望、特に授業方法や学修環境の改善等についての意見や要望は、インター

ネット上に要望を受け付けるサイト（通称「要望 BBS」）を設けて随時受け付ける態勢を整

えている。2005 年 2 月から始めて、これまで 540 件以上の投稿があり、図書購入の希望の

他、シラバス内容の確認や再試験の位置づけ、パソコン器機等の整備などに関する問い合

わせの投稿もある（資料Ⅰ-3）。

 定員 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

入学者数 ３０ ３１ ３０ ３０ ３０ 

カリキュラム運営や講義の実施状況の情報  

教育活動点検評価委員会  
（FD 委員会）  

教 務 委 員 会  

ＰＬＡＮ2007 
ブラッシュアップＷＧ

での検討・答申  

各教員への指導・助言

カリキュラム運営や講義などへの反映  
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  資料Ⅰ-3 学生からの授業方法や学修環境改善の意見や要望（例示） 

 

 「鹿児島大学法科大学院インターネットサイト（要望ＢＢＳ）記録」より（抜粋） 

 

(2)改善例 

 全体としての取組と並行して、民事系、刑事系、公法系という法律基本科目群を担当す

る教員は、それぞれの「系」ごとに、授業体制や内容についての検討の機会を持ち、授業

担当の増強やフォローの状況を改善し、教務委員会を通じて、随時カリキュラムに反映さ

せるとともに、随時、講義内で授業内容・方法の改善を図っている（資料Ⅰ-4）。 

 

  資料Ⅰ-4 授業改善例 

 

「平成 18 年度後期 法科大学院成績評価総括」より（抜粋） 

 

改善例① 不動産問題演習は、不動産紛争に関するテーマを設定し、報告者の報告

を教員を含めた出席者全員の討論を行うという方式で実施した。討論を通じ

て、法的議論の能力、従来形成されてきた判例法理、学説、他者の見解等を批

判的に検討する能力、自らの力によって法規範を創造しうる創造的思考能力が

一定程度涵養されていることが伺えた。 

改善例② レポートについては、一定の水準を満たすものが多かった。平素の演習

における報告並びに討論について、各自十分に予習をして講義に参加してお

り、一定の水準が維持されていた。期末試験についても、一定の水準を満たす

答案が多く見られた。本演習は 4 人という少人数で実施し（ただし、常時オブ

ザーバーが 5 名程度参加していた。）、各自に一定の役割を与えた結果、演習へ

の参加意識が高く、各分野に関して十分な理解が涵養できた結果であると思わ

れる。 
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 

 当研究科は、高度専門職業人たる法曹を養成する法科大学院として、極めて厳格かつき

めの細かい教育を実施することが求められているところ、そうした取組を求められている

水準より一層高いレベルで実現できる教育体制と日常的な教員の研鑽という部分での FD

環境を構築し、成果を上げていると言える。 

 「基本的組織の編成」については、設置基準を満たす陣営を整え、学生定員等も適切に

確保している。上記のように、研究科内はもとより、学外との相互研鑽の成果も踏まえつ

つ、きめの細かい情報交換や組織的取組を基盤としながら、電子ツールの講義への応用な

どの講義方法、プロセス教育を旨とする法科大学院独特の成績評価方法のノウハウ、新し

い教育環境の創出とその実践のノウハウなどを蓄積してきている。 

 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

 当研究科のミッションである、「司法自体のあり方を構想・提案・実現する『司法政策』

に取り組むことのできる法曹」を養成するため、１年次に「法情報論」で法情報リテラシ

ーを鍛えて新しい時代の法曹としての基礎を確立し、２年次の“必修科目”「リーガルクリ

ニックＡ」（旧：「リーガルクリニック１」）で、屋久島や種子島をはじめとする離島その他

の司法過疎地域で実習を行ない、司法政策を担う法曹としての基本認識を確立してもらう

ことが挙げられる。これらの経験を機軸として、法律基本科目等の履修を進め、それぞれ

の専門を深めるのが、カリキュラムの骨組みである（資料Ⅱ-1、資料Ⅱ-2）。 

  

          資料Ⅱ-1 カリキュラム・イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

司法自体のあり方を構想・提案・実現する

「司法政策」に取り組むことのできる法曹

基礎法学・
隣接科目

社会貢献を含む
臨床科目

実務基礎科目

リサーチを含む
実務初歩科目群

総合演習科目

演習科目

講義科目１年次

２年次

３年次

法律基本科目群 実務基礎科目群 基礎法学・隣接科目群
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①法律基本科目群：基本的な知識を確    資料Ⅱ-2 カリキュラム科目群の概要 

たるものとする目的を持つ講義系                        

の科目、その応用力等を培うことを

目的とする「問題演習」、さらにそれ

らを分野横断的に扱う「総合問題演

習」と、三段階で螺旋状に高度化す

ることを念頭に置いて配置している。

このことにより、重要な論点を繰り

返し取り上げ、体系的な知識を修得

し、応用実践力を培うことを目指す。 

②実務基礎科目群：実務家と研究者教

員が共同する科目や民事・刑事の裁

判実習など実務家によって担当さ

れる科目によって、理論から実務へ

のスムーズな架橋を図る。  

③基礎法学・隣接科目群：法そのもの

に対する認識を深める。 

④展開・先端科目群：学生自らの専門

性を高めてゆく足場を提供する。 

 さらに、鹿児島大学法科大学院では、

九州大学法科大学院・熊本大学法科大学

院・琉球大学法科大学院との連携（九州・

沖縄４大学法科大学院教育連携）によっ

て、より充実した教育内容を実現し、履

修科目に多様性を持たせている。  

児島大学法科大学院パンフレット」よ

り（抜粋） 

 

 

観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

（１）教育内容の充実 

 教育内容に関する学生からの要請は、制度の必然性から極めて明確であるといえる。具

体的には、①将来において法曹として活動するうえで必要な知識と能力を着実に修得でき

ること、②「司法自体のあり方を構想・提案・実現する『司法政策』に取り組むことので

きる法曹を育成すること」、「地域社会における法の役割の拡大に対応すること」を意識さ

せ、それを実際に具体化する教育がなされていること、③初学者が着実に学修を進められ

るような教育方法が求められている。 

 これらの要請に対しては、①法律基本科目群と実務基礎科目群をバランスよく配置した

教育課程の編成（特に、裁判実習やリーガルクリニックなど、理論と実務とを橋渡しする

科目の充実）、②司法過疎地での実習（リーガルクリニックＡ）や遠隔地間で共同して行う

法実務を体験的に学ぶ科目（法情報論）を必修化し、その機会を全員に保障していること、

③講義・問題演習・総合問題演習へとステップアップし、ひとつの法分野を段階的に繰り

返して学ぶ機会が保障されている。 
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（２）司法過疎地における法律相談実習 

 離島等司法過疎地における法律相談実習である「リーガルクリニックＡ」、「リーガルク

リニックＢ」、裁判実習である「民事裁判実習」、「刑事裁判実習」の実施状況（資料Ⅱ-3） 

 

資料Ⅱ-3 離島等司法過疎地における法律相談実習の実施実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

資料Ⅱ-4 南日本新聞（H19.12.27） 

（３）初等・中等教育との連携 

 鹿児島市立玉龍中学・高等学校から依頼

されて中学２年生 120 名を対象とした講義

を、本学の模擬法廷を用いて開催した。こ

の講義は、中学生が将来の職業像を模索す

る上で、職業としての法律家の姿を伝える、

いわゆるキャリア教育の役目も兼ねている

（資料Ⅱ-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時期 会場 日数 相談件数 対応体制
屋久町：尾之間 2 11
屋久町：安房 2 11
屋久町：尾之間 2 10
屋久町：安房 2 10
屋久町：尾之間 2 1
屋久町：安房 2 6
上屋久町：宮ノ浦 2 7
上屋久町：一湊 2 3

平成18年11月 鹿児島市：学内 2 6 弁護士２，学生２、研究者教員１
屋久町：尾之間 2 11
屋久町：安房 2 8
上屋久町：宮ノ浦 2 7
上屋久町：一湊 2 4
種子島：西之表市 2 21
種子島：中種子町 2 9

平成19年11月 鹿児島市：学内 2 11 弁護士２、学生６、研究者教員１
実施実績 32 136

平成19年1月

平成19年2月

平成17年1月

平成18年1月

平成18年3月 弁護士４、学生２１、研究者教員２

弁護士２、学生６、研究者教員２

弁護士２、学生９、研究者教員２

弁護士３、学生１１(九大２名含
む）、研究者教員３
弁護士２、学生９、研究者教員１

弁護士２、学生９、研究者教員２

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待されている水準を上回る。 

(判断理由) 

 教育課程の編成は、法律科目における３段階の螺旋状の高度化、実務基礎科目における

理論から実務への架橋の実現、基礎法学・隣接科目群における法律家としての素養の涵養

という点で、法科大学院としての教育課程として求められる点を満たしている。これらに

加えて、「地域に学び、地域を支える」取組の実現や、九州・沖縄法科大学院教育連携によ

る、教育課程の充実という点では、期待されている水準を上回っている。 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

 法科大学院における教育では、理論と実務の架橋が至上命題とされ、双方向・多方向で

のコミュニケーションを基調とする授業形態で、資料Ⅲ-1、Ⅲ-2 のように実施される。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 義：基礎的な内容を講義形式で扱う科目 

演 習：基礎知識の応用やより高度な内容を演習形式で扱う科目 

専/演：専門性の高い分野を講義・演習形式で扱う科目 

実 習：実習を主とする科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このほかの取組としては下記のものを挙げることができる。 

 1)全科目で双方向・多方向のコミュニケーションを前提とする講義形態を前提とし、そ

れをサポートするために、オンライン上のシラバス・システムを整備し、それを利用

することで講義のみならず、予習・復習での学修効果を高めている。 

資料Ⅲ-2 年次別科目配分
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1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

（科目数）

法律基本科目群

実務基礎科目群

基礎法学・隣接科目群

展開・先端科目群

資料Ⅲ-1 授業形態別科目数
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実習
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 2)さらに、九州・沖縄４大学法科大学院教育連携のもとで「法情報論」「司法政策論」「契

約実務」「インターネットと法」「刑事訴訟法問題演習２」については、遠隔講義シス

テムを用いて他大学の学生をまじえて展開しており、同時双方向・多方向のコミュニ

ケーションを交えた講義を実施している。 

 3)理論と実務の架橋を実現するために、研究者教員と実務家教員が共同して担当する講

義（「刑事法総合問題演習」「民事法総合問題演習Ａ」）や、離島等司法過疎地における

法律相談実習である「リーガルクリニックＡ」を必修として、現場での経験を積ませ

るとともに、「民事裁判実習」「刑事裁判実習」の学修成果について模擬裁判を通じて

市民に公開することで、新たな時代を担う法曹としての自覚の涵養を図っている。 

 こうした多彩な講義形態を戦略的に配置している当研究科のカリキュラムであるが、制

度的に想定する教育対象が法学の学修歴のない者であることに鑑みれば、上述のような一

般的な運用に加えて、個々の学生の理解度に応じた個別的サポートの機会を用意すること

も必須である。そこで、各専門分野の教員がオフィスアワーを開設している。当研究科の

オフィスアワーは、教員の研究室を学生が個別訪問するのでなく、あらかじめ割り当てら

れた教室に教員が出向き、そこで学生の質問などに応対する形で実施することにより、よ

りオープンな環境で個別的な指導を受けることができる。上述のシラバス・システムにお

けるコミュニケーション・ツールの活用と併せて、学生に対する学習指導の効率を高めて

いる。 

 

 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

 当研究科の教育現場においては、学生が高度専門職業人である法曹を目指しているので、

すでに発揮されている学生の主体性に対して、より一層高度な成果に結びつけるための学

修状況を支える取り組みとして、随時更新が可能で学生とのコミュニケーション･ツールを

含むシラバス・システムの導入・運用、オフィスアワーの充実やクラスワークにおけるサ

ポートを行っている。 

 また、こうした手当に加え、学生の健康管理に気を配り、保健管理センターとの関係を

密にして、過酷な学修環境における学生のメンタル面でのサポートも行っている。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 観点の達成状況が優れている。 

(判断理由) 

 教育方法においては、学修内容に合わせて、①「講義」「演習」「実習」の３つの授業方

法を組み合わせ、かつ、各科目がどの方法によって運営されるのかを学生に前もって提示

することにより、学生が授業への取組をしやすいように工夫している。また、②全科目で

双方向・多方向のコミュニケーションを前提とする講義方式を実践することによって、学

生の積極的関与を要求しつつ、コミュニケーションを通じてその実力を確認しながら、深

い思考を伴った能動的な学修を行わせている。これによって、③予習・復習を行っていな

ければ、講義に参加する意義が失われるとの意識が学生の間に涵養されており、高い主体

性を伴った学修が当然の前提として定着している。さらに、④その双方向・多方向のコミ

ュニケーションによる講義進行をサポートするために、電子掲示板、投票機能、レポート

提出機能など多彩なコミュニケーション・ツールを備えたシラバス・システムを整備し、

それを利用することで、授業時間のみならず予習・復習の過程においても双方向のやりと

りが成立しており、学修効果を高めている。また、⑤上述のとおり、九州・沖縄４大学法

科大学院教育連携のもとで遠隔講義システムを用いて他大学の学生も含めた同時双方向・

多方向のコミュニケーションを交えた講義が実現している。これによって、学内のみなか

らず、連携先の他大学の教育資源までも当研究科の教育方法の中に取り込むことができ、
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学生においては、他大学で同じ目標の下に学ぶ学生との学問的交流をもたらし、主体的な

学修に向けた動機付けとなっている。そして、⑥研究者教員と実務家教員による授業の共

同担当や、離島等司法過疎地における法律相談実習の必修化、模擬裁判の市民公開などを

通じて、新たな時代を担う法曹としての自覚が涵養されており、学生の主体的な学修意欲

が高い水準で維持されている。 

 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

 当研究科では、全国に類を見ない司法過疎地における法律相談実習を内容とするリーガ

ルクリニック１を必修科目とし、民事・刑事の裁判実習を市民公開で行うなどの社会貢献

を含む取組を教育上のカリキュラムで展開することによって、法律専門職としての職業的

使命感・責任感、法曹倫理と、法律専門職に必要とされる基礎的法知識および専門的法知

識の体系的理解、法的思考能力、批判的検討能力、創造的思考能力、法的分析能力、法的

議論の能力を涵養している。 

 同時に、当研究科においては、試験科目に該当する法律基本科目に偏った履修をしない

よう、適切な履修指導を行っており、これまでに修了した平成 16 年度入学生、平成 17 年

度入学生は、バランスのよい履修をしたうえで、当研究科を修了している。 

 なお、将来法曹となる基本的素養を身につけた者として当研究科を修了した者は、平成

18 年度、平成 19 年度で下記の実績となっている（資料Ⅳ-1）。 

 

         資料Ⅳ-1 修了者数（単位：人） 

 平成 18 年度 平成 19 年度 

人数 ２９ １７ 

 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

 当研究科が取り組んでいる「地域に学び、地域を支える」取組の象徴である、司法過疎

地における法律相談実習を実施するリーガルクリニック１におけるレポートの評価にもと

づけば、司法試験で評価される法律基本科目では問われていない、これからの時代を担う

法曹としての基本的な素養を身につける機会を得たことや、その取組の意義深さを述べる

ものが非常に多く、こうした点では、高い評価を得ているものと思われる。 

平成 18 年度司法試験の短答式試験合格者は８名，最終合格者は２名にとどまったが，

法科大学院修了後５年以内に３回の受験機会が与えられることから，修了生の多くは今後

に確信をもって学業を継続している。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)  期待される水準にある。 

(判断理由) 

法科大学院における学業の成果は、司法試験の結果のみによって計られるものではない。

当研究科では、分析項目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで述べたとおり、法曹としての基本的素養を涵養する

ためのカリキュラムが適切に運用されている。リーガルクリニックによる司法過疎地での

実習教育等を通じて法曹としての社会的責務の自覚が促される機会が確保されている。学

生は、これらを通じて、司法試験のみによっては計ることができない法曹に相応しい資質・
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能力を修得し、その成果は各科目の成績評価と修了単位修得者を対象に実施される最終試

験によって厳格に評価され、その成果が確認されている。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

 法科大学院の課程を修了すると、５年間で３回まで司法試験の受験ができ、その期間に

司法試験に合格して、１年間の司法修習を終えて、法曹としての資格を得ることとなる。 

 現在一期生、二期生を修了させている。平成 20 年４月の段階で、司法試験に合格し司法

修習を受けている者、修了後、法務学修生としてあるいは各自で学業を継続している者、

修了後進路を変更した者の三つに分かれる。現在、修了生の進路が確定した状況にないと

いえるため、修了直後の進路及び司法試験の受験状況を示す（資料Ⅴ-1、Ⅴ-2）。 

 

資料Ⅴ-1 修了直後の進路（修了年度後４月１日現在）（単位：人） 

 平成 18 年度修了 平成 19 年度修了

法 務 学 修 生 ２８ １６ 

その他 

（法務学修生以外の浪人、

進路を変更し就職など）

 １  １ 

（*）平成 20 年度の司法試験は 5 月 14 日より実施され、合否発表は 9

月 11 日である。 

（**）平成 19 年度司法試験の当研究科を修了して合格した者は、２名

であり、法務学修生に含まれる。 

 

資料Ⅴ-2 司法試験の受験状況（単位：人） 

 平成 18 年度修了 平成 19 年度修了

修了学生数 ２９ １７ 

新司法試験出願者数 ２９ １５ 

司法試験受験者数 ２５ － 

（＊）出願者数、受験者数は、その修了年度翌年のものであり、修了

学生数の内数として示している。 

（＊＊）まだ、２期しか修了生を出していないため、浪人後を含む資

料は、平成 20 年度司法試験から計上可能になる。 

 

さらに、2008 年３月から、法科大学院修了後の就職支援のために、全国の法科大学院修

了生（司法修習生を含む）に対し弁護士事務所、企業法務部、官公庁、ＮＰＯなどの法律

専門職への円滑な就職活動を支援するプログラムである「全国法曹キャリア支援プラット

ホーム」の運用が開始され、本学もこれに参加した。 

 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

 法曹の養成の理想を目指す独創的なカリキュラムの実施や新しい教育方法への取組は、

法科大学院教育の現状における紹介記事などで頻繁に紹介され、こうしたカリキュラムの
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実践とそのもとで養成される法曹への期待は極めて高い。司法過疎という現状を背景に、

地元法曹界、隣接職種からも、本学の実践、修了生の活躍に強い期待が示されている。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 

 未修者課程（選抜試験において法律科目を課さない）３年のみで設置認可を受けたが、

設置後、４年しか経過しておらず、修了生も２期を出したばかりである。修了生は修了後

５年の間、司法試験を受験することが可能であり、修了生は各自の学修状況、経済的状況

等を考慮して修了後の受験計画を立てて学業を継続している。 

現段階では、当研究科の法曹としての基礎的素養の涵養を旨とする運営を含め、本来の

法曹養成課程としてのこれまでの取組について一定の評価がなされ、さらに、法務学修生

制度を基軸とした修了後の充実した学修支援体制のもと、修了後の学修を継続している状

況を考慮すれば、当研究科の進路・就職の状況については、期待される水準にあると評価

できる。 

 
Ⅲ 質の向上度の判断 
①事例１「『地域に学び、地域を支える』法曹養成の取組」(分析項目Ⅱ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

 離島等司法過疎地における法律相談実習を必修で展開していることや、民事･刑事の模擬

裁判を市民公開で実施しており、前者については、屋久島に種子島を実施場所として加え

てきており、相談件数も予約を断る水準で展開している。 

 学生たちは、検討会を通じて、ひとつの島の中での事情のみならず、同じ司法過疎地と

呼ばれる場所でありながら、異なる社会事情を抱える複数の場所での比較が可能になり、

より深い学修が可能になっている。 

平成 19 年度には、リーガルクリニックⅠ（離島等司法過疎地域における法律相談）は、

３回に分けて種子島、屋久島で実施した。参加学生数 43 名（鹿大 25 名、九大 18 名）、指

導実務家教員数８名（支援弁護士を含む）、研究者教員９名で、84 件の法律相談に対応し

た（予定を含む）。平成 18 年度までの実績に比すと、相談件数も参加学生数も伸びている。

本取組に対する地域社会の期待の大きさを示すものである。 

 

②事例２「九州・沖縄４大学法科大学院教育連携」(分析項目Ⅱ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

 当研究科は、設置当初より、九州大学法科大学院、熊本大学法科大学院と協調と競争を

旨とする教育連携協定を結び、最先端の遠隔講義システムを開発・配備して、同時双方向

でのコミュニケーションが可能な空間を創出し、これまでに類を見ない大学の壁を越えた

教育環境を確立した。 

 平成 19年度より、九州･沖縄 4大学法科大学院教育連携として新たな取り組みを開始し、 

平成 19 年度から、これに琉球大学がこれに加わり、九州三法科大学院教育連携協議会

を九州・沖縄四法科大学院教育連携協議会に発展させた。 

ほぼ１か月半に１回程度の割合で連携協議会を開催し、連携科目を中心に教務関係、入

試関係、学生生活関係、新司法試験のあり方等の議題を協議し、教育連携の質的・量的向

上を図った。 

現在、遠隔講義システムにより４大学同時に展開する科目の開設、法律事務所等での実

習をするエクスターンシップを連携大学間で単位互換科目として、実習先の選択肢の多様

化を実現している。 
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Ⅰ 臨床心理学研究科の教育目的と特徴    

 

１.鹿児島大学大学院臨床心理学研究科臨床心理学専攻の理念と目的 

 鹿児島大学大学院臨床心理学研究科臨床心理学専攻(専門職大学院)(以下，「本研究科」という。)は，

高度専門職業人の養成を図るという鹿児島大学の中期目標に基づき，臨床心理学を研究分野とし，以下

のような高度専門職業人の養成を理念とする。 

 ① 個別支援，集団支援，地域支援，危機介入支援のできる人材の輩出 

 ② 地域文化を視野に入れた心理臨床ができる人材の輩出 

 この理念に基づき養成した人材を輩出することにより，21 世紀の国民のこころの健康に寄与するこ

とを目的とする。 

 

２.本研究科の教育課程の特色は，以下のとおりである。 

 ① 講義・演習・実習を三位一体とした教育システム 

 ② 教育，福祉，医療，司法・矯正領域を充実・強化した教育課程 

 ③ 国際水準をキャッチアップした実習時間 

 ④ スーパービジョン体制と事例研究指導のシステム 

 ⑤ 地域文化を視野に入れた教育課程 

 

３．入学者の状況 

 本研究科にとって初めての入学試験となる平成 19 年度の志願者は，15 名の定員に対して全国 24 大

学から 50 名（倍率；3.3 倍）の志願者があり，人文社会科学研究科臨床心理学専攻当時の志願者数を

大幅に上回った。入学者 15 名の出身大学内訳は，本学出身者 7 名，他大学出身者 8 名であった。また，

平成 20 年度の志願者は全国 28 大学から 52 名に達した（倍率；3.5 倍）。これらの結果は，志願者にと

って本研究科が魅力のある大学院であると評価されたことを示していると考えられる。 
 

４．前身,人文社会科学研究科臨床心理学専攻との継続性 

 臨床心理学研究科の前身である人文社会科学研究科臨床心理学専攻は,平成15年4月より財団法人日

本臨床心理士資格認定協会から第 2種指定大学院の認定を受けた。また，平成 16 年度から平成 17 年度

までの臨床心理士養成の教育課程ならびに実習教育体制の充実が認められ,平成18年4月より第1種指

定大学院の変更認定がなされ,平成 17 年度入学生より遡及措置を受けた。さらに, 平成 18 年度より学

生定員 3 名,専任教員 3 名,の増員がなされ,臨床心理士養成の教育課程，実習体制の充実強化を図って

きた。研究者養成と専門職業人養成の混在を解消し,高度専門職業人養成に特化した専門職大学院とし

て，平成 19 年度より臨床心理学研究科が設置認可された。 

 
５．想定される関係者とその期待 
 本研究科は在学生，その保護者，学生の就職先となる教育・福祉・医療機関，自治体を含む地域社会

から多様に期待されている。 
① 在学生は，高度な専門知識と技能を身につけ，将来，高度専門職業人として就職することを期待し

ている。また，保護者は子どもの将来の就職に結びつく高度な教育を期待している。 
② 教育・福祉・医療機関からは，個別支援・集団支援・地域支援・危機介入支援のできる人材育成を

期待されている。 
③ 自治体を含む地域社会からは，地域住民の心の健康に資する教育に取り組み，地域住民の心のケア

と予防を実践できる人材の育成を期待されている。 
④ 臨床心理士認証評価機構からの期待。専門職としての高度な臨床心理士を日本のリーディング・プ

ロフェッショナル・スクールとして養成することが期待されている。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制     

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況)本研究科の前身である人文社会科学研究科臨床心理学専攻は,高度専門職業人養成を

目指した教育課程を実践し,その実績をもとに専門職大学院への改組に取り組み実現した。本研究科は，

地域文化を踏まえた上で，社会のニーズに応えるべく教育，福祉，医療，司法・矯正の各領域を充実・

強化した教育課程を設定し，即戦力となりうる高度専門職業人である臨床心理士養成に特化した専門職

大学院である。この教育課程を実現するため，９名の臨床心理士有資格者を専任教員として配置した。

専任教員のうち４名は充実・強化した各領域での長期の臨床経験を有する実務家教員であり,５名は教

育研究教員である（資料Ⅱ-1：教員現員，資料Ⅱ-2：学生定員と現員）。 

 

資料Ⅱ-1：教員現員（平成 20 年３月現在） 

 

専任教員  

教授 准教授 講師 助教 小計

兼担 

教員 

特任 

教員 

学外 

非常勤講師
合計

教育研究教員 ３ ２ ０ ０ ５ 

実務家教員 ３ １ ０ ０ ４ 

小計 ６ ３ ０ ０ ９ 

 

６ 

 

０ 

 

５ 

 

20 

（出典：設置計画書） 

資料Ⅱ-2：学生定員と現員（平成 20 年３月現在） 

 

定員 1 年次 2 年次 合計 

15 15 ０ 15 

（出典：設置計画書） 

 

 

観点 教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況)本研究科における教育内容，教育方法については，平成 19 年４月より認可された設

置計画書に記載した教育内容，教育方法の遵守を念頭に実施を行っている。平成 19 年 4 月より設置さ

れた新しい教育組織体制においては，専門職大学院としての教育内容，教育方法は高水準であり，初年

度の取り組みとして，より早期の定着を目指して教育課程の履行を行っている。この初年度から完成年

度までの教育課程の履行そのものが，教育内容・教育方法の改善，定着へ向けての具体的取り組みであ

る。 

また，教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制としては，設置認可申請書に基づき，FD 委

員会を立ち上げて専門職大学院に適合した教育改善対策を検討した。検討事項の詳細については全専任

教員を対象とした拡大 FD 委員会ならびに FD 研修会にて審議され，最終的に教授会において決定するこ

ととしている。平成 19 年度の前期,後期を通した学生の履修行動，履修状況，厳正な成績評価実施の実

態調査と試行を行い,平成 20 年度 FD 活動として WebStudy を活用した学生による授業評価,厳正な成績

評価,受講生 10 名以上の講義・演習科目における GPA 導入を行うこととした（別添資料 1；平成 19 年

度 FD 報告書）。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る 

(判断理由)前身である人文社会科学研究科臨床心理学専攻においては研究者養成と専門職業人養成を

並行して行ってきた。本研究科における高度専門職業人養成に特化した教育組織，教育内容，教育方法

については，独立研究科として日本初の取り組みである。また，設置計画書に基づく教育課程の履行な

らびにその中での教育の改善・向上に向けた体制作りと取り組みは，期待される水準を上回ると判断さ

れる（別添資料 2：専門職大学院カリキュラム比較表）。 
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 分析項目Ⅱ 教育内容    

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 鹿児島大学は，専門職大学院の整備を中期目標の一つに挙げている。これを達成す

べく，平成 19 年 4 月に日本における初めての独立研究科としての臨床心理士養成のための専門職大学

院が設置された。専門職大学院は「理論と実務の架け橋」を主眼としており，本研究科の教育課程も臨

床心理士養成を目的とした臨床実践力を重視した教育課程が設定されている。 
 具体的な教育課程の特色を 5つ挙げる。(1)講義・演習・実習を三位一体とした教育課程（資料Ⅱ-3：
三位一体となった講義・演習・実習）。ここでは，教育研究教員と実務家教員がコラボレートした演習

を中核とし，講義・実習と連動させながら体験を深化させることを目標としている。(2)教育，福祉，

医療，司法・矯正領域を充実・強化した教育課程の整備。ここでは教育，福祉，医療領域の学外実習で

の体験をさらに深化させるべく，４つの領域に特化した授業科目を設定し各々実務家教員が担当する。

司法・矯正領域は見学実習によりその実態を学習するなどの工夫をとっている。(3)国際水準をキャッ

チアップした実習時間とスーパービジョン体制。ここでは，学内・学外実習の実践と充実した指導を行

えるようなカリキュラムを設定した。(4)地域文化を視野に入れた心理支援のための教育課程。ここで

は「エスノグラフィック心理臨床論」「コミュニティ心理学特論」を配置し，南西諸島での実習も提供

される。(5)これまでの(1)～(4)を具現化するために実務家教員を配置。この４領域において充実した実

務歴と研究実績を持つ 4 名の実務家教員を配置した。 
修了単位は50単位である。履修方法としては，全20単位の必修単位からなる臨床心理学基幹科目群，

全科目 18 単位を必修とする臨床心理学展開科目群，16 科目から 10 単位を選択する選択必修科目群，2

単位以上を選択する 8科目からなる選択基礎科目群の 4群からなっている。選択必修科目群はさらに領

域科目群，発達科目群，技法科目群に分けられ，本研究科の教育理念に則し，技法科目群の「エスノグ

ラフィック心理臨床論」を選択必修科目に挙げるなど幅広くかつ，独自性の高い教育編成を組んでいる。

履修はセメスター制を導入しており，1 年次前期より，学内実習・学外実習がスタートし修了までの 4

セメスターを通して，例えば学外実習は 3領域 4箇所の実習体験を積むこととなる。1年次から地域の

機関や臨床心理士との交流がなされ，また CAP 制の導入により適切な履修行動がとれるように工夫を行

っている。 
 

 
 

観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況)鹿児島大学のアドミッションポリシーに沿って前身の人文社会科学研究科臨床心理

学専攻ならびに本研究科では，心理学部系以外の学部卒業者の受入を積極的に行ってきた。また，社会

に開かれた大学院として昼夜開講制を導入して社会人の受入を行い，社会人修了生を出してきた。また，

従来から設定されている長期履修制度に加え，臨床心理士有資格者のリカレント教育を担う目的で最短

で 1年間の在籍で修了可能な短期履修制度を導入し，社会からの多様な要請に応えている。実際に平成

18 年 1 月の調査では，本学学生 628 名中 20％にあたる 123 名が専門職大学院への進学を希望し，法文

学部だけでなく，教育学部，理学部，医学部，歯学部など幅広い希望者があった。社会人においても，

一般教員や養護教諭，家庭裁判所調査官など多様な職種の者が入学しており，専門職大学院になったこ

演習

 講義 実習 

実習の基盤となる 

体験的学習 

演習の基盤となる 

理論の提供 

 理論の実証 

 

 
講義と実習の 

架け橋

理論・演習の 

実体験 

実践能力の 
定着・深化 

資料Ⅱ-3：三位一体となった講義・演習・実習 
（出典：設置計画書）



  鹿児島大学臨床心理学研究科 分析項目Ⅱ・Ⅲ 

－17-5－ 

とで受験者には養護施設職員など幅が広がってきている。また，臨床心理士有資格者においても同時期

の調査で 65 名中 48%にあたる 31 名が希望し，専門職大学院そのものへの関心の高さが社会からの要請

として確認されている。 
多様なバックグラウンドを有する学生が入学することから，一般の履修モデルに加え，社会人や短期

履修制度を踏まえた 3 つの履修モデルを提示している（別添資料 3：履修モデル）。これにより短期履

修制度を活用した履修や，長期履修制度を活用した履修などが可能となる。さらに，履修上の配慮とし

て，心理学初学者の場合，「臨床心理学入門」を配置するとともに選択基礎科目群において心理学の基

礎を修得できるようにしている。なかでも，スーパービジョン体験に関しては，個別スーパービジョン，

ケースカンファレンスによる指導など，実習に対する事前事後指導を徹底できる教育課程を組んでいる。

また，本研究科は学内・学外の実習に力を入れている。それに伴い，社会人に負担のないよう土曜日や

夜間に学内実習が可能な体制を組み，学外実習における半期に渡る継続実習，宿泊形式の集中実習や休

暇を活用した集中実習などの体制を取っている。 
さらに国際水準をキャッチアップした実習時間を確保し，講義・演習・実習を三位一体として提供す

るだけでなく，履修活動や学生生活支援をきめ細やかに行うために，一人の教員が最大３名の学生を担

当する担当教員制を取り，奨学金やキャリアデザインの相談をはじめとする支援活動を行っている（別

添資料 3：履修モデル）。 
 

 (２)分析項目の水準及びその判断理由
(水準)期待される水準を上回る 

(判断理由)前身の人文社会科学研究科臨床心理学専攻の実績を踏まえて作られた本研究科での教育課

程は，設置計画書に即して実施している初年度にあたる。完成年度（21 年 3 月までは，設置計画書の

確実な遂行が課題となっている。また，学務委員会をはじめとする各種委員会において完成年度後に向

けた改善点が同時並行的に審議されてきている。何より国際水準をキャッチアップした実習時間を確保

するだけでなく，事前・事後の指導を徹底し，より社会のニーズに応えられる人材を育成すべく，質的

側面に着眼し社会的責任を担った教育課程を編成し，実務家教員と教育研究教員が密接にコラボレート

して取り組んでいる。これらについては，平成 19 年 7 月に本学で開催された「鹿児島大学臨床心理学

国際シンポジウム」でも発表され，質的検討を常に意識化するとともに社会的認知を広げる努力も行っ

ている。 
以上のことにより，本学及び本研究科の理念，学生のニーズ，社会からの要請などに対応した教育課

程が設置計画書内容に沿って遂行されており，さらに充実発展を目指した検討も進められていることか

ら，本研究科の教育内容は期待される水準を上回っていると判断される。 
 

分析項目Ⅲ 教育方法    

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況)前身の人文社会科学研究科臨床心理学専攻での実績をもとに臨床心理士養成に特化

した教育課程に発展させた本研究科では，講義・演習・実習を三位一体とした授業体制（資料Ⅱ-3：三

位一体となった講義・演習・実習）をとっている。 
本研究科の特徴である実習は，学内実習と学外実習に分かれ，いずれも 1年前期より段階的に学習が

進められる。例えば，学内実習では，本研究科付設心理臨床相談室において，電話受付からインテーク

面接，心理査定，心理面接に至るまで段階的に実習プログラムが施行される。特に，電話受付やインテ

ーク面接の技法については，実際の相談に十分に対応できるようロール・プレイング等の体験型授業を

多く取り入れている。また，学外実習では，臨床心理士が活動する学校・病院・福祉施設等の 8施設に

おいて集中実習や半期継続実習が組まれ，2年間で教育・福祉・医療の 3領域 4箇所の実習体験と司法・

矯正領域の見学実習体験が行われている。 
さらに本研究科では，事例研究の指導を，個別あるいは小集団でのスーパービジョン体制により行っ

ている。これは，9 名の専任教員が 1 年次より 1～3 名の院生を担当し，実習スーパービジョンと連動

した形で，2 年間で事例研究論文を完成できるよう指導を行っている（別添資料 4：学外実習のシステ

ムと課題，別添資料 5：個別・小集団スーパービジョン体制）。 
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観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況)前身の人文社会科学研究科臨床心理学専攻での学生の主体的な学習を促す取り組み

を踏襲した本研究科では，各学生に合わせた以下のような履修モデルを提示し，入学時におけるオリエ

ンテーションでの履修指導の段階から主体的な学習を効果的・効率的に行えるよう工夫をしている。 
①学部で臨床心理学の基礎を学んできた一般学生の履修モデル，②臨床心理士有資格者で指定大学院

を修了した社会人学生の履修モデル，③臨床心理士有資格者で指定大学院以外の大学院を修了した社会

人学生の履修モデル。 
また，GPA 制度を履修指導に導入し，成績評価において，それぞれの評点に対して 4.0 を最上位とす

る Grade Point を与え，学生の主体的な学習を促す工夫を行っている。また，教員は，WebStudy を活

用して，授業の展開計画や評価方法，成績評価基準と具体的な採点のポイントの事前公表，さらには，

パソコン端末を利用しての全教員の授業の展開計画や評価基準の把握による学生に対する指導の状況

の把握など，学生の主体的な学習を促すため全教員参加による拡大学務委員会を定期的に開催している。 
履修指導においては，オフィスアワーを設定し，講義・演習・実習科目においての自主学習の推奨や

基礎学力不足学生へのアドバイスなどを日常的に行える体制を整え，進路希望に合った履修計画を立て

させるなど，少人数による履修指導を行っている。本研究科付設心理臨床相談室は，ティーチングクリ

ニックとしての役割も持つため，院生室とは別に，記録室やスーパービジョンルームを 22 時まで開放

し，実習記録の記入指導のための援助を行っている。また，心理臨床相談室の土曜日業務を開始するこ

とによって，学生の実習時間や効果的な実習機会の確保のための工夫を行っている（別添資料 6：心理

臨床相談室来談件数）。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る 

(判断理由)前身の人文社会科学研究科臨床心理学専攻では,研究者養成と専門職業人養成が混在してい

たため実習時間に制限があった。しかしながら，本研究科では，その問題が解消され講義・演習・実習

を三位一体とした授業体制をとっており，これは臨床心理士を養成する大学院としてわが国初の教育体

制である。また，高度専門職業人養成に必須な実習体制に関しては，資料Ⅱ-4：実習時間の国内国際比

較に示すように，指定大学院における実習時間である 760 時間の約 2 倍に相当する実習時間を担保し

ており，国際水準をキャッチアップした 1，380 時間の総実習時間を組み入れた国内随一の水準を誇っ

ている。学内実習においては，ティーチングクリニックとしての心理臨床相談室において一貫した体験

学習を進め，学外実習においては，教育・福祉・医療領域からなる 8つの学外実習機関と連携し，現実

のニーズに即した臨床実践力の養成を図っている。実習の各段階においては，個別あるいは小集団によ

るスーパービジョンが行われ，徹底した個別・少人数指導により，より質の高い臨床心理士養成のシス

テムを設定している。これらのシステムは教育・福祉・医療機関等の心理臨床現場や臨床心理士認証評

価機構等，各関係者の期待を大きく上回るものとなっている。 
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分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況)本研究科は平成 19 年４月に設置され現在は初年度にあたるため，完成年度（平成 21

年 3 月）向けて，進級状況や修了状況，ならびに学位取得状況，資格取得状況などの諸実績を準備して

いる。本研究科第 1 期生の平成 19 年度における単位修得状況は良好であり，退学者や休学者，各科目

における不合格者は皆無である。 

また,学生が身につけた学力や資質・能力である心理臨床能力については，資料Ⅱ-5：臨床評価得点

の推移に示すように，学生の臨床評価得点は，学期開始時（後期）に比較して後期中期（12 月），後期

終了時と確実に伸び，学生は心理臨床能力を身につけている。なお，本研究科１年生の中から平成 19

年度日本ストレスマネジメント学会奨励研究優秀賞受賞者を出したことは，この心理臨床能力の高さを

裏付けるものである。 
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観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 人のこころを理解し健康増進に寄与する人材の輩出を目的とする本研究科では，そ

の学問領域の特性から，学生の資質・能力の向上や学業の成果を客観的，一義的に評価することは必ず

しも容易ではない。そのため，個別指導の徹底とそれを踏まえた複数の実務家教員による多面的な成績

評価が，学生の学業に対するモチベーションの維持・向上に不可欠である。本研究科では，あらかじめ

入学生オリエンテーションの中で成績評価基準について開示・説明し，シラバスにおいても成績評価基

準について明記している。そうした基準を踏まえ，実務家教員及び教育研究教員による拡大教務委員会

を開催し，学生の資質・能力の向上について意見交換を行い，認識を共有している。また，学生は，各

自の成績評価に対して異議などがある場合は，成績評価発表後の申し立て期間に，所定の申立書により

説明を求めることができる。当該授業担当教員は，申し立てた学生に対して面談の上，誠実かつ論理的

に成績評価について回答し，対応後，教務委員長へ報告書による報告義務を有する。さらに，FD 委員

会は，平成 19 年度後期に講義 1科目,演習 6科目,実習 2科目にて WebStudy を活用した学生による授業

評価を試行した（1～5点評価）。その結果，授業に対する総合評価,理解度,満足度ともにいずれも平均

4.0 以上であり,中でも実習 2 科目における実習体験を通した臨床業務イメージの増加はいずれも 4.9

と高く,臨床教育システムや指導方法の確立が学生に高く評価されている（別添資料 1；平成 19 年度 FD

報告書-学生による授業評価）。 
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 (２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る  

(判断理由)本研究科では，正規のカリキュラム以外にも，実務家教員及び教育研究教員による「臨床実

践指導法研究会」を開催している。さらに，各種実習に際しても，実習機関ごとに事前，中間，事後に

それぞれ指導を行い，個々人の実習体験を深化，内在化させるための指導を行っている。そうした不断

の実務指導による学生の習熟度や資質の向上は直接，間接に成績評価に反映される。また，学外実習機

関とは，「臨床実習教育研究連絡協議会」を組織しているが，学生は学外実習機関から高く評価されて

おり，本研究科からの実習生の増員受け入れ要請にも快く応じてもらっている。これは本研究科の学生

に一定水準以上の資質・能力があることを外部からも認められていることの傍証である。一方，学外実

習科目（臨床心理地域援助実習）に対する学生による授業評価はおしなべて高評価であり，学内実習で

は体験できない，学外の臨床現場ならではのリアルな実習体験は，学生の資質と実践力の向上にとって

極めて有益なものとなっている（別添資料 1；平成 19 年度 FD 報告書-学生による授業評価）。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況  ＊該当なし［平成 21 年 3 月に最初の修了生］ 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 本研究科は平成19年4月に設置されたことから現行の臨床心理学研究科としての修

了生は未だいない。前身である人文社会科学研究科臨床心理学専攻の進路・就職状況を以下の資料Ⅱ

-6：人文社会科学研究科臨床心理学専攻在籍学生の進路状況に示す。就職・進学合わせて平成 20 年 3

月現在 97.4％の高い就職率であった。領域も医療，教育，福祉，司法・矯正領域にまたがり，博士後

期課程への進学もみられている。就職先も県内に加え，愛知県，石川県，佐賀県，熊本県など広い地域

に就職している。現行の研究科においては，全国から学生が集まっており，さらなる高度専門教育を実

践していることから，前述の領域に幅広く就職していくことが期待されている。 

     

 資料Ⅱ-6：人文社会科学研究科臨床心理学専攻在籍学生の進路状況 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度  計 
医療（精神科） 3  2  4 9 
医療（一般）  1 1   3 5 
教育領域 1    2    1 4 
福祉領域   2 4     4    3 13 
司法・矯正領域 1 1      2 
後期課程進学  1     1 2 
その他  1     2 3 
計 7 8     9   14 38 

（大学院第二係専門職大学院担当作成） 
 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 実習先関係者からの評価を得るために，前後期の実習終了後，「学外実習教育研究連

絡協議会」を開催し，各施設における実習状況，評価，問題点，実習プログラムのあり方等について，

実習遂行上の教育研究に関する協議を行った。その中で，本学実習生は他大学実習生に比して格段に高

い資質を有しているとの評価を受けた（別添資料 7：学外実習教育研究連絡協議会議事録）。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由)本研究科在籍生は，入学時から修了後の進路についての明確な意志をもった者が多く，1年

次にも家庭裁判所調査官等の試験を受けた者が 2名いる。自らが就職先に想定している領域に合致した

科目や学外実習先機関を選択するなど，目的意識を高く持った履修行動が見られている。前身の臨床心

理学専攻の実績がモデルとなっており，今後はさらに地域・領域共に幅広く，社会のニーズに応えうる

進路が期待されるため，期待される水準を上回ると判断される。 
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Ⅲ 質の向上度の判断     
①事例１「日本で初めての独立研究科としての専門職大学院の設置」(分析項目Ⅰ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

臨床心理学研究科は，日本における初めての独立研究科としての臨床心理士養成のための専門職大学

院を開設した。平成 14 年に臨床心理士養成に関する本学のプログラムは，第 3 者評価機関である財団

法人日本臨床心理士資格認定協会から，指定大学院第二種の認定を受けた。また，平成 18 年には，同

協会から，指定大学院第一種指定の認定を得た。さらに，平成 19 年には文部科学省から日本で初めて

の独立研究科としての専門職大学院の認可を得て，同協会からは臨床心理士資格の受験資格において，

小論文を免除されることとなった。 

 

②事例２「国際水準の臨床実習時間を確保した教育課程の展開」(分析項目Ⅱ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

平成 16 年 4 月の時点では個別支援に偏っていた臨床心理士養成のための教育課程であったが，平成

19 年 4 月には個別支援だけでなく，集団支援，地域支援，危機介入支援を加えた日本で初めての包括

的教育課程を編成した。また，これらの支援のための臨床技能を，現場で実際に使えるために平成 16

年 4 月の時点で臨床実習時間としては 760 時間であったが，平成 19 年 4 月には 2倍近い 1380 時間を確

保する教育課程を整備した（資料Ⅱ-4：実習時間の国内国際比較）。この教育課程は，アメリカの標準

モデルである Vail Model を参考としており，臨床心理士養成において日本のスタンダードを示すもの

となっている。さらに，これらの臨床実習を可能とするために本研究科の学内実習施設として，平成

16 年 4 月の時点では，面接室 3室，プレイルーム 2室のみであったが，平成 20 年 3 月には面接室 6室，

プレイルーム 4室，スーパービジョンルーム 4室，カンファレンスルーム 1室，及び事務室を備えた心

理臨床相談室へと整備・拡充した。特に，スーパービジョンルーム 4室の整備は他大学にみられない特

徴である。 
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Ⅰ 大学院連合農学研究科の教育目的と特徴   

 

１. 教育目的 

 

本研究科の教育目的は、「専門教育の高度化並びに大学院教育の充実を図り、高度な

専門知識・技術・技能を有し、国際的に活躍できる人材、研究者を養成する。」という

鹿児島大学の教育に関する基本的目標を受け、次のように定めている。 

本研究科の基盤である佐賀大学、琉球大学、及び鹿児島大学の所在する九州・沖縄

は、太平洋暖流域に面し、温暖多雨、高日射という恵まれた気象条件、また、肥沃な

平坦地、火山灰土地帯、複雑な地形の山地や海岸線等により地域固有の生物生産が活

発に行われている。このような背景のもとで、佐賀大学、琉球大学及び鹿児島大学の

３つの構成大学が、教員組織、研究施設及び設備を連合して博士課程の教育研究体制

をつくり、連携・協力の精神を基に、生物生産、生物資源の開発・保全ならびにバイ

オサイエンスに関する高度の専門的能力と豊かな学識を備えた研究者を養成すること

を目的としている。 

 

 

２. 教育の特徴 

 

① 本研究科は農学分野の専攻に加えて、他の地区の連合農学研究科にない水産資源科

学専攻を設けており、幅広い農学、水産学に関する教育・研究を行っている。 

② 大学教員としての研究後継者の養成のみではなく、広く国公私立の試験研究機関や

民間企業における生物資源、水産資源関連分野の発展に貢献しうる研究者及び国際化

に対応できる高度技術者の養成を行っている。 

③ バイオの最先端企業であるタカラバイオ株式会社と連携大学院を設置して、ライフ

サイエンス、バイオテクノロジーの著しい進歩に対応し、大学院教育を活性化して即

戦的な人材の養成を図っている。 

④ 社会人並びに外国人留学生、特に中国及び東南アジア等の諸国からの農水産学系の

留学生を積極的に受入れている。出身国が 20 数カ国に及ぶ留学生が学生全体の４割

を占める環境において、日常的に日本人学生と留学生の交流の機会が持たれ、学生の

国際的コミュニケーション能力の育成に役立っている。 

⑤ 学位申請要件として、共通セミナー（一般及び特別）各 30 時間の受講の他、査読付

き学会誌等への発表論文２編を義務付けている。 

⑥ 学生に対して国内外の学会等での発表、国際誌への論文投稿を指導・奨励し、国際

会議での発表や論文投稿に対して支援している。 

 

 

 ３．想定する関係者とその期待 

 

想定する関係者として、当該学生、その父兄及び、九州・沖縄地域をはじめアジアを

中心とする諸国の生物資源・水産関連分野の大学、国公私立の試験研究機関や農林水産

食品産業である。これら関係者から高度の専門知識、専門技術、国際性、企画力、リー

ダーシップ等と豊かな学識を備えた研究者の養成が期待されている。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制  

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

本研究科は、佐賀大学大学院農学研究科、宮崎大学大学院農学研究科（平成 19 年度よ

り離脱）、鹿児島大学大学院農学研究科、同水産学研究科及び琉球大学大学院農学研究科の

修士課程を母体とし、これらに附属施設を加えた（資料Ⅰ－①）、４専攻 11 連合講座から

なる独立した後期３年のみの博士課程である（資料Ⅰ－②）。平成 17 年度には、バイオサ

イエンス、バイオテクノロジーの目覚ましい発展や即戦的な人材養成に対応するため、資

源利用科学連合講座内にバイオの最先端企業であるタカラバイオ株式会社（滋賀県大津市）

と連携大学院を設置した。 

資料Ⅰ－① 教員組織の構成（教員所属別）（H20.3.1 現在） 

構成大学 構成学部等 主指導教 副指導教 

農学部 37 23 

農学部附属農場 1 1 

農学部附属演習林  1 

多島圏研究センター 1  

総合科学博物館  1 

鹿児島大学（農） 

タカラバイオ（株） 2 2 

水産学部 18 13 
鹿児島大学（水） 

水産学部附属海洋資源環境教育研究センター 3 2 

農学部 27 12 

農学部附属資源循環フィールド科学教育研究センター  2 

海浜台地生物環境研究センター 2 2 
佐賀大学 

総合分析実験センター  １ 

農学部 22 18 

農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センター 2 １ 

遺伝子実験センター 1  
琉球大学 

熱帯生物圏研究センター 1 １ 

宮崎大学（H19.4.1 発令 客員教員） 主指導教員資格者 30 名 副指導教員資格者 10 名  

 

資料Ⅰ－② 研究科の構成及び教員組織の構成（連合講座別）  (H20.3.1 現在) 

  専攻名 連合講座名 主指導教員資格者 副指導教員資格者

植物生産学連合講座 16(3) 7(1) 

動物生産学連合講座 17(6) 9(2) 

農林資源・経営学連合講座 15(3) 13(2) 

生 物 生 産 科

学専攻 

熱帯資源生物学連合講座 10(1) 4(0) 

応用生物化学連合講座 11(1) 6(1) 

資源利用化学連合講座 15(4) 5(0) 
生 物 資 源 利

用科学専攻 
生物機能開発学連合講座 8(1) 4(0) 

生物環境保護学連合講座 17(2) 9(1) 生 物 環 境 保

全科学専攻 生物生産工学連合講座 9(1) 14(1) 

海洋生産環境学連合講座 20(6) 14(1) 

大

学

院

連

合

農

学

研

究

科 
水 産 資 源 科

学専攻 水産資源利用学連合講座 10(2) 5(1) 

計 148(30) 90(10) 
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（ ）は H19.4.1 発令宮崎大学客員教員数    
本研究科では、学生１名に対して、主指導教員と主指導教員の在籍する大学の副指導教員

及び他大学の副指導教員の３名が教育研究指導に当たる他、必要に応じて指導教員を補助

する教員１人がつく極めて充実した指導体制を採っている（資料Ⅰ－③）。 

資料Ⅰ－③ 学生指導体制概念図 

 
学生一人あたりの教員数、学生の定員及び現員、教員組織の構成は、資料Ⅰ-④、⑤、

②のとおりであり、学生１人あたり主指導教員資格者は法人化前の 0.64 名（H16.4.1）か

ら 1.12 名（H19.12.1）に、副指導教員資格者は 0．5 名(H16.4.1)から 0.77 名(H19.12.1)

に増加した。 

資料Ⅰ－④ 学生一人当たりの教員数  

 

出典：研究科事務部資料 
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資料Ⅰ－⑤ 専攻・連合講座別の学生定員と現員 （H20.3.1 現在） 
定員 現員 配属大学（研究科）別内訳 

専攻

名 

入

学 

定

員 

総 

定

員 
１年 ２年 ３年 計 鹿農 鹿水 佐賀 琉球 宮崎

生物生

産科学 
8 24 8(4) 19(12) 24(8) 51(24) 16(12)  16(7) 13(3) 6(2)

6 18 7(2) 15(4) 17(3) 39(9) 13(2)  8(1) 15(5) 3(1)
生物資

源利用

科学 

(連携

大学

院） 

1 3  1  1 1  11(4) 9(3) 2(1)

生物環

境保全

科学 

4 12 9(5) 9(5) 12(4) 30(14) 8(6)    3 

水産資

源科学 
4 12 4(4) 4(4) 8(4) 16(12)  13(12)    

計 23 69 28(15) 48(25) 61(19) 137(59) 38(20) 13(12) 35(12) 37(11) 14(4)

出典：連大事務部資料                       ( )は外国人留学生内数 
このほか、主指導教員の高い教育指導能力を維持するため、平成 18 年度に鹿児島大学

大学院連合農学研究科主指導教員資格者資格再審査規則を制定し、教員資格の再評価を行

う再審査制度（別添資料Ⅰ－①）を平成 19 年度から導入した。平成 19 年度の再審査では

審査対象者全員が基準を満たしていたが、再審査制度の導入は教員に主指導教員としての

自覚と責任を再認識させる機会となった。 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

 本研究科では、代議委員会の中に、入試に関する事務を円滑に行うための入学試験検討

委員会、自己点検・評価に関する事項を審議・実施するための自己点検・評価委員会を置

いている。また、FD に関する事項を審議・実施するための FD 委員会を平成 19 年度から設

置した。自己点検・評価委員会では自己評価及び外部評価結果を分析して長期的及び短期

的に解決すべき課題を整理した。これらの課題や修了生のアンケート等で出された要望は、

代議委員会等に附議され、逐次改善を行っており、PDCA サイクルが機能している。平成 16

年度以降に実施した改善事項は、資料Ⅰ－⑥のとおりである。 
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資料Ⅰ－⑥ 平成 16 年度以降の教育に関する改善事項 

 区分  改善事項 

共通セミナー（一般） 講義資料及びスライドの日英併記  

英語による講義及び外部講師の増加 

交流時間の延長  

1 年次生のプレゼンテーションの実施 

ポスターセッションの修士学生・学部学生への開放 

ベストポスター賞の開設 

参加学生への交通費支援 

共通セミナー（特別） 岐阜大学大学院連合農学研究科との協定書の締結（受講時間の互換） 

「練習船を利用した地域共同のフィールド教育」プログラム 

授業評価の導入  

英語による講義の奨励 

講義資料及びスライドの日英併記 

入学試験 アドミッションポリシーの策定 

テレビシステムによる入試説明会の実施 

研究指導・学位論文 １年次学生に対する研究指導報告書及び２年次学生に対する中間報告書

の報告事項の充実 

国際会議での発表学生に対する研究費支援 

論文投稿に対する研究費支援 

学位論文に対する評価の導入 

優秀学生の表彰制度の開設 

TA TA 活動実施報告書提出の義務化 

TA を受けた学生からの TA の評価の導入 

その他 学生関連規則の英語版の整備 

出典：研究科事務部資料  

  
 

 また、宮崎大学離脱後の３大学４研究科による本研究科の将来構想を検討、１）21 世紀

の農水産業に適合し、「多様で豊富な九州・沖縄の生物資源の活用とアジアを中心とした農

水産学の国際化」「国際農水産学、熱帯農学、環境農水産学の充実」「先端生命科学への結

集（タカラバイオ(株)との連携による）」への対応を可能とするため、これまでの４専攻

11 連合講座から３専攻９連合講座へ、２）教育制度の改革として「単位制の導入」、「多様

なカリキュラムと選択制」による実質性のある教育の実施、とした改組案（平成 21 年度目

途）について現在文部科学省と調整中である（別添資料Ⅰ－② 鹿児島大学大学院連合農

学研究科改組（案））。 
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資料Ⅰ－⑦ 研究科の運営体制 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

①学生１人あたりの研究科指導教員資格者は法人化前に比較して着実に増加している。 

②各種アンケート及び FD 委員会において PDCA サイクルが機能しており、多くの教育改善

を実施した。 

③時代の変遷・社会のニーズに即した大学院の改組に向けて、21 年度実施を目途とした改

組(案)を検討し、着実に実施に向けて進んでいる。 

〈構成法人〉 

【設置法人】                      【参 加 法 人】 

《鹿児島大学》                   《佐賀大学》  《琉球大学》

※構成法人連絡調整委員会 

鹿児島大学長 佐賀大学長 琉球大学長

連合農学研究科長 連合農学研究科運営会議

連合農学研究科長補佐 農学研究科長 水産学研究科長 農学研究科長 農学研究科長

代議委員 代議委員 代議委員 代議委員

連合農学研究科教授会 連合農学研究科代議委員会

構成大学指導教員 
自己点検・評価委員会

入学試験検討委員会

FD 委員会 

【任務】 

・自己評価等の実施項目、実施

方 法 及 び 実 施 体 制 に 関 す る

こと 

・自己評価等の実施及びその結

果の公表に関すること 

・自己評価等の結果に基づく改

善策関すること 【任務】 

・FD の実施に関する事項 

・鹿児島大学 FD 委員会との

連絡調整に関する事項 
【任務】 

・入試実施計画 

・学生募集要項 
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分析項目Ⅱ 教育内容  

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

本研究科の修了要件は、１）本研究科に３年以上在学し必要な研究指導を受け、２）共

通セミナー（一般及び特別）をそれぞれ 30 時間以上合計 60 時間以上受講し、３）学位論

文の審査及び最終試験に合格することとなっている。 

学生は在学中に、合宿形式の共通セミナー（一般）（15 時間相当、年１回開催）を２回

以上、集中講義形式の共通セミナー（特別）（６時間相当）を５回以上それぞれ受講し、学

位論文の申請にあたって義務づけられている査読付き学会誌等に２編以上の論文を発表し

た上で、学位論文の審査を経て学位を取得することとなる（資料Ⅱ－①）。 

資料Ⅱ－① 本研究科の標準的な学習カリキュラム 

 共通セミナ

ー（一般） 

共通セミナー

（特別） 

個別指導体制による研究指導 

１年次 １回目受講 複数回受講 研究指導報告 

２年次 ２回目受講 複数回受講 研究成果の中間報告会 

３年次   論文発表会等へ向けての

学位論文の主論文

として査読付き学

会誌に２編以上発

標 準

修 業

年 限 

３年 

   学位論文の審査及び最終試験 

 この間、国内外の学会における口頭・ポスター発表を実施 

 構成大学の研究設備・施設は、学生は自身の配属大学と同様に利用可能 

「学位論文の作成等に対する指導」では、主指導教員が学生の入学時に教育研究指導計

画書を策定し、それに従って常に２名の副指導教員と密接な連絡を取りながら研究指導を

行う。また、３名の指導教員と当該学生が一同に会して、研究指導報告（1 年次）、研究成

果の中間報告会（２年次）を行うとともにその報告書を提出するなどして学生の研究進捗

状況に応じた指導を行う他、学位申請前には論文発表会等に向けての指導を行う。学位論

文の作成等に対する指導では、演習、実験、実習等を学生と指導教員との対話・討論型で

行う個別指導体制となっている。研究指導を受けるにあたって、学生は構成大学の研究設

備や施設を配属大学同様に利用できることも連合農学研究科の特色のひとつである。 

学位論文の審査は、１名の主指導教員と２名の副指導教員に加えて本研究科主指導教員

有資格者２名の計５名の審査委員の他、必要に応じて他大学の外部協力者を加えた審査委

員会において公平かつ適切に実施され、最終的には研究科教授会の審議を経て可否が決定

される。なお、学位論文の提出条件を申し合わせており（別添資料Ⅱ－①）学位論文の質

の低下防止に努めている。さらに、特別に優秀な学生については早期修了制度を設けてい

る。 

 

観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

 本研究科では、「東アジア、東南アジア及び南太平洋諸国の大学を中心に、広く海外の大

学、国際機関との連携を深め、国際交流を積極的に進める。」という鹿児島大学の国際交流

の基本目標を受け、留学生を積極的に受入れる他、社会のニーズに対応して社会人にも門

戸を開いている（資料Ⅱ－②）。 
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資料Ⅱ－② 留学生及び社会人の入学状況 

配属大学（研究科） 

鹿児島(農) 鹿児島（水） 佐賀 琉球 宮崎 
計 年

度 
留学 社会 留学 社会 留学 社会 留学 社会 留学 社会 留 社

入学

者数

H16 4 2 4  8 1 2 2 5 2 23 7 67 

H17 4 1 4  5  3 3 1 1 17 5 38 

H18 7  4  6 2 5 3 3 2 25 7 49 

H19 6 2 4  2 1 3    15 3 28 

計 21 5 16 0 21 4 13 8 9 5 80 22 182

出典：研究科事務部資料  
 また、主に所属機関で研究を行う社会人や、滋賀県大津市にあるタカラバイオ（株）で

教育を受ける連携大学院の学生にとって、旅費や移動時間の軽減となる他連合農学研究科

における共通セミナー（特別）受講のニーズに対応するため、平成 18 年度に岐阜大学大学

院連合農学研究科との間で、学生の教育指導についての協定書を締結し、共通セミナー（特

別）を相互に受講できるように措置した（資料Ⅱ－③）。 

資料Ⅱ－③ 岐阜大学大学院連合農学研究科における共通セミナー（特別）受講状況 

年度 人数 学生配属大学 受講科目数 

H19 ２ 鹿児島大学（農） ５ 

 出典：研究科事務部資料 

 

このほか、鹿児島大学学則第 22 条に基づく研究指導委託制度も利用されている（資料Ⅱ－

④）。 

資料Ⅱ－④ 学生の研究指導委託状況 

年度 人数 学生配属大学 委託機関 委託期間 

H16 ０    

H17 ０    

１ 宮崎大学 
The University of Texas Health Center at 

Tyler（アメリカ合衆国） 

H18.4.1～5.31 

H18 

１ 
鹿児島大学

(農) 
東北大学大学院医学系研究科 

H18.4.1～9.30 

計 ２    

 出典：研究科事務部資料 

 修了生のアンケートや共通セミナー（一般）の際のアンケートで出された要望は、代議

委員会等に附議し、改善を実施している（資料Ⅰ－⑥）。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

①連合農学研究科独特の複数大学にまたがる複数教員による個別指導体制を採用し、少人

数形式の共通セミナー（特別）、合宿形式の共通セミナーによる充実した教育内容とな

っている。 

②他連合農学研究科との共通セミナー（特別）の相互受講、国内外の機関への学生の研究

指導委託等、学生の選択の幅を広げている。 

③留学生を積極的に受け入れる（在籍者の 43%、H19.12.1 現在）他、社会人に対しても積

極的に門戸を開き、関係者のニーズに応えている。 
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分析項目Ⅲ 教育方法   

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

本研究科は単位制の授業を行わず、教育方法は「複数の教員による研究指導」及び「学

位申請の必須要件である共通セミナー（一般及び特別）の履修」によっている。 

「複数の教員による研究指導」では、１名の学生に対して、主指導教員１名と副指導教

員２名及び必要に応じて指導補助教員からなる複数教員グループで学位論文の作成等に関

する教育研究指導を行っている。 

共通セミナー（一般）は各構成大学の持ち回りにより、合宿形式で異なる大学に配置さ

れた学生達が一同に会して年１回開催される。生物の生産・利用について基礎的・総合的

思考能力の強化を目的としており、各連合講座分野に偏ることなく、内部講師と外部講師

のバランスのとれた講義形式を採用している。また講義の他、学生によるプレゼンテーシ

ョン、ポスターセッション、学生と教員の交流会をプログラムに加えている。これにより、

日頃別々の大学で教育研究指導を受けている学生間のコミュニケーションを確保し、相互

啓発やモチベーションの強化が図られる等、複数の大学が相互連携して教育研究指導を行

う連合農学研究科の特長が最大限に活かされている。 

共通セミナー（特別）は、各構成大学において学生を担当する主指導教員が自身の研究

内容に即したテーマで集中講義（６時間）を行い、学生は、自分の研究分野の他、関連分

野や興味のある分野のセミナーを選択受講する。学生の専門分野に深い関連のある分野の

知識の取得を目的としており、5 名前後の少人数の受講者に対して講義及び討論形態を採

っている。 

平成 18 年度には、新しい試みとして岐阜大学大学院連合農学研究科と共通セミナー（特

別）の受講時間互換協定を締結、これにより平成 19 年度から学生は岐阜連大の共通セミナ

ー（特別）の受講が可能となり選択の幅が広がった（資料Ⅱ－③）。 

また、平成 19 年度からは、全国にある６連合農学研究科で唯一水産資源科学専攻を有

する本研究科独特の取り組みとして、「練習船を利用した地域共同のフィールド教育」プロ

グラム（別添資料Ⅲ－①）を開始した（資料Ⅲ－①）。同プログラムの受講時間は共通セミ

ナー（特別）受講時間の一部として認定されている。 

資料Ⅲ－① 「練習船を利用した地域共同のフィールド教育」プログラム参加学生数 

年度 参加学生数 鹿児島大学（農） 鹿児島大学（水） 佐賀 修士課程学生

H19 ７ 

学生 

内訳 １ ２ ２ ２ 

 出典：研究科事務部資料 

 

この他、学生を TA に採用することにより実質的な教育指導者としての訓練を、RA に採

用することによる研究能力の育成を図っている（資料Ⅲ－②、資料Ⅲ－③）。 

資料Ⅲ―② ＴＡ採用実績 

年度 H4～H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 累計 

採用数 320 93 87 94 95 102 97 82 970 

 出典：研究科事務部資料 

 

資料Ⅲ―③ ＲＡ採用実績 

年度 H9～H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 累計 

採用数 40 15 17 17 21 22 22 20 174 

 出典：研究科事務部資料 
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平成 18 年度には TA マニュアルを作成し採用学生に周知した他、平成 19 年度からは TA

制度による TA の指導を受けた学生からの評価調査を実施し、TA 制度活用による教育訓練

をより一層効果的なものとしている。 

 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

指導教員による研究指導においては、個別指導の他、学生の研究進捗状況等を的確に把

握し主体的学習を促すため、指導教員 3 名と学生が集まり、研究指導（１年次）及び中間

報告会（2 年次）を開催し、学生の主体的学習を促している。 

共通セミナー（特別及び一般）は両セミナーとも集中講義形式で行われるため、学生に

は指導教員による教育研究指導を受けながら主体的に予習復習する時間が十分確保されて

いる。 

共通セミナー（特別）のシラバス（別添資料Ⅲ－②）は毎年 5 月と９月に、共通セミナ

ー（一般）のシラバスは８月に学生全員に配布される他、研究科ホームページにも掲載し、

学生の主体的な選択、事前準備、履修に役立っている。また、共通セミナー（一般）にお

ける各種情報交換の場は、学生の意識啓発やモチベーション強化にとどまらず、学生が幅

広い分野の知識を深める機会を提供している。 

学生は各自のパソコンから、文献検索は勿論のこと電子ジャーナルにもアクセスできる

体制になっているので、自主的に最新の情報を得ながら研究を進める体制になっている。 

学生に対しては国内外の学会等での発表を指導・奨励しており、本研究科独自の取組み

として平成１７年度からは国際会議の発表に対して研究費の支援を実施している他、平成

19 年度からは学生の論文掲載に対する支援を開始した。学生は国内の学会だけでなく、海

外で開催される国際学会においても積極的に発表しており、平成 16 年度以降の口頭及びポ

スター発表件数が増えている（資料Ⅲ－④）。また、海外で開催された国際会議等での発表

件数も支援を開始した平成 17 年度以降増加ししている（資料Ⅲ－⑤）。 

 

資料Ⅲ―④ 年度別投稿論文数と口頭発表数 

年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

投稿論文数 104 編 106 編 144 編 115 編

在籍者数（4.1 現在） 199 名 181 名 175 名 142 名

在籍者一人当たり論文数 0.5 編 0.6 編 0.8 編 0.8 編

口頭及びポスター発表数 158 題 145 題 208 題 218 題

在籍者一人当たり口頭発表数 0.8 題 0.8 題 1.2 題 1.5 題

出典：研究科事務部資料 

 

資料Ⅲ－⑤ 年度別 海外で開催された国際会議での口頭及びポスター発表件数 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

件数 4 件 13 件 9 件 21 件 

出典：研究科事務部資料 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準)期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

①  学生１名に対して教員３名の個別指導体制により効果的な指導が行われるとともに

学生の主体的学習を促している。 
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②  共通セミナー（一般及び特別）双方の履修により、基礎的・総合的思考能力の強化と

同時に専門知識の修得を図っている。 

③  岐阜連大との共通セミナー（特別）受講時間の互換、全国にある６連合農学研究科で

唯一水産学専攻を有する本研究科独特の取り組みである「練習船を利用した地域共同

のフィールド教育」プログラムの受講時間を共通セミナー（特別）の受講時間の一部

と認定することなどにより、セミナーの選択肢を広げている。 

④  TA、RA 制度を活用し研究能力育成、教育的機能訓練等に役立てる工夫をしている。 

⑤  学生に対する支援を行い、活発な国際会議等での発表、論文投稿を促している。 
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分析項目Ⅳ 学業の成果  

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

本研究科は、現代社会で求められている、人類の抱える食糧危機や環境の悪化など数多

くの難題を解決できる高度な研究・分析能力を備えたリーダーとなる人材、すなわち、研

究分野に関しての課題探究能力と豊かな知識を備え、国際社会にも貢献できる研究者、教

育者、技術者を養成することを目的としている。 

本研究科では現在（H20.3.31）までに 612 名（内留学生 375 名）の課程博士、107 名（内

外国人 19 名）の論文博士が輩出（資料Ⅳ－①）され、修了生は国内外の教育・研究機関等

で指導的な立場で活躍している。 

資料Ⅳ－① 学位授与状況（課程博士・論文博士） 

課程修了による学位授与状況 

年度     配属

大学 ～平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17年度 平成 18 年度 平成 19 年度 計 

鹿農 92 (63) 12 (9) 11 (4) 6 (2) 8 (4)  129 (82) 

鹿水 88 (59) 7 (3) 9 (5) 7 (6) 6 (3)  115 (76) 

佐賀 81 (50) 9 (4) 8 (6) 11 (7) 6 (5)  125 (72) 

琉球 49 (26) 6 (4) 7 (6) 6 (1) 6 (3)  74 (40) 

宮崎 138 (88) 10 (4) 10 (5) 10 (5) 9 (3)  177 (105) 

計 448 (286) 44 (24) 45 (26) 40 (21) 35 (18) 612 (375) 

課程を経ない者の学位授与状況 

年度     配属

大学 ～平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17年度 平成 18 年度 平成 19 年度 計 

鹿農 18 (1) 3   4   3   3 (1) 31 (2) 

鹿水 9 (3)      2 (1) 3 (2) 14 (6) 

佐賀 12 (3)    1   1   1   15 (3) 

琉球 5   2   1   1 (1) 2 (1) 11 (2) 

宮崎 23 (6)    3   10     36 (6) 

計 67 (13) 5 0  9 0  17 (2) 9 (4) 107 (19) 

                     （ ）は外国人留学生内数 

出典：研究科事務部資料 

学位の標準修業年限内の学位取得率については、修了生の絶対数が少ないためばらつき

があるものの、法人化以前の３年間(平成 13 から 15 年度)の平均は 46.9％であったが、法

人化以後は 50％以上で推移しており、上昇した（資料Ⅳ－②）。 

表Ⅳ－② 標準修業年限内での学位取得率 

修了年度 H13～H15 年度 H16 年度 H17 年度 H18 年度 H19 年度 

３年次在学生数 147 名 43 名 54 名 54 名 31 名 

内 修了者数 69 名 23 名 29 名 27 名 17 名 

修了率 46．9％ 53．5％ 53．7％ 50％ 54．8％ 

出典：研究科事務部資料 

 学生が身に付けた成果として、ｱﾒﾘｶ油化学会 Honored Student Award など 9 件の受賞があ

った（資料Ⅳ－③）。また、日本学術振興会特別研究員として平成 16 年度以降 5 名が（資料Ⅳ

－④）、同外国人特別研究員として 5 名が採用された（資料Ⅳ－⑤）。これは、本研究科の

教育が高く評価された結果である。 
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資料Ⅳ－③ 学生の受賞状況 

年度 賞の名称 

平成 16 年度 The 95th Annual Meeting & Expo of American Oil Chemists' Sciety 

(Cincinnati, HO USA), Exellent Poster Award : First place (Health & 

Nutrition Divition) （共同研究者として受賞） 

平成 17 年度 ｱﾒﾘｶ油化学会 2005 年度 Hornored Student Award 

 日本植物工場学会 学術奨励賞（平成 17 年度修了生） 

 Journal of Fish Diseases, Most Accessed Article from Volume 27(2004) 

Journal of Fish Diseases in 2005 

平成 19 年度 日本油化学会オレオマテリアル賞  

第 31 回蛋白質と酵素の構造と機能に関する九州シンポジウムポスターセッ

ション最優秀賞 

The AOCS Health & Nutrition Division 2nd Place Student Poster Award

第 21 回キチン・キトサンシンポジウム ポスター賞 

2007 年度 日本生態学会ポスター最優秀賞 

出典：研究科事務部資料 

 

資料Ⅳ－④ 日本学術振興会特別研究員の採択状況 

採用年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度＊ 

特別研究員の種類（人数） DC2（1 名） DC1（1 名） DC2（3 名） 

出典：研究科事務部資料                   ＊平成 19 年度に審査 

 

資料Ⅳ－⑤ 日本学術振興会外国人特別研究員採択状況 

採用年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

人数 １名 ２名＊１ １名 １名＊２ 

出典：研究科事務部資料                ＊１うち１名が在学中採択者 

                            ＊２在学中採択者      

 

このほか、在学中の学生の研究活動としての投稿論文数及び口頭発表数は資料Ⅲ－④の

とおり、海外で開催された国際会議での発表数は資料Ⅲ-⑤のとおりである。 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

本研究科では学生の意見聴取として共通セミナー（一般）のアンケートを毎回行ってい

るほか、自己点検・評価報告書作成時に適宜、修了生・在学生に対してアンケートを行っ

ている。さらに平成 18 年度からは、共通セミナー（特別）についても学生の授業評価を行

っている。また、平成 17 年度末には平成 11 年度から平成 17 年度の修了生に対してアンケ

ート調査を実施、共通セミナー（一般及び特別）、研究指導、中間報告会についての成果・

効果についての意見を聴取した。 

これら学生の意見を参考に、１）共通セミナー（一般）においてはポスターセッション

を設けベストポスター賞を設ける、２）共通セミナー（一般）における外部講師を増やす、

３）共通セミナー（一般及び特別）において日本語・英語の併用を進める、などの改善を

行ってきた。  

平成 18 年度及び 19 年度の共通セミナー（一般）のアンケートによれば、１）個々のセ

ミナーの理解度については、「ほぼ理解できた」が 27～83％、２）専攻・情報交換セミナ

ーの企画・運営については、各項目について「良い」の評価が 72～87％、２）ポスターセ

ッションは、「意義がある」「少しは意義がある」を合わせると 93％であり（資料Ⅳ－⑥）、

鹿児島大学大学院連合農学研究科 分析項目Ⅳ 

－18-14－ 



 

- 14 - 

 

全体的に評価が高かった。 

資料Ⅳ－⑥ 共通セミナー（一般）に関するアンケート調査集計結果（平成 19 年度実施分

より）回答者 78 名 

セミナーについて 

 ｾﾐﾅｰ A ｾﾐﾅｰ B ｾﾐﾅｰ C ｾﾐﾅｰ D ｾﾐﾅｰ E ｾﾐﾅｰ F 

ほぼ理解できた 21名（27%） 36名（46%） 28名（36%） 22名（28%） 51名（65%） 65名（83%）

半分程度 44名（56%） 35名（45%） 43名（55%） 48名（62%） 26名（33%） 4名（5%） 

理解できなかった 13名（17%） 7名（9%） 7名（9%） 8名（10%） 1名（1%） 9名（12%） 

企画･運営について 

 時期 日数 会場 ｸﾞﾙｰﾌﾟの分け方 

良い 65名（83%） 68名（87%） 68名（87%） 良い 56名（72%） 

悪い 4名（5%） 3名（4%） 3名（4%） 改善すべき 19名（24%） 

その他 9名（12%） 7名（9%） 7名（9%） 無回答 3名（4%） 

 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 交流会について 

意義がある 30名 38% 56名 72% 57名 73% 

少しは意義がある 34名 44% 16名 21% 14名 18% 

その他 12名 15%  5名  6%  6名  8% 

無回答  2名  3%  1名  1%  1名  1% 

出典：研究科事務部資料（平成 19 年度共通セミナー（一般）アンケート調査集計結果） 

 

平成 18 年度から実施している共通セミナー（特別）に関する学生の授業評価について

も、配布資料の適切さ、内容に興味を持てたか、理解できたか、教員の熱意を感じたか、

総合的に満足できたか等、調査したすべての項目について、「そう思う」、「どちらかという

とそう思う」の合計が、91～99%を占め、極めて高い評価になっている（別添資料Ⅳ－① 共

通セミナー（特別）授業評価調査結果）。 

また、修了生に対するアンケートの結果では、共通セミナー（一般及び特別）ともに 80％

超が「良い」の評価であり、「社会の要求に対してさまざまな情報を収集・分析し、問題点

と課題を理解し、適切に対応する能力」「専門的な知識及び技術を駆使して、課題を探求し、

解決する能力」「実験又は調査を計画・遂行し、データを正確に解析・考察し、かつ説明す

る能力」についてそれぞれ 75.7％～92.8％が身に付いたと回答している（資料Ⅳ－⑦）。 

資料Ⅳ－⑦ 修了生が獲得した能力の自己分析（修了生に対するアンケート調査集計結果よ

り）対象：H11～H19 年度課程博取得者 回答数：135 名 回収率：37％ 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100

%

社会の要求に対して様々な情報を収集・分析し、問題点と課題

を理解し、適切に対応する能力

専門的な知識及び技術を駆使して、課題を探求し、解決する能

力

実験又は調査を計画・遂行し、データを正確に解析・考察し、か

つ説明する能力

身に付いた 身に付かなかった どちらともいえない 無回答

 

出典：研究科事務部資料（修了生に対するアンケート結果） 
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

①  共通セミナー（一般）では受講生のアンケートによる改善のシステムが確立してい

る。共通セミナー（特別）についても平成 17 年度からアンケートによる PDCA サイ

クルを実施している。 

②  修了生対象のアンケートでは 8 割以上の学生から研究者・教育者・技術者として必

要とされる能力が身に付いたという回答を得ている。 

③  設置以来の入学者数に対する学位取得者の割合は 68.3％であり入学者のニーズ（資

料Ⅴ－①）に十分応えている。また、修了生によるアンケートからは調査計画・デ

ータ解析及び分析能力、課題の探求・解決能力、情報の収集及び分析能力について

８割から９割が身に付いたと高く評価している。 
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分析項目Ⅴ 進路・就職の状況   

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

 本研究科では求人情報をホームページに掲載して学生に周知を図るとともに、指導教員

が中心になって指導学生の就職支援を行っている。平成 16～19 年度の就職率（ポストドク

を含む）は 78％であり、この間の変動は小さい。本研究科の入学目的は資料Ⅴ－①のとお

りであるが、就職職種別状況を見てみると、大学教員、研究所・団体職員、民間研究所な

どの高度な研究・分析能力を必要とする職種に全修了生の 55％が就職していて、入学者の

期待に添った内容となっている。留学生のみについて見てみると、母国の大学教員や研究

所の研究員になる者の割合が最も高く、修了生の 60％がこれらの職種に就いており、母国

の大学や研究機関で中心的に活躍しているものも多数いる（資料Ⅴ－②）。 

資料Ⅴ－① 入学目的 

      対象：H11～H19 年度課程博取得者 回答数：135 名 回収率：37％ 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

全体

外国人学生

日本人学生

研究を更に発展させるため

学位の取得のため

研究職に就きたいため

その他

 

出典：研究科事務部資料（修了生に対するアンケート結果） 
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資料Ⅴ－② 職種別就職状況 当該年度 5.1 現在調べ 

平成１6 年度 平成 17 年度 
職種 

日本人 留学生 計 日本人 留学生 計 

大学教員 3 15.0% 7 29.2% 10 22.7% 4 21.1% 9 36.0% 13 29.5%

研究所・団体等 4 20.0% 6 25.0% 10 22.7% 3 15.8% 4 16.0% 7 15.9%

民間企業研究員 5 25.0% 1 4.2% 6 13.6% 3 15.8% 0 0.0% 3 6.8%

その他（含む研 4 20.0% 4 16.7% 8 18.2% 6 31.6% 3 12.0% 9 20.5%

自営 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

未定（含む調査 4 20.0% 6 25.0% 10 22.7% 3 15.8% 9 36.0% 12 27.3%

計 20 100.0% 24 100.0% 44 100.0% 19 100.0% 25 100.0% 44 100.0%

平成 18 年度 平成 19 年度  
職種 

日本人 留学生 計 日本人 留学生 計 

大学教員 1 5.3% 9 42.9% 10 25.0% 1 5.9% 4 22.2% 5 14.3%

研究所・団体等 1 5.3% 4 19.0% 5 12.5% 3 17.6% 4 22.2% 7 20.0%

民間企業研究員 4 21.1% 2 9.5% 6 15.0%  5 29.4% 4 22.2% 9 25.7%

その他（含む研 12 63.2% 1 4.8% 13 32.5%  8 47.1% 3 16,8% 11 31.4%

自営 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.6% 1 2.9%

未定（含む調査 1 5.3% 5 23.8% 6 15.0% 0 0.0% 2 11.0% 2 5.7%

計 19 100.0% 21 100.0% 40 100.0% 17 100.0% 70 100.0% 12 100.0%

 出典：鹿児島大学大学院連合農学研究科概要 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

 修了生に対するアンケート結果によれば、指導教員に対する満足度は 82％と高く、獲得

した能力についても高い評価を得ている（資料Ⅳ－⑦）。また、平成 18 年度に修了生の就

職先 318 ヶ所へアンケートを配布し、修了生を通して当研究科の評価を行った（回答率

32.4％）。修了生に対する全体としての評価は、86％が「良い」と、また、専門知識、専門

技術、課題解決能力については 75％以上が、教養についても 74％が「良い」と回答してお

り、高い評価であった。これに比べるとやや評価が低かったが、企画力では 68％、リーダ

ーシップでは 59％が「良い」で、高い評価を得ている（資料Ⅴ－③）。 

 資料Ⅴ－③ 修了生に対する項目別評価 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識の評価

企画力の評価

リーダーシップの評価

大変優れている 優れている 普通 やや劣る 劣る 無記入

 

出典：研究科事務部資料（修了生に対するアンケート結果） 

さらに、法人化前の平成 14～15 年度採用学生の評価と法人化後の平成 17、18 年度採用
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学生の、修了生就職先の評価を比較すると、課題解決能力の評価が幾分下がったものの、

リーダーシップに対する評価をはじめその他の評価は向上している（資料Ⅴ－④）。 

資料Ⅴ－④ 修了生に対する評価（年度毎、評価項目毎） 

平成 14～16 年度採用学生 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識の評価

専門技術の評価

企画力の評価

課題解決能力の評価

リーダーシップの評価

教養の評価
大変優れている

優れている

普通

やや劣る

劣る

無記入

平成 17～18 年度採用学生 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識の評価

専門技術の評価

企画力の評価

課題解決能力の評価

リーダーシップの評価

教養の評価
大変優れている

優れている

普通

やや劣る

劣る

無記入

出典：研究科事務部資料（修了生に対するアンケート結果） 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

①修了生の 55％以上が大学教員、研究所・団体職員、民間研究所などの高度な研究・分析

能力を必要とする職種に就職しており、人材養成の目的を達成していると判断できる。  

②就職先へのアンケート結果によれば、専門知識については 81％、専門技術については

79％が優れていると回答しており、高い評価を得ている。 

③修了生に対して行った学生時代に受けた教育に関するアンケートでは、身に付いた各種

能力について 76％から 94%という高い評価が得られている。 
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Ⅲ 質の向上度の判断   

 

 

①事例１「教育の改善」（分析項目Ⅱ及びⅢ） 

(質の向上があったと判断する取組) 

 自己点検・評価委員会では自己評価及び外部評価結果を分析して長期的及び短期的に

解決すべき課題を整理した。こられの課題は代議委員会等で討議され、改善が実施されて

いる。平成 16 年度以降に実施された教育の改善は 22 項目にも及んだ。これの改善の結果、

特に質が向上したものには次のようなものがある。 

(1) 「国際化、情報化に対応でき、社会をリードし、国際化に対応できる人材を養成する。」

という鹿児島大学の大学院課程の教育目標を受け、国際学会で発表する学生に対して研

究費を支援する制度を平成 17 年度から設けた。その結果、学生の国際会議出席は法人

化後大幅に増加し、学生に国際経験を積ませることができた（資料Ⅲ-⑤）。 

(2)１年次学生に対する研究指導報告書及び２年次学生に対する中間報告書の報告事項の

充実等により指導体制を強化した結果、標準修業年限内での学位取得率が法人化前３年

間の平均 46.9％から法人化後の 53.0％（平成 16-19 年の平均）へ増加した（資料Ⅳ－

②）。 

 

②事例２「連携大学院の設置」(分析項目Ⅰ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

 ライフサイエンス、バイオテクノロジーの著しい進歩に対応し、大学院教育を活性化し

て即戦的な人材の養成を図るため、平成 17 年度にバイオの最先端企業であるタカラバイオ

（株）と連携大学院を設置した。これまでに２人の学生が入学し、滋賀県大津市のタカラ

バイオ（株）の客員教授から先端バイオの研究指導を受けた。また、同客員教授による、

基礎研究から実用化に向けた講義を展開した共通セミナー（特別）には、３年間で 18 名の

学生が受講し、この受講生数は全共通セミナー（特別）の受講生数の平均値（３年間で 13.5

名）より高く、学生の関心の強さ裏付けた。タカラバイオ株式会社との連携大学院の設置

により、学生にバイオに関する最先端で且つ実践的な教育を提供することができた。 
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